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Becomes E-Business、 BEA WebLogic E-Business Platform、 BEA Builder、 BEA Manager、 BEA 
eLink、 BEA WebLogic Commerce Server、 BEA WebLogic Personalization Server、 BEA WebLogic 
Process Integrator、 BEA WebLogic Collaborate、 BEA WebLogic Enterprise、および BEA 
WebLogic Server は、 BEA Systems, Inc. の商標です。

その他の商標はすべて、関係各社がその権利を有します。
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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、BEA WebLogic Serverô  Administration Console の機能と 
BEA WebLogic Server ドメインを管理する手順について説明します。  

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

Administration Console のノードごとに章が分かれています。

各章には、そのノードで設定できる属性の情報、またはそのノードで利用で
きる情報、エンティティの作成およびデプロイメントの手順、プログラミン
グと管理についての追加情報へのリンクなどが含まれています。

対象読者

このマニュアルは、1 つまたは複数の WebLogic Server ドメインを管理するシス
テム管理者またはオペレータを対象としています。Web 技術に読者が精通して
いることを前提として書かれています。

e-docs Web サイト

BEA 製品のドキュメントは、BEA の Web サイトで入手できます。BEA のホー
ム ページで [製品のドキュメント ] をクリックするか、または WebLogic Server 
製品ドキュメント ページ（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/）を直接表示してくだ
さい。
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このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ファイル｜印刷 ] オプションを使用すると、Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 トピックずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、Web サイトで入手できます。PDF を Adobe 
Acrobat Reader で開くと、マニュアルの全体（または一部分）を書籍の形式で印
刷できます。PDF を表示するには、WebLogic Server ドキュメントのホーム ペー
ジを開き、[ドキュメントのダウンロード ] をクリックして、印刷するマニュア
ルを選択します。

Adobe Acrobat Reader は Adobe の Web サイト（http://www.adobe.co.jp/）で無料
で入手できます。

関連情報

BEA の Web サイトでは WebLogic Server の全ドキュメントを提供しています。

サポート情報

BEA のドキュメントに関するユーザからのフィードバックは弊社にとって非常
に重要です。質問や意見などがあれば、docsupport-jp@beasys.com 宛に電子メー
ルでお寄せください。寄せられた意見については、ドキュメントを作成および改
訂する BEA の専門の担当者が直に目を通します。

電子メールのメッセージには、ご使用のソフトウェアの名前とバージョン、およ
びドキュメントのタイトルと日付をお書き添えください。本バージョンの BEA 
WebLogic Server について不明な点がある場合、または BEA WebLogic Server の
インストールおよび動作に問題がある場合は、BEA WebSupport
（http://www.bea.com）を通じて BEA カスタマ サポートまでお問い合わせくださ
い。カスタマ サポートへの連絡方法については、製品パッケージに同梱されて
いるカスタマ サポート カードにも記載されています。
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カスタマ サポートでは以下の情報を尋ねますので、お問い合わせの際はあらか
じめご用意ください。

お名前、電子メール アドレス、電話番号、ファクス番号

会社の名前と住所

お使いの機種とコード番号

製品の名前とバージョン

問題の状況と表示されるエラー メッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕+
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すことを示す。

斜体 強調または書籍のタイトルを示す。

等幅テキスト コード サンプル、コマンドとそのオプション、Java クラス、デー
タ型、ディレクトリ、およびファイル名とその拡張子を示す。等
幅テキストはキーボードから入力するテキストも示す。

例 :
import java.util.Enumeration;

chmod u+w *

config/examples/applications

.java

config.xml

float

斜体の等幅テ
キスト

コード内の変数を示す。

例 :
String CustomerName;
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すべて大文
字のテキス
ト

デバイス名、環境変数、および論理演算子を示す。

例 :
LPT1
BEA_HOME
OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。例 :

java utils.MulticastTest -n name -a address
[-p portnumber] [-t timeout] [-s send]

| 構文の中で任意指定の項目を示す。例 :

java weblogic.deploy [list|deploy|undeploy|update]
password {application} {source}

... コマンドラインで以下のいずれかを示す。 

引数を複数回繰り返すことができる

任意指定の引数が省略されている

パラメータや値などの情報を追加入力できる

.

.

.

コード サンプルまたは構文で項目が省略されていることを示す。 

表記法 適用
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1 ACL

以下に、Administration Console を使用して、アクセス制御リスト (ACL) の作成
や管理に必要な属性を設定する手順を説明します。ACL の詳細については、『管
理者ガイド』の「セキュリティの管理」を参照してください。

新しい ACL の作成

1. 左ペインの [ACL] ノードをクリックします。右ペインに [ACL] テーブルが表
示され、ドメイン内のすべての ACL が示されます。

2. [新しい ACL 名 ] フィールドに値を入力します。

3. [作成 ] ボタンをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、新しい 
ACL の作成に関連する情報が示されます。

4. [パーミッション ]、[ユーザ ]、 [グループ ] フィールドに値を入力して、ど
の許可を割り当てるのか、およびそれらの許可を受けるのはどのユーザとグ
ループなのかを指定します。各フィールドでは、複数の値をスペースで区切
ります。 

5. [パーミッションを付与 ] ボタンをクリックして、ACL を作成します。

新しい ACL の作成の詳細については、『管理者ガイド』の「セキュリティの管
理」を参照してください。

ACL の変更

1. 左ペインの [ACL] ノードをクリックします。右ペインに [ACL] テーブルが表
示され、ドメイン内のすべての ACL が示されます。
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 1-1

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/adminguide/cnfgsec.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/adminguide/cnfgsec.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/adminguide/cnfgsec.html


1 ACL
2. 変更する ACL の名前をクリックします。

3. [パーミッション ]、[ユーザ ]、および [グループ ] フィールドの値を変更し
て、どの許可を割り当てるのか、およびそれらの許可を受けるのはどのユー
ザとグループなのかを指定します。各フィールドでは、複数の値をスペース
で区切ります。 

4. [パーミッションを付与 ] ボタンをクリックして、ACL を変更します。

ACL の変更の詳細については、『管理者ガイド』の「セキュリティの管理」を参
照してください。

[パーミッション ]

ACL の詳細については、『管理者ガイド』の「セキュリティの管理」を参照して
ください。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[パー
ミッショ
ン ]

特定の種類のアクセス
を個人またはグループ
に許可する。

[write]、[read]、
[modify]

NULL

[ユーザ
]

特定の種類のアクセス
を個人に許可する。

[write]、[read]、
[modify]

NULL

[グルー
プ ]

特定の種類のアクセス
をグループに許可する。

[write]、[read]、
[modify]

NULL
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2 ACL のパーミッション

以下の表に、アクセス制御リスト（ACL）でのパーミッションの設定に使用す
る属性を示します。ACL の詳細については、『管理者ガイド』の「セキュリティ
の管理」を参照してください。

[パーミッション ]

ACL の詳細については、『管理者ガイド』の「セキュリティの管理」を参照して
ください。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[パー
ミッショ
ン ]

特定の種類のアクセス
を個人またはグループ
に許可する。

[write]、[read]、
[modify]

NULL

[ユーザ
]

特定の種類のアクセス
を個人に許可する。

[write]、[read]、
[modify]

NULL

[グルー
プ ]

特定の種類のアクセス
をグループに許可する。

[write]、[read]、
[modify]

NULL
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3 アプリケーション

以下に、Administration Console を使用して、新しいアプリケーションのインス
トールやデプロイに必要な属性を設定する手順を説明します。アプリケーション
の詳細については、『管理者ガイド』の「アプリケーションのデプロイ」を参照
してください。

新しいアプリケーションのインストール

1. 左ペインの [アプリケーション ] ノードをクリックします。右ペインに [アプ
リケーション ] テーブルが表示され、ドメインにインストールされているす
べてのアプリケーションが示されます。

2. [新しい Application のコンフィグレーション ] リンクをクリックして、[新
しい Application の作成 ] ページを開きます。

3. コンフィグレーション情報を次のように入力します。

[名前 ] フィールドにアプリケーションの名前を入力します。

[パス ] フィールドに .ear、.jar、または .war アプリケーションのパスを入
力します。

新しいアプリケーションをデプロイする場合は、[デプロイ ] ボックスを
選択します。

4. [作成 ] ボタンをクリックして、アプリケーションをインストールします。新
しいアプリケーションが左ペインの [アプリケーション ] ノードの下に追加
されます。

アプリケーションの詳細については、『管理者ガイド』の「アプリケーションの
デプロイ」を参照してください。
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

[メモ ]

アプリケーションの詳細については、『管理者ガイド』の「アプリケーション
のデプロイ」を参照してください。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] アプリケーションの名
前を返す。

文字列 なし

[パス ] アプリケーションの完
全なパスを返す。

文字列 なし

[デプロ
イ ]

アプリケーションのデ
プロイメント ステータ
スをレポートする。

なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザ入力（省略可）
用の領域を提供する。

文字列 NULL
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4 基本レルム
4 基本レルム

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

名前
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5 キャッシング レルム

以下に、Administration Console を使用して、キャッシング レルムのコンフィグ
レーションや管理に必要な属性を設定する手順を説明します。キャッシング レ
ルムについては、『管理者ガイド』の「セキュリティの管理」を参照してくださ
い。

新しいキャッシング レルムのコンフィグ
レーション

1. 左ペインの [キャッシング レルム ] ノードをクリックします。右ペインに [
キャッシング レルム ] テーブルが表示され、ドメインで定義されているすべ
てのキャッシング レルムが示されます。

2. [新しい Caching Realm のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリッ
クします。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成するキャッシング 
レルムの設定に関連するタブが示されます。

3. [名前 ] および [基本レルム ] 属性フィールドに値を入力します。[キャッ
シュで大文字 /小文字を区別 ] チェックボックスをクリックすると、大文字 /
小文字を区別できます。

4. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前でキャッシング 
レルムのインスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの [
キャッシング レルム ] ノードの下に追加されます。

5. [ACL]、[認証 ]、[グループ ]、[ユーザ ]、および [パーミッション ] タブを
個々にクリックして、属性フィールドを変更するか、デフォルト値をそのま
ま使用します。

6. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。
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キャッシング レルムのクローンの作成
キャッシング レルムのクローンの作成

1. 左ペインの [キャッシング レルム ] ノードをクリックします。右ペインに [
キャッシング レルム ] テーブルが表示され、ドメインで定義されているすべ
てのキャッシング レルムが示されます。

2. クローンを作成するキャッシング レルムの行の [クローン ] アイコンをク
リックします。右ペインにダイアログが表示され、キャッシング レルムのク
ローンの作成に関連するタブが示されます。

3. [名前 ] および [基本レルム ] 属性フィールドに値を入力します。[キャッ
シュで大文字 /小文字を区別 ] チェックボックスをクリックすると、大文字 /
小文字を区別できます。

4. 右下隅の [作成 ] ボタンをクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前
でキャッシング レルムのインスタンスを作成します。新しいインスタンスが
左ペインの [キャッシング レルム ] ノードの下に追加されます。

5. [ACL]、[認証 ]、[グループ ]、[ユーザ ]、および [パーミッション ] タブを
個々にクリックして、属性フィールドを変更するか、デフォルト値をそのま
ま使用します。

6. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。

キャッシング レルムの削除

1. 左ペインの [キャッシング レルム ] ノードをクリックします。右ペインに [
キャッシング レルム ] テーブルが表示され、ドメインで定義されているすべ
てのキャッシング レルムが示されます。

2. 削除するキャッシング レルムの行の [削除 ] アイコンをクリックします。削
除要求の確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

3. [はい ] をクリックして、キャッシング レルムを削除します。[キャッシング 
レルム ] ノードの下のキャッシング レルム アイコンが削除されます。
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5 キャッシング レルム
[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] アクティブなセキュリ
ティ レルムを表示す
る。このフィールドは
変更不可。

文字列 MyCachingRealm

[基本レルム ] キャッシング レルムと
共に使用される代替セ
キュリティ レルムまた
はカスタム セキュリ
ティ レルムの名前。

リスト なし

[キャッシュで大文字 /
小文字を区別 ]

指定したセキュリティ 
レルムで大文字 /小文
字を区別するかどうか
を定義する。デフォル
トでは、このフィール
ドは有効になってお
り、大文字 /小文字は
区別される。大文字 /
小文字を区別しないレ
ルム（Windows NT お
よび LDAP のセキュリ
ティ レルムなど）を使
用するには、この
フィールドを無効にす
る必要がある。

ブール

選択されている = True
選択されていない = 
False

True
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[コンフィグレーション ]
[ACL]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[ACL キャッシュを有
効化 ]

ACL キャッシュを有効
化するオプション。

ブール

選択されている = True
選択されていない = 
False

True

[ACL キャッシュ サイ
ズ ]

キャッシュする ACL 
ルックアップの最大
数。 

最高のルックアップ性
能を実現する適切な数

211

[成功時の ACL キャッ
シュ生存時間 ]

成功したルックアップ
の結果を保持する秒
数。 

整数 60

[失敗時の ACL キャッ
シュ生存時間 ]

失敗したルックアップ
の結果を保持する秒
数。

整数 10
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5 キャッシング レルム
[認証 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[認証キャッシュを有
効化 ]

認証キャッシュが有効
な場合に True に設定さ
れる。

ブール

選択されている = True
選択されていない = 
False

True

[認証キャッシュ サイ
ズ ]

キャッシュする認証要
求の最大数を設定す
る。

最高のルックアップ性
能を実現する適切な数

211

[成功時の認証キャッ
シュ生存時間 ]

成功したルックアップ
の結果を保持する秒数
を設定する。

整数 60

[失敗時の認証キャッ
シュ生存時間 ]

失敗したルックアップ
の結果を保持する秒数
を設定する。

整数 10
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[コンフィグレーション ]
[グループ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[グループ キャッシュ
を有効化 ]

グループ キャッシュが
有効な場合に True に設
定される。

ブール

選択されている = True
選択されていない = 
False

True

[グループ キャッシュ 
サイズ ]

キャッシュするグルー
プ ルックアップの最大
数を設定する。

最高のルックアップ性
能を実現する適切な数

211

[成功時のグループ 
キャッシュ生存時間 ]

成功したルックアップ
の結果を保持する秒数
を設定する。

整数 60

[失敗時のグループ 
キャッシュ生存時間 ]

失敗したルックアップ
の結果を保持する秒数
を設定する。

整数 10

[グループ メンバシップ 
キャッシュ生存時間 ]

更新前にグループのメ
ンバを保存する秒数を
設定する。

整数 300
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5 キャッシング レルム
[ユーザ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[ユーザ キャッシュを
有効化 ]

ユーザ キャッシュが有
効な場合に True に設定
される。

ブール

選択されている = True
選択されていない = 
False

True

[ユーザ キャッシュ サ
イズ ]

キャッシュするユーザ 
ルックアップの最大数
を設定する。

最高のルックアップ性
能を実現する適切な数

211

[成功時のユーザ 
キャッシュ生存時間 ]

成功したルックアップ
の結果を保持する秒数
を設定する。

整数 60

[失敗時のユーザ 
キャッシュ生存時間 ]

失敗したルックアップ
の結果を保持する秒数
を設定する。

整数 10
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[コンフィグレーション ]
[パーミッション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[パーミッション 
キャッシュを有効化 ]

許可キャッシュが有効
な場合に True に設定さ
れる。

ブール

選択されている = True
選択されていない = 
False

True

[パーミッション 
キャッシュ サイズ ]

キャッシュする許可
ルックアップの最大数
を設定する。

最高のルックアップ性
能を実現する適切な数

211

[成功時のパーミッ
ション キャッシュ生存
時間 ]

成功したルックアップ
の結果を保持する秒数
を設定する。 

整数 60

[失敗時のパーミッ
ション キャッシュ生存
時間 ]

失敗したルックアップ
の結果を保持する秒数
を設定する。

整数 10
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5 キャッシング レルム
[メモ ]

キャッシング レルムについては、『管理者ガイド』の「セキュリティの管理」を
参照してください。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザ入力用の領域を
提供する。

文字列 NULL
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6 スタートアップ クラスとシャット
ダウン クラスのデプロイメント

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

名前

型



7 クラスタ

以下に、Administration Console を使用して、クラスタのコンフィグレーション
や管理に必要な属性を設定する手順を説明します。クラスタについての詳細は、
『管理者ガイド』の「WebLogic Server とクラスタのコンフィグレーション」お
よび『WebLogic Server クラスタ ユーザーズ ガイド』を参照してください。

クラスタのコンフィグレーション

1. 左ペインの [クラスタ ] ノードをクリックします。右ペインに [クラスタ ] 
テーブルが表示され、ドメインで定義されているすべてのクラスタが示され
ます。

2. [新しい Cluster のコンフィグレーション ] リンクをクリックします。右ペイ
ンにダイアログが表示され、新しく作成するクラスタの設定に関連するタブ
が示されます。

3. [名前 ]、[デフォルトのロードバランス アルゴリズム ]、および [サービス期
間しきい値 ] 属性フィールドに値を入力します。

4. [クラスタ アドレス ]に値を入力します。プロダクション システムでは、こ
のアドレスは、クラスタに参加している管理サーバの個々の IP アドレスに
マップされる DNS ホスト名にする必要があります。開発（非プロダクショ
ン）システムでは、このアドレスには、DNS ホスト名、あるいはシングル 
アドレス ホスト名または IP アドレスのカンマ区切りリストを指定できます。
クラスタのアドレス形式の詳細については、『WebLogic Server クラスタ ユー
ザーズ ガイド』の「クラスタの DNS 名」を参照してください。

5. 右下隅の [作成 ] ボタンをクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前
でクラスタを作成します。新しいクラスタが左ペインの [クラスタ ] ノード
の下に追加されます。
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クラスタのクローンの作成
6. [マルチキャスト ] タブをクリックして、[送信遅延 ] 属性フィールドまたは 
[生存時間 ] を変更するか、割り当てられているデフォルト値をそのまま使用
します。マルチキャストアドレスの有効な範囲は 224.0.0.1 から 
239.255.255.255です。

7. 各タブの右下隅の [適用 ] ボタンをクリックして、これまでの変更を保存し
ます。

クラスタのクローンの作成

1. 左ペインの [クラスタ ] ノードをクリックします。右ペインに [クラスタ ] 
テーブルが表示され、ドメインで定義されているすべてのクラスタが示され
ます。

2. クローンを作成するクラスタの行の [クローン ] アイコンをクリックします。
右ペインにダイアログが表示され、クラスタのクローンの作成に関連するタ
ブが示されます。

3. [名前 ]、[クラスタ アドレス ]、[デフォルトのロードバランス アルゴリズ
ム ]、および [サービス期間しきい値 ] 属性フィールドに値を入力します。

4. 右下隅の [クローン ] ボタンをクリックして、[名前 ] フィールドに指定した
名前でクラスタのインスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペイ
ンの [クラスタ ] ノードの下に追加されます。

5. [マルチキャスト ] タブをクリックして、属性フィールドを変更するか、割り
当てられているデフォルト値をそのまま使用します。

6. 各タブの右下隅の [適用 ] ボタンをクリックして、これまでの変更を保存し
ます。

クラスタの削除

1. 左ペインの [クラスタ ] ノードをクリックします。右ペインに [クラスタ ] 
テーブルが表示され、ドメインで定義されているすべてのクラスタが示され
ます。
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7 クラスタ
2. 削除するクラスタの行の [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の確
認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

3. [はい ] をクリックして、クラスタを削除します。[クラスタ ] ノードの下の
クラスタ アイコンが削除されます。

クラスタへのサーバの割り当て

1. 左ペインの [クラスタ ] の下のインスタンス ノードをクリックして、サーバ
を割り当てるクラスタを選択します。右ペインにダイアログが表示され、こ
のインスタンスに関連するタブが示されます。

2. [サーバ ] タブをクリックします。

3. [選択可 ] カラムで、クラスタに割り当てる 1 つまたは複数のサーバを選択
します。

4. 移動コントロールをクリックして、選択したサーバを [選択済み ] カラムに
移動します。

5. 右下隅の [適用 ] をクリックして、割り当てを保存します。

クラスタを構成するサーバのモニタ

1. 左ペインの [クラスタ ] の下のインスタンス ノードをクリックして、サーバ
をモニタするクラスタを選択します。右ペインにダイアログが表示され、こ
のインスタンスに関連するタブが示されます。

2. [モニタ ] タブをクリックします。

3. [このクラスタを構成するサーバをモニタ ] テキスト リンクをクリックしま
す。右ペインにサーバ テーブルが表示され、このクラスタに割り当てられて
いるすべてのサーバが示されます。
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]
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7 クラスタ
[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] クラスタの名前を返す。 カンマとスペースの含
まれていない、256 文字
までの英数字

NULL

[クラスタ 
アドレス ]

このクラスタに接続す
るためにクライアント
で使用されるアドレス
を返す。複数の IP アド
レスに対応する DNS ホ
スト名、あるいは単一
アドレスのホスト名ま
たは IP アドレスで構成
されるカンマ区切りの
リストのいずれか。 

複数の IP アドレスに対
応する DNS ホスト名、
あるいは単一アドレス
のホスト名または IP ア
ドレスで構成されるカ
ンマ区切りのリストの
いずれか。 

NULL

[デフォル
トのロー
ドバラン
スアルゴ
リズム ]

デフォルト クラスタ 
ロード アルゴリズムと
は、負荷を分散するア
ルゴリズムのこと。最
後のサーバにトランザ
クションが割り当てら
れている場合に、負荷
が最初のサーバに戻さ
れる。 

[round-robin]、[Weight- 
based Round Robin]、
[Random]、および 
[Parameter-based 
Routing]

round-robin

[サービス
期間しき
い値 ]

2 つの競合するサービス
がある場合に、それら
の一方が他方より古い
と判断される基準とな
る存続期間の差を秒数
で示す。 

整数（秒数） 180
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[コンフィグレーション ]
[マルチキャスト ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[マルチ
キャスト 
アドレス ]

クラスタ メンバーが互
いに通信するために使
用するマルチキャスト 
アドレスを設定する。
必ず、正しい形式の IP 
アドレスを使用する。 

224.0.0.1 ～ 
239.255.255.255

NULL

[マルチ
キャスト
送信遅延 ]

OS レベルでのバッファ
のオーバーフローを防
止するために、マルチ
キャストによるメッ
セージの断片の送信が
遅延されるミリ秒数を
返す。 

整数 12

[マルチ
キャスト
生存期間 ] 

マルチキャストの TTL 
の値を返す。

整数 1
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7 クラスタ
[サーバ ]

[モニタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[このク
ラスタへ
のサーバ
を選択 ]

このクラスタに参加す
るサーバをユーザが選
択できる。

リスト NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[このクラ
スタに登
録されて
いるサー
バ数 ]

このクラスタで動作す
るように設定されてい
るサーバの数を返す。

整数 0

[現在この
クラスタ
を構成す
るサーバ
数 ]

このクラスタで動作し
ているサーバの数を返
す。

整数 0
7-7 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



[コンフィグレーション ]
[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザ入力（省略可）
用の領域を提供する。

文字列 NULL
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8 実行時クラスタ
8 実行時クラスタ

[モニタ ] タブを使用して、次の実行時クラスタの統計をモニタすることができ
ます。

:

統計 説明

[クラスタ ] 管理ドメイン内のクラスタの名前。

[名前 ] クラスタの個々のサーバ インスタンスの名前。

[マシン ] 個々のサーバ インスタンスが稼動しているマシン名 (
オプション ) 。

[サーバ数 ] クラスタに存在するサーバ数。

[再送要求数 ] JNDI 更新がクラスタのメンバに再送された回数。個々
のサーバ インスタンスは、クラスタのマルチキャスト 
アドレスを通じて更新のブロードキャストを受け取れ
なかったことを検知した場合、JNDI ツリーに更新を要
求することがある。

[送信したフラグメン
ト数 ]

個々のサーバがクラスタにブロードキャストしたマル
チキャスト フラグメントの総数。

[受信したフラグメン
ト数 ]

個々のサーバがクラスタのマルチキャスト アドレスを
通じて受信したマルチキャスト フラグメントの総数。 

[失われたマルチキャ
スト メッセージ数 ]

サーバが受信に失敗したマルチキャスト メッセージの
総数。この値は、サーバ自身が 入ってくるメッセージ
のシーケンス ナンバーを比較して決定する。 

[Foreign Fragments 
Dropped Count] 

別のクラスタで生成され、このクラスタのメンバ宛て
でなかったためにドロップされたマルチキャスト フラ
グメントの数。

[サーバ ] このクラスタのサーバ インスタンスのリスト。
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[セカンダリ分散 ] ステートフル オブジェクトのインメモリ レプリケー
ションを使用するクラスタでは、この列にリモート
サーバの名前のリストが表示される。このローカル 
サーバは、ここに挙げられたリモート サーバのために、
レプリケーションされたオブジェクトのセカンダリ コ
ピーを保持する。サーバ名の後の数値は、ローカル 
サーバがそのリモート サーバのために保持しているセ
カンダリ オブジェクト レプリカの数を表す。 

[プライマリ数 ] ステートフル オブジェクトのインメモリ レプリケー
ションを使用するクラスタでは、この値はローカル 
サーバが保持しているプライマリ オブジェクトの数を
表す。 

統計 説明
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9 コンポーネント

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

サーバ

マシン

ソース情報

サーブレット

セッション

最大セッション数

総セッション数
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10 BEA WebLogic J2EE コネクタ アーキテクチャの属性記述
10 BEA WebLogic J2EE コネクタ 
アーキテクチャの属性記述

ra.xml の属性

デプロイメント記述子エディタで操作する ra.xml 
の属性

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[Connector 
Description]

省略可能な要素。セキュリティ コ
ントラクトおよび認証メカニズム
を実装するための、リソース アダ
プタ固有の要件を指定する。

文字列 NULL

[Connector Display 
Name]

ツールでの表示に使う短い名前を
指定する。  表示名は一意である必要
はない。

文字列 NULL

[Small Icon] 小さいサイズ（16× 16 ピクセル）
のアイコン画像ファイルの名前を
指定する。 ファイル名は、リソース 
アダプタの rar ファイル内部での相
対パスで指定する。  JPEG または 
GIF 形式の画像を使用できる。

JPEG
GIF
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ra.xml の属性
[Large Icon] 大きなサイズ（32× 32 ピクセル）
のアイコン画像ファイルの名前を
指定する。 ファイル名は、リソース 
アダプタの rar ファイル内部での相
対パスで指定する。 JPEG または 
GIF 形式の画像を使用できる。

JPEG
GIF

[Connector Vendor 
Name]

リソース アダプタの開発元ベンダ
の名前を指定する。

文字列 NULL

[Connector Spec 
Version]

このリソース アダプタが対応して
いるコネクタ アーキテクチャ仕様
のバージョンを指定する。 デプロイ
ヤはこの情報を参考にしてリソー
ス アダプタをコンフィグレーショ
ンし、対応するコネクタ アーキテ
クチャ仕様のデプロイメント要件
および実行時要件を満たすことが
できる。

文字列 NULL

[Connector Eis Type] EIS のタイプについての情報を指定
する。 たとえば、EIS のタイプとし
て、バージョン情報を除いた EIS 
の製品名を指定することがある。

文字列 NULL

[Connector Version] 文字列で表したリソース アダプタ
のバージョンで、リソース アダプ
タの開発元によって指定される。

文字列 NULL

[License Description] テキストによるライセンス要素の
説明。 この要素は省略可能である。

文字列 NULL

[License Required] リソース アダプタをデプロイし、
使用するためにライセンスが必要
かどうかを指定する。

True
False

NULL

[Resourceadapter 
Managedconnectionfac
tory Class]

javax.resource.spi.Managed-Connecti
onFactory インターフェースを実装
する Java クラスの完全修飾名を指
定する。

文字列 NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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10 BEA WebLogic J2EE コネクタ アーキテクチャの属性記述
[Resourceadapter 
Connectionfactory 
Interface]

リソース アダプタによってサポー
トされる ConnectionFactory イン
ターフェースの完全修飾名を指定
する。

文字列 NULL

[Resourceadapter 
Connectionfactory 
Impl Class]

リソース アダプタに固有の 
ConnectionFactory インターフェー
スを実装する ConnectionFactory ク
ラスの完全修飾名を指定する。

文字列 NULL

[Resourceadapter 
Connection Interface]

リソース アダプタによってサポー
トされる Connection インター
フェースの完全修飾名を指定する。

文字列 NULL

[Resourceadapter 
Connection Impl Class]

リソース アダプタに固有の 
Connection インターフェースを実
装する Connection クラスの完全修
飾名を指定する。

文字列 NULL

[Transaction Support] リソース アダプタによって提供さ
れるトランザクション サポートの
レベルを指定する。

NoTransaction
LocalTransaction
XATransaction

NULL

[Reauthentication 
Support]

リソース アダプタの実装が、既存
の Managed-Connection インスタン
スの再認証をサポートするかどう
かを指定する。

True
False

NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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ra.xml の属性
ra.xml のコンフィグレーション プロパティ

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[Description] プロパティの範囲または定義済み
の値を記述するために使用する。

文字列 NULL

[Config Property 
Name]

コンフィグレーション プロパティ
の名前を指定する。 コネクタ アーキ
テクチャでは、すべて 
java.lang.String 型である定義済みプ
ロパティの集合が用意されている。
リソース アダプタ プロバイダはこ
のプロパティ集合を拡張して、リ
ソース アダプタとその基盤である 
EIS に固有のプロパティを取り入れ
ることができる。

ServerName
PortNumber
UserName
Password
ConnectionURL

NULL

[Config Property Type] ManagedConnection-Factory インス
タンスに必要とされるコンフィグ
レーション プロパティの完全修飾 
Java 型を指定する。

java.lang.Boolean
java.lang.String
java.lang.Integer
java.lang.Double
java.lang.Byte
java.lang.Short
java.lang.Long
java.lang.Float
java.lang.Characte
r

NULL

[Config Property 
Value]

コンフィグレーション エントリの
値を指定する。

不定 NULL
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 10-4



10 BEA WebLogic J2EE コネクタ アーキテクチャの属性記述
ra.xml の認証メカニズム

ra.xml の認証メカニズム

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[Description] 認証メカニズムのタイプをテキス
トで記述する。

文字列 NULL

[Authentication 
Mechanism Type]

リソース アダプタによってサポー
トされる認証メカニズムを指定す
る。 このサポートは、基盤の EIS イ
ンスタンスではなくリソース アダ
プタを対象としたものである。 必要
に応じて、セキュリティ コントラ
クトおよび認証メカニズムをサ
ポートするための、リソース アダ
プタ固有の要件についての説明を
指定する。 メカニズムのタイプとし
て BasicPassword を指定する場合、
javax.resource.spi.security.Password
Credential インターフェースのサ
ポートが必要である。 Kerbv5 を指
定する場合、
javax.resource.spi.security.GenericCr
edential インターフェースのサポー
トが必要である。

文字列 NULL
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ra.xml の認証メカニズム
[Credential Interface] 資格を表現するためにリソース ア
ダプタの実装がサポートするイン
ターフェースを指定する。 この要素
は、セキュリティ コントラクトの
一部として使用する Credential イン
ターフェースを検索する目的で、
アプリケーション サーバによって
使用されることを想定している。

文字列 NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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10 BEA WebLogic J2EE コネクタ アーキテクチャの属性記述
ra.xml のセキュリティ パーミッション

weblogic-ra.xml の属性

デプロイメント記述子エディタで操作する 
weblogic-ra.xml の属性

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[Description] テキストによるセキュリティ パー
ミッションの説明を指定する。 

String NULL

[Security Permission 
Spec]

セキュリティ ポリシー ファイルの
構文に従ってセキュリティ パー
ミッションを指定する。

文字列 NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[Description] 親の要素についてのテキストによ
る説明を指定する。 説明目的の要素
には、デプロイされる接続ファク
トリについてデプロイヤが注記し
ておきたい情報をすべて記述して
おくことが望ましい。 この要素は省
略可能である。

文字列 NULL
10-7 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



weblogic-ra.xml の属性
[Connection Factory 
Name]

リソース アダプタの特定のデプロ
イメントと、それに対応する接続
ファクトリに関連付けられる論理
名を定義する。 
connection-factory-name 要素の値
は、ra-link-ref 要素を介して、デプ
ロイ対象のその他のリソース アダ
プタで使用することができる。  これ
により、デプロイ対象の複数の接
続ファクトリで、共通のデプロイ
対象リソース アダプタの利用およ
びコンフィグレーション仕様の共
有が可能になる。 この要素は必ず指
定する。

文字列 NULL

[JNDI 名 ] 接続ファクトリ オブジェクトを 
WebLogic JNDI 名前空間にバイン
ドするために使われる名前を定義
する。  クライアントの EJB および
サーブレットは、WebLogic に固有
のデプロイメント記述子に定義済
みのリファレンス記述子要素で、
これと同じ JNDI 名を使用する。 こ
の要素は必ず指定する。

文字列 NULL

[初期容量 ] WebLogic Server がデプロイメント
の間に取得を試みる管理対象接続
の初期数を示す。 この要素は省略可
能である。 この値を指定しない場
合、WebLogic は定義済みのデフォ
ルト値を使用する。

整数 1

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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10 BEA WebLogic J2EE コネクタ アーキテクチャの属性記述
[最大容量 ] この要素は、WebLogic Server で許
容する管理対象接続の最大数を示
す。 管理対象接続がこの数に達して
いるときに接続割り当て要求が新
しく出されると、呼び出し側に 
ResourceAllocationException が返さ
れる。 この要素は省略可能である。 
この値を指定しない場合、
WebLogic は定義済みのデフォルト
値を使用する。

整数 10

[増加容量 ] 管理対象の接続プールのサイズ変
更の間に、WebLogic Server が追加
で取得を試みる管理対象接続の数
を指定する。 この要素は省略可能で
ある。 この値を指定しない場合、
WebLogic は定義済みのデフォルト
値を使用する。

整数 1

[縮小可 ] システム リソースを制御する手段
として、未使用の管理対象接続を
接続プールで再利用するかどうか
を指定する。 この要素は省略可能で
ある。 この値を指定しない場合、
WebLogic は定義済みのデフォルト
値を使用する。

True
False

True

[縮小間隔 ] 接続プール管理において、未使用
の管理対象接続の再利用を試みる
までの待ち時間を指定する。 この要
素は省略可能である。 この値を指定
しない場合、WebLogic は定義済み
のデフォルト値を使用する。

整数 1

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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weblogic-ra.xml の属性
[Ra Link Ref] 複数のデプロイ対象接続ファクト
リを、単一のデプロイ対象リソー
ス アダプタに論理的に関連付ける
ための要素。  独立してデプロイされ
ている接続ファクトリを識別する
値をこの要素に指定すると、新し
くデプロイされる接続ファクトリ
は、デプロイ済みのリソース アダ
プタを、この要素に指定された接
続ファクトリとの間で共有するよ
うになる。 また、指定された接続
ファクトリのデプロイメントで定
義されている値はすべて、特に指
定のない限り、この新しくデプロ
イされる接続ファクトリに継承さ
れる。 この要素は省略可能である。

文字列 NULL

[Native Lib Dir] このリソース アダプタのデプロイ
メントに存在するすべてのネイ
ティブ ライブラリに対して使われ
るディレクトリ位置を指定する。  デ
プロイメント処理の一環として、
見つかったすべてのネイティブ ラ
イブラリが、この要素に指定され
た位置にコピーされる。 WebLogic 
Server の実行時にこれらのライブラ
リが見つかるように、プラット
フォームごとに必要な作業を行う
のは管理者の責任である。 この要素
は、ネイティブ ライブラリが存在
する場合には必ず指定する。

文字列 NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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10 BEA WebLogic J2EE コネクタ アーキテクチャの属性記述
[ログを有効化 ] ManagedConnectionFactory および 
ManagedConnection に関して、ログ
の書き込みを有効または無効にす
る。 この要素を true に設定すると、
ManagedConnectionFactory または 
ManagedConnection のどちらかから
生成される出力が、log-filename 要
素に指定されたファイルに送られ
る。 この要素は省略可能である。 こ
の値を指定しない場合、WebLogic 
は定義済みのデフォルト値を使用
する。

True
False

False

[Log Filename] ManagedConnectionFactory または 
ManagedConnection から生成された
出力が送られるログ ファイルの名
前を指定する。 ファイル名は完全な
アドレスで指定する必要がある。 こ
の要素は省略可能である。

文字列 NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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weblogic-ra.xml の属性
weblogic-ra.xml のコンフィグレーション プロパ
ティ

weblogic-ra.xml のセキュリティ プリンシパル 
マップ エントリ

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[Description] コンフィグレーション プロパティ
についてのテキストによる説明を
指定する。

文字列 NULL

[Config Property 
Name]

この要素は、対応する 
config-property-name 要素と
ともに、ra.xml の config-entry 
要素に対応する名前を識別する。

文字列 NULL

[Config Property Type] この要素は、対応する 
config-property-name 要素と
ともに、ra.xml の config-entry 
要素に対応する型を識別する。

文字列 NULL

[Config Property 
Value]

この要素は、対応する 
config-property-name 要素と
ともに、ra.xml の config-entry 
要素に対応する値を識別する。

NULL
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10 BEA WebLogic J2EE コネクタ アーキテクチャの属性記述
属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[Initiating Principal] security-principal-map 要素は、既知
の WebLogic 実行時開始プリンシパ
ル（initiating-principal）
に基づいて、リソース アダプタお
よび EIS での認可処理のために適
切なリソース プリンシパル
（resource-principal）の値を
定義するためのメカニズムを提供
する。 このマップでは、開始プリン
シパルと、それに対応するリソー
ス プリンシパルのユーザ名および
パスワードの定義済み集合を指定
することができる。このユーザ名
とパスワードは、管理対象接続お
よび接続ハンドルの割り当て時に
使われる。

0 以上

[Resource Username] resource-principal によって
識別されるユーザ名を指定する。 管
理対象接続および接続ハンドルの
割り当て時に使われる。

[Resource 
Userpassword]

resource-principal によって
識別されるパスワードを指定する。 
管理対象接続および接続ハンドル
の割り当て時に使われる。

文字列 NULL
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weblogic-ra.xml の属性
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11　接続
11 接続

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

リモート アドレス

プロトコル

接続時間

受信されたバイト数

送信されたバイト数

受信されたメッセージ

送信されたメッセージ
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12 [コネクタ ]
12 [コネクタ ]

Administration Consoleを使用したリソース アダ
プタのデプロイメント

WebLogic Server Administration Consoleを使用してリソース アダプタをデプロイ
するには次の手順に従います。

1. WebLogic Server を起動します。

2. Administration Console を開きます。

3. 作業を行うドメインを開きます。

4. 左ペインで、[デプロイメント ] の下の [コネクタ ] を選択します。デプロイ
済みのコネクタ（リソース アダプタ）が右ペインの [リソース コネクタ ] 
テーブルに表示されます。

5. [新しい Connector Component のコンフィグレーション ] を選択します。

6. 次の情報を入力します。

[名前 ]ó 必要に応じてコネクタ コンポーネントのデフォルト名を変更し
ます。

[Path]ó リソース アダプタ .rar ファイル、またはリソース アダプタ展
開ディレクトリ形式を含むディレクトリのフルパスを入力します。例 : 
c:\myaps\components\myResourceAdapter.rar

[デプロイ ]ó リソース アダプタ .rar  ファイルを作成時にデプロイされ
たかどうかを示します。

7. [作成 ] ボタンをクリックします。
新しいリソース アダプタが右ペインの [デプロイメント ] テーブルに表示される
ようになりました。
12-1 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



Administration Consoleを使用したデプロイ済み
リソース アダプタの参照

デプロイ済みのリソース アダプタを Administration Console で参照するには次の
手順に従います。

1. Administration Console の左ペインで、[デプロイメント ] の下の [コネクタ ]
（リソース アダプタ）を選択します。

2. 右ペインの [リソース コネクタ ] テーブルでデプロイ済みのコネクタのリス
トを参照します。

Administration Console を使用したデプロイ済み
リソース アダプタのアンデプロイ

WebLogic Server Administration Console からデプロイ済みのリソース アダプタを
アンデプロイするには次の手順に従います。 

1. Administration Console の左ペインで、[デプロイメント ] の下の [コネクタ ]
（リソース アダプタ）を選択します。

2. [リソース コネクタ ] テーブルでアンデプロイするコネクタを選択します。

3. [コンフィグレーション ] タブで、[デプロイ ] チェックボックスの選択を解
除します。

4. [適用 ] をクリックします。

リソース アダプタをアンデプロイしても、リソース アダプタ名は WebLogic 
Server から削除されません。リソース アダプタは、Server セッションが終了す
るまでアンデプロイされた状態が続きます。ただし、アンデプロイ後にリソース 
アダプタを変更した場合を除きます。 サーバを再起動するまで、deploy 引数でデ
プロイメント名を再利用することはできません。 次の項で説明するように、デプ
ロイメントの更新にそのデプロイメント名を再使用できます。
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12 [コネクタ ]
Administration Console を使用したデプロイ済み
リソース アダプタの更新

WebLogic Server にデプロイ済みのリソース アダプタの .rar ファイルまたはデプ
ロイメント ディレクトリの内容を更新した場合、更新内容は以下のいずれかを
実行するまでWebLogic Server に反映されません。

サーバを起動します(.rar またはディレクトリを自動的にデプロイする場合）。

または、

WebLogic Server Administration Consoleを使用して、リソース アダプタのデ
プロイメントを更新します。

WebLogic Server Administration Consoleから、次の操作を行います。

1. Administration Console の左ペインで、[デプロイメント ] の下の [コネクタ ]
（リソース アダプタ）を選択します。

2. [リソース コネクタ ] テーブルで更新するコネクタを選択します。

3. 必要に応じてコネクタ名とデプロイ ステータスを更新します。

4. [適用 ] をクリックします。

詳細については、『WebLogic J2 EE コネクタ アーキテクチャ』を参照してくださ
い。

[コンフィグレーション ]
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] アプリケーション
の名前を指定す
る。

文字列 NULL

[URI]

[パス ] アプリケーション
の絶対パスを設定
する。

[デプロイ順 ] このアプリケー
ションがデプロイ
される順序を設定
する。

[デプロイ ] アプリケーション
のデプロイメント
を有効にするか、
それとも無効にす
るかを設定する。

選択されていない
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13 実行時コネクタ接続プール

13-1 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ

13 実行時コネクタ接続プール

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

[リモート アドレス ]

[プロトコル ]

[接続時間 ]

[受信バイト数 ]

[送信バイト数 ]

[受信メッセージ数 ]

[送信メッセージ数 ]
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14 ConsoleLink

[プリファレンス ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[自動更新
間隔 ]

コンソールの自動更新
時間を設定する。

整数（秒数） 10

[最後に選
択したタ
ブの位置
を保存 ]

最後に選択したタブの
位置に戻る機能を有効
または無効にする。

ブール

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択

[ナビゲー
ション ツ
リーを使
用 ]

コンソールでナビゲー
ション ツリーを使用す
る機能を有効または無
効にする。

ブール

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択



15 変換

以前のバージョンの Weblogic Server を使用していた場合は、weblogic.properties 
ファイルをドメインに変換する必要があります。1 つの XML コンフィグレー
ション ファイルで定義されているリソースが、1 つのドメインを構成します。

この節では、.properties ファイルを変換する以下の方法を説明します。

Administration Console による変換

Administration Console による変換

変換プロセスの最初のステップでは、WebLogic がインストールされているルー
ト ディレクトリを確認します。変換するすべての weblogic.properties ファイル
は、このルートの下になければなりません。また、それらのファイルは、この
サーバが動作している同じマシンに配置されている必要があります。 

サーバのファイル システムをナビゲートするリンクを使用すると、weblogic の
ルートを見つけることができます。ルートが見つかったら、その隣のアイコンを
クリックして、次のステップに進みます。 

変換ユーティリティでは、サーバおよびクラスタとして識別されているエンティ
ティのリストが提供されます。

WebLogic Server Administration Console で変換ユーティリティを使用するには 

 右ペインの [weblogic.properties のコンバート ] をクリックします。 

 ペインの左側のアイコンを使用し、ツリーをナビゲートすることで、ルート 
ディレクトリ（グローバルの weblogic.properties ファイルの格納場所）を選
択します。

クラスタおよびサーバの weblogic.properties ディレクトリを選択します。

[コンバート ] ボタンをクリックします。
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 15-1



Administration Console による変換
アプリケーションに必要なドメインがすべて作成されるまで、
weblogic.properties ファイルの変換を続けます。

SSL セキュリティ ファイル
SSL セキュリティ ファイルは、従来のプロパティ ファイルでは次のように設定
されています。

weblogic.security.certificate.server=democert.pem
weblogic.security.key.server=demokey.pem
weblogic.security.certificate.authority=ca1024.pem
weblogic.security.clientRootCA=ca.pem

これらのファイルは、config\<NewDomain>\<ServerName>（サーバ別のディレ
クトリ）にコピーされ、config.xml で次のように反映されます。

<Server Name=....

<SSL
ServerCertificateFileName=".\config\<NewDomain>\democert.pem"
ServerKeyFileName=".\config\<NewDomain>\demokey.pem"
TrustedCAFileName=".\config\<NewDomain>\ca.pem"
ServerCertificateChainFileName=".\config\<NewDomain>\ca1024.pem"
....

>

</Server>

weblogic.properties で指定されている SSL セキュリティ ファイルが従来のサーバ
別ディレクトリにない場合、それらのファイルは config.xml で設定されません。
したがって、config\<NewDomain>\<ServerName>（サーバ別のディレクトリ）
にコピーして、config.xml で設定する必要があります。

 サーブレット
weblogic.properties で登録されているすべてのサーブレットが、1 つの Web アプ
リケーションに変換されます。

変換ツールでは、web.xml や weblogic.xml などの必要なファイルが、次のディレ
クトリの 1 つに作成されます。
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15 変換
1. config\<NewDomain>\applications\DefaultWebApp_<ServerName>\WEB-I

NF（プロパティ ファイルにすでに宣言されたものがなければ、デフォルトの 
Web アプリケーションとして作成される）

2.  config\<NewDomain>\<Server_Name>\WEB-INF（デフォルトの Web アプ
リケーションがすでに宣言されている場合） 

weblogic の内部サーブレットを除いて、従来の weblogic.properties で 
weblogic.httpd.register として個別に登録されているすべてのサーブレット 
クラスは、web.xml で指定されているとおりに新しい Weblogic Server のツリー
構造にコピーする必要があります。 

たとえば、web.xml で次のように指定されている場合、

<servlet>
<servlet-class>weblogic.hello.HelloworldServlet</servlet-class>
</servlet>

サーブレット クラスの Hellowordlservlet.class は、対応する 
WEB-INF\classes\weblogic\hello ディレクトリにコピーする必要がありま
す。カレント ディレクトリは、Weblogic Server が新しいコンフィグレーション
で起動されるディレクトリです。 

EJB の jar ファイルと Web アプリケーションの 
war ファイル

weblogic.properties の weblogic.ejb.deploy および 
weblogic.httpd.webApp.<webAppName> で相対的なディレクトリが指定されて
いる場合は、それらの jar ファイルと war ファイルを新しい Weblogic Server のツ
リー構造にコピーする必要があります。 

例 :

weblogic.ejb.deploy=weblogic\ejb\HelloEJB.jar

この jar ファイルは、.\weblogic\ejb\ ディレクトリにコピーする必要があり
ます。 

「.」は、サーバが新しいコンフィグレーションで起動されるディレクトリを示し
ています。
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[Table Show]
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16 [このビューをカスタマイズ ...]

[Table Show]

1. [Table Show List] に項目を追加するには、[選択可 ] リストから項目を選択
し、矢印ボタンを使って [選択済み ] リストに移動します。

2. [Table Show List] から項目を削除するには、[選択済み ] リストから項目を選
択し、矢印ボタンを使って [選択可 ] リストに移動します。

3. [適用 ] をクリックして、変更を有効にします。

[Table Sort]

1. [Table Sort List] に項目を追加するには、[選択可 ] リストから項目を選択し、
矢印ボタンを使って [選択済み ] リストに移動します。

2. [Table Sort List] から項目を削除するには、[選択済み ] リストから項目を選
択し、矢印ボタンを使って [選択可 ] リストに移動します。

3. [適用 ] をクリックして、変更を有効にします。



17 カスタム レルム

[コンフィグレーション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] AccountingRealm な
ど、カスタム セキュ
リティ レルムの名前
を指定する。

名前には英数字で 256 
文字まで使用できる
が、カンマまたはス
ペースは不可

NULL

[レルム クラス名 ] セキュリティ レルム
が所属する Java クラ
スの名前を返す。Java 
クラスは、WebLogic 
Server の CLASSPATH 
に含まれている必要が
ある。

この属性は変更不可 NULL

[コンフィグレーショ
ン情報 ]

セキュリティ ストア
への接続に必要な情
報。

key=value のリスト NULL

[パスワード ] カスタム セキュリ
ティ レルムと共に使
用されるセキュリティ 
ストアのパスワードを
設定する。

文字列 NULL
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[コンフィグレーション ]
[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザ入力用の領域を
提供する。

文字列 NULL
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17 カスタム レルム
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BEA WebLogic J2EE コネクタ アーキテクチャの属性記述

BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 18-1

18 デプロイメント記述子エディタ

デプロイメント記述子エディタの詳細については、以下の節を参照してくださ
い。

BEA WebLogic J2EE コネクタ アーキテク
チャの属性記述

EJB デプロイメント記述子

RDBMS デプロイメント記述子

Web アプリケーション デプロイメント記述
子エディタ ヘルプ



19　ドメイン
19 ドメイン

以下の手順では、Administration Console を利用してドメイン情報表示用の属性
を設定する方法について説明します。ドメインの詳細については、『WebLogic  
Server 管理者ガイド』の「ログ メッセージを使用した WebLogic Server の管理」
を参照してください。

ドメインの状態の表示

1. 左ペインで、ユーザの「ドメイン」を表すインスタンス ノード（インストー
ル時にWebLogic 管理ドメイン名に  mydomain を指定し、  サーバ名に
myserver を指定した場合は myDomain）をクリックします。右ペインにドメ
イン ダイアログが表示され、このドメインに関連するタブが示されます。

2. [モニタ ] タブをクリックします。

3. [ドメインの状態を参照します ] テキスト リンクをクリックします。右ペイ
ンにドメインの状態ビューが表示され、[サーバ ] テーブルとこのドメインの
ログが示されます。     

ドメイン ログの表示

1. 左ペインで、ユーザの「ドメイン」を表すインスタンス ノード（myDomain）
を右クリックします。ポップアップ メニューが開きます。

2. [ドメインログを参照します ] をクリックします。右ペインにログが表示され
ます。
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アプリケーション管理設定の編集
アプリケーション管理設定の編集

1. 左ペインで、ユーザの「ドメイン」を表すインスタンス ノード (myDomain) 
をクリックします。右ペインにドメイン ダイアログが表示され、このドメイ
ンに関連するタブが示されます。

2. [アプリケーション ] タブをクリックします。

3. [自動更新間隔 ] 属性フィールドの値を編集します。[自動デプロイを有効化
] チェックボックスをクリックすると、アプリケーションはドメインにイン
ストールされた時点で自動的にデプロイされることになります。

4. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。
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19　ドメイン
[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[ドメイン名 ] 当該コンフィグレー
ションの名前を返す。

カンマとスペースを含
まない 256 文字までの
英数字

mydomain

［コンソール有効化］ コンソールを有効また
は無効にするのに用い
られる。

選択されている

［コンソール コンテキ
スト パス］

WebLogic Server コン
ソールのコンテキスト 
パスを設定するのに用
いられる。

console
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[コンフィグレーション ]
[JTA]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[タイムアウト秒数 ] 強制ロールバックさ
れるまで、トランザ
クションがアクティ
ブ状態を継続できる
時間（秒単位）。

整数 30 秒

[トランザクション
を保持する最長時間
]

トランザクション 
コーディネータがト
ランザクションの完
了を試み続ける最長
時間（秒単位）。

整数 86400 秒

[beforeCompletion の
反復上限 ]

強制ロールバックさ
れるまでに処理され
る 
beforeCompletion 
コールバックの回
数。

整数 10

[最大トランザク
ション数 ]

個々のサーバ上で一
度にアクティブにな
りうるトランザク
ションの最大数。

整数 10000

[ユニーク名の最大
数 ]

サーバが一度にト
ラッキングできるユ
ニークなトランザク
ション名の最大数。

整数 1000
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19　ドメイン
[ヒューリスティッ
クを無視 ]

ヒューリスティック
な結果が得られたト
ランザクションをす
べて無視するように
トランザクション マ
ネージャがリソース
に指示するかどうか
を指定するブール
値。

True = 選択されてい
ない

False = 選択されてい
る

選択されていない

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[SNMP]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[有効化］ SNMP サービスは 
SNMP エージェント機
能を提供し、管理サー
バの一部を構成する。
SNMP エージェントは
ドメインのすべての 
WebLogic リソースを監
視する。コンフィグ
レーションの変更を有
効にするには、管理
サーバを再起動する必
要がある。

True = 有効

False = 無効

False

[SNMP ポート ] このポートは、
WebLogic SNMP エー
ジェントが SNMP マ
ネージャから着信する
要求をリスンするポー
ト。

有効なリスン ポート 161
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19　ドメイン
[MIB データの更新間隔
]

SNMP エージェントは
すべての属性値の
キャッシュを維持管理
し、そのキャッシュか
ら属性値を取得するこ
とでマネージャからの
要求に応答する。[MIB 
データの更新間隔 ] は、
SNMP エージェントが
このキャッシュを完全
に更新する間隔（秒単
位）。SNMP エージェ
ントは更新を行う際
に、WebLogic SNMP 
MIB に記述されている
すべてのWebLogic 属
性を取得する。

整数（秒単位） 120

[サーバ状態チェック間
隔係数 ]

SNMP エージェントは、 
[MIB データの更新間隔
] にこの数字を乗じて、
ドメイン内の管理対象
サーバが稼働している
かどうかを判定するた
めのチェックを行う頻
度を決定する。なお、
エージェントはこの値
を MIB キャッシュから
取得する。[サーバ 状
態 チェック間隔係数 ] 
が 1 ならば、WebLogic 
SNMP エージェントは、
[MIB データの更新間隔
] に定義されている間
隔で、管理対象サーバ
が稼働しているかどう
かを調べる。 

正の整数 MIBキャッシュから取
得

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[コミュニティ プレ
フィックス ]

この文字列は、SNMP 
マネージャと通信する
ための平文パスワード
の役目を果たす SNMP 
コミュニティ名を作成
するために使われる。
SNMP マネージャから
送られるコミュニティ 
プレフィックスがこの
属性に設定されている
値と一致しない場合に
は、SNMP エージェン
トは要求側に 
authenticationFailuretrap 
を返す。

文字列

値が 
community_prefix@s

erver_name の形式の
場合、エージェントは
指定された管理対象
サーバのデータだけを
返す。値が 
community_prefix@d

omain_name の形式の
場合、 エージェントは
ドメイン内の全サーバ
のデータを返す。
SNMP マネージャが 
community_prefix だ
けを送信する場合、
エージェントは管理
サーバのデータだけを
取り出す。

Null

[デバッグ レベル ] 管理者へ送られるデ
バッグ メッセージのレ
ベルを設定する。この
値が 0 に設定されると、
デバッグ メッセージは
作成されない。値が正
であれば、エージェン
ト コードの実行内容を
記述したメッセージが
作成される。この値が
大きいほど、メッセー
ジの内容は詳細にな
る。

 0 ～ 3 の整数 0

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[ログ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[ファイル名 ] ログ ファイルの名前を
返す。

文字列 config/mydomain/logs/
wl-domain.log

[ローテーション タイ
プ ]

使用するローテーショ
ンのタイプを選択でき
るようにする。

リスト なし

 [最小ファイルサイズ ] 1 ファイルのサイズの
しきい値を設定する。

整数 500

[ファイルローテー
ション間隔 ]

1 ファイルの制限時間
を設定する。

整数 24

[ファイル数の制限 ] ファイル制限の状態を
判定するために使用す
る。

選択されている = 有効
選択されていない = 無
効

選択されていない

[ファイル数 ] 作成するファイル数の
上限を設定する。

整数 7
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[コンフィグレーション ]
[アプリケーション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[自動デプロイを有効
化 ]

自動デプロイメント機
能を設定する。

選択されている = 有効
選択されていない = 無
効

選択されている

[自動更新間隔 ] アプリケーションの自
動更新の間隔を設定す
る。

整数 3000
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[セキュリティ ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[監査プロバイダ クラ
ス ]

監査プロバイダを指定
できるようにする。

有効な監査プロバイダ 
クラスの名前

Null

[ゲスト不可 ] デフォルトのユーザ
「Guest」 を無効にする。

ブール 

True = 選択されている

False = 選択されていな
い

選択されている
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[セキュリティ ]
[ファイル レルム ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[キャッシング レルム ] セキュリティを設定ま
たは確認したいキャッ
シング レルムを選択で
きるようにする。

リスト 何も選択されていない

[最大ユーザ数 ] ファイル レルムでサ
ポートされるユーザの
最大数

最大値は 10,000、最小
値は 1。最大値は適用
されない。つまり、最
大値を設定すると警告
が出る。

1000

[最大グループ数 ] ファイル レルムでサ
ポートされるグループ
の最大数

最大値は 10,000、最小
値は 1。最大値は適用
されない。つまり、最
大値を設定すると警告
が出る。

1000

[最大 ACL 数 ] ファイル レルムでサ
ポートされる ACL の
最大数

最大値は 10,000、最小
値は 1。最大値は適用
されない。つまり、最
大値を設定すると警告
が出る。

1000
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[パスワード ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[最小パスワード文字数
]

パスワードに必要な文
字数を設定する。パス
ワードは 8 文字以上で
なければならない。 

8 文字以上 8

[ロックアウト有効化 ] この属性を選択する
と、無効なログインが
試みられたときにユー
ザ アカウントがロック
される。

ブール

有効 = 選択されている

無効 = 選択されていな
い

選択されている
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[セキュリティ ]
[ロックアウトしきい値
]

ユーザが何回ログイン
を試みて失敗するとア
カウントがロックされ
るかを示す回数。それ
以上そのアカウントに
アクセスしようとする
と（ユーザ名とパス
ワードの組合せが正し
くても）セキュリティ
例外が発生する。シス
テム管理者によって明
示的にロックが解除さ
れるか、あるいはロッ
クアウト継続時間が経
過したあとに別のログ
インが試みられるま
で、アカウントはロッ
クされたままになる。
なお、[ロックアウト
リセット遅延 ] 属性で
定義された時間内に無
効なログインを繰り返
し試みないかぎり、失
敗した回数
（[LockoutThreshold] 
属性の値を上限とす
る）には数えられない
点に注意。 

 1 ～ 99,999 5

[ロックアウト遅延 ] [ロックアウト リセッ
ト遅延 ] 属性で指定さ
れた時間内に無効なロ
グインが所定の回数以
上試みられたときに
ユーザ アカウントが
ロックされる時間（分
単位）を指定。 

0 ～ 999999 分 30

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[ロックアウト リセッ
ト遅延 ]

どれだけの時間（分単
位）内に無効なログイ
ンの試みが繰り返され
るとユーザのアカウン
トがロックされるかを
指定する。このフィー
ルドで定義された時間
内に、[ロックアウトし
きい値 ] フィールドに
定義された回数だけ無
効なログインを試みる
と、アカウントがロッ
クされる。

整数 5 分

[ロックアウト キャッ
シュ サイズ ]

使用しなかった無効な
ログインの試みを一時
的に保存しておくため
のキャッシュのサイズ
を設定するのに使われ
る。

0 ～ 10 5

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[セキュリティ ]
[詳細設定 ]

[メモ ]

ドメインの詳細については、『WebLogic Server 管理者ガイド』の「ログ メッ
セージを使用した WebLogic Server の管理」 を参照してください。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[接続フィルタ ] セキュリティ レルムの
接続フィルタを選択で
きるようにする。

リスト 何も選択されていない

[結果バッチサイズ ]

[すべてのログをチェッ
ク ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが情報を入力す
るための領域

英数字の文字列 Null
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20　ドメイン ログ フィルタ
20 ドメイン ログ フィルタ

以下の手順は、Administration Console を使ってドメイン ログ フィルタをコン
フィグレーションおよび管理する方法を説明します。ドメイン ログ フィルタの
詳細にについては、『WebLogic Server 管理ガイド』の「ログ メッセージを使用
した WebLogic Server の管理」 を参照してください。  

新しいドメイン ログ フィルタの作成

1. 左ペインの [ドメイン ログ フィルタ ] ノードをクリックします。右ペインに 
[ドメイン ログ フィルタ ] テーブルが表示され、ドメイン内のすべてのログ 
フィルタが示されます。

2. [新しい Domain Log Filter の作成 ] テキスト リンクをクリックします。右ペ
インにダイアログが表示され、新しく作成するドメイン ログ フィルタの設
定に関連するタブが示されます。

3. [名前 ] 属性フィールドに値を入力、および [重大度 ] リストで値を選択しま
す。

4. [作成 ] ボタンをクリックして、[名前 ] フィールドで指定した名前でドメイ
ン ログ フィルタのインスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペ
インの [ドメイン ログ フィルタ ] ノードの下に追加されます。

5. [対象 ] タブをクリックして、属性フィールドを変更するか、デフォルト値を
そのまま使用します。

6. [適用 ] をクリックして、これまでの変更を保存します。
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ドメイン ログ フィルタのクローンの作成
ドメイン ログ フィルタのクローンの作成

1. 左ペインの [ドメイン ログ フィルタ ] ノードをクリックします。右ペインに 
[ドメイン ログ フィルタ ] テーブルが表示され、ドメイン内のすべてのログ 
フィルタが示されます。

2. クローンを作成するドメイン ログ フィルタの行の [クローン ] アイコンをク
リックします。右ペインにダイアログが表示され、ドメイン ログ フィルタ
のクローンの作成に関連するタブが示されます。

3. [名前 ] 属性フィールドに値を入力、および [重大度 ] リストで値を選択しま
す。

4. [作成 ] ボタンをクリックして、[名前 ] フィールドで指定した名前でドメイ
ン ログ フィルタのインスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペ
インの [ドメイン ログ フィルタ ] ノードの下に追加されます。

5. [対象 ] タブをクリックして、属性フィールドを変更するか、デフォルト値を
そのまま使用します。

6. [適用 ] をクリックして、これまでの変更を保存します。

ドメイン ログ フィルタの削除

1. 左ペインの [ドメイン ログ フィルタ ] ノードをクリックします。右ペインに 
[ドメイン ログ フィルタ ] テーブルが表示され、ドメイン内のすべてのログ 
フィルタが示されます。

2. 削除するドメイン ログ フィルタの行の [削除 ] アイコンをクリックします。
右ペインにダイアログが表示され、削除要求を確認するよう求められます。

3. [はい ] をクリックして、ドメイン ログ フィルタを削除します。[ドメイン 
ログ フィルタ ] ノードの下のドメイン ログ フィルタ アイコンが削除されま
す。
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20　ドメイン ログ フィルタ
[コンフィグレーション ]

[コンフィグレーション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] ドメイン ログ フィルタ
の名前を設定する。

カンマの含まれていな
い、256 文字までの英
数字の文字列

MyDomain Log Filter

[重大度 ] ドメイン ログ フィルタ
で報告される重要度を
設定する。

リスト Error
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[コンフィグレーション ]
[対象 ]

[サーバ ]

[サブシステム ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[Server] ドメイン ログ フィルタ
でメッセージを受信す
るサーバのリストを提
供する。

リスト NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[サブシステム名 ] ドメイン ログ フィルタ
でメッセージを受信す
るサブシステムのリス
ト。

リスト NULL
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20　ドメイン ログ フィルタ
[ユーザ ]

[メモ ]

ドメイン ログ フィルタの詳細については、『WebLogic Server 管理者ガイド』
の「ログ メッセージを使用した WebLogic Server の管理」 を参照してくださ
い。 

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[ユーザ ID] ID のリストからユーザ
がユーザ ID を選択で
きるようにする。

リスト NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザ入力（省略可）
用の領域を提供する。

文字列 NULL
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21 EJB コンポーネント

以下では、新しい EJB をインストールまたはコンフィグレーションするための
属性を Administration Console を使用して設定する手順を説明します。EJB につ
いては、『WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイド』を参
照してください。

[新しい EJB のインストール ]

1. 左ペインの [デプロイメント ] ノードを展開します。

2. [EJB] をダブルクリックします。すべてのデプロイ済み EJB を示す [EJB デ
プロイメント ] テーブルが右ペインに表示されます。

3. [新しい EJB をインストール ] をクリックし、サーバに新しい EJB をインス
トールします。[アプリケーションのアップロードとインストール ] ダイアロ
グが右ペインに表示されます。

4. テキスト入力フィールドに . jar ファイルのパスを入力するか、[参照 ] ボタ
ンをクリックしてファイル システムを参照し、インストールする .jar ファイ
ルを選択します。

5. [アップロード ] をクリックして、.jar ファイルをインストールします。新し
い EJB が左ペインの [EJB] ノードの下に追加されます。
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21 EJB コンポーネント
[新しい EJB のコンフィグレーション ]

1. 左ペインの [デプロイメント ] ノードを展開します。

2. [EJB] をダブルクリックします。すべてのデプロイ済み EJB を示す [EJB デ
プロイメント ] テーブルが右ペインに表示されます。

3. [新しい EJB のコンフィグレーション ]をクリックし、新しいコンポーネン
トを作成します。右ペインに表示される EJB コンポーネントで、新しい EJB 
をコンフィグレーションします。

4. EJB コンポーネント ペインの [一般 ] タブで以下を設定します。

a. EJB コンポーネントの名前を [名前 ] フィールドに入力します。

b. EJB コンポーネントで使用するパスと Uniform Resource Identifier (URI) を
[パス ] フィールドに入力します。

c. コンポーネントをサーバにデプロイする順番を [デプロイ順 ] フィールド
に入力します。

d. [デプロイ ] チェックボックスをクリックし、コンポーネントのデプロイ
メント ステータスを設定します。

5. コンパイラ オプションをコンフィグレーションするには、EJB コンポーネン
ト ペインの [EJBC オプション ] タブで、以下を設定します。

a. 使用する Java コンパイラを [Java コンパイラ ] フィールドに入力します。

b. 生成されたファイルを格納する場所のパスを [テンポラリ パス ] フィール
ドに入力します。

c. rmic オプションを [追加 Rmic オプション ] フィールドに入力します。

d. [生成したソースファイルを残す ] チェックボックスをオンにすると、生
成したソース ファイルを残すことができます。

6. [作成 ] をクリックし、コンポーネントを作成します。
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[新しい EJB のコンフィグレーション ]
[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] EJB コンポーネントの
名前を返す。

名前には英数字で 256 
文字まで使用できる
が、カンマまたはス
ペースは不可

NULL

[URL] EJB コンポーネントの 
URL を返す。

有効な URL NULL

[アプリケーション ] アプリケーションの名
前を返す。

文字列 NULL

[インスタンス数 ] EJB コンポーネントの
インスタンス数を返
す。

整数 NULL

[Java コンパイラ ] このコンポーネントに
使用する Java コンパイ
ラを設定する。

有効な Java コンパイラ javac

[テンポラリ パス ] ejbc によって生成さ
れるファイルの格納場
所を設定する。

文字列 NULL

[追加 Rmic オプション ] ユーザが rmic オプショ
ンを設定できるように
する。

文字列 NULL

[生成したソース ファ
イルを残す ]

生成されたソース ファ
イルを保存する機能を
有効 /無効にする。

ブール

選択されている = 有効
選択されていない = 無
効

選択されていない
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21 EJB コンポーネント
[パス ] このコンポーネントの
パスと、アプリケー
ション コンポーネント
を指す Uniform 
Resource Identifier (URI) 
を設定する。 

パスには、展開ディレ
クトリ形式でのコン
ポーネントの直接名、
または EAR ファイル
名を指定できる。

文字列 NULL

[デプロイ ] コンポーネントのデプ
ロイメントの状態を設
定する。

ブール

デプロイ = 選択されて
いる

アンデプロイ = 選択さ
れていない

選択

[デプロイ順 ] ユーザがコンポーネン
トをサーバにデプロイ
する順番を設定でき
る。

NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[新しい EJB のコンフィグレーション ]
[対象 ]

[メモ ]

EJB については、『WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ
ド』を参照してください。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象
サーバ ]

この EJB がデプロイさ
れるサーバを選択でき
る。

リスト 未選択

[対象ク
ラスタ ]

この EJB がデプロイさ
れるクラスタを選択で
きる。

リスト 未選択

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザ入力用の領域を
提供する。

文字列 NULL
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22 実行時 EJB コンポーネント

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

アプリケーション

名前

URI



23 EJB ホーム

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

アプリケーション

名前

URI
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25 EJB デプロイメント記述子

weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述
子

この章では、バージョン 6.1 の WebLogic Server に固有の XML 要素について説
明します。これらの要素は weblogic600-ejb-jar.xml ファイルを構成し、
WebLogic Server EJB コンテナ内のデプロイメント記述子を定義するために使わ
れるものです。 これらの要素は、WebLogic Server Administration Console のほぼ
同じ名前のフィールドに対応します。これらのデプロイメント記述子はバージョ
ン 2.0 の EJB に対して使用します。
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25 EJB デプロイメント記述子
allow-concurrent-calls

機能
allow-concurrent-calls 要素では、ステートフル セッション Bean のインスタ
ンスでメソッドの同時呼び出しを許可するかどうかを指定します。 デフォルトで
は、allows-concurrent-calls の値は false です。 この要素の値を true に設
定すると、メソッドの同時呼び出しが EJB コンテナによってブロックされ、直
前の呼び出しが完了した時点で次のメソッドの処理に移行します。

値の範囲 true | false

デフォルト値 false

要件 ステートフル セッション Bean のインスタンスがメソッド呼び出しを処理して
いる間に、（同時実行される）別のメソッド呼び出しがサーバに到着したと
き、サーバは RemoteException を送出する必要がある。

親要素 weblogic-enterprise-bean

stateful-session-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
cache-type

機能
この要素では、EJB のキャッシュ タイプを設定します。

値の範囲 NRU | LRU

デフォルト値 NRU

要件

親要素 weblogic-enterprise-bean

stateful-session-cache

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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25 EJB デプロイメント記述子
connection-factory-jndi-name

機能
connection-factory-jndi-name 要素では、メッセージ駆動型 Bean がキュー
およびトピックを作成するためにルックアップする JMS 接続ファクトリの JNDI 
名を指定します。 この要素を指定しない場合、config.xml 内の 
weblogic.jms.MessageDrivenBeanConnectionFactory がデフォルト値となり
ます。

値の範囲

デフォルト値 config.xml 内の weblogic.jms.MessageDrivenBeanConnectionFactory

要件 ステートフル セッション Bean のインスタンスがメソッド呼び出しを処理して
いる間に、（同時実行される）別のメソッド呼び出しがサーバに到着したと
き、サーバは RemoteException を送出する必要がある。

親要素 weblogic-enterprise-bean

message-driven-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
concurrency-strategy

機能
この要素では、エンティティ Bean への同時アクセスをコンテナでどのように管
理するかを指定します。 この要素には、次の 3 つの値のいずれかを設定できま
す。

Exclusive は、WebLogic Server バージョン 3.1 ～ 5.1 でのデフォルトの
ロック動作です。Bean がトランザクションと関連付けられているとき、
WebLogic Server はキャッシュされたエンティティ EJB のインスタンスに排
他的ロックをかけます。 EJB のインスタンスに対するほかのリクエストは、
トランザクションが完了するまでブロックされます。

Database を指定すると、WebLogic Server はエンティティ EJB に対する
ロック要求を、基盤のデータストアに委ねます。 同時実行性オプションが 
Database のとき、WebLogic Server はトランザクションに関係するエンティ
ティ EJB の中間結果をキャッシュしません。

ReadOnly は、エンティティ EJB が変更されないことを指定します。
WebLogic Server は read-timeout-seconds パラメータの設定に基づいて、
同時実行性が ReadOnly に設定された Bean に対して ejbLoad() メソッドを
呼び出します。

値の範囲 Exclusive | Database | ReadOnly

デフォルト値 Database

要件 省略可能な要素。 エンティティ EJB に対してのみ有効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

entity-cache

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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25 EJB デプロイメント記述子
db-is-shared

機能
db-is-shared 要素は、エンティティ Bean だけに適用されます。 この要素の値を 
true に設定すると、WebLogic Server は EJB のデータをトランザクションの間
に変更できないことを想定し、各トランザクションの開始時にデータを再ロード
します。 false に設定すると、WebLogic Server は永続ストア内の EJB データに
排他的にアクセスできることを想定します。 

値の範囲 true | false

デフォルト値 true

要件 省略可能な要素。 エンティティ EJB に対してのみ有効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

persistence

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
delay-updates-until-end-of-tx

機能
トランザクションの完了時に、トランザクションを構成する全 Bean の永続スト
アを更新するには、この要素を true（デフォルト）に設定します。 このように
設定すると、不必要な更新が回避されるためパフォーマンスが向上するのが一般
的です。 ただしこの設定では、データベース トランザクション内部でのデータ
ベース更新の順序は保持されません。

データストアで分離レベル TRANSACTION_READ_UNCOMMITTED を使用する場合
に、ほかのデータベース ユーザが、進行中のトランザクションの中間結果を確
認できるようにすることができます。 この場合、各メソッド呼び出しの完了時に 
Bean の永続ストアが更新されるように、delay-updates-until-end-of-tx の
値を false に設定します。 

注意 : delay-updates-until-end-of-tx を false に設定すると、各メソッド
の呼び出し後にデータベースの更新はデータベースに送られるだけで、
コミットはされません。 更新はトランザクションが完了した時点でデー
タベースにコミットされるか、またはロールバックされます。 

値の範囲 true | false

デフォルト値 true

要件 省略可能な要素。 エンティティ EJB に対してのみ有効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

persistence

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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25 EJB デプロイメント記述子
description

機能
description 要素には、親の要素について説明するテキストを指定します。

destination-jndi-name

機能
destination-jndi-name 要素では、メッセージ駆動型 Bean を、WebLogic 
Server JNDI ツリーにデプロイされた実際の JMS キューまたはトピックと関連付
けるために使われる JNDI 名を指定します。

値の範囲 なし

デフォルト値 なし

要件 なし

親要素 weblogic-enterprise-bean,
transaction-isolation

method

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml

値の範囲 有効な JNDI 名

デフォルト値 なし

要件 message-driven-descriptor に必要。

親要素 weblogic-enterprise-bean
message-driven-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
ejb-name

機能
ejb-name 要素では、WebLogic Server が分離レベル プロパティを適用する EJB 
の名前を指定します。 この名前は、ejb-jar ファイルのデプロイメント記述子に
よって割り当てられます。 同じ ejb.jar ファイルに定義されるエンタープライズ 
Bean 間で一意な名前を指定する必要があります。 エンタープライズ Bean のコー
ドは名前に依存しないため、アプリケーションをアセンブルする過程で、エン
タープライズ Bean の機能を変更せずに名前を変更できます。 デプロイメント記
述子に定義される EJB 名と、デプロイヤがエンタープライズ Bean のホームに割
り当てる JNDI 名との間に構造的な関係はありません。 

値の範囲 ejb-jar.xml に定義された EJB の名前

デフォルト値 なし

要件 method スタンザ内で必須の要素。 名前は NMTOKEN の辞書ルールに従う必
要がある。

親要素 weblogic-enterprise-bean
transaction-isolation

method

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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25 EJB デプロイメント記述子
ejb-reference-description

機能
resource-description スタンザは、ejb-jar.xml に定義されるリソース参照
を、WebLogic Server で利用可能な実際のリソースの JNDI 名にマッピングしま
す。

ejb-ref-name には、リソース参照名を指定します。 これは、EJB プロバイ
ダがデプロイメント ファイル ejb-jar.xml の内部に定義する参照です。

jndi-name には、WebLogic Server で利用可能な実際のリソース ファクトリ
の JNDI 名を指定します。 

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 省略可能な要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean
reference-description

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
ejb-ref-name

機能
resource-description スタンザは、ejb-jar.xml に定義されるリソース参照
を、WebLogic Server で利用可能な実際のリソースの JNDI 名にマッピングしま
す。

値の範囲 なし

デフォルト値 なし

要件 省略可能な要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean
reference-description

ejb-reference-description

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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25 EJB デプロイメント記述子
ejb-local-reference-description

機能
ejb-local-reference-description 要素は、EJB ローカルの参照において Bean によっ
て参照される EJB の、WebLogic Server における JNDI 名をマッピングするため
に使用します。

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 省略可能な要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean
reference-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
enable-call-by-reference

機能
デフォルトでは、同じサーバの内部から呼び出される EJB メソッドでは、参照
によって引数を渡します。 この方式ではパラメータがコピーされないため、メ
ソッド呼び出しのパフォーマンスが向上します。

enable-call-by-reference 要素の値を False に設定すると、EJB メソッドへ
のパラメータは、EJB 1.1 仕様に準拠する形式（値渡し）でコピーされます。 EJB 
がサーバの内部からではなくリモートで呼び出されるときは常に、値渡しが必要
です。

値の範囲 true | false

デフォルト値 true

要件 省略可能な要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean
reference-description

ejb-reference-description

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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25 EJB デプロイメント記述子
entity-cache

機能
entity-cache 要素では、WebLogic Server の内部でエンティティ EJB のインス
タンスをキャッシュするために使われる以下のオプションを定義します。

max-beans-in-cache

idle-timeout-seconds

read-timeout-seconds

concurrency-strategy

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 entity-cache 要素は省略可能で、エンティティ EJB に対してのみ有効であ
る。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
entity-clustering

機能
entity-clustering 要素では以下のオプションを使用して、エンティティ Bean 
が WebLogic クラスタにどのようにレプリケートされるかを指定します。

home-is-clusterable

home-load-algorithm

home call-router-class-name

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 省略可能な要素。 クラスタ内の EJB に対してのみ有効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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25 EJB デプロイメント記述子
entity-descriptor

機能
entity-descriptor 要素では、エンティティ Bean に適用される以下のデプロ
イメント パラメータを指定します。

pool

entity-cache

lifecycle

persistence

entity-clustsering

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 .jar 内の各エンティティ EJB に対して、1 つの entity-descriptor スタンザ
が必要である。

親要素 weblogic-enterprise-bean

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
finders-load-bean

機能
finders-call-ejbload 要素は、ファインダ メソッドへの呼び出しによって 
Bean への参照が返された後で、WebLogic Server が EJB をキャッシュにロード
するかどうかを決定します。 この要素の値を true に設定すると、Bean への参照
がファインダによって返された場合に、WebLogic は Bean を直ちにキャッシュ
にロードします。 false に設定すると、メソッドが最初に呼び出されるまで、
WebLogic Server は Bean をキャッシュに自動的にロードしません。この動作は 
EJB 1.1 仕様に準拠しています。

値の範囲 true | false

デフォルト値 true

要件 省略可能な要素。 CMP エンティティ EJB に対してのみ有効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

persistence

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 25-17



25 EJB デプロイメント記述子
home-call-router-class-name

機能
home-call-router-class-name 要素では、Bean のメソッド呼び出しをルー
ティングするために使用するカスタム クラスの名前を指定します。 このクラスは 
weblogic.rmi.extensions.CallRouter() を実装しなければなりません。 この
要素の値を指定した場合、各メソッド呼び出しの前にこのクラスのインスタンス
が呼び出されます。 このとき、ルータ クラスでメソッド パラメータに基づいて
ルーティング先のサーバを選択する機会が設けられます。 ルータ クラスはサーバ
名または NULL のどちらかを返します。NULL が返された場合、サーバの選択
は現在のロード アルゴリズムに基づいて行われます。

値の範囲 有効なルータ クラス名

デフォルト値 NULL

要件 省略可能な要素。 クラスタ内のエンティティ EJB およびステートフル セッ
ション EJB に対してのみ有効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

entity-clustering

および
weblogic-enterprise-bean

stateful-session-descriptor
stateful-session-clustering

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
home-is-clusterable

機能
home-is-clusterable 要素の値が true のとき、クラスタ内の複数の WebLogic 
Server から EJB をデプロイすることができます。 ホーム スタブへの呼び出しは、
この Bean がデプロイされるサーバ間でロードバランシングされ、Bean が動作し
ているサーバに到達できない場合、呼び出しは自動的に、Bean が動作している
別のサーバへとフェイルオーバされます。

値の範囲 true | false

デフォルト値 true

要件 省略可能な要素。 クラスタ内のエンティティ EJB およびステートフル セッ
ション EJB に対してのみ有効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

entity-clustering

および
weblogic-enterprise-bean

stateful-session-descriptor
stateful-session-clustering

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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25 EJB デプロイメント記述子
home-load-algorithm

機能
home-load-algorithm 要素では、EJB ホームのレプリカ間でロードバランシン
グを行うためのアルゴリズムを指定します。 このプロパティを定義しない場合、
WebLogic Server はサーバ プロパティ 
weblogic.cluster.defaultLoadAlgorithm によって指定されるアルゴリズム
を使用します。 

home-load-algorithm には、以下のいずれかの値を設定できます。 

round-robin: Bean が動作しているサーバ間で、逐次的な方式でロードバラ
ンシングが行われます。

random: EJB ホームのレプリカは、Bean が動作しているサーバを無作為に選
択してデプロイされます。

weight-based: EJB ホームのレプリカは、その時点での各サーバの作業負荷
に応じてホスト サーバにデプロイされます。

値の範囲 round-robin | random | weight-based

デフォルト値 weblogic.cluster.defaultLoadAlgorithm の値

要件 省略可能な要素。 クラスタ内のエンティティ EJB およびステートフル セッ
ション EJB に対してのみ有効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

entity-clustering

および
weblogic-enterprise-bean

stateful-session-descriptor
stateful-session-clustering

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
idle-timeout-seconds

機能
idle-timeout-seconds 要素では、ステートフル EJB をキャッシュに保持する
最長の時間を定義します。 この時間が経過した後で、キャッシュ内の Bean の数
が max-beans-in-cache の制限に達すると、WebLogic Server は Bean のインス
タンスを削除します。 削除された Bean インスタンスはパッシブ化されます。 

値の範囲 1 から maxSeconds までの範囲内

デフォルト値 600

要件 省略可能な要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

entity-cache

および
weblogic-enterprise-bean,

stateful-session-descriptor,
stateful-session-cache

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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25 EJB デプロイメント記述子
initial-beans-in-free-pool

機能
initial-beans-in-free-pool の値を指定する場合、プールの初期サイズを設
定します。WebLogic Server は、起動時にすべての Bean クラスについて、指定
された数の Bean インスタンスをフリー プールに格納します。 このようにフリー 
プールを満たしておくことにより、新しいインスタンスを生成しなくても Bean 
に対しての初期リクエストを処理できるため、EJB の初期応答時間が改善されま
す。

値の範囲 0 から maxBeans までの範囲内

デフォルト値 0

要件 省略可能な要素。 ステートレス セッション EJB に対してのみ有効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
pool

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
initial-context-factory

機能
initial-context-factory 要素では、コンテナが自らの接続ファクトリを作成
するために使用する contextFactory を指定します。 この要素の値を指定しない場
合のデフォルト値は weblogic.jndi.WLInitialContextFactory です。 

値の範囲 true | false

デフォルト値 weblogic.jndi.WLInitialContextFactory

要件 ステートフル セッション Bean のインスタンスがメソッド呼び出しを処理して
いる間に、（同時実行される）別のメソッド呼び出しがサーバに到着したと
き、サーバは RemoteException を送出する必要がある。

親要素 weblogic-enterprise-bean

message-driven-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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25 EJB デプロイメント記述子
is-modified-method-name

機能
is-modified-method-name 要素では、EJB が格納されるときに WebLogic 
Server が呼び出すメソッドを指定します。 指定されたメソッドは、boolean 型の
値を返す必要があります。 メソッドを指定しない場合、WebLogic Server は常に、
EJB に変更が加えられたことを想定して EJB を保存します。 

メソッドを定義して適切に設定することにより、EJB 1.1 準拠の Bean と、Bean 
管理永続性を使用する Bean のパフォーマンスを改善できます。 ただし、メソッ
ドの戻り値に誤りがあると、データの不整合に関する問題が生じる可能性があり
ます。 

注意 : EJB 2.0 仕様に基づく、バージョン 2.0 の CMP エンティティ EJB につい
ては、isModified() は不要になりました。 ただし、BMP EJB および
バージョン 1.1 の CMP EJB では、引き続きこのメソッドが必要です。 永
続性がコンテナによって管理される EJB 2.0 のエンティティ Bean をデプ
ロイすると、WebLogic Server は EJB のどのフィールドに変更が行われ
たかを自動的に検出し、該当するフィールドだけを基盤のデータストア
に書き込みます。

値の範囲 エンティティ EJB の有効なメソッド名

デフォルト値 なし

要件 省略可能な要素。 エンティティ EJB に対してのみ有効。 

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

persistence

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
isolation-level

機能
isolation-level 要素では、EJB のデータベース操作のすべてに適用される分
離レベルを指定します。 isolation-level には、以下の値を設定できます。

TRANSACTION_READ_UNCOMMITTED: トランザクションで、未コミットの更新
をほかのトランザクションから確認できます。

TRANSACTION_READ_COMMITTED: トランザクションで、コミット済みの更新
だけをほかのトランザクションから確認できます。

TRANSACTION_REPEATABLE_READ: トランザクションがデータの一部をいった
ん読み取ると、同じデータが繰り返し読み取られたときに、ほかのトランザ
クションによって読み取り後にデータが変更された場合でも、最初に読み取
られた同じ値が返されます。

TRANSACTION_SERIALIZABLE: このトランザクションを複数回にわたって同
時実行するときと、シリアル方式で複数回実行するときの効果が同じです。

それぞれの分離レベルの効用およびサポート状況の詳細については、使用してい
るデータベースのドキュメントを参照してください。

値の範囲 Serializable | ReadCommitted | ReadUncommitted |
RepeatableRead

デフォルト値 なし

要件 省略可能な要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
transaction-isolation

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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25 EJB デプロイメント記述子
jndi-name

機能
jndi-name 要素では、WebLogic Server で利用可能な実際の EJB、リソース、ま
たは参照の JNDI 名を指定します。

値の範囲 有効な JNDI 名

デフォルト値 なし

要件 resource-description および ejb-reference-description に必要。

親要素 weblogic-enterprise-bean

および
weblogic-enterprise-bean

reference-description
resource-description

および
weblogic-enterprise-bean

reference-description
ejb-reference-description

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
local-jndi-name

機能
local-jndi-name 要素では、Bean のローカル ホームの JNDI 名を指定します。 
Bean にリモート ホームとローカル ホームの両方が存在する場合、それぞれの
ホームに対応する 2 つの JNDI 名を Bean に定義する必要があります。

値の範囲 有効な JNDI 名

デフォルト値 なし

要件 Bean がローカル ホームを持つ場合に必要。

親要素 weblogic-enterprise-bean

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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25 EJB デプロイメント記述子
lifecycle

機能
lifecycle 要素では、WebLogic Server の内部での、ステートフル EJB およびエ
ンティティ EJB のライフサイクルに影響するオプションを定義します。 現時点で
は、lifecycle 要素の子要素は  passivation-strategy の 1 つだけです。

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 lifecycle 要素は省略可能である。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor

および
weblogic-enterprise-bean

stateful-session-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
max-beans-in-cache

機能
max-beans-in-cache 要素では、このクラスのオブジェクトを最大何個までメ
モリに展開できるかを指定します。 オブジェクトの数が max-bean-in-cache に
達すると、WebLogic Server はクライアントによって最近使われていない EJB の
一部をパッシブ化します。max-beans-in-cache の値は、EJB が WebLogic 
Server キャッシュから削除されるタイミングにも影響します。 

値の範囲 1 から maxBeans までの範囲内

デフォルト値 100

要件 省略可能な要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

entity-cache

および
weblogic-enterprise-bean

stateful-session-descriptor
stateful-session-cache

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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25 EJB デプロイメント記述子
max-beans-in-free-pool

機能
WebLogic Server は、すべてのステートレス セッション Bean クラスおよびメッ
セージ駆動型 Bean クラスについて、EJB のフリー プールを管理します。 
max-beans-in-free-pool 要素では、このプールのサイズを定義します。 デフォ
ルトでは、max-beans-in-free-pool の制限は設定されていません。フリー 
プール内の Bean の数は、利用可能なメモリ容量だけに制限されます。 

値の範囲 0 から maxBeans までの範囲内

デフォルト値 max Int

要件 省略可能な要素。 ステートレス セッション EJB に対してのみ有効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
transaction-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
message-driven-descriptor

機能
message-driven-descriptor 要素は、WebLogic Server における JMS の送り先
にメッセージ駆動型 Bean を関連付けます。 この要素では、以下のデプロイメン
ト パラメータを指定します。

pool

destination-jndi-name

initial-context-factory

provider-url

connection-factory-jndi-name

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件

親要素 weblogic-enterprise-bean

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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25 EJB デプロイメント記述子
method

機能
method 要素では、エンタープライズ Bean のホーム インターフェースまたはリ
モート インターフェースのメソッド、またはメソッドの集合を定義します。

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 省略可能な要素。 複数の EJB メソッドをコンフィグレーションするために、複
数の method 要素を指定可能。

親要素 weblogic-enterprise-bean

transaction-isolation

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
25-32 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
method-intf

機能
method-intf 要素では、WebLogic Server が分離レベル プロパティを適用する 
EJB インターフェースを指定します。 この要素は、EJB のホーム インターフェー
スとリモート インターフェースでシグネチャが一致するメソッドを区別する必
要がある場合にのみ使用します。 

値の範囲 Home | Remote

デフォルト値 なし

要件 省略可能な要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean
transaction-isolation

method

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 25-33



25 EJB デプロイメント記述子
method-name

機能
method-name 要素では、WebLogic Server が分離レベル プロパティを適用する個
別の EJB メソッドの名前を指定します。 EJB のホーム インターフェースおよびリ
モート インターフェースの全メソッドを指定するには、アスタリスク（*）を使
用します。

method-name を指定する場合、指定された ejb-name でメソッドが利用可能でな
ければなりません。

値の範囲 ejb-jar.xml | * に定義された EJB の名前

デフォルト値 なし

要件 method スタンザ内の必須要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean
transaction-isolation

method

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
25-34 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
method-param

機能
method-param 要素では、メソッド パラメータの Java 型名を完全修飾形式で指
定します。

値の範囲 メソッド パラメータの Java 型名（完全修飾形式）

デフォルト値 なし

要件 method-params 内の必須要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean

transaction-isolation
method

method-params

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 25-35



25 EJB デプロイメント記述子
method-params

機能
method-params スタンザは、個々のメソッド パラメータの Java 型名を定義する 
1 つ以上の要素で構成されます。

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 省略可能なスタンザ。

親要素 weblogic-enterprise-bean

transaction-isolation
method

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
25-36 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
passivation-strategy

機能
passivation-strategy 要素では、WebLogic Server キャッシュ内のエンティ
ティ EJB の中間状態を保持するかどうかを指定します。 

値の範囲 default | transaction

デフォルト値 default

要件 省略可能な要素。エンティティ EJB に対してのみ有効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

lifecycle

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 25-37



25 EJB デプロイメント記述子
persistence

機能
persistence 要素では、以下のオプションを定義します。これらのオプション
は、WebLogic Server で使用するエンティティ EJB の永続性タイプ、トランザク
ション コミット時の動作、ejbLoad() および ejbStore() の動作を決定します。

is-modified-method-name

delay-updates-until-end-of-tx

finders-load-bean

persistence-type

db-is-shared

persistence-use

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 コンテナ管理による永続性サービスを利用するエンティティ EJB に対しての
み必要。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
25-38 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
persistence-type

機能
persistence-type 要素では、エンティティ EJB で利用できる永続性サービス
を定義します。 weblogic-ejb-jar.xml ファイルには、複数の永続性サービスを
使って EJB をテストする目的で、複数の persistence-type スタンザを定義す
ることができます。 デプロイメント時には、persistence-use に定義される永
続性タイプだけが実際に使われます。

persistence-type 要素には、永続性タイプを識別する以下の子要素が含まれま
す。

type-identifier

type-version

type-storage

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 コンテナ管理による永続性サービスを利用するエンティティ EJB に対しての
み必要。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

persistence

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 25-39



25 EJB デプロイメント記述子
persistence-use

機能
persistence-use 要素は persistence-type に似ていますが、デプロイメント
時に実際に使われる永続性サービスを定義する点が異なります。
persistence-use では、persistence-type の構造内で定義される 
type-identifier および type-version の各要素の値によってサービスを識別
します。

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 コンテナ管理による永続性サービスを利用するエンティティ EJB に対しての
み必要。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

persistence

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
25-40 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
persistent-store-dir

機能
persistent-store-dir 要素では、パッシブ化されたステートフル セッション 
Bean インスタンスの状態を WebLogic Server が格納する、ファイル システム内
のディレクトリを指定します。

値の範囲 完全修飾形式のファイル システム パス

デフォルト値 なし

要件 省略可能な要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean

stateful-session-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 25-41



25 EJB デプロイメント記述子
pool

機能
pool 要素では、ステートレス セッション EJB およびメッセージ駆動型 EJB につ
いて、WebLogic Server のフリー プールの動作をコンフィグレーションします。 
以下のオプションを指定できます。

max-beans-in-free-pool

initial-beans-in-free-pool

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 省略可能な要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean
stateless-session-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
25-42 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
principal-name

機能
principal-name 要素では、指定された role-name に適用される、実際の 
WebLogic Server プリンシパルの名前を指定します。

値の範囲 有効な WebLogic Server プリンシパル名

デフォルト値 なし

要件 security-role-assignment スタンザで、少なくとも 1 つの 
principal-name の定義が必要である。 各 role-name に対して、複数の 
principal-name を定義できる。

親要素 weblogic-enterprise-bean
security-role-assignment

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 25-43



25 EJB デプロイメント記述子
provider-url

機能
provider-url 要素では、InitialContext によって使われる URL プロバイダを指
定します。 通常、これは host : port の形式です。

値の範囲 有効な名前

デフォルト値 なし

要件 initial-context-factory および connection-factory-jndi-name とと
もに使用する。

親要素 weblogic-enterprise-bean
message-driven-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
25-44 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
read-timeout-seconds

機能
read-timeout-seconds 要素では、読み取り専用のエンティティ Bean に対する 
ejbLoad() の呼び出しの間の秒数を指定します。 デフォルトでは、
read-timeout-seconds は 0 に設定されており、WebLogic Server は Bean が
キャッシュに移動されるときにのみ ejbLoad() を呼び出します。

値の範囲 0 から maxSeconds までの範囲内

デフォルト値 600

要件 省略可能な要素。 エンティティ EJB に対してのみ有効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

entity-cache

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 25-45



25 EJB デプロイメント記述子
reference-descriptor

機能
reference-descriptor 要素は、ejb-jar.xml ファイルに定義された参照を、
WebLogic Server で利用可能な実際のリソース ファクトリおよび EJB の JNDI 名
にマッピングします。 

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 省略可能な要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
25-46 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
replication-type

機能
replication-type 要素では、クラスタを構成する複数の WebLogic Server イン
スタンスの間で、ステートフル セッション EJB の状態をレプリケートするかど
うかを指定します。 この要素の値として InMemory を選択すると、EJB の状態は
レプリケートされます。 None を選択すると、状態はレプリケートされません。

値の範囲 InMemory | None

デフォルト値 なし

要件 省略可能な要素。 クラスタ内のステートフル セッション EJB に対してのみ有
効。

親要素 weblogic-enterprise-bean
stateful-session-descriptor

stateful-session-clustering

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 25-47



25 EJB デプロイメント記述子
res-env-ref-name

機能
res-env-ref-name 要素では、リソース環境参照の名前を指定します。 

値の範囲 ejb-jar.xml ファイルに定義された有効なリソース環境参照名

デフォルト値 なし

要件 なし

親要素 weblogic-enterprise-bean
reference-descriptor

resource-env-description

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
25-48 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
res-ref-name

機能
res-ref-name 要素では、リソース ファクトリ参照の名前を指定します。 これ
は、EJB プロバイダがデプロイメント ファイル ejb-jar.xml の内部で定義する
参照です。

値の範囲 ejb-jar.xml ファイルに定義された有効なリソース参照名

デフォルト値 なし

要件 ejb-jar.xml 内のリソース参照を EJB で指定する場合に必須の要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean
reference-description

resource-description

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 25-49



25 EJB デプロイメント記述子
resource-env-description

機能
resource-env-description 要素は、ejb-jar.xml ファイルに定義されたリ
ソース環境参照を、WebLogic Server で利用可能な実際のリソースの JNDI 名に
マッピングします。

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 省略可能な要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean
reference-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
25-50 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
resource-description

機能
resource-description 要素は、ejb-jar.xml ファイルに定義されたリソース
参照を、WebLogic Server で利用可能な実際のリソースの JNDI 名にマッピング
します。

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 省略可能な要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean
reference-description

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 25-51



25 EJB デプロイメント記述子
role-name

機能
role-name 要素は、EJB プロバイダがデプロイメント ファイル ejb-jar.xml に
定義するアプリケーション ロール名を識別します。 スタンザ内でこの要素に続く 
principal-name 要素は、この要素で指定された role-name に WebLogic Server 
プリンシパルをマッピングします。

値の範囲 ejb-jar.xml に定義された EJB ロール名

デフォルト値 なし

要件 security-role-assignment 内で必須の要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean
security-role-assignment

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
25-52 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
run-as-identity-principal

機能
run-as-identity-principal 要素では、ejb-jar.xml ファイルで 
security-identity.run-as-specified-identity が設定された Bean のアイ
デンティティとして使われるプリンシパルを指定します。

この要素に設定するプリンシパル名は、run-as-specified--identity ロール
にマッピングされるプリンシパルのいずれかでなければなりません。

値の範囲 ejb-jar.xml に定義されるアイデンティティとして使われるプリンシパル。

デフォルト値 なし

要件 security-role-assignment 内で必須の要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 25-53



25 EJB デプロイメント記述子
security-role-assignment

機能
security-role-assignment スタンザは、ejb-jar.xml ファイルに定義された
アプリケーション ロールを、WebLogic Server で利用可能なセキュリティ プリン
シパルの名前にマッピングします。 

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 ejb-jar.xml にアプリケーション ロールが定義される場合に必須の要素。

親要素 weblogic-ejb-jar

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
25-54 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
stateful-session-cache

機能
stateful-session-cache 要素では、WebLogic Server 内部のステートフル セッ
ション EJB のインスタンスをキャッシュするために使われる、以下のオプショ
ンを定義します。 

home-is-clusterable

home-load-algorithm

home-call-router-class-name

replication-type

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 stateful-session-cache スタンザは省略可能で、ステートフル セッショ
ン EJB に対してのみ有効である。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
stateful-session-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 25-55



25 EJB デプロイメント記述子
stateful-session-clustering

機能
stateful-session-clustering スタンザ要素では、クラスタ内のステートフル 
セッション EJB のインスタンスをレプリケートするときの、WebLogic Server の
動作を決定する以下のオプションを指定します。

max-beans-in-cache

idle-timeout-seconds

cache-type

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 省略可能な要素。 クラスタ内のステートフル セッション EJB に対してのみ有
効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
stateful-session-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
25-56 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
stateful-session-descriptor

機能
stateful-session-descriptor 要素では、WebLogic Server 内のステートフル 
セッション EJB に適用される以下のデプロイメント パラメータを指定します。

stateful-session-cache

lifecycle

persistent-store-dir

stateful-session-clustering

allow-concurrent-calls

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 .jar 内のステートフル セッション EJB のそれぞれに対して、1 つの 
stateful-session-descriptor スタンザが必要である。

親要素 weblogic-enterprise-bean

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 25-57



25 EJB デプロイメント記述子
stateless-bean-call-router-class-name

機能
stateless-bean-call-router-class-name 要素では、Bean のメソッド呼び出
しをルーティングするために使用するカスタム クラスの名前を指定します。 この
クラスは weblogic.rmi.extensions.CallRouter() を実装しなければなりま
せん。 この要素の値を指定した場合、各メソッド呼び出しの前にこのクラスのイ
ンスタンスが呼び出されます。 このとき、ルータ クラスでメソッド パラメータ
に基づいてルーティング先のサーバを選択する機会が設けられます。 ルータ クラ
スはサーバ名または NULL のどちらかを返します。NULL が返された場合、
サーバの選択は現在のロード アルゴリズムに基づいて行われます。

値の範囲 有効なルータ クラス名

デフォルト値 なし

要件 省略可能な要素。 クラスタ内のステートレス セッション EJB に対してのみ有
効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
stateless-session-descriptor

stateless-clustering

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
25-58 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
stateless-bean-is-clusterable

機能
stateless-bean-is-clusterable 要素の値が true のとき、クラスタ内の複数
の WebLogic Server から EJB をデプロイすることができます。 ホーム スタブへの
呼び出しは、この Bean がデプロイされるサーバ間でロードバランシングされ、
Bean が動作しているサーバに到達できない場合、呼び出しは自動的に、Bean が
動作している別のサーバへとフェイルオーバされます。

値の範囲 true | false

デフォルト値 true

要件 省略可能な要素。 クラスタ内のステートレス セッション EJB に対してのみ有
効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
stateless-session-descriptor

stateless-clustering

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 25-59



25 EJB デプロイメント記述子
stateless-bean-load-algorithm

機能
stateless-bean-load-algorithm 要素では、EJB ホームのレプリカ間でロード
バランシングを行うために使用するアルゴリズムを指定します。 このプロパティ
を定義しない場合、WebLogic Server はサーバ プロパティ 
weblogic.cluster.defaultLoadAlgorithm によって指定されるアルゴリズム
を使用します。 

stateless-bean-load-algorithm には、以下のいずれかの値を設定できます。 

round-robin: Bean が動作しているサーバ間で、逐次的な方式でロードバラ
ンシングが行われます。

random: EJB ホームのレプリカは、Bean が動作しているサーバを無作為に選
択してデプロイされます。

weight-based: EJB ホームのレプリカは、その時点での各サーバの作業負荷
に応じてホスト サーバにデプロイされます。

値の範囲 round-robin | random | weight-based

デフォルト値 weblogic.cluster.defaultLoadAlgorithm の値

要件 省略可能な要素。 クラスタ内のステートレス セッション EJB に対してのみ有
効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
stateless-session-descriptor

stateless-clustering

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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stateless-bean-methods-are-idempotent

機能
この要素は true または false のどちらかに設定できます。 同じ引数を使って同
じメソッドを繰り返し呼び出すときの結果が、メソッドを 1 回呼び出すときと
まったく同じになるように Bean が記述されている場合にのみ、
stateless-bean-methods-are-idempotent を true に設定します。 このように
設定すると、フェイルオーバ処理で、障害を起こしたサーバ上で呼び出しが実際
に完了したかどうかを調べる必要なしに、失敗した呼び出しを再試行することが
できます。 このプロパティを true に設定すると、Bean が動作している別のサー
バが到達可能である限り、どのような障害からも Bean スタブを自動的に回復で
きます。

値の範囲 true | false

デフォルト値 false

要件 省略可能な要素。 クラスタ内のステートレス セッション EJB に対してのみ有
効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
stateless-session-descriptor

stateless-clustering

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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stateless-clustering

機能
stateless-clustering 要素では、クラスタ内のステートレス セッション EJB 
のインスタンスをレプリケートするときの、WebLogic Server の動作を決定する
以下のオプションを指定します。

stateless-bean-is-clusterable

stateless-bean-load-algorithm

stateless-bean-call-router-class-name

stateless-bean-methods-are-idempotent

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 省略可能な要素。 クラスタ内のステートレス セッション EJB に対してのみ有
効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
stateless-session-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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stateless-session-descriptor

機能
stateless-session-descriptor 要素では、WebLogic Server 内のステートレ
ス セッション EJB のキャッシング、クラスタリング、永続性などに関係するデ
プロイメント パラメータを定義します。

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 .jar 内のステートレス セッション EJB のそれぞれに対して、1 つの 
stateless-session-descriptor 要素が必要である。

親要素 weblogic-enterprise-bean

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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transaction-descriptor

機能
transaction-descriptor 要素では、WebLogic Server でのトランザクション動
作を定義するオプションを指定します。 現時点で、このスタンザに含まれる要素
は  trans-timeout-seconds だけです。

transaction-isolation

機能
transaction-isolation 要素では、EJB に関してメソッドレベルでのトランザ
クション分離設定を定義します。

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 省略可能な要素。

親要素 weblogic-enterprise-bean

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml

値の範囲 なし（XML スタンザ）

デフォルト値 なし（XML スタンザ）

要件 省略可能な要素。

親要素 transaction-description

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
25-64 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
trans-timeout-seconds

機能
trans-timeout-seconds 要素では、EJB のコンテナによって開始されるトラン
ザクションについて、最長の継続期間を指定します。 トランザクションが 
trans-timeout-seconds の秒数を超過すると、WebLogic Server はトランザク
ションをロールバックします。 

trans-timeout-seconds の値を指定しない場合、コンテナによって開始される
トランザクションは、デフォルトで 5 分後にタイムアウトします。

値の範囲 0 から maxSeconds までの範囲内

デフォルト値 30

要件 省略可能な要素。 すべての EJB に対して有効。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
transaction-descriptor

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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type-identifier

機能
type-identifier 要素には、エンティティ EJB の永続性タイプを識別するテキ
ストを設定します。 WebLogic Server の RDBMS ベースの永続性では、識別子 
WebLogic_CMP_RDBMS が使われます。 BEA 以外のベンダが提供する永続性メカ
ニズムを利用する場合、type-identifier の有効な値については、各ベンダが
提供するドキュメントを参照してください。

値の範囲 有効な文字列

デフォルト値 なし

要件 コンテナ管理による永続性サービスを利用するエンティティ EJB に対しての
み必要。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

persistence

persistence-type

および
weblogic-enterprise-bean,

entity-descriptor,
persistence

persistence-use

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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type-storage

機能
type-storage 要素には、この永続性タイプのデータが格納されるファイルの絶
対パスを定義します。 このパスには、EJB のデプロイメント ファイル（.jar）
またはデプロイメント ディレクトリの最上位を起点としたファイル位置を指定
しなければなりません。

WebLogic Server の RDBMS ベースの永続性では一般に、
weblogic-cmp-rdbms-jar.xml という名前の XML ファイルを使用して、Bean 
の永続性データを格納します。 このファイルは、.jar ファイルの META-INF サブ
ディレクトリに格納されます。

値の範囲 有効な文字列

デフォルト値 なし

要件 コンテナ管理による永続性サービスを利用するエンティティ EJB に対しての
み必要。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

persistence

persistence-type

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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type-version

機能
type-version 要素は、指定された永続性タイプのバージョンを識別します。

注意 : WebLogic Server の RDBMS ベースの永続性を利用する場合、指定する
バージョンは、WebLogic Server のリリースに対応する RDBMS 永続性
バージョンと厳密に一致しなければなりません。 無効なバージョンを指
定すると、以下のエラーが発生します。

weblogic.ejb.persistence.PersistenceSetupException: Error
initializing the CMP Persistence Type for your bean: No installed
Persistence Type matches the signature of (identifier
‘Weblogic_CMP_RDBMS’, version ‘version_number’).

値の範囲 有効な文字列

デフォルト値 なし

要件 コンテナ管理による永続性サービスを利用するエンティティ EJB に対しての
み必要。

親要素 weblogic-enterprise-bean,
entity-descriptor,

persistence

persistence-type

および
weblogic-enterprise-bean,

entity-descriptor,
persistence

persistence-use

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
25-68 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



weblogic-ejb-jar.xml デプロイメント記述子
weblogic-ejb-jar

機能
weblogic-ejb-jar は、EJB デプロイメント記述子の weblogic コンポーネント
のルート要素です。

weblogic-enterprise-bean

機能
weblogic-enterprise-bean 要素には、WebLogic Server で利用可能な Bean の
デプロイメント情報が定義されます。

値の範囲

デフォルト値

要件

親要素 weblogic-enterprise-bean,

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml

値の範囲

デフォルト値

要件

親要素 weblogic-enterprise-bean,

デプロイメント 
ファイル

weblogic-ejb-jar.xml
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この章では、バージョン 6.1 の WebLogic Server に固有の XML 要素について説
明します。これらの要素は weblogic510-ejb-jar.xml ファイルを構成し、
WebLogic Server EJB コンテナ内のデプロイメント記述子を定義するために使わ
れるものです。 これらの要素は、WebLogic Server Administration Console のほぼ
同じ名前のフィールドに対応します。 これらのデプロイメント記述子は、バー
ジョン 1.1 の EJB に対して使用します。

caching-descriptor
caching-descriptor スタンザでは、WebLogic Server キャッシュ内の EJB の数
と、EJB がパッシブ化されるかまたはプールに格納されるまでの時間を指定しま
す。 スタンザ全体は、スタンザ内の各要素と同様に省略可能です。どの要素も定
義しない場合、WebLogic Server はデフォルト値を使用します。

max-beans-in-free-pool
注意 : この要素は、ステートレス セッション EJB に対してのみ有効です。

WebLogic Server は、すべての Bean クラスについて EJB のフリー プールを管理
します。 この省略可能の要素では、プールのサイズを定義します。 デフォルトで
は、max-beans-in-free-pool の制限は設定されていません。フリー プール内
の Bean の数は、利用可能なメモリ容量だけに制限されます。

initial-beans-in-free-pool
注意 : この要素は、ステートレス セッション EJB に対してのみ有効です。

initial-bean-in-free-pool の値を指定すると、WebLogic Server の起動時に、
指定された数の Bean インスタンスがプールに格納されます。 このようにフリー 
プールを満たしておくことにより、新しいインスタンスを生成しなくても Bean 
に対しての初期リクエストを処理できるため、EJB の初期応答時間が改善されま
す。

initial-bean-in-free-pool 要素の値を定義しない場合、デフォルト値の 0 が
使われます。
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max-beans-in-cache
注意 : この要素は、ステートフル セッション EJB およびエンティティ EJB に対

してのみ有効です。

この要素では、このクラスのオブジェクトをメモリ上に何個まで展開できるかを
指定します。 オブジェクトの数が max-bean-in-cache に達すると、WebLogic 
Server はクライアントによって最近使われていない EJB の一部をパッシブ化し
ます。max-beans-in-cache の値は、EJB が WebLogic Server キャッシュから削
除されるタイミングにも影響します。 

max-beans-in-cache のデフォルト値は 100 です。

idle-timeout-seconds
idle-timeout-seconds 要素では、ステートフル EJB をキャッシュに保持する
最長の時間を定義します。 この時間が経過した後で、キャッシュ内の Bean の数
が max-beans-in-cache の制限に達すると、WebLogic Server は Bean インスタ
ンスを削除する場合があります。

要素の値を定義しない場合、idle-timeout-seconds のデフォルト値は 600 で
す。

cache-strategy
cache-strategy 要素には、以下のいずれかの値を設定できます。

Read-Write

Read-Only

デフォルト値は Read-Write です。 

read-timeout-seconds
read-timeout-seconds 要素では、読み取り専用のエンティティ Bean に対する 
ejbLoad() の呼び出しの間の秒数を指定します。 デフォルトでは、
read-timeout-seconds は 600 秒に設定されます。 この値を 0 に設定すると、
WebLogic Server は Bean がキャッシュに移動されるときにのみ ejbLoad を呼び
出します。
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persistence-descriptor
persistence-descriptor スタンザでは、エンティティ EJB の永続性オプショ
ンを指定します。 

is-modified-method-name
is-modified-method-name 要素では、EJB が格納されるときに WebLogic 
Server が呼び出すメソッドを指定します。 指定されたメソッドは、boolean 型の
値を返す必要があります。 メソッドを指定しない場合、WebLogic Server は常に、
EJB に変更が加えられたことを想定して EJB を保存します。 

メソッドを定義して適切に設定することにより、パフォーマンスが向上する可能
性があります。 ただし、メソッドの戻り値に誤りがあると、データの不整合に関
する問題が生じる可能性があります。

delay-updates-until-end-of-tx
トランザクションの完了時に、トランザクションを構成する全 Bean の永続スト
アを更新するには、このプロパティを true（デフォルト）に設定します。 この
ように設定すると、不必要な更新が回避されるためパフォーマンスが向上するの
が一般的です。 ただしこの設定では、データベース トランザクション内部での
データベース更新の順序は保持されません。

データストアで分離レベル TRANSACTION_READ_UNCOMMITTED を使用する場合
に、ほかのデータベース ユーザが、進行中のトランザクションの中間結果を確
認できるようにすることができます。 この場合、各メソッド呼び出しの完了時に 
Bean の永続ストアが更新されるように、delay-updates-until-end-of-tx の
値を false に設定します。 

注意 : delay-updates-until-end-of-tx を false に設定すると、各メソッド
の呼び出し後にデータベースの更新はデータベースに送られるだけで、
コミットはされません。 更新はトランザクションが完了した時点でデー
タベースにコミットされるか、またはロールバックされます。 
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persistence-type
persistence-type には、EJB で利用可能な永続性サービスを定義します。 複数
の永続性サービスを使ったテストを行う目的で、weblogic-ejb-jar.xml ファ
イルに複数の persistence-type エントリを定義することができます。 デプロイ
メント時には、persistence-use に定義された永続性タイプだけが使われます。

persistence-type 要素は、サービスのプロパティを定義する以下の子要素で構
成されます。

type-identifier 要素には、指定された永続性タイプを識別するテキストを
指定します。 たとえば、WebLogic Server の RDBMS 永続性は識別子 
WebLogic_CMP_RDBMS を使用します。

type-version 要素は、指定された永続性タイプのバージョンを識別します。

注意 : 指定するバージョンは、WebLogic Server のリリースに対応する RDBMS 
永続性のバージョンと厳密に一致しなければなりません。 無効なバー
ジョンを指定すると、エラーが発生します。

weblogic.ejb.persistence.PersistenceSetupException: Error
initializing the CMP Persistence Type for your bean: No installed
Persistence Type matches the signature of (identifier
‘Weblogic_CMP_RDBMS’, version ‘version_number’).

type-storage 要素には、この永続性タイプのデータが格納されるファイル
の絶対パスを定義します。 このパスには、EJB のデプロイメント ファイル
（.jar）またはデプロイメント ディレクトリの最上位を起点としたファイル位
置を指定しなければなりません。

WebLogic Server の RDBMS ベースの永続性では一般に、
weblogic-cmp-rdbms-jar.xml という名前の XML ファイルを使用して、
Bean の永続性データを格納します。 このファイルは、.jar ファイルの 
META-INF サブディレクトリに格納されます。

db-is-shared
db-is-shared 要素は、エンティティ Bean だけに適用されます。 この要素の値を 
true（デフォルト値）に設定すると、WebLogic Server は EJB データをトランザ
クションの間に変更できないことを想定し、各トランザクションの開始時にデー
タを再ロードします。 false に設定すると、WebLogic Server は永続ストア内の 
EJB データに排他的にアクセスできることを想定します。 
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stateful-session-persistent-store-dir
stateful-session-persistent-store-dir 要素では、パッシブ化されたス
テートフル セッション Bean インスタンスの状態が格納される、ファイル システ
ム内のディレクトリを指定します。

persistence-use
persistence-use プロパティは persistence-type に似ていますが、デプロイ
メント時に実際に使われる永続性サービスを定義する点が異なります。
persistence-use では、persistence-type の構造内で定義される 
type-identifier および type-version の各要素の値によってサービスを識別
します。

clustering-descriptor
clustering-descriptor スタンザでは、WebLogic Server クラスタにデプロイ
される EJB に関して、レプリケーションのプロパティおよび動作を定義します。 
clustering-descriptor スタンザとその子要素は省略可能であり、シングル
サーバ システムには適用されません。

home-is-clusterable
この要素は true または false のどちらかに設定できます。 
home-is-clusterable 要素の値が true のとき、クラスタ内の複数の WebLogic 
Server から EJB をデプロイすることができます。 ホーム スタブへの呼び出しは、
この Bean がデプロイされるサーバ間でロードバランシングされ、Bean が動作し
ているサーバに到達できない場合、呼び出しは自動的に、Bean が動作している
別のサーバへとフェイルオーバされます。 
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home-load-algorithm
home-load-algorithm 要素では、EJB ホームのレプリカ間でロードバランシン
グを行うためのアルゴリズムを指定します。 このプロパティを定義しない場合、
WebLogic Server はサーバ プロパティ 
weblogic.cluster.defaultLoadAlgorithm によって指定されるアルゴリズム
を使用します。 

home-load-algorithm には、以下のいずれかの値を設定できます。 

round-robin: Bean が動作しているサーバ間で、逐次的な方式でロードバラ
ンシングが行われます。

random: EJB ホームのレプリカは、Bean が動作しているサーバを無作為に選
択してデプロイされます。

weight-based: EJB ホームのレプリカは、その時点での各サーバの作業負荷
に応じてホスト サーバにデプロイされます。

home-call-router-class-name
home-call-router-class-name 要素では、Bean のメソッド呼び出しをルー
ティングするために使用するカスタム クラスを指定します。 このクラスは 
weblogic.rmi.extensions.CallRouter() を実装しなければなりません。 この
要素の値を指定すると、各メソッド呼び出しの前にこのクラスのインスタンスが
呼び出されます。 このとき、ルータ クラスでメソッド パラメータに基づいて
ルーティング先のサーバを選択する機会が設けられます。 ルータ クラスはサーバ
名または NULL のどちらかを返します。NULL が返された場合、サーバの選択
は現在のロード アルゴリズムに基づいて行われます。

stateless-bean-is-clusterable
このプロパティは home-is-clusterable に似ていますが、ステートレス セッ
ション EJB だけに適用される点が異なります。 

stateless-bean-load-algorithm
このプロパティは home-load-algorithm に似ていますが、ステートレス セッ
ション EJB だけに適用される点が異なります。 
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stateless-bean-call-router-class-name
このプロパティは home-call-router-class-name に似ていますが、ステート
レス セッション EJB だけに適用される点が異なります。 

stateless-bean-methods-are-idempotent
この要素は true または false のどちらかに設定できます。 同じ引数を使って同
じメソッドを繰り返し呼び出すときの結果が、メソッドを 1 回呼び出すときと
まったく同じになるように Bean が記述されている場合にのみ、
stateless-bean-methods-are-idempotent を true に設定します。 このように
設定すると、フェイルオーバ処理で、障害を起こしたサーバ上で呼び出しが実際
に完了したかどうかを調べる必要なしに、失敗した呼び出しを再試行することが
できます。 このプロパティを true に設定すると、Bean が動作している別のサー
バが到達可能である限り、どのような障害からも Bean スタブを自動的に回復で
きます。 

注意 : このプロパティは、ステートレス セッション EJB だけに適用されます。 

transaction-descriptor
transaction-descriptor スタンザは、WebLogic Server でのトランザクション
の動作を定義する子要素で構成されます。 現時点で、このスタンザを構成する要
素は次のとおりです。

trans-timeout-seconds
trans-timeout-seconds 要素では、EJB のコンテナによって開始されるトラン
ザクションについて、最長の継続期間を指定します。 トランザクションが 
trans-timeout-seconds の秒数を超過すると、WebLogic Server はトランザク
ションをロールバックします。 

trans-timeout-seconds の値を指定しない場合、コンテナによって開始される
トランザクションは、デフォルトで 5 分後にタイムアウトします。
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reference-descriptor
reference-descriptor スタンザは、ejb-jar.xml ファイルに定義された参照
を、WebLogic Server で利用可能な実際のリソース ファクトリおよび EJB の 
JNDI 名にマッピングします。 

reference-descriptor スタンザの内部にはさらに、リソース ファクトリ参照
および EJB 参照を定義するための 1 つ以上のスタンザ構造が含まれます。 

resource-description
以下の子要素で、個別の resource-description を定義します。

res-ref-name には、リソース参照名を指定します。 これは、EJB プロバイ
ダがデプロイメント ファイル ejb-jar.xml の内部で定義する参照です。

jndi-name には、WebLogic Server で利用可能な実際のリソース ファクトリ
の JNDI 名を指定します。 

ejb-reference-description
以下の子要素で、個別の ejb-reference-description を定義します。

res-ref-name には、EJB 参照名を指定します。 これは、EJB プロバイダが
デプロイメント ファイル ejb-jar.xml の内部で定義する参照です。

jndi-name には、WebLogic Server で利用可能な実際の EJB の JNDI 名を指
定します。 

transaction-isolation
transaction-isolation スタンザでは、EJB メソッドについてトランザクショ
ンの分離レベルを指定します。 このスタンザは、広い範囲の EJB メソッドに適用
される、1 つ以上の isolation-level 要素で構成されます。 
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isolation-level
isolation-level は、特定の EJB メソッドに適用される、有効なトランザク
ション分離レベルを定義します。 isolation-level には、以下の値を設定でき
ます。

TRANSACTION_READ_UNCOMMITTED: トランザクションで、未コミットの更新
をほかのトランザクションから確認できます。

TRANSACTION_READ_COMMITTED: トランザクションで、コミット済みの更新
だけをほかのトランザクションから確認できます。

TRANSACTION_REPEATABLE_READ: トランザクションがデータの一部をいった
ん読み取ると、同じデータが繰り返し読み取られたときに、ほかのトランザ
クションによって読み取り後にデータが変更された場合でも、最初に読み取
られた同じ値が返されます。

TRANSACTION_SERIALIZABLE: このトランザクションを複数回にわたって同
時実行するときと、シリアル方式で複数回実行するときの効果が同じです。

それぞれの分離レベルの効用およびサポート状況の詳細については、使用してい
るデータベースのドキュメントを参照してください。

method
method スタンザは、分離レベルが適用される EJB メソッドを定義します。
method では以下の子要素によって、さまざまな種類のメソッドを定義します。

description はメソッドについての説明で、省略可能な要素です。

ejb-name は、WebLogic Server が分離レベル プロパティを適用する EJB を
識別します。

method-intf は省略可能な要素で、指定されたメソッドが EJB のホーム イ
ンターフェースとリモート インターフェースのどちらに位置するかを示しま
す。 この要素の値は「Home」または「Remote」のどちらかでなければなり
ません。 method-intf を指定しない場合、両方のインターフェースのメソッ
ドに分離を適用できます。

method-name には EJB メソッドの名前を指定します。アスタリスク（*）を
使って、すべての EJB メソッドを指定することもできます。
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method-params は省略可能なスタンザで、メソッドの各パラメータの Java 
型を列挙します。 各パラメータの型は、method-params スタンザを構成する
個別の method-param 要素を使用して、順番に列挙する必要があります。

security-role-assignment
security-role-assignment スタンザは、ejb-jar.xml ファイルに定義された
アプリケーション ロールを、WebLogic Server で利用可能なセキュリティ プリン
シパルの名前にマッピングします。 

security-role-assignment には、以下の要素ペアを 1 つ以上定義できます。

role-name は、EJB プロバイダがデプロイメント ファイル ejb-jar.xml に
定義するアプリケーション ロール名です。

principal-name には、実際の WebLogic Server プリンシパルの名前を指定
します。 

enable-call-by-reference
デフォルトでは、同じサーバの内部から呼び出される EJB メソッドでは、参照
によって引数を渡します。 この方式ではパラメータがコピーされないため、メ
ソッド呼び出しのパフォーマンスが向上します。

enable-call-by-reference 要素の値を false に設定すると、EJB メソッドへ
のパラメータは、EJB 1.1 仕様に準拠する形式（値渡し）でコピーされます。 EJB 
がサーバの内部からではなくリモートで呼び出されるときは常に、値渡しが必要
です。
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デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

アプリケーション

名前

URI
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26 実行時エンティティ EJB

以下の統計によって、エンティティ EJB をモニタすることができます。

統計 説明

Idle Beans Count プール内にある使用可能なアイドル中の Bean の数。

Beans In Use Count 現在のセッションで使用中 (Active/Ready 状態など ) の 
Bean の数。
beans-in-use の値が beans-in-cache の値よりも若干大きく
なる場合もある。ファインダー メソッドやホーム メ
ソッドを実行するときには匿名インスタンスを使用する
が、匿名インスタンスを使用すると、beans-in-cache の値
は変わらず、beans-in-use の値が増える。ただし、その差
はそれほど大きくはならない。

Waiter Total Count スレッドがプール内の Bean を要求して待機した回数。

Timeout Total Count タイムアウトになったトランザクションの総数。

Cached Beans Current 
Count

現在キャッシュされている Bean の数。

Cache Access Count キャッシュへのアクセス回数。

Cache Hit Count 検索された Bean がキャッシュ内で見つかった回数。

Activation Count アクティブにされた Bean の数。

Passivation Count パッシブにされた Bean の数。

Lock Entries Current 
Count

現在ロックされているエントリの数。
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Lock Manager Access 
Count

Lock Manager のアクセス回数。排他的ロックが指定され
ている Bean のみ該当。

統計 説明
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27 実行キュー

新しい実行キューの作成

1. Administration Console の左ペインに表示されているサーバのリストから、実
行キューを作成する対象のサーバを選択します。

2. [モニタ ] タブをクリックします。

3. [一般 ] タブで、[すべてのアクティブなキューのモニタ ...] をクリックしま
す。

4. [Execute Queues のコンフィグレーション ...] をクリックします。

5. [新しい Execute Queue のコンフィグレーション ] をクリックします。

6. [コンフィグレーション ] タブで、デフォルトの値をそのままにするか、ある
いは値を編集します。

7. [作成 ] をクリックします。
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 27-1



27 実行キュー
[一般 ]

[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] 実行キューの名前を設
定する。

[スレッド優先順位 ] キューのスレッドの優
先順位を設定する。

[スレッド数 ] キューの最大スレッド
数を設定する。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが任意に情報を
指定できる。

文字列 NULL
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28 実行時実行キュー

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

名前

アイドル状態の実行スレッドの数

最も古い保留状態のリクエストの日付

処理されたリクエストの数

保留状態のリクエストの数
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29 実行スレッド

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

キュー

名前

ユーザ

トランザクション

総リクエスト数



30 FileT3

以下に、Administration Console を使用して、FileT3 のコンフィグレーションや
管理に必要な属性を設定する手順を説明します。詳細については、『管理者ガイ
ド』の「WebLogic Server とクラスタのコンフィグレーション」を参照してくだ
さい。

新しい FileT3 のコンフィグレーション

1. 左ペインの [FileT3] ノードをクリックします。ドメインで定義されているす
べての FileT3 を示す [FileT3 コンフィグレーション ] テーブルが右ペインに
表示されます。

2. [新しい FileT3 のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリックしま
す。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成する FileT3 の設定に関連
するタブが示されます。

3. [名前 ] および [パス ] 属性フィールドに値を入力します。

4. [作成 ] をクリックして、FileT3 のインスタンスを [名前 ] フィールドで指定
した名前で作成します。新しいインスタンスが左ペインの [FileT3] ノードの
下に追加されます。

5. [適用 ] をクリックしてこれまでの変更を保存します。

FileT3 のクローンの作成

1. 左ペインの [FileT3] ノードをクリックします。ドメインで定義されているす
べての FileT3 を示す [FileT3 コンフィグレーション ] テーブルが右ペインに
表示されます。
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2. クローンを作成する FileT3 の行の [クローン ] アイコンをクリックします。
右ペインにダイアログが表示され、FileT3 のクローンの作成に関連するタブ
が示されます。

3. [名前 ] および [パス ] 属性フィールドに値を入力します。

4. [クローン ] をクリックして、FileT3 のインスタンスを [名前 ] フィールドで
指定した名前で作成します。新しいインスタンスが左ペインの [FileT3] ノー
ドの下に追加されます。

5. [適用 ] をクリックして変更を保存します。

FileT3 の削除

1. 左ペインの [FileT3] ノードをクリックします。ドメインで定義されているす
べての FileT3 を示す [FileT3 コンフィグレーション ] テーブルが右ペインに
表示されます。

2. 削除する FileT3 の行の [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の確認
を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

3. [はい ] をクリックして FileT3 を削除します。[FileT3] ノードの下の FileT3 
アイコンが削除されます。

FileT3 の割り当て

1. 左ペインで、ファイルに割り当てる [FileT3] の下のインスタンス ノードをク
リックします。右ペインにダイアログが表示され、このインスタンスに関連
するタブが示されます。

2. [対象 ] タブをクリックします。

3. [サーバ ] および [クラスタ ] タブについて次の手順を実行します。

a. FileT3 に割り当てる 1 つまたは複数の対象を [選択可 ] カラムで選択しま
す。
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[コンフィグレーション ]
b. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み ] カ
ラムに移動します。

c. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。

 

[コンフィグレーション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] FileT3 コンポーネント
の名前を返す。

名前には英数字で 256 
文字まで使用できる
が、カンマまたはス
ペースは不可

MyFileT3

[パス ] ユーザが FileT3 コン
ポーネントのパスを設
定できるようにする。

有効なパス NULL
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[対象 ]

[サーバ ]

[クラスタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象サーバ ] FileT3 コンポーネント
の対象として使用する
サーバをユーザが選択
できるようにする。

リスト NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象クラスタ ] FileT3 コンポーネント
の対象として使用する
クラスタをユーザが選
択できるようにする。

リスト NULL
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[コンフィグレーション ]
[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが任意に情報を
指定するためのスペー
スを提供する。

文字列 NULL
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以下に、Administration Console を使用して、グループの作成や管理に必要な属
性を設定する手順を説明します。グループについては、『管理者ガイド』の「セ
キュリティの管理」を参照してください。

新しいグループの作成

1. 左ペインの [グループ ] ノードをクリックします。ドメイン内のすべてのグ
ループを示す [グループ ] テーブルが右ペインに表示されます。

2. [新しいグループ名 ] 属性フィールドに値を入力します。

3. [作成 ] をクリックしてグループを作成します。新しいグループを操作するた
めのコントロールを示すダイアログが右ペインに表示されます。

4. [ユーザ ] および [グループ ] 属性フィールドに値を入力して、ユーザとグ
ループをそれぞれ追加します。各フィールドでは、複数のユーザおよび複数
のグループの区切りにはスペースを使用します。追加するユーザおよびグ
ループはデータベース内に存在している必要があります。

5. [選択したメンバを削除 ] をクリックします。右ペインのダイアログが更新さ
れ、[メンバ ] フィールドに新規ユーザおよびグループが表示されます。

グループの削除

1. 左ペインの [グループ ] ノードをクリックします。ドメイン内のすべてのグ
ループを示す [グループ ] テーブルが右ペインに表示されます。

2. 削除するグループの行の [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の確
認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。
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グループからのユーザの削除
3. [はい ] をクリックしてグループを削除します。[グループ ] ノードの下のグ
ループアイコンが削除されます。

グループからのユーザの削除

1. 左ペインの [グループ ] ノードをクリックします。ドメイン内のすべてのグ
ループを示す [グループ ] テーブルが右ペインに表示されます。

2. 削除するユーザを持つグループの名前をクリックします。選択したグループ
を操作するためのコントロールを示すダイアログが右ペインに表示されま
す。

3.  削除するユーザの名前を選択します。

4. [選択したメンバを削除 ] をクリックします。右ペインのダイアログが更新さ
れ、選択したユーザが [メンバ ] フィールドから削除されます。

グループからのグループの削除

1. 左ペインの [グループ ] ノードをクリックします。ドメイン内のすべてのグ
ループを示す [グループ ] テーブルが右ペインに表示されます。

2. 削除するグループを持つグループの名前をクリックします。選択したグルー
プを操作するためのコントロールを示すダイアログが右ペインに表示されま
す。

3.  削除するグループの名前を選択します。

4. [選択したメンバを削除 ] をクリックします。右ペインのダイアログが更新さ
れ、選択したグループが [メンバ ] フィールドから削除されます。
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[コンフィグレーション ]

[メモ ]

グループについては、『管理者ガイド』の「セキュリティの管理」を参照してく
ださい。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] グループの名前を返す。 名前には英数字で 256 
文字まで使用できるが、
カンマまたはスペース
は不可

NULL

[メンバ ] グループ内のメンバを
返す。

NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザ入力用の領域を
提供する。

文字列 NULL
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JDBC 接続プールのコンフィグレーション
32 JDBC 接続プール

以下の手順では、Administration Console を利用して接続プールのコンフィグ
レーションおよび管理用の属性を設定する方法について説明します。接続プール
はデータベース接続性の基本部分を成すものです。詳細については、下記のマ
ニュアルを参照してください。

『WebLogic Server 管理者ガイド』の「JDBC 接続の管理」

『WebLogic JDBC プログラミング ガイド』

JDBC 接続プールのコンフィグレーション

1. [JDBC] ノードをクリックして展開します。

2. [接続プール ] ノードをクリックします。右ペインに [JDBC 接続プール ] 
テーブルが表示され、ドメインに定義されているすべての接続プールが示さ
れます。

3. [新しい JDBC Connection Pool のコンフィグレーション ] テキスト リンクを
クリックします。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成する接続
プールのコンフィグレーションに関連するタブが示されます。

4. [名前 ]、[URL]、[ドライバ クラス名 ]、 [プロパティ ]、[パスワード ]、お
よび [オープン文字列のパスワード ] の各属性フィールドに値を入力します。

5. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前の接続プール イ
ンスタンスを作成します。新規インスタンスが左ペインの [接続プール ] 
ノードの下に追加されます。

6. [接続 ] タブおよび [テスト ] タブをクリックして、属性フィールドを変更す
るか、デフォルト値をそのまま使用します。

7. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。
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32　JDBC 接続プール
データベース接続性の設定で次に行うべき作業については、『WebLogic Server 
管理者ガイド』の「JDBC 接続の管理」を参照してください。

JDBC 接続プールのクローンの作成

1. [JDBC] ノードをクリックして展開します。

2. [接続プール ] ノードをクリックします。右ペインに [JDBC 接続プール ] 
テーブルが表示され、ドメインに定義されているすべての接続プールが示さ
れます。

3. クローンを作成したい接続プールの行の [クローン ] アイコンをクリックし
ます。右ペインにダイアログが表示され、接続プールのクローン作成に関連
するタブが示されます。

4. [名前 ]、[URL]、[ドライバクラス名 ]、 [プロパティ ] 、および [パスワード
] の各属性フィールドに値を入力します。

5. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前の接続プール イ
ンスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの [接続プール ] 
ノードの下に追加されます。

6. [接続 ] タブおよび [テスト ] タブをクリックして、属性フィールドを変更す
るか、デフォルト値をそのまま使用します。

7. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。

JDBC 接続プールの削除

1. [JDBC] ノードをクリックして展開します。

2. [接続プール ] ノードをクリックします。右ペインに [JDBC 接続プール ] 
テーブルが表示され、ドメインに定義されているすべての接続プールが示さ
れます。

3. 削除したい接続プールの行の [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求
の確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。
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サーバ、クラスタへの JDBC 接続プールの割り当て
4. [はい ] をクリックして接続プールを削除します。[接続プール ] ノードの下
の接続プール アイコンが削除されます。

サーバ、クラスタへの JDBC 接続プールの
割り当て

1. 左ペインで、[接続プール ]  の下のインスタンス ノードをクリックして、割
り当て対象のプールを指定します。右ペインにダイアログが表示され、この
インスタンスに関連するタブが示されます。

2. [対象 ] タブをクリックします。

3. [サーバ ]  タブ、あるいは [クラスタ ] タブで次の手順を実行します。

a. 接続プールの割り当て先となる対象を [選択可 ] カラムで任意の数だけ選
択します。

b. 移動コントロールをクリックして、選択した対象を [選択済み ] カラムに
移動します。

c. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。 

[コンフィグレーション ]

以下の表では、データベース接続性の基本部分を成す接続プールをコンフィグ
レーションおよび管理するために Administration Console で設定される属性につ
いて説明します。接続性の設定に必要な手順については、「JDBC 接続の管理」
のコンフィグレーション手順および『WebLogic JDBC プログラミング ガイド』
を参照してください。
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32　JDBC 接続プール
[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

 [名前 ] 接続プールの名前を返
す。 

名前には英数字で 256 
文字まで使用できる
が、カンマまたはス
ペースは不可

NULL

 [URL] データベースの URL
（形式は JDBC ドライ
バのマニュアルで指定
されているとおり）。
この URL は、物理
データベース接続を作
成するために JDBC ド
ライバに渡される。

 [ドライバ クラス名 ] JDBC ドライバ クラス
名を表す文字列。これ
は、当該接続プール用
に WebLogic Server と 
DBMS 間の物理接続を
作成するのに使われる 
JDBC 2 層ドライバの
完全パッケージ名であ
る。
java.sql.Driver イ
ンターフェースを実装
するクラスの名前でな
ければならない。絶対
パス名については、該
当する JDBC ドライバ
のマニュアルを参照の
こと。 
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[コンフィグレーション ]
 [プロパティ ] この JDBC ドライバに
渡されるプロパティの
リスト。

[パスワード ] この値は、（名前と値
の組として）プロパ
ティに定義されている
あらゆるパスワードに
優先する。この属性
は、物理データベース
接続の作成時に 2 層 
JDBC ドライバに渡さ
れる。 この値は暗号化
形式で config.xml に格
納されるので、これを
使えば、そのファイル
に平文のパスワードが
保存されないようにす
ることができる。 

NULL

[オープン文字列のパ
スワード ]

この属性に設定した値
は、オープン文字列の
パスワードをオーバー
ライドする。

このパスワードは、
XA の物理データベー
ス接続を作成するため
のオープン文字列で使
用される。

値は、暗号化されて 
config.xml に格納され
る。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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32　JDBC 接続プール
[接続 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[ログイン遅延時間 ] 各データベース接続を
作成するまでにかかる
遅延時間（秒数）。こ
の遅延は、最初にプー
ルが作成されるときに
も、プールの生存期間
中に物理データベース
接続が作成されるとき
にも発生する。データ
ベース サーバの中に
は、複数の接続要求が 
短時間に連続して発生
すると処理できないも
のがある。このプロパ
ティを使えば、短い遅
延を組み込んでデータ
ベース サーバがすべて
の要求を処理できるよ
うにすることが可能。

整数（秒） 0

[初期容量 ] プールのコンフィグ
レーション時に作成す
る物理データベース接
続の数。この数の接続
を作成できなければ、
当該接続プールは作成
できない。これは、
プールにおいて使用可
能な状態に保たれる最
小の物理接続数でもあ
る。

整数。最小値 = 0 1
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[コンフィグレーション ]
[最大容量 ] 当該接続プールが保有
できる物理データベー
ス接続の最大数。各種
の JDBC ドライバと
データベース サーバに
はおそらく、作成可能
な物理接続の数に対す
る制限がある。

整数。可能な最小値 = 
1

1

[増加容量 ] プール容量を拡張する
際の増加量。要求に応
えるために使用できる
物理接続がもうない場
合には、接続プールは
追加の物理データベー
ス接続をこの数だけ作
成し、プールに追加す
る。プールは、[最大
容量 ] に設定されてい
る物理接続の最大数を
絶対に超過しないよう
にする。

整数。最小値 = 0 1

[縮小可 ] True に設定すると、
プールの縮小が有効に
なる。使用されていな
い接続が検出されたと
きにプールが［初期容
量］に縮小できるかど
うかを指定。

ブール

選択されている = true
選択されていない = 
false

true

[縮小間隔 ] 要求に合わせてインク
リメンタルに容量が増
大した接続プールを縮
小するまでの待ち時間
（分）を設定。縮小が
行われるようにするに
は、 ShrinkingEnabled を 
true に設定しておく必
要がある。

整数（分単位）。最小
値 = 1

15

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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32　JDBC 接続プール
[更新間隔 ] 接続更新間隔を設定。  
未使用の接続はすべ
て、TestTableName を
使ってテストされる。  
このテストに合格しな
い接続は閉じられ、有
効な物理データベース
接続の再確立を試みる
際に再開される。
TestTableName が設定
されていなければ、テ
ストは実行されない。

整数（分単位）。

最小値 = 0
0

［ローカルトランザク
ションのサポート］

XA 接続プールにのみ
適用され、XA ドライ
バ以外の場合には無視
される。 XA ドライバが
グローバル トランザク
ションのない SQL をサ
ポートする場合には 
true に設定。

ブール

選択されている = true

選択されていない = 
false

選択されていない = 
false

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[テスト ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[テストテーブル名 ] 物理データベース接続
のテスト時に使われる
テーブルの名前を設
定。接続のテストに使
われるデフォルトの 
SQL は TestTableName 
からの「select count」。
TestTableName が存在
し、データベース ユー
ザからアクセスして接
続可能でなければなら
ない。大半のデータ
ベース サーバでは、こ
の SQL を最適化して
テーブル スキャンを避
けるが、それでも、行
がほとんどあるいは
まったくないことがわ
かっているテーブルの
名前を TestTableName 
に設定したほうがよ
い。

TestTableName が
「SQL」で始まる場合に
は、その先頭のトーク
ンの後の残りの文字列
は、接続のテストに使
われるリテラル SQL 文
とみなされる。

文字列 NULL
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[リザーブされたとき
に接続をテスト ]

リザーブされている接
続をテストするかどう
かの決定に使われる。
true に設定された場合
には、WebLogic Server 
はクライアントに接続
を提供したあと、接続
をテストする。このテ
ストが行われると、ク
ライアントがプールに
接続を要求した場合、
その要求に応えるまで
に短い遅延が生じるこ
とになるが、クライア
ントはそのおかげで有
効な接続を確実に受け
取ることができるよう
になる（DBMS が利用
可能およびアクセス可
能であると仮定）。

ブール

選択されている = True
選択されていない = 
False

False

[リリースされたとき
に接続をテスト ]

リリースされる接続を
テストするかどうかを
決定するために使われ
る。true に設定された
場合には、WebLogic 
Server は接続をテスト
してから接続プールに
返す。プール内のすべ
ての接続がすでに使用
中で、かつクライアン
トが接続を待っている
場合、接続のテスト中
はクライアントの待ち
時間が少しだけ長くな
る。

ブール

選択されている = True
選択されていない = 
False

False

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[対象 ]

[サーバ ]

[クラスタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象サーバ ] このデプロイメントの
対象サーバを設定す
る。
 

文字列 デフォルトは 
[Lweblogic.management.
configuration.TargetMBe
an;@2c84d9

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象クラスタ ] このデプロイメントの
対象クラスタを設定す
る。
 

文字列 デフォルトは 
[Lweblogic.managemen
t.configuration.TargetM
Bean;@2c84d9
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[モニタ ]

[メモ ]

詳細については、『WebLogic Server 管理者ガイド』の「JDBC 接続の管理」およ
び『WebLogic JDBC プログラミング ガイド』を参照してください。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[サーバでデプロイさ
れました ]

プールのデプロイ先と
してコンフィグレー
ションするサーバの数
を示す整数。

整数

[Instances Currently 
Active]

当該プールに対して現
在アクティブになって
いるサーバの数を示す
整数。

整数

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが情報を入力す
るための領域を提供す
る。

文字列 NULL
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33 実行時 JDBC 接続プール

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

サーバ

マシン

最大接続数

最大待ち時間 (秒 )



34　JDBC データ ソース
34 JDBC データ ソース

以下の手順では、Administration Console を利用してデータソースのコンフィグ
レーションおよび管理用の属性を設定する方法について説明します。データ 
ソースの詳細については、『WebLogic Server 管理者ガイド』の「JDBC 接続の管
理」を参照してください。

JDBC データ ソースのコンフィグレーショ
ン

1. [JDBC] ノードをクリックして展開します。

2. [データ ソース ] ノードをクリックします。右ペインに [JDBC データ ソース
] テーブルが表示され、ドメインに定義されているすべてのデータソースが
示されます。

3. [新しい JDBC Data Source のコンフィグレーション ] テキスト リンクをク
リックします。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成するデータ 
ソースのコンフィグレーションに関連するタブが表示されます。

4. [名前 ]、[JNDI 名 ]、および [プール名 ] の各属性フィールドに値を入力しま
す。

5. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前のデータ ソース 
インスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの [データ ソー
ス ] ノードの下に追加されます。

データベース接続性の設定で次に行うべき作業については、『WebLogic Server
管理者ガイド』の「JDBC 接続の管理」を参照してください。
34-1 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



JDBC データ ソースのクローンの作成
JDBC データ ソースのクローンの作成

1. [JDBC] ノードをクリックして展開します。

2. [データ ソース ] ノードをクリックします。右ペインに [JDBC データ ソース
] テーブルが表示され、ドメインに定義されているすべてのデータ ソースが
示されます。

3. クローンを作成したいデータ ソースの行の [クローン ] アイコンをクリック
します。右ペインにダイアログが表示され、データ ソースのクローン作成に
関連するタブが示されます。

4. [名前 ]、[JNDI 名 ]、および [プール名 ] の各属性フィールドに値を入力しま
す。

5. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前のデータ ソース 
インスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの [データ ソー
ス ] ノードの下に追加されます。

JDBC データ ソースのすべてのインスタン
スのモニタ

1. [JDBC] ノードをクリックして展開します。

2. 左ペインの [データ ソース ] ノードをクリックします。右ペインに [JDBC 
データ ソース ] テーブルが表示され、ドメインに定義されているすべての
データ ソースが示されます。

3. モニタしたいデータ ソースの行の [すべてのインスタンスをモニタ ] アイコ
ンをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、サーバ ドメイン全
体でデプロイされている、そのデータ ソースのインスタンスがすべて示され
ます。
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34　JDBC データ ソース
JDBC データ ソースの割り当て

1. 左ペインで、[データ ソース ] の下のインスタンス ノードをクリックして、
割り当てたいソースを指定します。右ペインにダイアログが表示され、この
インスタンスに関連するタブが示されます。

2. [対象 ] タブをクリックします。

3. [サーバ ] 、[グループ ] および [クラスタ ] の各タブについて、次の手順を
実行します。

a. データ ソースに割り当てたい対象を [選択可 ] カラムで任意の数だけ選択
します。

b. 移動コントロールをクリックして、選択した対象を [選択済み ] カラムに
移動します。

c. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。 

[コンフィグレーション ]

以下の表では、データ ソースのコンフィグレーションと管理に使われる属性に
ついて説明します。データ ソースの詳細については、『WebLogic Server 管理者
ガイド』の「JDBC 接続の管理」を参照してください。
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

 [ 名前 ] 当該データ ソースの名
前を返す。

名前には英数字で 256 
文字まで使用できる
が、カンマまたはス
ペースは不可

Null

[ JNDI 名 ] 当該データ ソースに関
連付けられる JNDI 名
を設定する。当該 
DataSource のバインド
先の JNDI パスを設定
する。

文字列 Null

[ プール名 ] 当該 DataSource に関連
付けられる JDBC 接続
プールの名前を設定す
る。DataSource は、関
連付けられている接続
プールから接続を取り
出して返す。

文字列 Null
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34　JDBC データ ソース
［行のプリフェッチを
有効化］

true に設定した場合に
は、ResultSet ごとにク
ライアントと 
WebLogic Server の間で
行のプリフェッチが有
効になる。外部クライ
アントが Weblogic 
Server を通じて JDBC 
アクセスを行う際に
は、行のプリフェッチ
が有効であれば、1 回
のサーバ アクセスで複
数の行がサーバからク
ライアントにフェッチ
されるため、パフォー
マンスが向上する。な
お、クライアントと 
WebLogic Server が同じ 
JVM 上で動作する場合
には、WebLogic Server 
はこの設定を無視し、
行のプリフェッチを用
いない。 

ブール

選択されている = true

選択されていない = 
false

選択されていない = 
false

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
［Row Prefetch サイズ］ ResultSet ごとにクラ
イアントと WebLogic 
Server の間でプリ
フェッチされる行の
数。最適値はクエリの
詳細によって大きく異
なる。一般に、この値
を大きくすると、一定
の値に達するまでは、
パフォーマンスは向上
するが、その値以上に
大きくしても、パ
フォーマンスが著しく
向上することはない。
100 行以上でパフォー
マンスが向上すること
はめったにない。 ほと
んどの状況では、デ
フォルト値で十分なは
ずである。

設定可能な最小値 = 2

設定可能な最大値 = 
65536

48

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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34　JDBC データ ソース
［ストリーム チャンク 
サイズ］

ResultSet ごとにクライ
アントと WebLogic 
Server の間でプリ
フェッチされる行の
数。

最適値はクエリの詳細
によって大きく異な
る。一般に、この値を
大きくすると、一定の
値に達するまでは、パ
フォーマンスは向上す
るが、その値以上に大
きくしても、パフォー
マンスが著しく向上す
ることはない。

100 行以上でパフォー
マンスが向上すること
はめったにない。 ほと
んどの状況では、デ
フォルト値で十分なは
ずである。

整数

最小値 = 1

最大値 = 65,536

256

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[対象 ]

[サーバ ]

[クラスタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象サーバ ] 当該データ ソースの対
象として使用するサー
バをユーザが選択でき
るようにする。

リスト Null

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象クラスタ ] 当該データ ソースの対
象として使用するクラ
スタをユーザが選択で
きるようにする。

リスト Null
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34　JDBC データ ソース
[メモ ]

データ ソースの詳細については、『WebLogic Server 管理者ガイド』の「JDBC 接
続の管理」を参照してください。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが情報を入力す
るための領域

英数字の文字列 Null
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JDBC マルチプールのコンフィグレーション
35 JDBC マルチプール

以下の手順では、Administration Console を利用してマルチプールのコンフィグ
レーションおよび管理用の属性を設定する 方法について説明します。マルチ
プールのコンフィグレーションと管理の詳細については、『WebLogic Server 管
理者ガイド』の「JDBC 接続の管理」を参照してください。 

JDBC マルチプールのコンフィグレーショ
ン

1. [JDBC] ノードをクリックして展開します。

2. [マルチプール ] ノードをクリックします。右ペインに [マルチプール ] テー
ブルが表示され、ドメインに定義されているすべてのマルチプールが示され
ます。

3. [新しい JDBC Multi Pool のコンフィグレーション ] テキスト リンクをク
リックします。右ペインにダイアログが表示されて、新しく作成するマルチ
プールのコンフィグレーションに関連するタブが示されます。

4.［一般］タブで以下の作業を行います。

[名前 ] 属性フィールドに値を入力します。

そのあと、ドロップダウン リストから [Load-Balancing] か 
[High-Availability] のどちらかを選択して、マルチプールから接続プール
を選択する方法を決めます。

5. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前のマルチプール 
インスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの [マルチプー
ル ] ノードの下に追加されます。

6.［プール］ タブで以下の作業を行います。
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35　JDBC マルチプール
a.［選択可］カラム内のプール リストから、マルチプールに割り当てたい接
続プールを選択します。

b. 移動コントロールをクリックして、選択した接続プールを［選択済み］
カラムに移動します。

7.［適用］をクリックして割り当てを保存します。 

コンフィグレーション プロセスで次に行うべき作業については、『WebLogic 
Server管理者ガイド』の「JDBC 接続の管理」を参照してください。

JDBC マルチプールのクローンの作成

1. [JDBC] ノードをクリックして展開します。

2. [マルチプール ] ノードをクリックします。右ペインに [マルチプール ] テー
ブルが表示され、ドメインに定義されているすべてのマルチプールが示され
ます。

3. クローンを作成したいマルチプールの行の [クローン ] アイコンをクリック
します。右ペインにダイアログが表示されて、マルチプールのクローン作成
に関連するタブが示されます。

4. [名前 ] 属性フィールドに値を入力します。[Load-Balancing] または 
[High-Availability] チェックボックスをクリックして、マルチプールから接続
プールを選択する方法を選びます。

5. [クローン ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前のマルチ
プール インスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの [マル
チプール ] ノードの下に追加されます。

JDBC マルチプールのすべてのインスタン
スのモニタ

1. [JDBC] ノードをクリックして展開します。
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サーバ、クラスタへの JDBC マルチプールの割り当て
2. [マルチプール ] ノードをクリックします。右ペインに [JDBC マルチプール
] テーブルが表示され、ドメインに定義されているすべてのマルチプールが
示されます。

3. モニタしたいマルチプールの行の [すべてのインスタンスのモニタ ] アイコ
ンをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、接続プール ドメイ
ン全体でデプロイされているマルチプールのインスタンスがすべて示されま
す。

サーバ、クラスタへの JDBC マルチプール
の割り当て

1. 左ペインで、[マルチプール ] の下のインスタンス ノードをクリックして、
割り当て対象のマルチプールを指定します。右ペインにダイアログが表示さ
れ、このインスタンスに関連するタブが示されます。

2. [対象 ] タブをクリックします。

3.［サーバ］タブ、あるいは [クラスタ ] タブで以下の手順を実行します。

a. マルチプールの割り当て先の サーバを [選択可 ] カラムで選択します。

b. 移動コントロールをクリックして、選択した対象を [選択済み ] カラムに
移動します。

c. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。
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35　JDBC マルチプール
[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

 [名前 ] JDBC マルチプールの
名前を設定する。

名前には英数字で 256 
文字まで使用できる
が、カンマまたはス
ペースは不可

NULL
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[コンフィグレーション ]
［アルゴリズム タイプ］ マルチプールから接続
プールを選択する方法
を選ぶ。

ロード バランス
(Load-Balancing)
接続要求をメンバー 
プールに均等に配分す
る（次に利用可能な
プールからのラウンド
ロビン）。

高可用性 
(Hight-Availability)
接続要求を順序付きリ
ストから順次配分す
る。

すなわち、マルチプー
ルに接続要求があるた
びに、そのリストの先
頭のプールから接続の
取得を試みる。有効な
接続を取得できない場
合には、そのリストの
次のプールを試す。有
効な接続が取得される
か、あるいはリストの
終わりに達するまで、
この処理が繰り返され
る。 なお、リストの終
わりに達した場合に
は、例外が送出され
る。

データベースが停止し
ていたり、プールが使
用できないといった問
題が実際に発生する場
合にのみ、マルチプー
ルがリスト内の次の
プールに変わる点に注
意。すべての接続がビ
ジー状態にある場合に
は、マルチプールは単

ブール

True = 選択されている

False = 選択されていな
い

ブール 

True = 選択されている

False = 選択されていな
い

 

選択されていない

選択されている

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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35　JDBC マルチプール
[プール ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[プール 
リスト ]

マルチプール内の接続
プールのリストが取得
されて格納される。

リスト
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[コンフィグレーション ]
[対象 ]

[メモ ]

マルチプールのコンフィグレーションと管理の詳細については、『WebLogic 
Server 管理者ガイド』の「JDBC 接続の管理」を参照してください。 

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

［対象サーバ］  

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが情報を入力す
るための領域を提供す
る。

英数字の文字列 NULL
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36　JDBC トランザクション データ ソース
36 JDBC トランザクション データ 
ソース

この表では、トランザクション データ ソースのコンフィグレーションと管理の
ために Administration Console で設定される属性について説明します。トランザ
クション データ ソースの詳細については、『WebLogic Server 管理者ガイド』の
「JDBC 接続の管理」を参照してください。
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] 当該データ ソースの名
前を返す。

文字列 MyJDBC Tx Data 
Source

[JNDI 名 ] 当該 TxDataSource のバ
インド先の JNDI パス
を設定。 この JNDI パス
をルックアップするア
プリケーションは、当
該 TxDataSource に対応
する 
javax.sql.DataSour

ce インスタンスを取得
することになる。 なお、
データソースをルック
アップして接続を取得
する方法が採用された
ため、
DriverManager.getC

onnection() や 
Driver.Connect() と
いう旧式の使い方は廃
止された点に注意。

有効な JNDI 名 Null

[プール名 ] 当該 TxDataSource に関
連付けられる 接続プー
ルの名前をユーザが設
定できるようにする。
当該 TxDataSource に対
して 
getConnection() を
呼び出すと、関連付け
られている接続プール
内の接続が返される。

有効な接続プール名 Null
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36　JDBC トランザクション データ ソース
[2 フェーズ コミットを
有効化 ]

トランザクションの 2 
フェーズ コミットを
ユーザが有効 /無効に
できるようにする。こ
の属性を指定すれば、
XA 非対応の JDBC ド
ライバがトランザク
ションに参加していて
も JDBC 接続だけがそ
のトランザクションに
参加しているように見
せかけることができる
が、複数のリソースが
トランザクションに参
加していて、そのうち
の 1 つ（JDBC ドライ
バ）が XA リソースの
ように見せかける場合
には、問題が起きるこ
とがある。すなわち、
そうした状況では、 
ヒューリスティック障
害が発生するおそれが
ある。この属性を true 
に設定するのは、そう
せざるを得ない場合
（たとえば、問題に
なっているデータベー
スに適した XA ドライ
バがない場合など）に
留めるべきである。

なお、当該 
TxDataSource が XA 接
続プールに関連付けら
れている場合や、分散
トランザクションに参
加しているリソースが 
1 つしかない場合には、
この設定は無視され
る。

ブール

有効 = 選択されている
無効 = 選択されていな
い

選択されていない

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
［行のプリフェッチを
有効化］

True に設定した場合に
は、ResultSet ごとにク
ライアントと 
WebLogic Server の間
で行のプリフェッチが
有効になる。外部クラ
イアントが  Weblogic 
Server を通じて JDBC 
アクセスを行う際に
は、行のプリフェッチ
が有効であれば、1 回
のサーバ アクセスで複
数の行がサーバからク
ライアントにフェッチ
されるため、パフォー
マンスが向上する。ク
ライアントと 
WebLogic Server が同
じ JVM 上で動作する
場合には、WebLogic 
Server はこの設定を無
視し、行のプリフェッ
チを用いない。

ブール

有効 = 選択されている

無効 = 選択されていな
い

選択されていない

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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36　JDBC トランザクション データ ソース
［Row Prefetch サイズ］ ResultSet ごとにクラ
イアントと WebLogic 
Server の間でプリ
フェッチされる行の
数。最適値はクエリの
詳細によって大きく異
なる。一般に、この値
を大きくすると、一定
の値に達するまでは、
パフォーマンスは向上
するが、その値以上に
大きくしても、パ
フォーマンスが著しく
向上することはない。
100 行以上でパフォー
マンスが向上すること
はめったにない。 ほと
んどの状況では、デ
フォルト値で十分なは
ずである。

設定可能な最小値 = 2

設定可能な最大値 = 
65536

48

［ストリーム チャンク 
サイズ］

ストリーム データ型の
データ チャンク サイズ
を指定する。ストリー
ム データ型（たとえ
ば、
getBinarySTream() 
の呼び出しで得られる
データなど）は、必要
に応じて、この属性で
指定されたサイズの
チャンク（かたまり）
に分けて、WebLogic 
Server からクライアン
トへ送られる。

設定可能な最小値 = 1

設定可能な最大値 = 
65,536

（単位 : バイト）

256

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[対象 ]

[サーバ ]

[クラスタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象サーバ ] 当該データソースの対
象として使用するサー
バをユーザが選択でき
るようにする。

リスト Null

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象クラスタ ] 当該データソースの対
象として使用するクラ
スタをユーザが選択で
きるようにする。

リスト Null
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36　JDBC トランザクション データ ソース
[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] 必要に応じてユーザが
情報を入力するための
領域

英数字の文字列 Null
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37 JMS 接続コンシューマ

JMS 接続コンシューマの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。

4. [セッション プール ] ノードをクリックして展開します。

5. [セッション プール ] の下のセッション プールをクリックして展開します。

6. [コンシューマ ] ノードをクリックします。すべての接続コンシューマを示す 
[JMS 接続コンシューマ ] テーブルが右ペインに表示されます。

7. [新しい JMS Connection Consumer のコンフィグレーション ] テキスト リン
クをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、新しい接続コン
シューマの設定に関連するタブが示されます。

8. 属性フィールドに値を入力します。 

9. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドで指定した名前の接続コン
シューマ インスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの [コ
ンシューマ ] ノードの下に追加されます。

JMS 接続コンシューマのクローンの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。
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4. [セッション プール ] ノードをクリックして展開します。

5. [セッション プール ] の下のセッション プールをクリックして展開します。

6. [コンシューマ ] ノードをクリックします。すべての接続コンシューマを示す 
[JMS 接続コンシューマ ] テーブルが右ペインに表示されます。

7. クローンを作成する接続コンシューマの行の [クローン ] アイコンをクリッ
クします。右ペインにダイアログが表示され、接続コンシューマのクローン
の作成に関連するタブが示されます。

8. 属性フィールドに値を入力します。

9. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドで指定した名前の接続コン
シューマ インスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの [コ
ンシューマ ] ノードの下に追加されます。

JMS 接続コンシューマの削除

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。

4. [セッション プール ] ノードをクリックして展開します。

5. [セッション プール ] の下のセッション プール インスタンスをクリックして
展開します。

6. [コンシューマ ] ノードをクリックします。すべての接続コンシューマを示す 
[JMS 接続コンシューマ ] テーブルが右ペインに表示されます。

7. 削除する接続コンシューマの行の [削除 ] アイコンをクリックします。削除
要求の確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。 

8. [はい ] をクリックして接続コンシューマを削除します。[JMS 接続コンシュー
マ ] ノードの下の接続コンシューマ アイコンが削除されます。
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] 接続コンシューマの名
前。

この属性は動的にコン
フィグレーションでき
ない。

JMS サーバ セッション 
プール内でユニークな
有効 Java 識別子

MyJMS Connection Consumer[-n]

[最大
メッセー
ジ ]

接続コンシューマに
よって蓄積されるメッ
セージの最大数。値 -1 
は最大数が設定されて
いないことを示す。

この属性は動的にコン
フィグレーションでき
るが、変更は接続コン
シューマのセッション 
プールが再起動される
まで有効にならない。

-1、1 ～ 263 ñ 1 -1

[セレク
タ ]

メッセージのフィルタ
リングに使用する JMS 
セレクタ式。セレクタ
の定義の詳細について
は、『WebLogic JMS プ
ログラマーズ ガイド』
を参照。

この属性は動的にコン
フィグレーションでき
ない。

有効な JMS メッセージ
セレクタ式

なし
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[メモ ]

[送り先 ] 接続コンシューマがリ
スニング対象とする送
り先。 
この属性は動的にコン
フィグレーションでき
ない。

有効な JNDI 名または
NULL

NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが任意に情報を
指定するためのスペー
スを提供する。

文字列 NULL
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38 JMS 接続ファクトリ

JMS 接続ファクトリの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [接続ファクトリ ] ノードをクリックします。ドメインで定義されているすべ
ての接続ファクトリを示す [JMS 接続ファクトリ ] テーブルが右ペインに表
示されます。

3. [新しい JMS Connection Factory のコンフィグレーション ] テキスト リンク
をクリックします。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成する接続
ファクトリの設定に関連するタブが示されます。

4. 属性フィールドに値を入力します。

5. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドで指定した名前の接続ファクト
リ インスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの [JMS 接続
ファクトリ ] ノードの下に追加されます。

6. WebLogic Sever に JMS 接続ファクトリを割り当てます。  

詳細については、「JMS 接続ファクトリの割り当て」を参照してください。

JMS 接続ファクトリのクローンの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [接続ファクトリ ] ノードをクリックします。ドメインで定義されているすべ
ての接続ファクトリを示す [JMS 接続ファクトリ ] テーブルが右ペインに表
示されます。
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38 JMS 接続ファクトリ
3. クローンを作成する接続ファクトリの行の [クローン ] アイコンをクリック
します。接続ファクトリのクローンの作成に関連付けられているタブを示す
ダイアログが右ペインに表示されます。

4. 属性フィールドに値を入力します。

5. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドで指定した名前の接続ファクト
リ インスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの [JMS 接続
ファクトリ ] ノードの下に追加されます。

6. WebLogic Sever に JMS 接続ファクトリを割り当てます。  

詳細については、「JMS 接続ファクトリの割り当て」を参照してください。

JMS 接続ファクトリの削除

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [接続ファクトリ ] ノードをクリックします。ドメインで定義されているすべ
ての接続ファクトリを示す [JMS 接続ファクトリ ] テーブルが右ペインに表
示されます。

3. 削除する接続ファクトリの行の [削除 ] アイコンをクリックします。削除要
求の確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

4. [はい ] をクリックして接続ファクトリを削除します。[JMS 接続ファクトリ ] 
ノードの下の接続ファクトリ アイコンが削除されます。

JMS 接続ファクトリの割り当て

1. 左ペインで、接続ファクトリに割り当てる [JMS 接続ファクトリ ] の下のイン
スタンス ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、この
インスタンスに関連するタブが示されます。

2. [対象 ] タブをクリックします。

3. [サーバ ] および [クラスタ ] タブについて次の手順を実行します。
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JMS 接続ファクトリの割り当て
a. 接続ファクトリに割り当てる 1 つまたは複数の対象を [選択可 ] カラムで
選択します。

b. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み ] カ
ラムに移動します。

c. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。 
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[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] 接続ファクトリの名前。JNDI 名
は別途コンフィグレーションさ
れる。

この属性は動的にコンフィグ
レーションできない。 

特定のクラスタ内でユ
ニークな Java 識別子

MyJMS Connection 
Factory[-n]

[JNDI 名 ] 接続ファクトリに割り当てられ、
JNDI ネームスペース内で接続
ファクトリの検索に使用される
名前。接続ファクトリ名は別途
コンフィグレーションされる。 
この属性は動的にコンフィグ
レーションできない。

JNDI ネームスペース内
でユニークな Java 識別
子

NULL

[クライア
ント ID]

永続的サブスクライバを持つク
ライアント用のクライアント 
ID。永続的サブスクライバの詳
細については、WebLogic JMS 
プログラマーズ ガイドを参照。
この属性は動的にコンフィグ
レーションできない。

Java 識別子 NULL
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[コンフィグレーション ]
[デフォル
ト 優先順
位 ]

優先順位が明示的に定義されて
いない場合にメッセージに適用
するデフォルトの優先順位。

 メッセージ送信時の優先順位の
定義については、『WebLogic 
JMS プログラマーズ ガイド』を
参照。

この属性は動的にコンフィグ
レーションできるが、変更は新
しい接続に対してのみ影響し、
既存の接続は影響を受けない。

0 ～ 9 4

[デフォル
ト 生存時
間 ]

メッセージのデフォルトの最長
存在期間（ミリ秒単位）。優先順
位が明示的に定義されていない
場合にメッセージに適用される。
値 0 はメッセージが無限に存在
することを示す。

 メッセージ送信時の存在期間の
定義については、WebLogic JMS 
プログラマーズ ガイドを参照。
この属性は動的にコンフィグ
レーションできるが、変更は新
しい接続に対してのみ影響し、
既存の接続は影響を受けない。

0 ～ 263 ñ 1 0

[デフォル
ト 配信
モード ]

配信モードが明示的に定義され
ていない場合にメッセージに適
用するデフォルトの配信モード。

メッセージ送信時の配信モード
と定義については、『WebLogic 
JMS プログラマーズ ガイド』を
参照。

この属性は動的にコンフィグ
レーションできるが、変更は新
しい接続に対してのみ影響し、
既存の接続は影響を受けない。

[永続 ] または [非永続 ] 永続

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 38-5



38 JMS 接続ファクトリ
[デフォル
ト 再送遅
延 ]

ロールバックまたは回復された
メッセージが再配信されるまで
のデフォルトの遅延時間 (ミリ
秒単位 )。
メッセージ送信時の配信モード
と定義については、『WebLogic 
JMS プログラマーズ ガイド』を
参照。

この属性は動的にコンフィグ
レーションできるが、変更は新
しい接続に対してのみ影響し、
既存の接続は影響を受けない。

-1 ～ 263 ñ 1 0

[デフォル
ト 送信時
間 ]

メッセージが生成されてから送
り先で表示されるようになるま
でのデフォルトの遅延時間 (ミ
リ秒単位 )。
メッセージ送信時の配信モード
と定義については、『WebLogic 
JMS プログラマーズ ガイド』を
参照。

この属性は動的にコンフィグ
レーションできるが、変更は新
しい接続に対してのみ影響し、
既存の接続は影響を受けない。

-1 ～ 263 ñ 1 0

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[最大メッ
セージ ]

非同期セッション向けに存在し、
メッセージ リスナに渡されてい
ないメッセージの最大数。

値 -1 はメッセージ数を制限しな
いことを示す。ただし、その場
合、使用可能な仮想メモリ量が
制限される。

メッセージ数が [最大メッセー
ジ ] の値に達した場合の処理は
次のとおり。

マルチキャスト セッション
の場合、新しいメッセージは 
[超過時のポリシー ] 属性に
よって指定されたポリシーに
従って破棄され、
DataOverrunException が発生
する。

非マルチキャスト セッショ
ンの場合、新しいメッセージ
はフロー制御されるか、アプ
リケーションがメッセージを
受け入れることができるまで
サーバ上に保持される。

マルチキャスト セッションの場
合、接続が停止してもメッセー
ジの配信は、[最大メッセージ ] 
値に達するまで続行される。こ
の値に達すると、メッセージは
超過時のポリシーに従って破棄
される。

非同期メッセージおよびマルチ
キャストの詳細については、
『WebLogic JMS プログラマーズ 
ガイド』を参照。

この属性は動的にコンフィグ
レーションできるが、変更は新
しい接続に対してのみ影響し、
既存の接続は影響を受けない。

-1、1 ～ 231 ñ 1 10

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 38-7



38 JMS 接続ファクトリ
[超過時の
ポリシー ]

マルチキャスト セッションの超
過時のポリシー。未処理のメッ
セージ数が [最大メッセージ ] 属
性値に達すると、メッセージは
指定されたポリシーに従って破
棄される。 
[新しいメッセージを保持 ] に設
定した場合、最新のメッセージ
が最も古いメッセージに対して
優先され、必要に応じて、古い
メッセージは破棄される。 
[古いメッセージを保持 ] に設定
した場合、最も古いメッセージ
が最新のメッセージに対して優
先され、必要に応じて、最新の
メッセージは破棄される。

メッセージの存在期間は受け取
り順序によって決まり、
JMSTimestamp 値によって定義
されるわけではない。

非同期メッセージおよびマルチ
キャストの詳細については、　
『WebLogic JMS プログラマーズ 
ガイド』を参照。

この属性は動的にコンフィグ
レーションできるが、変更は新
しい接続に対してのみ影響し、
既存の接続は影響を受けない。

[新しいメッセージを保
持 ]、[古いメッセージ
を保持 ]

古いメッセージを保持

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[メッセー
ジの短縮
を許可 ]

close() メソッドを 
onMessage() メソッド呼び出し
内で発行できるようにするメッ
セージ コンシューマを接続ファ
クトリが作成するかどうかを指
定するフラグ。 
このフラグを有効にした場合、
永続的なブロッキングではなく、
onMessage() メソッド呼び出し
内からの close() メソッド呼び
出しが成功する。 
セッションの通知モードを 
AUTO_ACKNOWLEDGE に設定した
場合、onMessage() が完了して
も現在のメッセージは自動的に
通知される。

onMessage() メソッドは、
『WebLogic JMS プログラマーズ 
ガイド』に説明されている非同
期メッセージ配信をサポートす
るために実装される。

ブール

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択されていない

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[確認応答
ポリシー ]

接続ファクトリの確認応答ポリ
シー。この属性が適用されるの
は、非トランザクション セッ
ションで CLIENT_ACKNOWLEDGE 
確認応答モードを使用する実装
の場合のみ。

[All] - どのメッセージが確認
応答メソッドを呼び出したか
にかかわらず、セッションが
受け取ったすべてのメッセー
ジが確認応答される。

[Previous] - セッションが受
け取ったすべてのメッセージ
のうち、確認応答を呼び出し
たメッセージまでが確認応答
される。

確認応答モードについては、
『WebLogic JMS プログラマーズ 
ガイド』を参照。

注意 : デフォルト値 [All] は、
JMS仕様の変更を反映
している。WebLogic 
Server 6.1 のリリースよ
り前のバージョンの
JMS では、デフォルト
は Previous だった。詳細
については、『WebLogic 
JMS プログラマーズ ガ
イド』の「WebLogic 
JMS アプリケーション
の移行」を参照。 

[All] または [Previous] All

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[トランザクション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[トラン
ザクショ
ン タイム
アウト ]

実行されたセッションのタイムア
ウト値（秒単位）。タイムアウト
値で指定された時間を経過しても
実行されたセッションがアクティ
ブな場合、トランザクションは
ロール バックされる。値 0 は、
デフォルト値が使用されることを
示す。

長時間実行するトランザクション
がある場合、トランザクションが
完了するようにこの属性の値を調
整する。

この属性は動的にコンフィグレー
ションできるが、変更は新しい接
続に対してのみ影響し、既存の接
続は影響を受けない。

0 ～ 231  ñ 1 3600
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[ユーザ 
トランザ
クション
を有効化 ]

接続ファクトリが JTA 対応の
セッションを作成するかどうかを
指定するためのフラグ。このフラ
グを設定した場合、関連するメッ
セージ プロデューサとメッセー
ジ コンシューマは、トランザク
ション コンテキストについて実
行中のスレッドを調べる。設定し
ていない場合は、JTA トランザク
ションを無視する。

ただし、[XA Connection Factory 
Enabled] フラグが設定されている
場合、[ユーザ トランザクション
を有効化 ] は常に有効とみなされ
るため、無視される。

注意 : トランザクション セッ
ションでは、内部のトラ
ンザクションを優先する
ため、この設定に関わり
なく現在のスレッドのト
ランザクション コンテキ
ストを無視する。この設
定は非トランザクション 
セッションのみに影響す
る。

この属性は動的にコンフィグレー
ションできるが、変更は新しい接
続に対してのみ影響し、既存の接
続は影響を受けない。

ブール

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択されていない

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[XAコネ
クション
ファクト
リを有効
化 ]

キューまたはトピック接続ファク
トリの代わりに、XA キューまた
は XA トピック接続ファクトリが
返されるかどうかを指定するフラ
グ。getXAResource メソッドを
持つ XA キュー セッションまた
は XA トピック セッションを返
す場合にも使用できる。

この属性は動的にコンフィグレー
ションできるが、変更は新しい接
続に対してのみ影響し、既存の接
続は影響を受けない。

ブール

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択されていない

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[対象 ]

[サーバ ]

[クラスタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象
サーバ ]

選択可能な対象のリス
トをサーバに提供する。
JMS クライアントが接
続を作成する場合、こ
のファクトリを使用し
ていずれかの対象に接
続する。

選択可能な対象および
選択済み対象のリスト

対象が選択されていない状態

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象ク
ラスタ ]

選択可能な対象のリス
トをクラスタに提供す
る。各 JMS サーバに割
り当て可能な対象は 1 つ
のみ。

選択可能な対象および
選択済み対象のリスト

対象が選択されていない状態
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[コンフィグレーション ]
[メモ ]

 

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが任意に情報を
指定するためのスペー
スを提供する。

文字列 NULL
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39 実行時 JMS 接続

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

クライアント ID

アクティブなセッション

最大セッション数

総セッション数
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40 実行時 JMS コンシューマ

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

名前

最大メッセージ数

セレクタ

送り先



41 JMS 送り先
41 JMS 送り先

JMS キューの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。

4. [送り先 ] ノードをクリックします。すべての JMS キューを示す [JMS 送り
先 ] テーブルが右ペインに表示されます。

5. [新しい JMSQueue のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリックし
ます。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成するキューの設定に関
連するタブが示されます。

6. 属性フィールドに値を入力します。

7. [作成 ] をクリックして、キューのインスタンスを [名前 ] フィールドで指定
した名前で作成します。新しいインスタンスが左ペインの [送り先 ] ノード
の下に追加されます。

8. そのほかのタブを個々にクリックして、属性フィールドを変更するか、デ
フォルト値をそのまま使用します。

9. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。

JMS キューのクローンの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。
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JMS キューの削除
3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。

4. [送り先 ] ノードをクリックします。すべての JMS キューを示す [JMS 送り
先 ] テーブルが右ペインに表示されます。

5. クローンを作成するキューの行の [クローン ] アイコンをクリックします。
右ペインにダイアログが表示され、新しいキューのクローンの作成に関連す
るタブが示されます。

6. 属性フィールドに値を入力します。

7. 右下隅の [作成 ] ボタンをクリックして、キューのインスタンスを [名前 ] 
フィールドで指定した名前で作成します。新しいインスタンスが左ペインの 
[送り先 ] ノードの下に追加されます。

8. そのほかのタブを個々にクリックして、属性フィールドを変更するか、デ
フォルト値をそのまま使用します。

9. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。

JMS キューの削除

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。

4. [送り先 ] ノードをクリックします。すべての JMS キューを示す [JMS 送り
先 ] テーブルが右ペインに表示されます。

5. 削除するキューの行の [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の確認
を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

6. [はい ] をクリックしてキューを削除します。[送り先 ] ノードの下のキュー 
アイコンが削除されます。
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41 JMS 送り先
JMS トピックの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。

4. [送り先 ] ノードをクリックします。すべての JMS トピックを示す [JMS 送
り先 ] テーブルが右ペインに表示されます。

5. [新しい JMSTopic のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリックし
ます。右ペインにダイアログが表示され、新しいトピックの設定に関連する
タブが示されます。

6. 属性フィールドに値を入力します。

7. 右下隅の [作成 ] ボタンをクリックして、トピックのインスタンスを [名前 ] 
フィールドで指定した名前で作成します。新しいインスタンスが左ペインの 
[送り先 ] ノードの下に追加されます。

8. そのほかのタブを個々にクリックして、属性フィールドを変更するか、デ
フォルト値をそのまま使用します。

9. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。

JMS トピックのクローンの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。

4. [送り先 ] ノードをクリックします。すべての JMS トピックを示す [JMS 送
り先 ] テーブルが右ペインに表示されます。
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JMS トピックの削除
5. クローンを作成するトピックの行の [クローン ] アイコンをクリックします。
右ペインにダイアログが表示され、新しいトピックのクローンの作成に関連
するタブが示されます。

6. 属性フィールドに値を入力します。

7. 右下隅の [作成 ] ボタンをクリックして、トピックのインスタンスを [名前 ] 
フィールドで指定した名前で作成します。新しいインスタンスが左ペインの 
[送り先 ] ノードの下に追加されます。

8. そのほかのタブを個々にクリックして、属性フィールドを変更するか、デ
フォルト値をそのまま使用します。

9. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。

JMS トピックの削除

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。

4. [送り先 ] ノードをクリックします。すべての JMS トピックを示す [JMS 送
り先 ] テーブルが右ペインに表示されます。

5. 削除するトピックの行の [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の確
認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

6. [はい ] をクリックしてトピックを削除します。[送り先 ] ノードの下のト
ピック アイコンが削除されます。
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41 JMS 送り先
すべてのアクティブな JMS の送り先のモニ
タ

詳細については、「JMS サーバ」の「すべてのアクティブな JMS の送り先のモニ
タ」を参照してください。
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[名前 ] 送り先の名前。JNDI 名は別途コンフィ
グレーションされる。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

JMS サーバ内でユ
ニークな Java 識別
子

My JMS 
Destination[-
n]

[JNDI 名 ] JNDI ネームスペース内で送り先の検索
に使用される名前。送り先名は別途コ
ンフィグレーションされる。この属性
を指定しない場合、JNDI ネームスペー
ス内で送り先名がアドバタイズされず、
ルックアップおよび使用することがで
きない。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

JNDI ネームスペー
スのスコープ内で
ユニークな Java 識
別子

NULL
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41 JMS 送り先
[ストアを有効化 ] 送り先が JMS サーバに指定された永続
ストレージを使用するかどうかを指定
するフラグ。

このフラグを有効に設定したが、永
続ストレージが定義されていない場
合、設定は失敗し、WebLogic JMS 
は起動しない。

このフラグを無効に設定した場合、
送り先は永続的なメッセージをサ
ポートしない。 
このフラグを [デフォルト] に設定し
た場合、永続ストレージが JMS 
サーバに定義されていれば、送り先
は永続ストレージを使用し、永続的
なメッセージをサポートする。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

無効、有効、デ
フォルト

デフォルト

[テンプレート ] 送り先の派生元の JMS テンプレート。
この属性が定義されていない場合、送
り先の属性を送り先の一部として指定
する必要がある。

送り先ごとに設定された [テンプレー
ト ] 属性は静的だが、動的に変更する
ことができる。

注意 : デフォルト値に設定されている
属性は、JMS テンプレートか
ら送り先の値を実行時に継承す
る。

既存の JMS テンプ
レート名またはな
し

なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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[コンフィグレーション ]
[送り先キー ] 送り先に到着するメッセージを並べ替
える場合に、選択可能な送り先キーの
リストを提供する。リストは、重要度
の高いキーから低いキーへの順に並べ
られる。複数のキーが指定されると、
JMSMessageID に基づくキーのみが、
リストの最後のキーとして使用される。

注意 : キーで JMSMessageID が定義
されていない場合は、暗黙的に
最後のキーとみなされ、ソート
順に「昇順」（先入れ、先出し）
が設定される。

リスト NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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41 JMS 送り先
[しきい値と割当 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[最大バイト数 ] 送り先に保存可能な最大バイト数。値 
-1 は送り先に保存可能なバイト数が制
限されていないことを示す。 
この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、新しく配信されるメッ
セージにのみ適用され、すでに保存さ
れているメッセージには影響しない。

-1、0 ～ 263-1、
[最大バイトしきい
値 ] 以上
 

-1
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[コンフィグレーション ]
[最大バイトしきい値 ] 送り先に保存されているバイト数に基
づく上限しきい値。

バイト数がこのしきい値を超えた場
合、バイト ページングが有効になって
いて、JMS サーバに対してページング 
ストアがコンフィグレーションされて
いると、送り先レベルのバイト ページ
ングが開始され、最大しきい値状態を
示すログ メッセージがサーバに記録さ
れる。値 -1 は、送り先バイト ページ
ングおよびしきい値ログ メッセージが
その送り先に対しては無効であること
を示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、すでに保存されている
メッセージには影響しない。

注意 : [最大バイトしきい値 ] を -1 
にリセットすることでバイト 
ページングを動的に無効にす
ることはできない。ページン
グを無効にするには、[最大バ
イトしきい値 ] に非常に大き
な値（最大 263ñ1）を設定し、
ページングが実行されないよ
うにする。

-1、0 ～ 263-1、
[最大バイト数 ] 以
下、
[最小バイトしきい
値 ] より大

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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41 JMS 送り先
[最小バイトしきい値 ] 送り先に保存されているバイト数に基
づく下限しきい値。

バイト数がこのしきい値より少なくな
ると、送り先レベルのバイト ページン
グは停止し（ページングが行われてい
る場合）、しきい値条件が解消された
ことを示すログ メッセージがサーバに
記録される。値 -1 は、送り先バイト 
ページングおよびしきい値ログ メッ
セージがその送り先に対しては無効で
あることを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、すでに保存されている
メッセージには影響しない。

-1、0 ～ 263-1、
[最大バイトしきい
値 ] より小

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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[コンフィグレーション ]
[Bytes Paging Enabled] 送り先でバイト ページングを有効にす
るかどうかを示すフラグ。

この属性を [False] に設定すると、
この送り先に対する送り先レベル
のバイト ページングは明示的に無
効になる。

この属性を [True] に設定すると、
JMS サーバに対してページング ス
トアがコンフィグレーションされ
ていて、[最小バイトしきい値 ] 属
性と [最大バイトしきい値 ] 属性の
値がどちらも -1 より大きい場合
は、この送り先に対する送り先レ
ベルのバイト ページングが有効に
なる。

この属性を [Default] に設定すると、
JMS テンプレートが指定されてい
る場合は、JMS テンプレートの値
が継承される。送り先に対してテ
ンプレートがコンフィグレーショ
ンされていない場合は、[Default] 
による結果は [False] と同じであ
る。

注意 : サーバ レベルのバイト ページ
ングが有効である場合は、特
定の送り先に対する送り先レ
ベルのページングが無効で
あっても、サーバ レベルの
ページングが開始していると、
送り先でメッセージをページ
ングできる。ただし、特定の
送り先に対して送り先レベル
のページングが無効になって
いると、送り先レベルの最大
しきい値の設定によって、し
きい値を超えたときにメッ
セージが強制的にページ アウ
トされることはない。

[String]
[True]
[False]
[Default]

[Default]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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41 JMS 送り先
[最大メッセージ数 ] 送り先に保存可能なメッセージの最大
数。値 -1 は送り先に保存可能なメッ
セージ数が制限されていないことを示
す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0～ 263-1、
[最大メッセージし
きい値 ] 以上

-1

[最大メッセージしき
い値 ]

送り先に保存されるメッセージ数に基
づく上限しきい値。

メッセージ数がこのしきい値を超えた
場合、メッセージ ページングが有効に
なっていて、JMS サーバに対してペー
ジング ストアがコンフィグレーション
されていると、送り先レベルのページ
ングが開始され、最大しきい値状態を
示すログ メッセージがサーバに記録さ
れる。値 -1 は、送り先メッセージ 
ページングおよびしきい値ログ メッ
セージがその送り先に対しては無効で
あることを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

注意 : [最大メッセージしきい値 ] を 
-1 にリセットすることでメッ
セージ ページングを動的に無
効にすることはできない。
ページングを無効にするには、
[最大メッセージしきい値 ] に
非常に大きな値（最大 263ñ1）
を設定し、ページングが実行
されないようにする。

-1、0 ～ 263-1、
[最大メッセージ数
] 以下、
[最小メッセージし
きい値 ] より大

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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[コンフィグレーション ]
[最小メッセージしき
い値 ]

送り先に保存されるメッセージ数に基
づく下限しきい値。

メッセージ数がこのしきい値より少な
くなると、送り先レベルのメッセージ 
ページングは停止し（ページングが行
われている場合）、しきい値条件が解
消されたことを示すログ メッセージが
サーバに記録される。値 -1 は、送り
先メッセージ ページングおよびしきい
値ログ メッセージがその送り先に対し
ては無効であることを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263-1、
[最大メッセージし
きい値 ] より小

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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41 JMS 送り先
[Messages Paging 
Enabled]

送り先でメッセージ ページングを有効
にするかどうかを示すフラグ。

この属性を [False] に設定すると、
この送り先に対する送り先レベル
のメッセージ ページングが明示的
に無効になる。

この属性を [True] に設定すると、
JMS サーバに対してページング ス
トアがコンフィグレーションされ
ていて、[最小メッセージしきい値
] 属性と [最大メッセージしきい値
] 属性の値がどちらも -1 より大き
い場合は、この送り先に対する送
り先レベルのメッセージ ページン
グが有効になる。

この属性を [Default] に設定すると、
JMS テンプレートが指定されてい
る場合は、JMS テンプレートの値
が継承される。送り先に対してテ
ンプレートがコンフィグレーショ
ンされていない場合は、[Default] 
による結果は [False] と同じであ
る。

注意 : サーバ レベルのメッセージ 
ページングが有効である場合
は、特定の送り先に対する送
り先レベルのページングが無
効であっても、サーバ レベル
のページングが開始している
と、送り先でのメッセージを
ページングできる。ただし、
特定の送り先に対して送り先
レベルのページングが無効に
なっていると、送り先レベル
の最大しきい値の設定によっ
て、しきい値を超えたときに
メッセージが強制的にページ 
アウトされることはない。

[String]
[True]
[False]
[Default]

[Default]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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[コンフィグレーション ]
[オーバライド ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[優先順位オーバライ
ド ]

メッセージ プロデューサによって指定
された優先度に関わりなく、送り先に
届くすべてのメッセージに割り当てら
れる優先度の値。

デフォルト値 (-1) は送り先が優先度の
設定をオーバーライドしないことを示
す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 9 -1

[生存時間オーバライ
ド ]

メッセージ プロデューサによって指定
された生存時間に関わりなく、送り先
に届くすべてのメッセージに割り当て
られる生存時間の値。

デフォルト値 (-1) は送り先が生存時間
の設定をオーバーライドしないことを
示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263-1 -1
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41 JMS 送り先
[送信時間オーバーラ
イド ]

メッセージが生成されてから送り先で
表示できるようになるまでのデフォル
トの遅延時間（ミリ秒単位）を、プロ
デューサまたは接続ファクトリによっ
て指定された送信時間に関わらず定義
する。

デフォルト値 (-1) は送り先が送信時間
の設定をオーバーライドしないことを
示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1 以上の長整数値、
または配信スケ
ジュールの文字列
構文

-1

[配信モードのオーバ
ライド ]

メッセージ プロデューサによって指定
された配信モードに関わりなく、送り
先に届くすべてのメッセージに割り当
てられる配信モード。

[配信しない ] は配信モードがオーバー
ライドされないことを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

[永続 ]、[非永続
]、または [配信し
ない ]

[配信しない
]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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[コンフィグレーション ]
[再配信 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[再配信遅延のオーバ
ライド ]

コンシューマや接続ファクトリによっ
て指定された再配信遅延に関わりな
く、ロール バックまたは回復された
メッセージが再配信されるまでの遅延
をミリ秒単位で定義する。

デフォルト値 (-1) は送り先が再配信遅
延の設定をオーバーライドしないこと
を示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263-1 -1
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41 JMS 送り先
[再配信の制限 ] メッセージがエラー送り先に置かれる
までに試行できる再配信の回数。エ
ラー送り先がコンフィグレーションさ
れているかどうかにより、再配信の上
限に達したときの対応は以下のように
なる。

エラー送り先がコンフィグレー
ションされていないか、エラー送
信先の割り当てが超過している場
合には、永続メッセージおよび非
永続メッセージは単に削除される。

エラー送り先がコンフィグレー
ションされていて、エラー送り先
が割り当て内の場合には、エラー
メッセージが記録され、そのメッ
セージは削除される。ただし、永
続メッセージの場合は永続スト
レージに残る。これにより、
WebLogic Server が再起動されると
永続メッセージが再配信される。

デフォルト値 (-1) は送り先が再配信制
限の設定をオーバーライドしないこと
を示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263-1 -1

[エラー送り先 ] 再配信の上限に達したメッセージの送
り先。エラー送り先が NULL の場合
は、メッセージは単に削除される。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

既存の送り先また
はなし

なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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[コンフィグレーション ]
[マルチキャスト ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[マルチキャスト ア
ドレス ]

マルチキャスト用の IP アドレス。こ
のアドレスはマルチキャスト コン
シューマにメッセージを送信するた
めに使用される。

この属性はトピックに関してのみ有
効で、動的にコンフィグレーション
することはできない。

正しい形式の IP ア
ドレス（クラス D）

なし

[マルチキャスト 生
存時間 ]

マルチキャストの生存時間の値。
メッセージがコンシューマに到達す
るまでに通過するルータの数を指定
する。値 0 はメッセージがルータを
越えず、1 つのサブネット内に制限
されることを示す。

この値は JMSExpirationTime の値
とは無関係である。

この属性はトピックに関してのみ有
効で、動的にコンフィグレーション
することはできない。

0 ～ 255 0

[マルチキャスト 
ポート ]

マルチキャスト用の IP ポート。この
ポートはマルチキャスト コンシュー
マにメッセージを送信するために使
用される。

この属性はトピックに関してのみ有
効で、動的にコンフィグレーション
することはできない。

1024 ～ 65535 6001
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 41-20



41 JMS 送り先
[送り先のモニタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[送り先 ] 送り先名。 なし

[サーバ ] 関連するサーバ名。 なし

[コンシュー
マ数 ]

現在の登録済みメッセージ コン
シューマの数。

なし

[最大コン
シューマ数 ]

任意の時点での登録済みメッ
セージ コンシューマの最大数。

なし

[コンシュー
マ総数 ]

登録済みメッセージ コンシュー
マの総数。

なし

[現在のバイ
ト数 ]

現在保存されているバイト数。 なし

[保留バイト
数 ]

保存されていて、確認応答およ
びコミットが行われていないト
ランザクション バイト数。

なし

[受信バイト
数 ]

受信済みバイト数。 なし

[バイトしき
い値の時間 ]

サーバの起動以降、送り先がバ
イトしきい値状態になっていた
時間の合計。

なし

[メッセージ
数 ]

この送り先に現在格納されてい
るメッセージの数。

なし

[最大メッ
セージ数 ]

ある時点において格納される
メッセージの最大数。

なし
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[コンフィグレーション ]
[メモ ]

[保留メッ
セージ数 ]

保存されていて、確認応答およ
びコミットが行われていないト
ランザクション メッセージの
数。

なし

[受信メッ
セージ数 ]

受信済みメッセージ数。 なし

[メッセージ
しきい値の
時間 ]

送り先がメッセージしきい値状
態になっていた時間の合計。

なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[メモ ] ユーザが情報を入力す
るための領域を提供す
る。

英数字の文字列 NULL
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42 JMS 送り先キー

JMS 送り先キーの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [JMS 送り先キー ] ノードをクリックします。すべての送り先キーを示す 
[JMS 送り先キー ] テーブルが右ペインに表示されます。

3. [新しい JMS Destination Key のコンフィグレーション ] テキスト リンクをク
リックします。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成する送り先
キーの設定に関連するタブが示されます。

4. 属性フィールドに値を入力します。 

5. [作成 ] をクリックして、送り先キーのインスタンスを [名前 ] フィールドで
指定した名前で作成します。新しいインスタンスが左ペインの [JMS 送り先
キー ] ノードの下に追加されます。

JMS 送り先キーのクローンの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [JMS 送り先キー ] ノードをクリックします。すべての送り先キーを示す 
[JMS 送り先キー ] テーブルが右ペインに表示されます。

3. クローンを作成する送り先キーの行の [クローン ] アイコンをクリックしま
す。右ペインにダイアログが表示され、送り先キーのクローンの作成に関連
するタブが示されます。

4. 属性フィールドに値を入力します。 
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JMS 送り先キーの削除
5. [作成 ] をクリックして、送り先キーのインスタンスを [名前 ] フィールドで
指定した名前で作成します。新しいインスタンスが左ペインの [JMS 送り先
キー ] ノードの下に追加されます。

JMS 送り先キーの削除

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [JMS 送り先キー ] ノードをクリックします。すべての送り先キーを示す 
[JMS 送り先キー ] テーブルが右ペインに表示されます。

3. 削除する送り先キーの行の [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の
確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。 

4. [はい ] をクリックして送り先キーを削除します。[JMS 送り先キー ] ノード
の下の送り先キー アイコンが削除されます。
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 42-2



42 JMS 送り先キー
[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] キーの名前。

この属性は動的にコン
フィグレーションでき
ない。

特定のドメイン内でユ
ニークな Java 識別子

MyJMS Destination Key[-n]
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[コンフィグレーション ]
[プロパ
ティ ]

並べ替えの基準となる
プロパティ名。この値
は、メッセージのプロ
パティ名、または並べ
替えの基準となるメッ
セージ ヘッダ フィール
ドの名前を示す。 
メッセージ ヘッダ 
フィールド キーは、
メッセージ プロパティ
ではなく、キー タイプ
および参照メッセージ 
ヘッダ フィールドを無
視する。

注意 : パフォーマンス
を改善するに
は、メッセージ 
プロパティでは
なくメッセージ 
ヘッダ フィール
ドを並べ替えの
キーとして使用
すること。

この属性は動的にコン
フィグレーションでき
ない。

JMS プロパティ名 (
ユーザ プロパティを含
む )、または並べ替えの
基準にできるメッセー
ジ ヘッダ フィールドは
以下の通り。

JMSMessageID

JMSTimestamp

JMSCorrelationID

JMSPriority

JMSExpiration

JMSType

JMSRedelivered

JMSDeliveryTime

なし

[キー タ
イプ ]

想定しているプロパ
ティの型。

この属性は動的にコン
フィグレーションでき
ない。

[Boolean]、[Byte]、
[Double]、[Float]、
[Int]、[Long]、[Short]、
[String]

String

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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42 JMS 送り先キー
[メモ ]

[ソート
順 ]

送り先を並べ替える方
向。

JMSMessageID に [昇順 ] 
を選択すると、ソート
順は先入れ先出し（送
り先のデフォルト）に
なる。ソート順を後入
れ先出しにするには、
値を [降順 ] に設定す
る。

この属性は動的にコン
フィグレーションでき
ない。

[昇順 ] または [降順 ] 昇順

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザ入力用の領域を
提供する。

文字列 NULL
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43 実行時 JMS 送り先

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

送り先

サーバ

コンシューマ

メッセージ数

受信メッセージ数

現在のバイト数

保留バイト数
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43 実行時 JMS 送り先
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44 実行時 JMS 恒久サブスクライバ

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準で JMS の恒久サ
ブスクライバをモニタすることができます。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[クライアン
ト ID]

この恒久サブスクライバのクライ
アント ID。

なし

[Subscription 
Name]

この恒久サブスクライバのサブス
クリプション名。

なし

[No Local] この恒久サブスクライバの 
noLocal ブール値。

なし

[アクティブ
]

恒久サブスクライバでこのサブス
クリプションを使用するかどうか
を指定する。

なし

[セレクタ ] 恒久サブスクライバのセレクタ。 なし

[Messages 
Pending 
Count]

この恒久サブスクライバの保留
メッセージ数（未処理および未確
定のメッセージ数）。

なし

[Messages 
Current 
Count]

恒久サブスクライバで現在使用で
きるメッセージ数。

なし

[Bytes 
Pending 
Count]

恒久サブスクライバで保留中のバ
イト数。

なし

[Bytes 
Current 
Count]

この恒久サブスクライバの受信バ
イト数。

なし
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44 実行時 JMS 恒久サブスクライバ
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45 JMS ファイル ストア

JMS ファイル ストアの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [ストア ] ノードをクリックします。すべての JMS ファイル ストアを示す 
[JMS ストア ] テーブルが右ペインに表示されます。

3. [新しい JMSFile Store のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリック
します。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成するファイル ストア
の設定に関連するタブが示されます。

4. 属性フィールドに値を入力します。

5. [作成 ] をクリックして、ファイル ストアのインスタンスを [名前 ] フィール
ドで指定した名前で作成します。新しいインスタンスが左ペインの [ストア ] 
ノードの下に追加されます。

JMS ファイル ストアのクローンの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [ストア ] ノードをクリックします。すべての JMS ファイル ストアを示す 
[JMS ストア ] テーブルが右ペインに表示されます。

3. クローンを作成するファイル ストアの行の [クローン ] アイコンをクリック
します。右ペインにダイアログが表示され、ファイル ストアのクローンの作
成に関連するタブが示されます。

4. 属性フィールドに値を入力します。
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45 JMS ファイル ストア
5. [作成 ] をクリックして、ファイル ストアのインスタンスを [名前 ] フィール
ドで指定した名前で作成します。新しいインスタンスが左ペインの [ストア ] 
ノードの下に追加されます。

JMS ファイル ストアの削除

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [ストア ] ノードをクリックします。すべての JMS ファイル ストアを示す 
[JMS ストア ] テーブルが右ペインに表示されます。

3. 削除するファイル ストアの行の [削除 ] アイコンをクリックします。削除要
求の確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

4. [はい ] をクリックしてファイル ストアを削除します。[ストア ] ノードの下
のファイル ストア アイコンが削除されます。
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] バッキング ストア（ま
たはストア）の名前。
この名前はストア ファ
イルのプレフィックス
として使用される。

この属性は動的にコン
フィグレーションでき
ない。

JMS サーバ内でユニー
クな Java 識別子

MyJMSFile Store[-n]

[ディレ
クトリ ]

ファイル バッキング ス
トアのディレクトリを
指定する。 
この属性は動的にコン
フィグレーションでき
ない。

バッキング ストアがイ
ンスタンス化されるシ
ステム上の有効なディ
レクトリ

なし
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45 JMS ファイル ストア
[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが任意に情報を
指定するためのスペー
スを提供する。

文字列 NULL
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46 JMS JDBC ストア

JMS JDBC ストアの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [ストア ] ノードをクリックします。すべての JMS JDBC ストアを示す [JMS 
ストア ] テーブルが右ペインに表示されます。

3. [新しい JMSJDBCStore のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリッ
クします。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成する JDBC ストア
の設定に関連するタブが示されます。

4. 属性フィールドに値を入力します。

5. [作成 ] をクリックして、JDBC ストアのインスタンスを [名前 ] フィールド
で指定した名前で作成します。新しいインスタンスが左ペインの [ストア ] 
ノードの下に追加されます。

JMS JDBC ストアのクローンの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [ストア ] ノードをクリックします。すべての JMS JDBC ストアを示す [JMS 
ストア ] テーブルが右ペインに表示されます。

3. クローンを作成する JDBC ストアの行の [クローン ] アイコンをクリックし
ます。右ペインにダイアログが表示され、JDBC ストアのクローンの作成に
関連するタブが示されます。

4. 属性フィールドに値を入力します。
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46 JMS JDBC ストア
5. [作成 ] をクリックして、JDBC ストアのインスタンスを [名前 ] フィールド
で指定した名前で作成します。新しいインスタンスが左ペインの [ストア ] 
ノードの下に追加されます。

JMS JDBC ストアの削除

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [ストア ] ノードをクリックします。すべての JMS ファイル ストアを示す 
[JMS ストア ] テーブルが右ペインに表示されます。

3. 削除する JDBC ストアの行の [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求
の確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

4. [はい ] をクリックして JDBC ストアを削除します。[ストア ] ノードの下の 
JDBC ストア アイコンが削除されます。
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] JMS JDBC ストアの名
前。

この属性は動的にコン
フィグレーションでき
ない。

JMS サーバ内でユニー
クな Java 識別子

MyJMSJDBC Store[-n]

[接続
プール ]

このバッキング ストア
用の JDBC 接続プールの
名前。

この属性は動的にコン
フィグレーションでき
ない。
 

JDBC 接続プール名また
はなし

なし
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46 JMS JDBC ストア
[プレ
フィック
ス名 ]

バッキングストア内の 
JMS テーブルのプレ
フィックス名。ユニー
クなプレフィックスを
指定して、複数のスト
アを同じデータベース
内に存在させることが
できる。

プレフィックスは、次
の場合にテーブル名の
先頭に付加される。

DBMS が完全修飾名
を必要とする場合。

2 つの WebLogic 
Server の JMS テー
ブルを区別して、複
数のテーブルを 1 つ
の DBMS 上に格納
できるようにする必
要がある場合。

プレフィックスは次の
形式で指定され、有効
なテーブル名となるよ
うに JMS テーブル名の
先頭に付加される。
[[catalog.]schema.]
prefix

注意 : データが破壊さ
れるため、2 つ
の JMS ストアで
同じデータベー
スのテーブルを
使用することは
できない。

JMS テーブルに対して
有効なテーブル プレ
フィックス

なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが情報を指定す
るためのスペースを提
供する。

文字列 NULL
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47 実行時 JMS プロデューサ

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

送り先

サーバ

コンシューマ

メッセージ数

受信メッセージ数

現在のバイト数

保留バイト数
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47 実行時 JMS プロデューサ
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JMS キューの作成
48 JMS キュー

JMS キューの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。 

4. [送り先 ] ノードをクリックします。すべての JMS キューおよびトピックの
送り先を示す [JMS 送り先 ] テーブルが右ペインに表示されます。

5. [新しい JMSQueue のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリックし
ます。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成する送り先キューの設
定に関連するタブが示されます。

6. 属性フィールドに値を入力します。

7. [作成 ] をクリックして、送り先キューのインスタンスを [名前 ] フィールド
で指定した名前で作成します。左ペインの [送り先 ] ノードに、新しいイン
スタンスが追加されます。

JMS キューのクローンの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。

4. [送り先 ] ノードをクリックします。すべての送り先を示す [JMS 送り先 ] 
テーブルが右ペインに表示されます。
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48 JMS キュー
5. クローンを作成する送り先キューの行の [クローン ] アイコンをクリックし
ます。右ペインにダイアログが表示され、送り先キューのクローンの作成に
関連するタブが示されます。

6. 属性フィールドに値を入力します。

7. [作成 ] をクリックして、送り先キューのインスタンスを [名前 ] フィールド
で指定した名前で作成します。左ペインの [送り先 ] ノードに、新しいイン
スタンスが追加されます。

JMS キューの削除

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。

4. [送り先 ] ノードをクリックします。すべてのセッション プールを示す [JMS 
送り先 ] テーブルが右ペインに表示されます。

5. 削除する送り先キューの行の [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求
の確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

6. [はい ] をクリックして送り先キューを削除します。[送り先 ] ノードの下の
トピック アイコンが削除されます。

すべてのアクティブな JMS の送り先のモニ
タ

詳細については、「JMS サーバ」の「すべてのアクティブな JMS の送り先のモニ
タ」を参照してください。
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値

[名前 ] キューの名前。JNDI 名は別途コン
フィグレーションされる。 
この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

JMS サーバ内でユ
ニークな Java 識別
子

MyJMSQueu
e[-n]

[JNDI 名 ] JNDI ネームスペース内で送り先の
ルックアップに使用される名前。送り
先名は別途コンフィグレーションされ
る。この属性を指定しない場合、送り
先名は JNDI ネームスペースを通して
通知されない。 
この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

JNDI ネームスペー
スのスコープ内で
ユニークな Java 識
別子

NULL
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 48-3



48 JMS キュー
[ストアを有効化 ] キューが JMS サーバで指定されてい
る永続ストアを使用するかどうかを指
定するフラグ。

このフラグを有効に設定しても、
JMS サーバに対して永続ストアが
定義されていない場合は、コン
フィグレーションは失敗し、
WebLogic JMS は起動しない。
このフラグを無効に設定すると、
キューは永続メッセージをサポー
トしない。

このフラグをデフォルトに設定す
ると、JMS サーバに対して永続ス
トアが定義されている場合は、
キューは永続ストアを使用し、永
続メッセージをサポートする。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

無効、有効、デ
フォルト

デフォルト

[テンプレート ] キューの派生元の JMS テンプレート。
この属性を定義しない場合は、キュー
の属性を送り先の一部として指定する
必要がある。 
キューごとの [テンプレート ] 属性の
設定は静的である。ただし、テンプ
レートの属性は動的に変更できる。

既存の JMS テンプ
レート名またはな
し

なし

[送り先キー ] キューに到着するメッセージをソート
する際のキーとなる、送り先キーのリ
ストを設定する。優先順位の高いもの
から低いものの順に指定する。
JMSMessageID に基づくキーは、最後
にのみ指定できる。

注意 : JMSMessageID がキーに指定さ
れていない場合、暗黙で最後
のキーとみなされ、ソート順
は「Ascending」 (FIFO) に設定
される。

リスト NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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[コンフィグレーション ]
[しきい値と割当 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値

[最大バイト数 ] 送り先に保存可能な最大バイト数。値 
-1 は、送り先に保存可能なバイト数が
制限されていないことを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263 ñ 1、
[最大バイトしきい
値 ] 以下

-1
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48 JMS キュー
[最大バイトしきい値
]

送り先に保存されているバイト数に基
づく上限しきい値。

バイト数がこのしきい値を超えた場
合、バイト ページングが有効になって
いて、JMS サーバに対してページング 
ストアがコンフィグレーションされて
いると、送り先レベルのバイト ページ
ングが開始され、最大しきい値状態を
示すログ メッセージがサーバに記録さ
れる。値 -1 は、送り先バイト ページ
ングおよびしきい値ログ メッセージが
その送り先に対しては無効であること
を示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、すでに保存されている
メッセージには影響しない。

注意 : [最大バイトしきい値 ] を -1 
にリセットすることでバイト 
ページングを動的に無効にす
ることはできない。ページン
グを無効にするには、[最大バ
イトしきい値 ] に非常に大き
な値（最大 263ñ1）を設定し、
ページングが実行されないよ
うにする。

-1、0 ～ 263ñ1、
[最大バイト数 ] 以
下、
[最小バイトしきい
値 ] より大

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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[コンフィグレーション ]
[最小バイトしきい値
]

送り先に保存されているバイト数に基
づく下限しきい値。

バイト数がこのしきい値より少なくな
ると、送り先レベルのバイト ページン
グは停止し（ページングが行われてい
る場合）、しきい値条件が解消された
ことを示すログ メッセージがサーバに
記録される。値 -1 は、送り先バイト 
ページングおよびしきい値ログ メッ
セージがその送り先に対しては無効で
あることを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、すでに保存されている
メッセージには影響しない。

-1、0 ～ 263ñ1、
[最大バイトしきい
値 ] より小

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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[バイト ページングを
有効化 ]

送り先でバイト ページングを有効にす
るかどうかを示すフラグ。

この属性を [無効 ] に設定すると、
この送り先に対する送り先レベル
のバイト ページングは明示的に無
効になる。

この属性を [有効 ] に設定すると、
JMS サーバに対してページング ス
トアがコンフィグレーションされ
ていて、[最小バイトしきい値 ] 属
性と [最大バイトしきい値 ] 属性の
値がどちらも -1 より大きい場合
は、この送り先に対する送り先レ
ベルのバイト ページングが有効に
なる。

この属性を [デフォルト ] に設定す
ると、JMS テンプレートが指定さ
れている場合は、JMS テンプレー
トの値が継承される。送り先に対
してテンプレートがコンフィグ
レーションされていない場合は、[
デフォルト ] による結果は [無効 ] 
と同じである。

注意 : サーバ レベルのバイト ページ
ングが有効である場合は、特
定の送り先に対する送り先レ
ベルのページングが無効で
あっても、サーバ レベルの
ページングが開始していると、
送り先でメッセージをページ
ングできる。ただし、特定の
送り先に対して送り先レベル
のページングが無効になって
いると、送り先レベルの最大
しきい値の設定によって、し
きい値を超えたときにメッ
セージが強制的にページ アウ
トされることはない。

[String]
[有効 ]
[無効 ]
[デフォルト ]

[デフォルト
]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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[コンフィグレーション ]
[最大メッセージ数 ] 送り先に保存可能なメッセージの最大
数。値 -1 は送り先に保存可能なメッ
セージ数が制限されていないことを示
す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0～ 263ñ1、
[最大メッセージし
きい値 ] 以下

-1

[最大メッセージしき
い値 ]

送り先に保存されるメッセージ数に基
づく上限しきい値。

メッセージ数がこのしきい値を超えた
場合、メッセージ ページングが有効に
なっていて、JMS サーバに対してペー
ジング ストアがコンフィグレーション
されていると、送り先レベルのページ
ングが開始され、最大しきい値状態を
示すログ メッセージがサーバに記録さ
れる。値 -1 は、送り先メッセージ 
ページングおよびしきい値ログ メッ
セージがその送り先に対しては無効で
あることを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

注意 : [最大メッセージしきい値 ] を 
-1 にリセットすることでメッ
セージ ページングを動的に無
効にすることはできない。
ページングを無効にするには、
[最大メッセージしきい値 ] に
非常に大きな値（最大 263ñ1）
を設定し、ページングが実行
されないようにする。

-1、0 ～ 263ñ1、
[最大メッセージ数
] 以下、
[最小メッセージし
きい値 ] より大

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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[最小メッセージしき
い値 ]

送り先に保存されるメッセージ数に基
づく下限しきい値。

メッセージ数がこのしきい値より少な
くなると、送り先レベルのメッセージ 
ページングは停止し（ページングが行
われている場合）、しきい値条件が解
消されたことを示すログ メッセージが
サーバに記録される。値 -1 は、送り
先メッセージ ページングおよびしきい
値ログ メッセージがその送り先に対し
ては無効であることを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263ñ1、
[最大メッセージし
きい値 ] より小

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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[コンフィグレーション ]
[メッセージ ページン
グを有効化 ]

送り先でメッセージ ページングを有効
にするかどうかを示すフラグ。

この属性を [無効 ] に設定すると、
この送り先に対する送り先レベル
のメッセージ ページングは明示的
に無効になる。

この属性を [有効 ] に設定すると、
JMS サーバに対してページング ス
トアがコンフィグレーションされ
ていて、[最小メッセージしきい値
] 属性と [最大メッセージしきい値
] 属性の値がどちらも -1 より大き
い場合は、この送り先に対する送
り先レベルのメッセージ ページン
グが有効になる。

この属性を [デフォルト ] に設定す
ると、JMS テンプレートが指定さ
れている場合は、JMS テンプレー
トの値が継承される。送り先に対
してテンプレートがコンフィグ
レーションされていない場合は、[
デフォルト ] による結果は [無効 ] 
と同じである。

注意 : サーバ レベルのメッセージ 
ページングが有効である場合
は、特定の送り先に対する送
り先レベルのページングが無
効であっても、サーバ レベル
のページングが開始している
と、送り先でのメッセージを
ページングできる。ただし、
特定の送り先に対して送り先
レベルのページングが無効に
なっていると、送り先レベル
の最大しきい値の設定によっ
て、しきい値を超えたときに
メッセージが強制的にページ 
アウトされることはない。

[String]
[有効 ]
[無効 ]
[デフォルト ]

[デフォルト
]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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[オーバライド ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値

[優先順位オーバライ
ド ]

メッセージ プロデューサによって指定
された優先度に関わりなく、送り先に
届くすべてのメッセージに割り当てら
れる優先度。

デフォルト値 (-1) は送り先が優先順位
の設定をオーバーライドしないことを
示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 9 -1

[生存時間オーバライ
ド ]

メッセージ プロデューサによって指定
された生存時間に関わりなく、送り先
に届くすべてのメッセージに割り当て
られる生存時間。

デフォルト値 (-1) は送り先が生存時間
の設定をオーバーライドしないことを
示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263 ñ 1 -1
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[コンフィグレーション ]
[送信時間オーバーラ
イド ]

メッセージが生成されてから送り先で
表示できるようになるまでのデフォル
トの遅延時間（ミリ秒単位）を、プロ
デューサまたは接続ファクトリによっ
て指定された送信時間に関わらず定義
する。

デフォルト値 (-1) は送り先が送信時間
の設定をオーバーライドしないことを
示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263 ñ 1、 
または配信スケ
ジュールの文字列
構文

-1

[配信モードのオーバ
ライド ]

メッセージ プロデューサによって指定
された配信モードに関わりなく、送り
先に届くすべてのメッセージに割り当
てられる配信モード。

デフォルトの [配信しない ] は配信
モードがオーバーライドされないこと
を示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

[永続 ]、
[非永続 ]、または
[配信しない ]

[配信しない
]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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[モニタ ]

[すべてのアクティブな JMS の送り先のモニタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[送り先 ] 送り先名。 なし

[サーバ ] 関連するサーバ名。 なし

[コンシューマ数 ] 現在の登録済みメッ
セージ コンシューマの
数。

なし

[最大コンシューマ数 ] 任意の時点における登
録済みメッセージ コン
シューマの最大数。

なし

[コンシューマ総数 ] 登録済みメッセージ コ
ンシューマの総数。

なし

[現在のバイト数 ] 現在保存されているバ
イト数。

なし

[保留バイト数 ] 保存されていて、確認
応答およびコミットが
行われていないトラン
ザクション バイト数。

なし

[受信バイト数 ] 受信済みバイト数。 なし

[バイトしきい値の時
間 ]

サーバの起動以降、送
り先がバイトしきい値
状態になっていた時間
の合計。

なし
48-14 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



[メモ ]
JMS キューのモニタの詳細については、「すべてのアクティブな JMS サービスの
モニタ」を参照してください。

[メモ ]

[メッセージ数 ] この送り先に現在格納
されているメッセージ
の数。

なし

[最大メッセージ数 ] ある時点において格納
されるメッセージの最
大数。

なし

[保留メッセージ数 ] 保存されていて、確認
応答およびコミットが
行われていないトラン
ザクション メッセージ
の数。

なし

[受信メッセージ数 ] 受信済みメッセージ
数。

なし

[メッセージしきい値
の時間 ]

送り先がメッセージし
きい値状態になってい
た時間の合計。

なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが情報を入力す
るための領域を提供す
る。

英数字の文字列 NULL
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49 実行時 JMS

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

サーバ

接続数

最大接続数

総接続数

サーバ数

最大サーバ数

総サーバ数



JMS サーバの作成
50 JMS サーバ

JMS サーバの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックします。ドメインで定義されているすべてのサー
バを示す [JMS サーバ ] テーブルが右ペインに表示されます。

3. [新しい JMS Server のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリックし
ます。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成するサーバの設定に関
連するタブが示されます。

4. 属性フィールドに値を入力します。

5. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前でサーバ インス
タンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの [サーバ ] ノードの
下に追加されます。[送り先 ] ノードと [セッション プール ] ノードが新しい
サーバ インスタンスの下にデフォルトで自動的に追加されます。

6. WebLogic Server に JMS サーバを割り当てます。

詳細については、「JMS サーバの割り当て」を参照してください。

JMS サーバのクローンの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックします。ドメインで定義されているすべてのサー
バを示す [JMS サーバ ] テーブルが右ペインに表示されます。
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50 JMS サーバ
3. クローンを作成するサーバの行で [クローン ] アイコンをクリックします。
右ペインにダイアログが表示され、サーバのクローンの作成に関連するタブ
が示されます。

4. 属性フィールドに値を入力します。

5. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前でサーバ インス
タンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの [サーバ ] ノードの
下に追加されます。[送り先 ] ノードと [セッション プール ] ノードが新しい
サーバ インスタンスの下にデフォルトで自動的に追加されます。

6. WebLogic Server に JMS サーバを割り当てます。

詳細については、「JMS サーバの割り当て」を参照してください。

JMS サーバの削除

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックします。ドメインで定義されているすべてのサー
バを示す [JMS サーバ ] テーブルが右ペインに表示されます。

3. 削除するサーバの行で [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の確認
を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

4. [はい ] をクリックして、サーバを削除します。[サーバ ] ノードの下にある
サーバアイコンが削除されます。

すべてのアクティブな JMS サービスのモニ
タ

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックします。ドメインで定義されているすべてのサー
バを示す [JMS サーバ ] テーブルが右ペインに表示されます。 
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JMS サーバのすべてのインスタンスのモニタ
3. [すべてのアクティブ JMS サービスのモニタ ] テキスト リンクをクリックし
ます。アクティブな JMS サービスを示すダイアログが右ペインに表示されま
す。

JMS サーバのすべてのインスタンスのモニ
タ

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックします。ドメインで定義されているすべてのサー
バを示す [JMS サーバ ] テーブルが右ペインに表示されます。

3. モニタするサーバの行の [すべてのインスタンスのモニタ ] テキストリンク
をクリックします。右ペインにダイアログが表示され、サーバ ドメイン全体
でデプロイされているサーバのすべてのインスタンスが示されます。

すべてのアクティブな JMS の送り先のモニ
タ

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックします。ドメインで定義されているすべてのサー
バを示す [JMS サーバ ] テーブルが右ペインに表示されます。 

3. [すべてのアクティブな JMS の送り先のモニタ ] テキスト リンクをクリック
します。現在のドメインでアクティブな JMS の送り先を示すダイアログが右
ペインに表示されます。
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50 JMS サーバ
すべてのアクティブな JMS セッション プー
ルのモニタ

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックします。ドメインで定義されているすべてのサー
バを示す [JMS サーバ ] テーブルが右ペインに表示されます。 

3. [すべての JMSSession Pool Runtimes のモニタ ] テキスト リンクをクリック
します。現在のドメインでアクティブな JMS セッション プールを示すダイ
アログが右ペインに表示されます。

JMS サーバの割り当て

1. 左ペインで、サーバに割り当てる [サーバ ] の下のインスタンス ノードをク
リックします。右ペインにダイアログが表示され、このインスタンスに関連
するタブが示されます。

2. [対象 ] タブをクリックします。

3. [サーバ ] タブと [クラスタ ] タブについて次の手順を実行します。

a. データ ソースに割り当てる 1 つまたは複数のターゲットを [選択可 ] カラ
ムで選択します。

b. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み ] カ
ラムに移動します。

c. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。 

[コンフィグレーション ]
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[コンフィグレーション ]
[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値

[名前 ] JMS サーバの名前。
この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

特定のクラスタ内
でユニークな Java 
識別子

MyJMS 
Server[-n]

[ストア ] JMS サーバの既存の永続ストア。1 つ
の永続ストアは 1 つの JMS サーバで
のみ使用できる。

値「なし」は永続メッセージがサポー
トされていないことを示す。永続スト
アが指定されていない場合、このサー
バの送り先は永続メッセージまたは恒
久サブスクライバをサポートしない。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

既存の永続ストア
名またはなし

なし
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[Paging Store] JMS サーバのために非永続メッセージ
をページングする永続ストアの名前。
ページング ストアは、永続メッセージ
または恒久サブスクライバに対して使
用するものと同じストアであってはな
らない。1 つの永続ストアは 1 つの 
JMS サーバでのみ使用できる。
値「なし」はメッセージ ページングが
サポートされていないことを示す。
ページング ストアを指定しないと、
サーバおよび送り先はメッセージ ペー
ジングをサポートしない。

注意 : ページング用に JDBC ストア
を使用することは推奨されな
い。トラフィックが多くパ
フォーマンスが低下すること
から、このようなコンフィグ
レーションは望ましくない。

既存の永続ストア
またはなし

なし

[一時的なテンプレー
ト ]

一時的キューおよび一時的トピックを
含むすべての一時的送り先を作成する
ために使用する既存の JMS テンプ
レートの名前。一時的送り先の属性値
は、この JMS テンプレートから派生
する。

テンプレートの一部として指定した場
合、一時的送り先は永続的なメッセー
ジングをサポートしていないので、[
ストア ] 属性値は無視される。
この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできる。

注意 : この属性を「なし」に設定し
た場合、一時的送り先
（キューまたはトピック）の作
成は失敗する。

JMS テンプレート
名またはなし

なし

（送り先の属
性のデフォ
ルト値が使
用される）

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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[コンフィグレーション ]
[しきい値と割当 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値

[最大バイト数 ] JMS サーバに保存可能な最大バイト
数。値 -1 は JMS サーバに保存可能な
バイト数が制限されていないことを示
す。 
この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできる。

-1、0 ～ 263-1、
[最大バイトしきい
値 ] 以上

-1
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[最大バイトしきい値
]

JMS サーバに保存されているバイト数
に基づく上限しきい値。

バイト数がこのしきい値を超えた場
合、バイト ページングが有効になって
いて、ページング ストアがコンフィグ
レーションされていると、サーバ バイ
ト ページングが開始され、最大しきい
値状態を示すログ メッセージがサーバ
に記録される。

値 -1 は、JMS サーバに対してサーバ 
バイト ページングおよびしきい値ログ 
メッセージが無効であることを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできる。

注意 : [最大バイトしきい値 ] を -1 
にリセットすることでバイト 
ページングを動的に無効にす
ることはできない。ページン
グを無効にするには、[最大バ
イトしきい値 ] に非常に大き
な値（最大 263ñ1）を設定し、
ページングが実行されないよ
うにする。

-1、0 ～ 263-1、
[最大バイト数 ] 以
下、
[最小バイトしきい
値 ] より大

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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[コンフィグレーション ]
[最小バイトしきい値
]

JMS サーバに保存されているバイト数
に基づく下限しきい値。

バイト数がこのしきい値より少なくな
ると、サーバ バイト ページングは停
止し（ページングが行われている場
合）、しきい値条件が解消されたこと
を示すログ メッセージがサーバに記録
される。

値 -1 は、JMS サーバに対してサーバ 
ページングおよびしきい値ログ メッ
セージが無効であることを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできる。

-1、0 ～ 263-1、
[最大バイトしきい
値 ] より小

-1

[Bytes Paging Enabled] JMS サーバでバイト ページングを有
効にするかどうかを示すフラグ。

このフラグを選択しないと、サー
バ バイト ページングは明示的に無
効になる。

このフラグを選択すると、ページ
ング ストアがコンフィグレーショ
ンされていて、[最小バイトしきい
値 ] 属性と [最大バイトしきい値 ] 
属性の値がどちらも -1 より大きい
場合は、サーバ バイト ページング
が有効になる。

[最小バイトしきい値] 属性と [最大
バイトしきい値 ] 属性のどちらか
が定義されていない場合、または 
-1 と定義されている場合は、この
フラグを選択しても、サーバ バイ
ト ページングは暗黙で無効になる。

ブール値
有効 = 選択されて
いる
無効 = 選択されて
いない

選択されて
いない

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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[最大メッセージ数 ] JMS サーバに保存可能なメッセージの
最大数。値 -1 は JMS サーバに保存可
能なメッセージ数が制限されていない
ことを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできる。

-1、0 ～ 263-1、
[最大メッセージし
きい値 ] 以上

-1

[最大メッセージしき
い値 ]

JMS サーバに保存されるメッセージ数
に基づく上限しきい値。

メッセージ数がこのしきい値を超えた
場合、メッセージ ページングが有効に
なっていて、ページング ストアがコン
フィグレーションされていると、サー
バ メッセージ ページングが開始され、
最大しきい値状態を示すログ メッセー
ジがサーバに記録される。

値 -1 は、JMS サーバに対してサーバ 
ページングおよびしきい値ログ メッ
セージが無効であることを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできる。

注意 : [最大メッセージしきい値 ] を 
-1 にリセットすることでメッ
セージ ページングを動的に無
効にすることはできない。
ページングを無効にするには、
[最大メッセージしきい値 ] に
非常に大きな値（最大 263ñ1）
を設定し、ページングが実行
されないようにする。

-1、0 ～ 263-1、
[最大メッセージ数
]以下、
[最小メッセージし
きい値 ] より大

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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[コンフィグレーション ]
[最小メッセージしき
い値 ]

JMS サーバに保存されるメッセージ数
に基づく下限しきい値。

メッセージ数がこのしきい値より少な
くなると、サーバ メッセージ ページ
ングは停止し（ページングが行われて
いる場合）、しきい値条件が解消され
たことを示すログ メッセージがサーバ
に記録される。

値 -1 は、JMS サーバに対してサーバ 
ページングおよびしきい値ログ メッ
セージが無効であることを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできる。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできる。

-1、0 ～ 263-1、
[最大メッセージし
きい値 ] より小

-1

[Messages Paging 
Enabled]

JMS サーバでメッセージ ページング
を有効にするかどうかを示すフラグ。

このフラグを選択しないと、サー
バ レベルのメッセージ ページング
は明示的に無効になる。

このフラグを選択すると、ページ
ング ストアがコンフィグレーショ
ンされていて、[最小メッセージし
きい値 ] 属性と [最大メッセージし
きい値 ] 属性の値がどちらも -1 よ
り大きい場合は、サーバ レベルの
メッセージ ページングが有効にな
る。

[最小メッセージしきい値 ] 属性と [
最大メッセージしきい値 ] 属性の
どちらかが定義されていない場合、
または -1 と定義されている場合
は、このフラグを選択しても、
サーバ レベルのメッセージ ページ
ングは暗黙で無効になる。

ブール値
有効 = 選択されて
いる
無効 = 選択されて
いない

選択されて
いない

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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[モニタ ]

[すべてのアクティブ JMS サービスのモニタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[サーバ ] サービス名。 なし なし

[接続 ] 現在の接続数。 なし なし

[最大接続数 ] 特定の時点における接
続の最大数。

なし なし

[接続総数 ] 接続の総数。 なし なし

[サーバ ] 現在のサーバ数。 なし なし

[最大サーバ数 ] 特定の時点における
サーバの最大数。

なし なし

[サーバ総数 ] サーバの総数。 なし なし
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[モニタ ]
[すべての JMS サーバのインスタンスのモニタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] JMS サーバの名前。 なし

[送り先
]

送り先のリスト。 なし

[最大送
り先数 ]

任意の時点におけるイ
ンスタンス化された送
り先の最大数。

なし

[送り先
総数 ]

インスタンス化された
送り先の総数。

なし

[現在の
バイト数
]

JMS サーバのすべての
送り先全体に保存され
ている現在のバイト数。

なし

[保留バ
イト数 ]

コミットされていない
トランザクションの結
果または確認応答の結
果が保留中の送受信バ
イト数。

なし

[受信バ
イト数 ]

すべての送り先向けに
受信されたバイト総数。

なし

[バイト
しきい値
の時間 ]

バイトしきい値状態に
なっていた時間。

なし

[現在の
メッセー
ジ数 ]

すべての送り先全体で
現在保存されている
メッセージの数。

なし
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[最大
メッセー
ジ数 ]

任意の時点においてす
べての送り先全体で保
存されているメッセー
ジの最大数。

なし

[受信
メッセー
ジ数 ]

すべての送り先向けに
受信されたメッセージ
総数。

なし

[メッ
セージし
きい値の
時間 ]

メッセージしきい値状
態になっていた時間。

なし

[合計
メッセー
ジ数 ]

すべての送り先全体で
保存されているメッ
セージの総数。

なし

[セッ
ション 
プール数
]

JMS サーバ用に定義さ
れたセッション プール
のリスト。

なし

[最大
セッショ
ン プー
ル数 ]

任意の時点における
セッション プールの最
大数。

なし

[セッ
ション 
プール総
数 ]

インスタンス化された
セッション プールの総
数。

なし
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[モニタ ]
[送り先のモニタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[送り先 ] 送り先名。 なし

[サーバ ] 関連するサーバ名。 なし

[コンシューマ数 ] 現在の登録済みメッ
セージ コンシューマの
数。

なし

[最大コンシューマ数 ] 任意の時点における登
録済みメッセージ コン
シューマの最大数。

なし

[コンシューマ総数 ] 登録済みメッセージ コ
ンシューマの総数。

なし

[現在のバイト数 ] 現在保存されているバ
イト数。

なし

[保留バイト数 ] 保存されていて、確認
応答およびコミットが
行われていないトラン
ザクション バイト数。

なし

[受信バイト数 ] 受信済みバイト数。 なし

[バイトしきい値の時
間 ]

サーバの起動以降、送
り先がバイトしきい値
状態になっていた時間
の合計。

なし

[メッセージ数 ] この送り先に現在格納
されているメッセージ
の数。

なし
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50 JMS サーバ
[最大メッセージ数 ] ある時点において格納
されるメッセージの最
大数。

なし

[保留メッセージ数 ] 保存されていて、確認
応答およびコミットが
行われていないトラン
ザクション メッセージ
の数。

なし

[受信メッセージ数 ] 受信済みメッセージ
数。

なし

[メッセージしきい値
の時間 ]

送り先がメッセージし
きい値状態になってい
た時間の合計。

なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[モニタ ]
[すべてのアクティブ JMS セッション プールのモ
ニタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[JMS Session Pool] セッション プールの名
前。

[Server] 関連するサーバの名
前。

[コンシューマ ] コンシューマのリス
ト。

[最大コンシューマ数 ] 任意の時点における
セッション プールのコ
ンシューマの最大数。

[コンシューマ総数 ] コンシューマの総数。
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50 JMS サーバ
[対象 ]

[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象サーバ ] 選択可能な対象のリス
トを提供する。現在、
JMS サーバでは最大で 
1 つの対象を選択でき
る。

リスト 対象が選択されていな
い状態

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが情報を入力す
るための領域を提供す
る。

英数字の文字列 NULL
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51 実行時 JMS サーバ

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

セッション プール数

送り先

メッセージ数

合計メッセージ数

現在のバイト数

保留バイト数



52 JMS セッション プール

JMS セッション プールの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。 

4. [セッション プール ] ノードをクリックします。すべてのセッション プール
を示す [JMS セッション プール ] テーブルが右ペインに表示されます。

5. [新しい JMS Session Pool のコンフィグレーション ] テキスト リンクをク
リックします。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成するセッショ
ン プールの設定に関連するタブが示されます。

6. 属性フィールドに値を入力します。

7. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドで指定した名前のセッション 
プール インスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの [セッ
ション プール ] ノードの下に追加されます。

JMS セッション プールのクローンの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。

4. [セッション プール ] ノードをクリックします。すべてのセッション プール
を示す [JMS セッション プール ] テーブルが右ペインに表示されます。
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JMS セッション プールの削除
5. クローンを作成するセッション プールの行の [クローン ] アイコンをクリッ
クします。右ペインにダイアログが表示され、セッション プールのクローン
の作成に関連するタブが示されます。

6. 属性フィールドに値を入力します。

7. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドで指定した名前のセッション 
プール インスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの [セッ
ション プール ] ノードの下に追加されます。

JMS セッション プールの削除

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。

4. [セッション プール ] ノードをクリックします。すべてのセッション プール
を示す [JMS セッション プール ] テーブルが右ペインに表示されます。

5. 削除するセッション プールの行の [削除 ] アイコンをクリックします。削除
要求の確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

6. [はい ] をクリックしてセッション プールを削除します。[セッション プー
ル ] ノードの下のセッション プール アイコンが削除されます。

すべてのアクティブな JMS セッション プー
ルのモニタ

詳細については、「JMS サーバ」の「すべてのアクティブな JMS セッション 
プールのモニタ」を参照してください。 
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52 JMS セッション プール
[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] セッション プールの名
前。

この属性は動的にコン
フィグレーションでき
ない。

特定のクラスタ内でユ
ニークな Java 識別子

MyJMS Session 
Pool[-n]

[接続ファクトリ ] セッション プールに関
連する接続ファクト
リ。 

既存の接続プール名ま
たはなし

なし

[リスナ クラス ] onMessage() メソッ
ドを提供するメッセー
ジ リスナ クラスの名
前。このメソッドによ
り、メッセージが処理
される。 
この属性は動的にコン
フィグレーションでき
ない。

既存のメッセージ リス
ナ クラス名または 
CLASSPATH 内の Java 
クラス

なし
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[コンフィグレーション ]
[確認応答モード ] セッション プール内の
非トランザクション 
セッションによって使
用される通知モード。 
トランザクション セッ
ションの場合、メッ
セージはセッションが
コミットされるときに
自動的に通知されるの
で、このフィールドは
無視される。

通知モードの詳細につ
いては、『WebLogic 
JMS プログラマーズ ガ
イド』を参照。

この属性は動的にコン
フィグレーションでき
ない。

[Auto]、[Client]、
[Dups OK]、および 
[None]

Auto

[最大セッション ] セッション プール内の
並行セッションの数。
値 -1 は最大数が設定さ
れていないことを示
す。

この属性は動的にコン
フィグレーションでき
るが、変更はセッショ
ン プールが再起動され
るまで有効にならな
い。

-1、1 ～ 263ñ 1 -1

[処理済 ] セッション プールがト
ランザクション セッ
ションを作成するかど
うかを指定するフラ
グ。

この属性は動的にコン
フィグレーションでき
ない。

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択されていない

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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52 JMS セッション プール
[モニタ ]

[すべての JMSSession Pool Runtimes のモニタ ]

JMS セッション プールのモニタの詳細については、「すべてのアクティブな JMS 
セッション プールのモニタ 」を参照してください。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[JMS Session 
Pool]

セッション プールの名前。 なし

[Server] 関連するサーバの名前。 なし

[コンシュー
マ ]

コンシューマのリスト。 なし

[最大コン
シューマ数 ]

セッション プールのコンシュー
マの最大数。

なし

[コンシュー
マ総数 ]

コンシューマの総数。 なし
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[メモ ]
[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが任意に情報を
指定するためのスペー
スを提供する。

文字列 NULL
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 52-6



BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 53-1

53 実行時 JMS セッション プール

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

セッション プール

サーバ

コンシューマ

最大コンシューマ数

コンシューマ総数
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54 JMS ストア

JMS ストアの情報は次のファイルに入っています。

JMS ファイル ストア

JMS JDBC ストア



55 JMS テンプレート
55 JMS テンプレート

JMS テンプレートの作成

1. 左ペインの [JMS] ノードをクリックします。

2. [テンプレート ] ノードをクリックします。右ペインに [JMS テンプレート ] 
テーブルが表示され、ドメインで定義されているすべてのテンプレートが示
されます。

3. [新しい JMS Template のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリック
します。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成するテンプレートの
設定に関連するタブが示されます。

4. [名前 ] 属性フィールドに値を入力します。

5. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドで指定した名前のテンプレート
のインスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの [テンプ
レート ] ノードの下に追加されます。

6. そのほかのタブを個々にクリックして、属性フィールドを変更するか、デ
フォルト値をそのまま使用します。

7. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。

JMS テンプレートのクローンの作成

1. 左ペインの [JMS] ノードをクリックします。

2. [テンプレート ] ノードをクリックします。右ペインに [JMS テンプレート ] 
テーブルが表示され、ドメインで定義されているすべてのテンプレートが示
されます。
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JMS テンプレートの削除
3. クローンを作成するテンプレートの行の [クローン ] アイコンをクリックし
ます。右ペインにダイアログが表示され、新しいテンプレートのクローンの
作成に関連するタブが示されます。

4. [名前 ] 属性フィールドに値を入力します。

5. 右下隅の [作成 ] ボタンをクリックして、テンプレートのインスタンスを [
名前 ] フィールドで指定した名前で作成します。新しいインスタンスが左ペ
インの [テンプレート ] ノードの下に追加されます。

6. そのほかのタブを個々にクリックして、属性フィールドを変更するか、デ
フォルト値をそのまま使用します。

7. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。

JMS テンプレートの削除

1. 左ペインの [JMS] ノードをクリックします。

2. [テンプレート ] ノードをクリックします。右ペインに [JMS テンプレート ] 
テーブルが表示され、ドメインで定義されているすべてのテンプレートが示
されます。

3. 削除するサーバの行で [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の確認
を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

4. [はい ] をクリックして、テンプレートを削除します。[テンプレート ] ノー
ドの下のテンプレート アイコンが削除されます。

[コンフィグレーション ]
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55 JMS テンプレート
[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] JMS テンプレートの名前。
この属性は動的にコンフィグレー
ションできない。

特定のクラスタ内
でユニークな Java 
識別子

MyJMS 
Template[-n]

[送り先キー ] 送り先に届いた時にメッセージを並
べ替える場合に、選択可能な送り先
キーのリストを提供する。リスト
は、重要度の高いキーから低いキー
への順に並べられる。
JMSMessageID に基づくキーは、最
後のキーとしてのみ使用される。

注意 : キーで JMSMessageID が定
義されていない場合は、暗
黙的に最後のキーとみなさ
れ、ソート順に「昇順」（先
入れ、先出し）が設定され
る。

リスト NULL
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[コンフィグレーション ]
[しきい値と割当 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値

[最大バイト ] 送り先に保存可能な最大バイト数。値 
-1 は送り先に保存可能なバイト数が制
限されていないことを示す。 
この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、すでに保存されている
メッセージには影響しない。

-1、0 ～ 263-1、
[最大バイトしきい
値 ] 以上

-1
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55 JMS テンプレート
[最大バイトしきい値
]

送り先に保存されているバイト数に基
づいく上限しきい値。

バイト数がこのしきい値を超えた場
合、バイト ページングが有効になって
いて、JMS サーバに対してページング 
ストアがコンフィグレーションされて
いると、送り先レベルのバイト ページ
ングが開始され、最大しきい値状態を
示すログ メッセージがサーバに記録さ
れる。値 -1 は、送り先バイト ページ
ングおよびしきい値ログ メッセージが
その送り先に対しては無効であること
を示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、すでに保存されている
メッセージには影響しない。

注意 : 最大しきい値を -1 にリセット
することでバイト ページング
を動的に無効にすることはで
きない。ページングを無効に
するには、最大しきい値に非
常に大きな値（最大 263 -1）を
設定し、ページングが実行さ
れないようにする。

-1、0 ～ 263-1、
[最大バイト ] 以
下、
[最小バイトしきい
値 ] より大

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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[コンフィグレーション ]
[最小バイトしきい値
]

送り先に保存されているバイト数に基
づく下限しきい値。

バイト数がこのしきい値より少なくな
ると、送り先レベルのバイト ページン
グは停止し（ページングが行われてい
る場合）、しきい値条件が解消された
ことを示すログ メッセージがサーバに
記録される。値 -1 は、送り先バイト 
ページングおよびしきい値ログ メッ
セージがその送り先に対しては無効で
あることを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、すでに保存されている
メッセージには影響しない。

-1、0 ～ 263-1、
[最大バイトしきい
値 ] より小

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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55 JMS テンプレート
[Bytes Paging Enabled] 送り先でバイト ページングを有効にす
るかどうかを示すフラグ。

このフラグを選択しないと、送り
先の設定でテンプレートがオーバ
ライドされていない限り、テンプ
レートの送り先に対してバイト 
ページングは無効になる。

このフラグを選択すると、JMS 
サーバに対してページング ストア
がコンフィグレーションされてい
て、[最小バイトしきい値 ] 属性と 
[最大バイトしきい値 ] 属性の値が
どちらも -1 より大きい場合は、送
り先の設定でテンプレートがオー
バライドされていない限り、テン
プレートの送り先に対してバイト 
ページングが有効になる。 

注意 : JMS Template MBean で値が定
義されていない場合、デフォ
ルトは False であり、送り先
の設定でテンプレートをオー
バライドしていない限り、テ
ンプレートの送り先に対する
バイト ページングは無効にな
る。

ブール値
有効 = 選択されて
いる
無効 = 選択されて
いない

選択されて
いない

[最大メッセージ ] 送り先に保存可能なメッセージの最大
数。値 -1 は送り先に保存可能なメッ
セージ数が制限されていないことを示
す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263-1、
[最大メッセージし
きい値 ] 以上

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値

55-7 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



[コンフィグレーション ]
[最大メッセージしき
い値 ]

送り先に保存されるメッセージ数に基
づく上限しきい値。

メッセージ数がこのしきい値を超えた
場合、メッセージ ページングが有効に
なっていて、JMS サーバに対してペー
ジング ストアがコンフィグレーション
されていると、送り先レベルのメッ
セージ ページングが開始され、最大し
きい値状態を示すログ メッセージが
サーバに記録される。値 -1 は、送り
先メッセージ ページングおよびしきい
値ログ メッセージがその送り先に対し
ては無効であることを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

注意 : 最大しきい値を -1 にリセット
することでメッセージ ページ
ングを動的に無効にすること
はできない。ページングを無
効にするには、最大しきい値
に非常に大きな値（最大 263 
-1）を設定し、ページングが
実行されないようにする。

-1、0 ～ 263-1、
[最大メッセージ ] 
以下、
[最小メッセージし
きい値 ] より大

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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55 JMS テンプレート
[最小メッセージしき
い値 ]

送り先に保存されるメッセージ数に基
づく下限しきい値。

メッセージ数がこのしきい値より少な
くなると、送り先レベルのメッセージ 
ページングは停止し（ページングが行
われている場合）、しきい値条件が解
消されたことを示すログ メッセージが
サーバに記録される。値 -1 は、送り
先メッセージ ページングおよびしきい
値ログ メッセージがその送り先に対し
ては無効であることを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263-1、
[最大メッセージし
きい値 ] より小

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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[コンフィグレーション ]
[Messages Paging 
Enabled]

送り先でメッセージ ページングを有効
にするかどうかを示すフラグ。

このフラグを選択しないと、送り
先の設定でテンプレートがオーバ
ライドされていない限り、テンプ
レートの送り先に対してメッセー
ジ ページングは無効になる。
このフラグを選択すると、JMS 
サーバに対してページング ストア
がコンフィグレーションされてい
て、[最小メッセージしきい値 ] 属
性と [最大メッセージしきい値 ] 属
性の値がどちらも -1 より大きい場
合は、送り先の設定でテンプレー
トがオーバライドされていない限
り、テンプレートの送り先に対し
てメッセージ ページングが有効に
なる。

注意 : JMS Template MBean で値が定
義されていない場合、デフォ
ルトは False であり、送り先
の設定でテンプレートをオー
バライドしていない限り、テ
ンプレートの送り先に対する
メッセージ ページングは無効
になる。

ブール値
有効 = 選択されて
いる
無効 = 選択されて
いない

選択されて
いない

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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55 JMS テンプレート
[オーバライド ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値

[優先順位オーバライ
ド ]

メッセージ プロデューサによって指定
された優先度に関わりなく、送り先に
届くすべてのメッセージに割り当てら
れる優先度。 
デフォルト値 (-1) は送り先が優先度の
設定をオーバーライドしないことを示
す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 9 -1

[生存時間オーバライ
ド ]

メッセージ プロデューサによって指定
された生存時間に関わりなく、送り先
に届くすべてのメッセージに割り当て
られる生存時間の値。

デフォルト値 (-1) は送り先が生存時間
の設定をオーバーライドしないことを
示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263-1 -1
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[コンフィグレーション ]
[送信時間オーバーラ
イド ]

プロデューサまたは接続ファクトリの
指定した送信時間に関わりなく、メッ
セージが生成されてから送り先で表示
できるようになるまでのデフォルトの
遅延時間（ミリ秒単位）を定義する。

デフォルト値 (-1) は送り先が送信時間
の設定をオーバーライドしないことを
示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263-1、 
または配信スケ
ジュールの文字列
構文

-1

[配信モードのオーバ
ライド ]

メッセージ プロデューサによって指定
された配信モードに関わりなく、送り
先に届くすべてのメッセージに割り当
てられる配信モード。

[配信しない ] は配信モードがオー
バーライドされないことを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

[永続 ]、
[非永続 ]、または
[配信しない ]

[配信しない
]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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55 JMS テンプレート
[再配信 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[再配信遅延のオーバ
ライド ]

コンシューマや接続ファクトリによっ
て指定された再配信遅延に関わりな
く、ロール バックまたは回復された
メッセージが再配信されるまでの遅延
をミリ秒単位で定義する。

デフォルト値 (-1) は送り先が再配信遅
延の設定をオーバーライドしないこと
を示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263-1 -1
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[コンフィグレーション ]
[再配信の制限 ] メッセージがエラー送り先に置かれる
までに試行できる再配信の回数。この
回数の上限に達した場合、エラー送り
先が設定されているかどうかによっ
て、以下の動作が発生する。

エラー送り先がコンフィグレー
ションされていない場合、または
エラー送り先の割り当てを超過し
た場合は、永続メッセージも非永
続メッセージも、そのまま削除さ
れる。

エラー送り先がコンフィグレー
ションされていて、割り当てを超
過していない場合は、メッセージ
のログが記録され、メッセージは
削除される。ただし、永続メッ
セージは、永続ストアに残る。こ
のため、WebLogic Server が再起動
した時、永続メッセージは確実に
再配信される。

デフォルト値 (-1) は送り先が再配信制
限の設定をオーバーライドしないこと
を示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263-1 -1

[エラー送り先 ] 再配信の上限に達したメッセージの送
り先。エラー送り先が NULL の場合
は、このメッセージはそのまま削除さ
れる。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

既存の送り先また
はなし

なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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55 JMS テンプレート
[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが情報を入力す
るための領域を提供す
る。

英数字の文字列 NULL
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JMS トピックの作成
56 JMS トピック

JMS トピックの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。 

4. [送り先 ] ノードをクリックします。すべての JMS トピックおよびキューの
送り先を示す [JMS 送り先 ] テーブルが右ペインに表示されます。

5. [新しい JMSTopic のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリックし
ます。右ペインにダイアログが表示され、新しい送り先トピックの設定に関
連するタブが示されます。

6. 属性フィールドに値を入力します。

7. [作成 ] をクリックして、送り先トピックのインスタンスを [名前 ] フィール
ドで指定した名前で作成します。左ペインの [送り先 ] ノードに、新しいイ
ンスタンスが追加されます。

JMS トピックのクローンの作成

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。

4. [送り先 ] ノードをクリックします。すべての送り先を示す [JMS 送り先 ] 
テーブルが右ペインに表示されます。
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56 JMS トピック
5. クローンを作成する送り先トピックの行の [クローン ] アイコンをクリック
します。右ペインにダイアログが表示され、送り先トピックのクローンの作
成に関連するタブが示されます。

6. 属性フィールドに値を入力します。

7. [作成 ] をクリックして、送り先トピックのインスタンスを [名前 ] フィール
ドで指定した名前で作成します。左ペインの [送り先 ] ノードに、新しいイ
ンスタンスが追加されます。

JMS トピックの削除

1. [JMS] ノードをクリックして展開します。

2. [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

3. [サーバ ] の下のサーバ インスタンスをクリックして展開します。

4. [送り先 ] ノードをクリックします。すべての送り先を示す [JMS 送り先 ] 
テーブルが右ペインに表示されます。

5. 削除する送り先トピックの行の [削除 ] アイコンをクリックします。削除要
求の確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

6. [はい ] をクリックして送り先トピックを削除します。[送り先 ] ノードの下
のトピック アイコンが削除されます。

すべてのアクティブな JMS の送り先のモニ
タ

詳細については、「JMS サーバ」の「すべてのアクティブな JMS の送り先のモニ
タ」を参照してください。
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[名前 ] トピックの名前。JNDI 名は別途コ
ンフィグレーションされる。 
この属性は動的にコンフィグレー
ションできない。

JMS サーバ内でユ
ニークな Java 識別
子

MyJMS 
Destination[-n]

 [JNDI 名 ] JNDI ネームスペース内で送り先の
ルックアップに使用される名前。送
り先名は別途コンフィグレーション
される。この属性を指定しない場
合、送り先名は JNDI ネームスペー
スを通して通知されない。 
この属性は動的にコンフィグレー
ションできない。

JNDI ネームスペー
スのスコープ内で
ユニークな Java 識
別子

NULL

[送り先キー ] 送り先に到着するメッセージをソー
トする際のキーとなる、送り先キー
のリストを設定する。優先順位の高
いものから低いものの順に指定す
る。JMSMessageID に基づくキーは、
最後にのみ指定できる。

注意 : JMSMessageID がキーに指定
されていない場合、暗黙で
最後のキーとみなされ、
ソート順は「Ascending」 
(FIFO) に設定される。

リスト NULL
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56 JMS トピック
[ストアを有効化 ] 送り先が JMS サーバで指定されてい
る永続ストアを使用するかどうかを
指定するフラグ。

このフラグを有効に設定しても、
JMS サーバに対して永続ストア
が定義されていない場合は、コ
ンフィグレーションは失敗し、
WebLogic JMS は起動しない。
このフラグを無効に設定すると、
送り先は永続メッセージをサ
ポートしない。

このフラグをデフォルトに設定
すると、JMS サーバに対して永
続ストアが定義されている場合
は、送り先は永続ストアを使用
し、永続メッセージをサポート
する。

この属性は動的にコンフィグレー
ションできない。

無効、有効、デ
フォルト

デフォルト

[テンプレート ] 送り先の派生元の JMS テンプレー
ト。この属性を定義しない場合は、
キューの属性を送り先の一部として
指定する必要がある。

送り先ごとの [テンプレート ] 属性
の設定は静的である。ただし、テン
プレートの属性は動的に変更でき
る。

既存の JMS テンプ
レート名またはな
し

なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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[コンフィグレーション ]
[しきい値と割当 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[最大バイト数 ] 送り先に保存可能な最大バイト数。値 
-1 は、送り先に保存可能なバイト数が
制限されていないことを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263 ñ 1、
[最大バイトしきい
値 ] 以上

-1
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56 JMS トピック
[最大バイトしきい値
]

送り先に保存されているバイト数に基
づく上限しきい値。

バイト数がこのしきい値を超えた場
合、バイト ページングが有効になって
いて、JMS サーバに対してページング 
ストアがコンフィグレーションされて
いると、送り先レベルのバイト ページ
ングが開始され、最大しきい値状態を
示すログ メッセージがサーバに記録さ
れる。値 -1 は、送り先バイト ページ
ングおよびしきい値ログ メッセージが
その送り先に対しては無効であること
を示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、すでに保存されている
メッセージには影響しない。

注意 : [最大バイトしきい値 ] を -1 
にリセットすることでバイト 
ページングを動的に無効にす
ることはできない。ページン
グを無効にするには、[最大バ
イトしきい値 ] に非常に大き
な値（最大 263ñ1）を設定し、
ページングが実行されないよ
うにする。

-1、0 ～ 263ñ1、
[最大バイト数 ] 以
下、
[最小バイトしきい
値 ] より大

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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[コンフィグレーション ]
[最小バイトしきい値
]

送り先に保存されているバイト数に基
づく下限しきい値。

バイト数がこのしきい値より少なくな
ると、送り先レベルのバイト ページン
グは停止し（ページングが行われてい
る場合）、しきい値条件が解消された
ことを示すログ メッセージがサーバに
記録される。値 -1 は、送り先バイト 
ページングおよびしきい値ログ メッ
セージがその送り先に対しては無効で
あることを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、すでに保存されている
メッセージには影響しない。

-1、0 ～ 263ñ1、
[最大バイトしきい
値 ] より小

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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56 JMS トピック
[バイト ページングを
有効化 ]

送り先でバイト ページングを有効にす
るかどうかを示すフラグ。

この属性を [無効 ] に設定すると、
この送り先に対する送り先レベル
のバイト ページングは明示的に無
効になる。

この属性を [有効 ] に設定すると、
JMS サーバに対してページング ス
トアがコンフィグレーションされ
ていて、[最小バイトしきい値 ] 属
性と [最大バイトしきい値 ] 属性の
値がどちらも -1 より大きい場合
は、この送り先に対する送り先レ
ベルのバイト ページングが有効に
なる。

この属性を [デフォルト ] に設定す
ると、JMS テンプレートが指定さ
れている場合は、JMS テンプレー
トの値が継承される。送り先に対
してテンプレートがコンフィグ
レーションされていない場合は、[
デフォルト ] による結果は [無効 ] 
と同じである。

注意 : サーバ レベルのバイト ページ
ングが有効である場合は、特
定の送り先に対する送り先レ
ベルのページングが無効で
あっても、サーバ レベルの
ページングが開始していると、
送り先でメッセージをページ
ングできる。ただし、特定の
送り先に対して送り先レベル
のページングが無効になって
いると、送り先レベルの最大
しきい値の設定によって、し
きい値を超えたときにメッ
セージが強制的にページ アウ
トされることはない。

[String]
[有効 ]
[無効 ]
[デフォルト ]

[デフォルト
]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
56-8 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ



[コンフィグレーション ]
[最大メッセージ数 ] 送り先に保存可能なメッセージの最大
数。値 -1 は送り先に保存可能なメッ
セージ数が制限されていないことを示
す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0～ 263ñ1、
[最大メッセージし
きい値 ] 以上

-1

[最大メッセージしき
い値 ]

送り先に保存されるメッセージ数に基
づく上限しきい値。

メッセージ数がこのしきい値を超えた
場合、メッセージ ページングが有効に
なっていて、JMS サーバに対してペー
ジング ストアがコンフィグレーション
されていると、送り先レベルのページ
ングが開始され、最大しきい値状態を
示すログ メッセージがサーバに記録さ
れる。値 -1 は、送り先メッセージ 
ページングおよびしきい値ログ メッ
セージがその送り先に対しては無効で
あることを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

注意 : [最大メッセージしきい値 ] を 
-1 にリセットすることでメッ
セージ ページングを動的に無
効にすることはできない。
ページングを無効にするには、
[最大メッセージしきい値 ] に
非常に大きな値（最大 263ñ1）
を設定し、ページングが実行
されないようにする。

-1、0 ～ 263ñ1、
[最大メッセージ数
] 以下、
[最小メッセージし
きい値 ] より大

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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56 JMS トピック
[最小メッセージしき
い値 ]

送り先に保存されるメッセージ数に基
づく下限しきい値。

メッセージ数がこのしきい値より少な
くなると、送り先レベルのメッセージ 
ページングは停止し（ページングが行
われている場合）、しきい値条件が解
消されたことを示すログ メッセージが
サーバに記録される。値 -1 は、送り
先メッセージ ページングおよびしきい
値ログ メッセージがその送り先に対し
ては無効であることを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263ñ1、
[最大メッセージし
きい値 ] より小

-1

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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[コンフィグレーション ]
[メッセージ ページン
グを有効化 ]

送り先でメッセージ ページングを有効
にするかどうかを示すフラグ。

この属性を [無効 ] に設定すると、
この送り先に対する送り先レベル
のメッセージ ページングは明示的
に無効になる。

この属性を [有効 ] に設定すると、
JMS サーバに対してページング ス
トアがコンフィグレーションされ
ていて、[最小メッセージしきい値
] 属性と [最大メッセージしきい値
] 属性の値がどちらも -1 より大き
い場合は、この送り先に対する送
り先レベルのメッセージ ページン
グが有効になる。

この属性を [デフォルト ] に設定す
ると、JMS テンプレートが指定さ
れている場合は、JMS テンプレー
トの値が継承される。送り先に対
してテンプレートがコンフィグ
レーションされていない場合は、[
デフォルト ] による結果は [無効 ] 
と同じである。

注意 : サーバ レベルのメッセージ 
ページングが有効である場合
は、特定の送り先に対する送
り先レベルのページングが無
効であっても、サーバ レベル
のページングが開始している
と、送り先でのメッセージを
ページングできる。ただし、
特定の送り先に対して送り先
レベルのページングが無効に
なっていると、送り先レベル
の最大しきい値の設定によっ
て、しきい値を超えたときに
メッセージが強制的にページ 
アウトされることはない。

[String]
[有効 ]
[無効 ]
[デフォルト ]

[デフォルト
]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 56-11



56 JMS トピック
[オーバライド ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[優先順位オーバライ
ド ]

メッセージ プロデューサによって指定
された優先度に関わりなく、送り先に
届くすべてのメッセージに割り当てら
れる優先度。

デフォルト値 (-1) は送り先が優先度の
設定をオーバーライドしないことを示
す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 9 -1

[生存時間オーバライ
ド ]

メッセージ プロデューサによって指定
された生存時間に関わりなく、送り先
に届くすべてのメッセージに割り当て
られる生存時間。

デフォルト値 (-1) は送り先が生存時間
の設定をオーバーライドしないことを
示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263 ñ 1 -1
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[コンフィグレーション ]
[送信時間オーバーラ
イド ]

メッセージが生成されてから送り先で
表示できるようになるまでのデフォル
トの遅延時間（ミリ秒単位）を、プロ
デューサまたは接続ファクトリによっ
て指定された送信時間に関わらず定義
する。

デフォルト値 (-1) は送り先が送信時間
の設定をオーバーライドしないことを
示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263 ñ 1、ま
たは配信スケ
ジュールの文字列
構文

-1

[配信モードのオーバ
ライド ]

メッセージ プロデューサによって指定
された配信モードに関わりなく、送り
先に届くすべてのメッセージに割り当
てられる配信モード。

デフォルトの [配信しない ] は配信
モードがオーバーライドされないこと
を示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

[永続 ]、
[非永続 ]、または
[配信しない ]

[配信しない
]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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[再配信 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[再配信遅延のオーバ
ライド ]

コンシューマや接続ファクトリによっ
て指定された再配信遅延に関わりな
く、ロール バックまたは回復された
メッセージが再配信されるまでの遅延
をミリ秒単位で定義する。

デフォルト値 (-1) は送り先が再配信遅
延の設定をオーバーライドしないこと
を示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263 ñ 1 -1
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[コンフィグレーション ]
[再配信の制限 ] メッセージがエラー送り先に置かれる
までに試行できる再配信の回数。この
回数の上限に達した場合、エラー送り
先がコンフィグレーションされている
かどうかによって、以下の動作が発生
する。

エラー送り先がコンフィグレー
ションされていない場合、または
エラー送り先の割り当てを超過し
た場合は、永続メッセージも非永
続メッセージも、そのまま削除さ
れる。

エラー送り先がコンフィグレー
ションされていて、割り当てを超
過していない場合は、メッセージ
のログが記録され、メッセージは
削除される。ただし、永続メッ
セージは、永続ストアに残る。こ
のため、WebLogic Server が再起動
した時、永続メッセージは確実に
再配信される。

デフォルト値 (-1) は送り先が再配信制
限の設定をオーバーライドしないこと
を示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

-1、0 ～ 263 ñ 1 -1

[エラー送り先 ] 再配信の上限に達したメッセージの送
り先。エラー送り先が NULL の場合
は、このメッセージはそのまま削除さ
れる。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、受信するメッセージにの
み適用され、保存されているメッセー
ジには影響しない。

既存の送り先また
はなし

なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト
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[マルチキャスト ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[マルチキャスト ア
ドレス ]

マルチキャスト用の IP アドレス。こ
のアドレスはマルチキャスト コン
シューマにメッセージを送信するた
めに使用される。

この属性はトピックに関してのみ有
効で、動的にコンフィグレーション
することはできない。

正しい形式の IP ア
ドレス（クラス D）

N/A

[マルチキャスト生存
時間 ]

マルチキャストの生存時間の値。
メッセージがコンシューマに到達す
るまでに通過するルータの数を指定
する。値 0 はメッセージがルータを
越えず、1 つのサブネット内に制限
されることを示す。

この値は JMSExpirationTime の値
とは無関係である。

この属性はトピックに関してのみ有
効で、動的にコンフィグレーション
することはできない。

0 ～ 255 0

[マルチキャスト 
ポート ]

マルチキャスト用の IP ポート。この
ポートはマルチキャスト コンシュー
マにメッセージを送信するために使
用される。

この属性はトピックに関してのみ有
効で、動的にコンフィグレーション
することはできない。

1024 ～ 65535 6001
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[モニタ ]
[モニタ ]

[すべてのアクティブな JMS の送り先のモニタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[送り先 ] 送り先名。 なし

[サーバ ] 関連するサーバ名。 なし

[コンシューマ数 ] 現在の登録済みメッ
セージ コンシューマの
数。

なし

[最大コンシューマ数 ] 任意の時点における登
録済みメッセージ コン
シューマの最大数。

なし

[コンシューマ総数 ] 登録済みメッセージ コ
ンシューマの総数。

なし

[現在のバイト数 ] 現在保存されているバ
イト数。

なし

[保留バイト数 ] 保存されていて、確認
応答およびコミットが
行われていないトラン
ザクション バイト数。

なし

[受信バイト数 ] 受信済みバイト数。 なし

[バイトしきい値の時
間 ]

サーバの起動以降、送
り先がバイトしきい値
状態になっていた時間
の合計。

なし
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56 JMS トピック
JMS キューのモニタの詳細については、「すべてのアクティブな JMS の送り先の
モニタ」を参照してください。

[メモ ]

[メッセージ数 ] この送り先に現在格納
されているメッセージ
の数。

なし

[最大メッセージ数 ] ある時点において格納
されるメッセージの最
大数。

なし

[保留メッセージ数 ] 保存されていて、確認
応答およびコミットが
行われていないトラン
ザクション メッセージ
の数。

なし

[受信メッセージ数 ] 受信済みメッセージ
数。

なし

[メッセージしきい値
の時間 ]

送り先がメッセージし
きい値状態になってい
た時間の合計。

なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが情報を入力す
るための領域を提供す
る。

英数字の文字列 NULL
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57 メッセージング ブリッジ
57 メッセージング ブリッジ

メッセージング ブリッジは、2 つの JMS プロバイダ間でメ ッセージの転送を行

います。 WebLogic メ ッセージング ブリ ッジの機能を使う と、 WebLogic JMS の
異なる実装を含む任意の 2 つの JMS プロバイダ間に、 格納と転送のメカニズム

をコンフ ィグレーシ ョ ンできます。

具体的には、 JMS 送り先 （キューまたはト ピッ ク） から別の JMS 送り先への

ソース / ターゲッ ト  マッピング、 およびその逆のマッピングをコンフ ィグレー

シ ョ ンできます。 ソース送り先に送られたメ ッセージは、 次にターゲッ ト送り先

に自動転送されます。 またメ ッセージング ブリ ッジを使う と、 サービスの品質

（QOS）、 メ ッセージのフ ィルタ処理、 ト ランザクシ ョ ン セマンティ クス、 およ

び再接続ポリ シーをコンフ ィグレーシ ョ ンできます。

マッピングされる各ソース / ターゲッ ト  JMS 送り先については、 それが 
WebLogic JMS 送り先でもサード  パーティの JMS プロバイダでも、 [JMS ブリッ
ジ送り先 ] インスタンスをコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。 ソース /
ターゲッ ト送り先が JMS に対応していないメ ッセージング製品である場合は、 [
一般ブリッジ送り先 ] インスタンスをコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ま

す。

メッセージング ブリッジの作成

メッセージング ブリッジのコンフィグレーションは、以下の手順で行います。

1. [Messaging Bridge] ノードをクリックして展開します。

2. [ブリッジ ] ノードをクリックして右ペインに [ブリッジ ] タブを開きます。 

3. 右ペインで [新しい Messaging Bridge のコンフィグレーション ] リンクをク
リックします。右ペインのコンフィグレーション ダイアログに、新しいメ ッ

セージング ブリ ッジのコンフ ィグレーシ ョ ンに関連するタブが表示されま

す。
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メッセージング ブリッジのクローンの作成
4. [コンフィグレーション｜一般 ] タブで、[名前 ]、[ソース送り先 ]、[対象送
り先 ]、[セレクタ ]、[サービスの品質 ]、[QOS デグラデーション ]、[最大
待機時間 ]、[非同期モードを有効化 ]、[永続性を有効化 ]、および [起動す
る ] という属性フィールドに値を入力します。 メッセージング ブリッジの [
一般 ] 属性の詳細については、 「[一般 ]」を参照してください。 

5. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドで指定した名前を持つ メッセー
ジング ブリッジのインスタンスを作成します。 新しいインスタンスが左ペイ
ンの [ブリッジ ] ノード の下に追加されます。

6. [接続を再試行 ] タブをクリックし、属性フィールドを変更するか、割り当て
られているデフォルト値を受け入れます。[接続を再試行 ]属性の説明は、「 
[接続を再試行 ]」を参照してください。 [適用 ]  をクリックして変更を保存
します。

7. [トランザクション ] タブをクリックして、 属性フィールドを変更するか、割
り当てられているデフォルト値を受け入れます。 [トランザクション ] 属性の
説明は、「[トランザクション ]」を参照してください。 [適用 ]  をクリックし
て変更を保存します。

8. [対象 ] タブをクリックして、このメッセージング ブリッジ をサーバ、クラ
スタまたは移行できる対象のサーバに割り当てます。詳細については、
「メッセージング ブリッジ のサーバ、クラスタまたは移行できる対象への割
り当て」を参照してください。

9. [適用 ]  をクリックして変更を保存します。

メッセージング ブリッジのクローンの
作成

1. [ブリッジ ] ノードをクリックして展開します。[Messaging Bridge] テーブル
が右ペインに表示され、すべての メッセージング ブリッジのインスタンスを
示します。 
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57 メッセージング ブリッジ
2. クローンを作成するメッセージング ブリッジの行で [クローン ] アイコンを
クリックします。右ペインのダイアログに、メッセージング ブリッジのク
ローン作成に関連するタブが表示されます。

3. 属性フィールドに値を入力します。

4. [クローン ] をクリックして、 [名前 ] フィールドで指定した名前を持つ メッ
セージング ブリッジを作成します。右ペインの [Messaging Bridge] テーブル
に、メッセージング ブリッジ が追加されます。

メッセージング ブリッジの削除

1. [Messaging Bridge] ノードをクリックして展開します。[Messaging Bridge] 
テーブルが右ペインに表示され、すべてのメッセージング ブリッジのインス
タンスを示します。 

2. 削除するメッセージング ブリッジの行で [削除 ] アイコンをクリックします。
右ペインに削除要求の確認を求めるダイアログが表示されます。

3. [はい ] をクリックして、 メッセージング ブリッジを削除した後、 [続行 ] を
クリックして右ペインに [Messaging Bridge] テーブルを再表示します。メッ
セージング ブリッジは、 [Messaging Bridge] テーブルから削除されています。

メッセージング ブリッジ のサーバ、ク
ラスタまたは移行できる対象への割り当
て

1. 左ペインで、[ブリッジ ] ノードをクリックして展開します。

2. [Messaging Bridge] ノードをクリックして展開し、ドメインで定義されてい
るメッセージング ブリッジのリストを表示します。
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メッセージング ブリッジへのメモの追加
3. 割り当てを行うメッセージング ブリッジをクリックします。右ペインのダイ
アログに、メッセージング ブリッジのインスタンスに関連するタブが表示さ
れます。

4. [対象 ] タブをクリックすると、以下のような対象指定タブが表示されます。

[サーバ ]ó メッセージング ブリッジ がデプロイされるサーバを 1 つまた
は複数選択できます。メッセージング ブリッジ は、選択したすべての
サーバで使用可能になります。

[クラスタ ]ó メッセージング ブリッジ がデプロイされるクラスタを 1 つ
選択できます。 メッセージング ブリッジ は、選択したクラスタ内のすべ
てのサーバで使用可能になります。

[移行できる対象]ó メッセージング ブリッジ がデプロイされるWebLogic 
Server の移行できる対象を 1 つ選択できます。WebLogic Server が初めて
起動される際、このメッセージング ブリッジは、最初はユーザが指定し
たサーバ上でのみ 使用可能になります。その後、そのブリッジを移行で
きる対象としてリストされている別のサーバに移行できます。

5. [サーバ ]、[クラスタ ] または [移行できる対象 ] タブで、次のようにして
メッセージング ブリッジを割り当てます。

a. [選択可 ] カラムで、メッセージング ブリッジに割り当てる対象を 1 つま
たは複数選択します。

b. 移動コントロールをクリックして、対象を [選択済み ] カラムに移動しま
す。

c. [適用 ]  をクリックして割り当てを保存します。 

メッセージング ブリッジへのメモの追
加

1. 左ペインで、[ブリッジ ] ノードをクリックして展開します。

2. [Messaging Bridge] ノードをクリックして展開し、ドメインで定義されてい
るメッセージング ブリッジのリストを表示します。
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3. メモを追加するメッセージング ブリッジをクリックします。 右ペインのダイ
アログに、メッセージング ブリッジのインスタンスに関連するタブが表示さ
れます。

4. [メモ ] タブをクリックします。[メモ ] フィールドにメモを入力します。

5. [適用 ] をクリックして変更を保存します。

メッセージング ブリッジの停止と再起
動

メッセージング ブリッジの一時的サスペンドは、以下の手順で行います。

1. [Messaging Bridge] ノードをクリックして展開します。

2. 停止するメッセージング ブリッジのインスタンスを選択します。

3. [コンフィグレーション｜一般 ]タブで、[起動する ] チェック ボックスをオ
フにして、ブリッジを停止します。

4. ブリッジを再起動するには、[起動する ] チェック ボックスをオンにします。

すべてのアクティブなメッセージング 
ブリッジのモニタ

1. 左ペインで [サーバ ] ノードをクリックします。

2. 左ペインで特定のサーバを選択します。右ペインのダイアログに、そのサー
バ インスタンスに関連するタブが表示されます。 

3. [サービス ] タブを選択します。 

4. [ブリッジ ] タブを選択します。
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実行スレッド プール サイズのコンフィグレーション
5. [すべての メッセージング ブリッジ ランタイム のモニタ ] テキスト リンク
をクリックします。テーブルが表示され、サーバのアクティブなメッセージ
ング ブリッジがすべて示されます。

実行スレッド プール サイズのコンフィ
グレーション

メッセージング ブリッジの実行スレッド プールのデフォルト サイズをコンフィ
グレーションできます。たとえば、WebLogic Server のデフォルト スレッド プー
ルから競合を減らすために、このデフォルト サイズを増減するとよいでしょう。
入力する値を -1 にすると、このスレッド プールは無効となり、ブリッジは必ず 
WebLogic Server のデフォルト のスレッド プールを使用します。

1. 左ペインで [サーバ ] ノードをクリックして展開します。

2. 所定のサーバ インスタンスを選択します。

3. 右ペインで [サービス ] タブを選択します。

4. [ブリッジ ] タブを選択します。

5. [メッセージング ブリッジ スレッドのプール サイズ ] フィールドに新しい値
を入力します。

6. [適用 ]  をクリックして変更を保存します。
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57 メッセージング ブリッジ
コンフィグレーション

[一般 ]

属性 説明 指定できる値 デフォルト
値

[名前 ] WebLogic Server ドメインでユニーク
なメッセージング ブリッジ 名。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

特定のドメイン内
でユニークな Java 
識別子

MyMessagin
g
Bridge
[-n]

[ソース送り先 ] ソース送り先。 メッセージング ブリッ
ジはそこからメッセージを受信する。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

既存のソース ブ
リッジ 送り先名

Null

[対象送り先 ] ターゲット送り先。メッセージング ブ
リッジはそこに向けてメッセージを送
信する。 

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

既存のターゲット 
ブリッジ送り先名

Null
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コンフィグレーション
[セレクタ ] メッセージング ブリッジで送信される
メッセージのフィルタ処理が可能にな
る。選択条件にかなうメッセージだけ
がメッセージング ブリッジで送信され
る。 キューの場合、選択条件に合わな
いメッセージはそのまま残され、
キューに累積される。トピックの場
合、接続条件に合わないメッセージは
捨てられる。

注意 : セレクタを使用したメッセー
ジのフィルタリングの詳細に
ついては、『WebLogic JMS プ
ログラマーズ ガイド』の
「WebLogic JMS アプリケー
ションの開発」を参照。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

英数字文字列 なし

属性 説明 指定できる値 デフォルト
値

BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 57-8

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/jms/implement.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/jms/implement.html


57 メッセージング ブリッジ
[サービスの品質 ] メッセージング ブリッジでのメッセー
ジ転送の保証を定義する。サービスの
品質の有効値は、以下のとおり。

[かならず 1 回 ]ó 各メッセージは必
ず 1 回送信される。サービスの品質は
最高。

[最大 1 回 ]ó 各メッセージは最大 1 回
送信される。メッセージによっては、
対象送り先に配信されない場合があ
る。

[重複可 ]ó 各メッセージは、最低 1 
回は送信される。対象送り先にメッ
セージを重複して送ることが可能。

注意 : [かならず 1 回 ]を使用するに
は、ソースとターゲットの接
続ファクトリで 
XAConnectionFactory を使
用するようコンフィグレー
ションされていることが必要。
また、 jms-xa-adp.rar アダ
プタがデプロイされ、ソース /
ターゲット の送り先に対して 
[JNDI アダプタ名 ] 属性で識別
されることが必要。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

[かならず 1 回 ]、 [
最大 1 回 ]、[重複
可 ]

[かならず 1 
回 ]

属性 説明 指定できる値 デフォルト
値
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コンフィグレーション
[QOS デグラデーショ
ン ]

選択すると、コンフィグレーションし
た QOS が有効ではない場合に、メッ
セージング ブリッジが自動的に要求し
た QOS のレベルを下げる。このよう
な場合、WebLogic メッセージが 配信
される。WebLogic スタートアップ 
ウィンドウ（または、ログ ファイル）
にメッセージが配信される。このオプ
ションが未選択 (false)の場合、メッ
セージング ブリッジは要求した QOS 
を満たすことができず、エラーとなっ
て メッセージング ブリッジは起動し
ない。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

ブール値

有効 = 選択
無効 = 未選択

未選択

[最大待機時間 ]
（ミリ秒）

非同期モードで実行されているブリッ
ジの場合、これは接続の状態をチェッ
クするまでのメッセージング ブリッジ
がアイドル状態でいる最長時間 (秒単
位）。同期モードで実行されているブ
リッジの場合、これは、トランザク
ションが呼び出されていなければ、
メッセージング ブリッジが受信呼び出
しをブロックすることができる時間を
示す。

0 ～ 231-1 60

属性 説明 指定できる値 デフォルト
値
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57 メッセージング ブリッジ
[非同期モードを有効
化 ]

メッセージング ブリッジが非同期モー
ドで動作するかどうかを定義する。 非
同期モードを有効 (true)にしたメッ
セージング ブリッジは、ソース送り先
によって制御される。メッセージング 
ブリッジ はメッセージをリスンし、受
信するとそのまま転送する。値が無効
（false）の場合、たとえソース側が非
同期受信をサポートしていても、ブ
リッジは強制的に同期モードで動作す
る。

注意 : QOS を [かならず 1 回 ] とし
たメッセージング ブリッジを
非同期モードで動作させるに
は、
weblogic.jms.extensions 
Javadoc で説明されているよ
うに、ソース送り先が 
MDBTransaction インタ
フェースをサポートすること
が必要。そうでない場合、
ソース送り先で 
MDBTransactions をサポー
トしていないことを検知する
と、ブリッジは自動的に同期
モードに切り替わる。 
MDBTransactions の詳細に
ついては、『WebLogic エン
タープライズ JavaBeans プロ
グラマーズ ガイド』の「メッ
セージ駆動型 Bean の使い方」
を参照。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

ブール値

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択

属性 説明 指定できる値 デフォルト
値
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コンフィグレーション
[永続性を有効化 ] この属性が有効（true） になっている
メッセージング ブリッジは、ソース送
り先タイプが「トピック」の場合に
は、ソース送り先に対する恒久サブス
クリプションを作成する。こうする
と、ブリッジが実行されていない場合
に、ソース JMS 実装は、送られてき
たメッセージを保存できる。ブリッジ
が再起動すると、保存していたメッ
セージをターゲット送り先に転送す
る。この値を無効（false）に設定する
と、ブリッジがダウンしている間に
ソース JMS トピック宛てに送られて
きたメッセージは、ターゲット送り先
に転送できない。

注意 : この属性は、JMS トピックに
対して、または送り先が同様
の特性を持つ場合に限り使用
する。

注意 : ブリッジを永続的にオフライ
ンにする必要がある場合は、
そのブリッジを使用する恒久
サブスクリプションがあれば
すべて削除しなければならな
い。恒久サブスクリプション
削除の詳細については、 
『WebLogic JMS プログラマー
ズ ガイド』 の「恒久サブスク
リプションの削除」を参照。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

ブール値

有効 = 選択
無効 = 未選択 

未選択

属性 説明 指定できる値 デフォルト
値

BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 57-12

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/jms/implement.html#durable_subscribe_delete
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/jms/implement.html#durable_subscribe_delete


57 メッセージング ブリッジ
[起動する ] 実行時のメッセージング ブリッジの初
期状態（つまり、起動時の状態）を定
義する。 デフォルト値 は選択 (true)。
このチェック ボックスを未選択 (false)
にすることにより、メッセージング ブ
リッジの停止が可能。逆に、チェック
ボックスを再度選択すると、ブリッジ
が再起動する。

注意 : これは、実行時のブリッジの
状態を示すものではない。ブ
リッジの状態のモニタリング
については、57-5ページの
「すべてのアクティブなメッ
セージング ブリッジのモニ
タ」を参照。

ブール値

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択

属性 説明 指定できる値 デフォルト
値
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コンフィグレーション
[接続を再試行 ]

属性 説明 指定できる値 デフォルト
値

[最小遅延
（秒）]

再接続試行の間隔の最少遅延（秒）。
メッセージング ブリッジが起動し、送
り先に接続できなかったり、接続が失
われて、メッセージング ブリッジが最
初の再接続を試みると、ここで指定し
た秒数のうちに再接続を試みる。 

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

0 ～ 231-1 15

[増加遅延
（秒）]

再接続試行の間隔の遅延の増分（秒）。
ブリッジが接続に失敗するたびに、こ
こで指定した秒数を遅延に加算してか
ら、次の再接続を行う。

この属性は動的コンフィグレーション
が可能。

0 ～ 231-1 5

[最大遅延
（秒）] 

再接続試行の間隔の最大遅延（秒）。
再接続の試行は毎回 [増加遅延（秒）] 
で指定した秒数ずつ遅延していくが、
ここで指定した値を超えて遅延するこ
とはない。

この属性は動的コンフィグレーション
が可能。

0 ～ 231-1 60
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57 メッセージング ブリッジ
[トランザクション ]

属性 説明 指定できる値 デフォルト
値

[ トランザクション タ
イムアウト ]

トランザクション マネージャが、各ト
ランザクションをタイムアウトにする
までに、待つ秒数を定義する。トラン
ザクション タイムアウトは、ブリッジ
のサービスの品質でトランザクション
を要求する場合に使われる。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

0 ～ 231-1 30

[バッチ サイズ ] メッセージング ブリッジが 1 トランザ
クション内で転送するメッセージ数を
定義する。同期モードで動作し、サー
ビスの品質で 2 フェーズ トランザク
ションを要求するブリッジにのみこの
属性が適用される。

この属性は動的コンフィグレーション
が可能。

0 ～ 231-1 10

[バッチ間隔
（ミリ秒）]

[バッチ サイズ ] の量に到達したかど
うかに関わらず、1 トランザクション
でメッセージのバッチを送信するまで
にブリッジが待つ最大時間をミリ秒で
定義する。同期モードで動作し、サー
ビスの品質で 2 フェーズ トランザク
ションを要求するブリッジにのみこの
属性が適用される。

この属性は動的コンフィグレーション
が可能。

0 ～ 231-1 -1
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コンフィグレーション
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57 メッセージング ブリッジ
[対象 ]

属性 説明 指定できる値 デフォルト値

[移行できる対象 ] メッセージング ブリッ
ジ がデプロイされる 
WebLogic Server の移
行できる対象を定義す
る。WebLogic Server 
が初めて起動される
際、メッセージング ブ
リッジは、最初はユー
ザが指定したサーバ上
でのみ使用可能とな
る。その後、
Administration Console 
やコマンド ライン ツー
ルを使って、移行でき
る対象に含まれている
別のサーバへの移行が
可能。

使用可能で選択済みの
対象の一覧

選択された対象はない

[クラスタ ] メッセージング ブリッ
ジがデプロイされる 
WebLogic Server クラ
スタを定義する。メッ
セージング ブリッジ
は、選択したクラスタ
内のすべてのサーバで
使用可能となる。 

使用可能で選択済みの
対象の一覧

選択された対象はない
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[メモ ]
[メモ ]

[サーバ ] メッセージング ブリッ
ジがデプロイされる 
WebLogic Server を定
義する。 メッセージン
グ ブリッジは、選択し
たすべての WebLogic 
Server で使用可能とな
る。

使用可能で選択済みの
対象の一覧

選択された対象はない

属性 説明 指定できる値 デフォルト値

属性 説明 指定できる値 デフォルト値

[メモ ] ユーザが情報を入力す
るための領域を提供す
る。

英数字文字列 Null
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58 JMS ブリッジ送り先
58 JMS ブリッジ送り先

WebLogic による  JMS の実装かサード  パーティの JMS プロバイダかにかかわら

ず、 マッピングされる各ソース / ターゲッ ト  JMS 送り先に対して、[JMS ブリッ
ジ送り先 ] インスタンスをコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。

JMS ブリッジ送り先の作成

1. [Messaging Bridge] ノードをクリックして展開します。

2. [JMS ブリッジ送り先 ] ノードをクリックして、右ペインに [JMS ブリッジ送
り先 ] タブを開きます。

3. 右ペインで [新しい JMS Bridge Destinationのコンフィグレーション ] リンク
をクリックします。右ペインのコンフィグレーション ダイアログに、新しい
JMS ブリッジ送り先のコンフィグレーションに関連するタブが表示されま
す。

4. [コンフィグレーション ] タブで、[名前 ]、[JNDI アダプタ名 ]、[アダプタ 
クラスパス ]、[接続 URL]、[初期コンテキスト ファクトリ ]、[接続ファク
トリ JNDI 名 ]、[送り先 JNDI 名 ]、および [送り先タイプ ] という属性
フィールドに値を入力します。[一般 ] 属性の詳細については、「[コンフィ
グレーション ]」を参照してください。

5. オプションとして、[ユーザ名 ] 属性および [ユーザ パスワード ] 属性を入力
します。これらの属性の詳細については、「[コンフィグレーション ]」を参
照してください。

注意 : 指定した送り先に対する操作はすべて、このユーザ名とパスワードを
使って行われます。そのため、メッセージング ブリッジを機能させ
るには、ソース /ターゲットの送り先のユーザ名 /パスワードには、
基になる送り先へのアクセス権が必要です。
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JMS ブリッジ送り先のクローンの作成
6. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドで指定した名前を持つブリッジ
送り先のインスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの 
[JMS ブリッジ送り先 ] ノードの下に追加されます。

7. ソース JMS ブリッジ送り先の属性の定義が完了したら、ターゲット JMS ブ
リッジ送り先も、この手順を繰り返してコンフィグレーションします。コン
フ ィグレーシ ョ ンの順序は逆でもかまいません。

メッセージング ブリッジのコンフィグレーションで次に行うべき作業について
は、57-1ページの「メッセージング ブリッジ」を参照してください。

JMS ブリッジ送り先のクローンの作成

1. [Messaging Bridge] ノードをクリックして展開します。

2. [JMS ブリッジ送り先 ] ノードをクリックして展開します。[JMS ブリッジ送
り先 ] テーブルが右ペインに表示され、すべての JMS ブリッジ送り先のイン
スタンスを示します。

3. クローンを作成する JMS ブリッジ送り先のインスタンスの行で [クローン ] 
アイコンをクリックします。右ペインのダイアログに、JMS ブリッジ送り先
のクローン作成に関連するタブが表示されます。

4. 属性フィールドに値を入力します。

5. [クローン ] をクリックして、[名前 ] フィールドで指定した名前を持つ JMS 
ブリッジ送り先を作成します。右ペインの [Messaging Bridge] テーブルに、
JMS ブリッジ送り先が追加されます。

JMS ブリッジ送り先の削除

1. [Messaging Bridge] ノードをクリックして展開します。

2. [JMS ブリッジ送り先 ]ノードをクリックして展開します。[JMS ブリッジ送
り先 ] テーブルが右ペインに表示され、すべての JMS ブリッジ送り先のイン
スタンスを示します。
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58 JMS ブリッジ送り先
3. 削除する JMS ブリッジ送り先の行で [削除 ] アイコンをクリックします。右
ペインに削除要求の確認を求めるダイアログが表示されます。

4. [はい ]をクリックして、JMS ブリッジ送り先を削除した後、[続行 ] をク
リックして右ペインに [JMS ブリッジ送り先 ] テーブルを再表示します。ブ
リッジ送り先は、[JMS ブリッジ送り先 ] テーブルから削除されています。

JMS ブリッジ送り先へのメモの追加

1. 左ペインで、[Messaging Bridge] ノードをクリックして展開します。

2. [JMS ブリッジ送り先 ] ノードをクリックして展開し、ドメインで定義されて
いる JMS ブリッジ送り先のリストを表示します。

3. メモを追加する JMS ブリッジ送り先をクリックします。右ペインのダイアロ
グに、JMS ブリッジ送り先のインスタンスに関連するタブが表示されます。

4. [メモ ] タブをクリックします。[メモ ] フィールドにメモを入力します。

5. [適用 ] をクリックして変更を保存します。
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コンフィグレーション

[コンフィグレーション ]

属性 説明 指定できる値 デフォルト
値

[名前 ] WebLogic Server ドメイン内でユニー
クなブリッジ送り先名。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

特定のドメイン内
でユニークな Java 
識別子

MyJMS
Bridge
Destination
[-n]

[JNDI アダプタ名 ] アダプタの JNDI名。これは、アダプ
タの記述子ファイルの中で定義されて
いる文字列で、これを使って 
WebLogic Server JNDI にアダプタをバ
インドする。

ブリッジ送り先は、指定した送り先と
の通信に使用するアダプタの JNDI 名
を指定する必要がある。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

JNDI ネームスー
ペース内でユニー
クな Java 識別子

eis.jms.WLS
Connection
FactoryJNDI
XA
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[アダプタ クラスパス
]

ブリッジ送り先の CLASSPATH。主に、
WebLogic JMS の各種リリースと接続
するために使われる。

WebLogic Server 6.0 以前の環境で実行
されている送り先に接続する際、ブ
リッジ送り先は、旧版の WebLogic 
Server 実装用のクラスの置かれている
位置を示す CLASSPATH を指定する必
要がある。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

値は英数字文字列
でなければならな
い。

Null

[接続 URL] 接続ファクトリと送り先のルックアッ
プに使われる JNDI プロバイダの 
URL。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

値は英数字文字列
でなければならな
い。

Null

[初期コンテキスト 
ファクトリ ]

JNDI コンテキストの取得に使われる
ファクトリ。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

値は英数字文字列
でなければならな
い。

weblogic.jndi
.WLInitial
Context
Factory

[接続ファクトリ 
JNDI 名 ]

接続の作成に使われる JMS 接続ファ
クトリ。

注意 : [かならず 1 回 ] という QOS
を使用するには、この接続
ファクトリは XAConnection 
Factory でなければならない。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

JNDI ネームスー
ペース内でユニー
クな Java 識別子

Null

属性 説明 指定できる値 デフォルト
値
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[送り先 JNDI 名 ] JMS 送り先の JNDI 名。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

JNDI ネームスー
ペース内でユニー
クな Java 識別子

Null

[送り先タイプ ] [キュー ] または [トピック ] のどちら
か。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

[キュー ] または [
トピック ]

[キュー ]

[ユーザ名 ] メッセージング ブリッジがブリッジ 
アダプタに与えるオプションのユーザ
名。

注意 : 指定した送り先に対する操作
はすべて、この [ユーザ名 ] 
と [ユーザ パスワード ] を
使って行われます。そのため、
メッセージング ブリッジを機
能させるには、ソース /ター
ゲットの送り先のユーザ名 /
パスワードには、基になる
ソース /ターゲットの送り先
へのアクセス権が必要です。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

値は英数字文字列
でなければならな
い。

Null

[ユーザ パスワード ] メッセージング ブリッジがブリッジ 
アダプタに与えるパスワード。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

値は英数字文字列
でなければならな
い。

Null

属性 説明 指定できる値 デフォルト
値
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[メモ ]

属性 説明 指定できる値 デフォルト値

[メモ ] この属性は、ユーザが
情報を入力するための
領域を提供する。

値は英数字文字列でな
ければならない。

Null
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59 一般ブリッジ送り先

非 JMS メッセージング製品の場合は、メッセージング ブリッジによってマッピ
ングされるソース送り先と対象送り先ごとに、一般的な BridgeDestination イン
スタンスをコンフィグレーションする必要があります。

注意 : WebLogic JMS には非 JMS メッセージング製品へのアクセス用に仮の 
General Bridge Destination フレームワークが含まれていますが、
WebLogic Server ではこのような製品に対するアダプタはサポートされて
いません。したがって、サードパーティの OEM ベンダからカスタム ア
ダプタを入手し、そのマニュアルに従ってコンフィグレーションを行う
必要があります。非 JMS カスタム アダプタの入手方法の詳細について
は、BEA プロフェッショナル サービスにお問い合わせいただいてもかま
いません。

一般ブリッジ送り先の作成

1. [Messaging Bridge] ノードを展開します。

2. [一般ブリ ッジ送り先 ] ノードをクリックして右ペインに [一般ブリ ッジ送り

先 ] タブを開きます。 

3. 右ペインで [新しい General Bridge Destinationのコンフィグレーション ] リ
ンクをクリックします。 [コンフィグレーション ] ダイアログに、新しい一般
ブリッジ送り先のコンフ ィグレーシ ョ ンに関連するタブが表示されます。 

4. [コンフィグレーション ] タブで、[名前 ]、[JNDI アダプタ名 ]、[アダプタ 
クラスパス ]、[プロパティ ] という属性フィールドに値を入力します。 [一般
] 属性の詳細については、 「[コンフィグレーション ]」を参照してください。

5. オプションとして、[ユーザ名 ] 属性および [ユーザ パスワード ] 属性を入力
します。 これらの属性の詳細については、「 [コンフィグレーション ]」を参
照してください。
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一般ブリッジ送り先のクローンの作成
注意 : 指定した送り先に対する操作はすべて、このユーザ名とパスワードを
使って行われます。そのため、メッセージング ブリッジを機能させ
るには、ソース /ターゲットの送り先のユーザ名 /パスワードには、
基になる送り先へのアクセス権が必要です。 

6. [作成 ] をクリックして、 [名前 ] フィールドで指定した名前を持つ 一般ブ
リッジ送り先のインスタンスを作成します。 新しいインスタンスが左ペイン
の [一般ブリ ッジ送り先 ] ノードの下に追加されます。

7. ソース一般ブリッジ送り先の属性の定義が完了したら、ターゲット一般ブ
リッジ送り先も、この手順を繰り返してコンフィグレーションします。コン
フ ィグレーシ ョ ンの順序は逆でもかまいません。

メッセージング ブリッジのコンフィグレーションで次に行うべき作業について 
70-1ページの「メッセージング ブリッジ」を参照してください。

一般ブリッジ送り先のクローンの作成

1. [Messaging Bridge] ノードおよび [一般ブリ ッジ送り先 ] ノードを展開しま
す。

2. [一般ブリ ッジ送り先 ] テーブルが右ペインに表示され、すべての 一般ブ
リッジ送り先 のインスタンスを示します。

3. クローンを作成する一般ブリッジ送り先のインスタンスの行で [クローン ] 
アイコンをクリックします。一般ブリッジ送り先のクローン作成に関連する
タブがダイアログに表示されます。

4. 属性フィールドに値を入力します。

5. [クローン ] をクリックして、 [名前 ] フィールドで指定した名前を持つ 一般
ブリッジ送り先を作成します。右ペインの [一般ブリ ッジ送り先 ] テーブル
に、一般ブリッジ送り先が追加されます。
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 59-2



59 一般ブリッジ送り先
一般ブリッジ送り先の削除

1. [Messaging Bridge] ノードおよび [ 一般ブリ ッジ送り先 ] ノードを展開しま
す。

2. [一般ブリ ッジ送り先 ] テーブルが右ペインに表示され、すべての一般ブリッ
ジ送り先のインスタンスを示します。

3. 削除する一般ブリッジ送り先ののインスタンスの行で [削除 ] アイコンをク
リックします。削除要求の確認を求めるプロンプ トがダイアログに表示され
ます。

4. [はい ] をクリックして、一般ブリッジ送り先を削除した後、 [続行 ] をク
リックして右ペインに [一般ブリ ッジ送り先 ] テーブルを再表示します。一
般ブリッジ送り先 は、[一般ブリ ッジ送り先 ] テーブルから削除されていま
す。

一般ブリッジ送り先へのメモの追加

1. [Messaging Bridge] ノードを展開します。

2. [一般ブリ ッジ送り先 ] ノードをクリックして展開し、ドメインで定義されて
いる一般ブリッジ送り先のリストを表示します。

3. メモを追加する一般ブリッジ送り先をクリックします。 一般ブリッジ送り先 
のインスタンスに関連するタブがダイアログに表示されます。

4. [メモ ] タブをクリックします。[メモ ] フィールドにメモを入力します。

5. [適用 ] をクリックして変更を保存します。
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コンフィグレーション

[コンフィグレーション ]

属性 説明 指定できる値 デフォルト
値

[名前 ] WebLogic ドメイン内でユニークなブ
リッジ 送り先名。ソース送り先の場合
は、デフォルトの名前を「Source 
Bridge Destination」のような名前に変
更する。ターゲットの場合は、
「Target Bridge Destination」のような
名前を使用する。コンフィグレーショ
ンした名前は、[ブリッジ ] の [一般 ] 
タブの [ソース送り先 ] 属性と [対象
送り先 ] 属性のオプションとして表示
される。

この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできない。

特定のドメイン内
でユニークな Java 
識別子

MyGeneral 
Bridge 
Destination
[-n]

[JNDI アダプタ名 ] ブリッジ 送り先は、指定した送り先と
の通信に使用するアダプタの JNDI 名
を指定する必要がある。

WebLogic Server では、非 JMS メッ
セージング製品に対するアダプタは提
供されていない。したがって、サード
パーティ OEM ベンダの専用アダプタ
を使用するか、BEA プロフェッショ
ナル サービスに問い合わせる必要があ
る。

この属性は、動的コンフィグレーショ
ンが可能。

JNDI ネームスー
ペース内でユニー
クな Java 識別子

eis.jms.WLS
Connection
FactoryJNDI
XA
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[アダプタ クラスパス
]

ブリッジ 送り先の CLASSPATH 。主
に、WebLogic JMSの各種リリースと
接続するために使われる。 
WebLogic Server 6.0 以前の環境で実行
されている送り先に接続する際、ブ
リッジ 送り先は、旧版の WebLogic 
Server 実装用のクラスの置かれている
位置を示す CLASSPATH を指定する必
要がある。

サードパーティのメッセージング製品
に接続するときは、WebLogic Server の 
CLASSPATH で製品の CLASSPATH を指
定する必要がある。

この属性は、動的コンフィグレーショ
ンが可能。

値は英数字文字列
でなければならな
い。

Null

属性 説明 指定できる値 デフォルト
値
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[プロパティ 
(key=value)]

ブリッジ送り先用に定義されたプロパ
ティをすべて指定する。各プロパティ
は、セミコロンで区切ること（たとえ
ば、 
DestinationJNDIName=myTopic;D

estinationType=topic;)。

サードパーティの OEM ベンダから提
供されるアダプタを使用する非 JMS 
メッセージング製品の場合は、適切な
コンフィグレーション方法については
ベンダのマニュアルを参照する必要が
ある。

JMS のすべての実装では、以下のプロ
パティが必要である。

ConnectionURL ñ 送り先との接続を
確立するために使われる URL。
InitialContextFactory ñ JNDI コ
ンテキストの取得に使われるファクト
リ。

ConnectionFactoryJNDIName ñ 接
続の作成に使われる JMS 接続ファク
トリ。 
DestinationJNDIName ñ JMS 送り先 
の JNDI 名。
DestinationType ñ Queue または 
Topic。

この属性は、動的コンフィグレーショ
ンが可能。

値は、以下のプロ
パティ ID の後ろに
続く、英数字文字
列でなければなら
ない。
ConnectionURL=
InitialContextF
actory=

ConnectionFacto
ryJNDIName=
DestinationJNDI
Name=
DestinationType
=

Null

属性 説明 指定できる値 デフォルト
値
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[ユーザ名 ] メッセージング ブリッジ がブリッジ 
アダプタに与えるオプションのユーザ
名。 

注意 : 指定した送り先に対する操作
はすべて、この [ユーザ名 ] 
と [ユーザ パスワード ] を
使って行われます。そのため、
メッセージング ブリッジを機
能させるには、ソース /ター
ゲットのブリッジ送り先の
ユーザ名 /パスワードには、
基になるソース /ターゲット
の送り先へのアクセス権が必
要です。

この属性は、動的コンフィグレーショ
ンが可能。

値は英数字文字列
でなければならな
い。

Null

[ユーザ パスワード
]

メッセージング ブリッジ がブリッジ 
アダプタに与えるパスワード。 

この属性は、動的コンフィグレーショ
ンが可能。

値は英数字文字列
でなければならな
い。

Null

属性 説明 指定できる値 デフォルト
値
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[メモ ]

属性 説明 指定できる値 デフォルト値

[メモ ] この属性は、ユーザが
情報を入力するための
領域を提供する。

値は英数字文字列でな
ければならない。

Null
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60 JNDIBinding

WebLogic Server の EJB、RMI、JMS、JDBC、およびメール オブジェクトは、
JNDI ツリーにバインドすることができます。

JMS 接続ファクトリまたは JDBC データ ソース オブジェクトを JNDI ツリーに
バインドするには、それらオブジェクト作成時に、Administration Console を使
用します。 

JNDI の詳細については、『WebLogic Server 管理者ガイド』の「JNDI の管理」お
よび『WebLogic JNDI プログラマーズ ガイド』を参照してください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/adminguide/jndi.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/jndi/index.html


61　JNDI コンテキスト

61-1 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ

61 JNDI コンテキスト

JNDI ツリーは Administration Console から見ることができます。

1. 左ペインで、ユーザの WebLogic Server のノードを右クリックします。ポッ
プアップ メニューが表示されます。 

2.［JNDI ツリーを見る］をクリックします。新しく開かれたウィンドウの右ペ
インに情報が表示されます。

JNDI の詳細については、『WebLogic Server 管理者ガイド』の「 JNDI の管理」
および『WebLogic JNDI プログラマーズ ガイド』を参照してください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wlss61/jndi/index.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/adminguide/jndihtml


62 Jolt

以下に、Administration Console を使用して、Jolt 接続プールのコンフィグレー
ションおよび管理に必要な属性を設定する手順を説明します。 

Jolt 接続プールのコンフィグレーション

1. 左ペインの [Jolt] ノードをクリックします。ドメインで定義されているすべ
ての Jolt 接続プールを示す [Jolt 接続プール ] テーブルが右ペインに表示され
ます。

2. [新しい Jolt Connection Pool プールのコンフィグレーション ] テキスト リン
クをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成する接
続プールの設定に関連するタブが示されます。

3. [名前 ]、[最小プール サイズ ]、[最大プール サイズ ]、および [タイムアウ
ト ] 属性フィールドに値を入力します。[セキュリティ コンテキストを有効
化 ] チェックボックスをクリックして、セキュリティ コンテキストの有効、
無効を設定します。

4. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドで指定した名前の接続プール イ
ンスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの [Jolt] ノードの
下に追加されます。

5. [アドレス ] および [ユーザ ] タブを個々にクリックして、属性フィールドを
変更するか、デフォルト値をそのまま使用します。

6. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。
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Jolt 接続プールのクローンの作成

1. 左ペインの [Jolt] ノードをクリックします。ドメインで定義されているすべ
ての Jolt 接続プールを示す [Jolt 接続プール ] テーブルが右ペインに表示され
ます。

2. クローンを作成する接続プールの行の [クローン ] アイコンをクリックしま
す。右ペインにダイアログが表示され、新しい接続プールのクローンの作成
に関連するタブが示されます。

3. [名前 ]、[最小プール サイズ ]、[最大プール サイズ ]、および [タイムアウ
ト ] 属性フィールドに値を入力します。[セキュリティ コンテキストを有効
化 ] チェックボックスをクリックして、セキュリティ コンテキストの有効、
無効を設定します。

4. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドで指定した名前の接続プール イ
ンスタンスを作成します。新しいインスタンスが左ペインの [Jolt] ノードの
下に追加されます。

5. [アドレス ] および [ユーザ ] タブを個々にクリックして、属性フィールドを
変更するか、デフォルト値をそのまま使用します。

6. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。

Jolt 接続プールの削除

1. 左ペインの [Jolt] ノードをクリックします。ドメインで定義されているすべ
ての Jolt 接続プールを示す [Jolt 接続プール ] テーブルが右ペインに表示され
ます。

2. 削除する接続プールの行の [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の
確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

3. [はい ] をクリックして接続プールを削除します。[Jolt] ノードの下の接続
プール アイコンが削除されます。
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Jolt 接続プールの割り当て
Jolt 接続プールの割り当て

1. 左ペインの [Jolt] の下のインスタンス ノードをクリックして、割り当て対象
の接続プールを選択します。右ペインにダイアログが表示され、このインス
タンスに関連するタブが示されます。

2. [対象 ] タブをクリックします。

3. [サーバ ] および [クラスタ ] タブについて次の手順を実行します。

a. Jolt 接続ファクトリに割り当てる 1 つまたは複数のターゲットを [選択可
] カラムで選択します。

b. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み ] カ
ラムに移動します。

c. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。 

Jolt 接続プールのすべてのインスタンスの
モニタ

1. 左ペインの [Jolt] の下のインスタンス ノードをクリックして、モニタする接
続プールを選択します。右ペインにダイアログが表示され、このインスタン
スに関連するタブが示されます。

2. [モニタ ] タブをクリックします。

3. [すべてのアクティブなプールのモニタ ] テキスト リンクをクリックします。
右ペインに [Jolt 接続プール ] テーブルが表示され、サーバにデプロイされた
すべての接続プール インスタンスが示されます。 
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63 Jolt 接続プール

[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[名前 ] この接続プールの名前
を返す。

文字列 MyJolt Connection Pool

[最小プール サイズ ] ユーザがこの接続プー
ルの最小プール サイズ
を設定できる。

整数 0

[最大プール サイズ ] ユーザがこの接続プー
ルの最大プール サイズ
を設定できる。

整数 1

[タイムアウト ] クライアントが応答受
信タイムアウトするま
での時間をユーザが設
定できる。

整数 0
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[コンフィグレーション ]
[アドレス ]

[セキュリティ コンテ
キストを有効化 ]

この接続プールに対し
てセキュリティ コンテ
キストを有効または無
効にする。

ブール

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択されていない

属性 説明 値の範囲 デフォルト

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[プライマリ アドレス ] ユーザがプライマリ ア
ドレスを設定できる。

有効なアドレス NULL

[フェイルオーバ アド
レス ]

ユーザが障害発生時に
使用するアドレスを設
定できる。

有効なアドレス NULL
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63 Jolt 接続プール
[ユーザ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[ユーザ名 ] この接続プールのユー
ザ名を設定する。 

管理者が設定した有効
なユーザ名

NULL

[ユーザ ロール ] この接続プールのユー
ザ ロールを設定する。

管理者が設定した有効
なユーザ ロール

NULL

[ユーザ パスワード ] この接続プールのユー
ザ パスワードを設定す
る。

管理者が設定した有効
なユーザ パスワード

NULL

[アプリケーション パ
スワード ]

ユーザがこの接続プー
ルのアプリケーション 
パスワードを設定でき
る。

有効なパスワード NULL
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[コンフィグレーション ]
[対象 ]

[サーバ ]

[クラスタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[対象サーバ ] ユーザがこの接続プー
ルの対象サーバを設定
できる。

有効なサーバ名 NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[対象クラスタ ] ユーザがこの接続プー
ルの対象クラスタを設
定できる。

有効なサーバ名 NULL
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63 Jolt 接続プール
[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト

[メモ ] ユーザ入力（省略可）
用の領域を提供する。

文字列 NULL
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64 実行時 Jolt 接続プール

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

サーバ

マシン

名前

プール状態

接続数

最大容量
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65 JTA

以下に、Administration Console を使用して JTA のコンフィグレーションに必要
な属性を設定する手順を説明します。詳細については、『管理者ガイド』の「ト
ランザクションの管理」と「JDBC 接続の管理」、および『WebLogic JTA プログ
ラマーズ ガイド』 (開発者ガイド ) を参照してください。 

JTA のコンフィグレーション

1. [ドメイン ] ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、ド
メインの コンフィグレーションに関連するタブが示されます。

2. [JTA] タブをクリックします。

3. [タイムアウト秒数 ]、[トランザクションを保持する最長時間 ]、
[beforeCompletion の反復上限 ]、[最大トランザクション数 ]、および [ユ
ニーク名の最大数 ] 属性フィールドに値を入力するか、デフォルト値をその
まま使用します。

4. 必要に応じて、[ヒューリスティックを無視 ] 属性を有効または無効にしま
す。

5. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/jta/index.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/jta/index.html
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66 JTA トランザクション

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが少なくとも 5 秒間アクティ
ブになっていたトランザクションを次の基準で並べ替えて表示させることができ
ます。

名前

ステータス

サーバ数

リソース

プロパティ

表示されているトランザクションの存続期間の上限を変更するには、秒数を編集
して [表示 ] をクリックします。

表示するカラムや並べ替えの順序を変更するには、[このビューをカスタマイズ
] テキスト リンクをクリックします。



67 LDAP レルム（廃止）

以下に、Administration Console を使用して、LDAP レルムの作成や管理に必要
な属性を設定する手順を説明します。LDAP レルムの詳細については、『管理者
ガイド』の「セキュリティの管理」を参照してください。

LDAP レルムの作成

1. 左ペインの [レルム ] ノードをクリックします。ドメインで定義されている
すべての LDAP レルムを示す [レルム ] テーブルが右ペインに表示されます。

2. [新しい LDAP Realm V1 (Deprecated) のコンフィグレーション ] テキスト リ
ンクをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成する
レルムの設定に関連するタブが示されます。

3. [名前 ] 属性フィールドに値を入力します。

4. 右下隅の [作成 ] ボタンをクリックして、レルムのインスタンスを [名前 ] 
フィールドで指定した名前で作成します。左ペインの [レルム ] ノードの下
に、新しいインスタンスが追加されます。

5. [LDAP レルム V1 (廃止 )]、[ユーザ ]、および [グループ ] タブを個々にク
リックして、属性フィールドを変更するか、デフォルト値をそのまま使用し
ます。

6. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。

LDAP レルムのクローンの作成

1. 左ペインの [レルム ] ノードをクリックします。ドメインで定義されている
すべての LDAP レルムを示す [レルム ] テーブルが右ペインに表示されます。
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LDAP レルムの削除
2. クローンを作成するレルムの行で [クローン ] アイコンをクリックします。
右ペインにダイアログが表示され、レルムのクローンの作成に関連するタブ
が示されます。

3. [名前 ] 属性フィールドに値を入力します。

4. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前でレルム インス
タンスを作成します。左ペインの [レルム ] ノードの下に、新しいインスタ
ンスが追加されます。

5. [LDAP レルム V1 (廃止 )]、[ユーザ ]、および [グループ ] タブを個々にク
リックして、属性フィールドを変更するか、デフォルト値をそのまま使用し
ます。

6. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。

LDAP レルムの削除

1. 左ペインの [レルム ] ノードをクリックします。ドメインで定義されている
すべての LDAP レルムを示す [レルム ] テーブルが右ペインに表示されます。

2. 削除するレルムの行で [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の確認
を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

3. [はい ] をクリックして、レルムを削除します。[レルム ] ノードの下にある
レルム アイコンが削除されます。

Windows NT セキュリティ レルムを使用するには、キャッシング レルムを有効
にし、[基本レルム ] フィールドに Windows NT セキュリティ レルムのクラス名
を入力する必要があります。
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67 LDAP レルム（廃止）
[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] LDAP セキュリティ レ
ルムの名前を指定す
る。たとえば、
AccountingRealm など。

名前には英数字で 256 
文字まで使用できる
が、カンマまたはス
ペースは不可

NULL

[レルム クラス名 ] LDAP セキュリティ レ
ルムを含む Java クラス
の名前を指定する。
Java クラスは、
WebLogic Server の 
CLASSPATH に含まれ
ている必要がある。

この属性は変更不可
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[コンフィグレーション ]
[LDAP レルム V1 (廃止 )]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[LDAP URL] LDAP サーバの場所。
URL を、LDAP サーバ
が稼動しているコン
ピュータ名とリスンし
ているポート番号に変
更する。WebLogic 
Server で、SSL プロト
コルを使用する LDAP 
サーバに接続するに
は、URL にある LDAP 
サーバの SSL ポートを
使う。

ldap://ldapserver:389

[プリンシパル ] WebLogic Server で 
LDAP サーバへの接続
に使用される LDAP 
ユーザの識別名
（DN）。このユーザは、
LDAP ユーザやグルー
プをリストできなくて
はならない。

[証明 ] [プリンシパル ] フィー
ルドで定義された 
LDAP ユーザを認証す
るパスワード。

有効なパスワード NULL
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67 LDAP レルム（廃止）
[SSL の有効化 ] LDAP サーバと 
WebLogic Server の間
の通信を保護する SSL 
プロトコルを有効にす
るオプション。次のガ
イドラインに留意する
こと。

LDAP サーバが 
SSL プロトコルを
使用するようコン
フィグレーション
されていない場合
には、このフィー
ルドを無効にする。 

[ユーザ認証 ] 
フィールドを 
[external] に設定
した場合は、この
フィールドを有効
化しなければなら
ない。

ブール

True = 選択されている
False = 選択されていな
い

NULL

[認証プロトコル ] LDAP サーバを認証す
る、認証タイプ。
Netscape Directory 
Server は CRAM-MD5 を
サポートしている。
Microsoft Site Server お
よび Novell NDS は、
Simple をサポートし
ている。

[none] = 認証しない 

[simple] = パス
ワード認証

[CRAM-MD5] = 証明
書認証

なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[ユーザ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値

[ユーザ認証 ] ユーザの認証方法を決
定する。 

次のいずれかの属性を設定する

[local] に設定すると、
LDAP セキュリティ レルム
は、LDAP ディレクトリ サー
バのパスワードを含むユーザ 
データを検索し、WebLogic 
Server のパスワードをチェッ
クする。[local] 設定は、
Netscape Directory Server と 
Microsoft Site Server に適し
ている

[external] に設定すると、
LDAP セキュリティ レルム
は、LDAP ディレクトリ 
サーバを WebLogic Server ク
ライアントから提供される
ユーザ名およびパスワードと
結びつけることで、ユーザを
認証する。[external] 設定
では、SSL プロトコルを使用
する必要がある。
[external] 設定は Novell 
NDS に適している

[bind] に設定すると、LDAP 
セキュリティ レルムはユー
ザを認証する。

bind

[ユーザ パスワード属
性 ]

LDAP ユーザのパス
ワードを設定する。

LDAP ユーザのパスワード NULL
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67 LDAP レルム（廃止）
[ユーザ DN] [ユーザ名 アトリ
ビュート ] の属性と組
み合わせたときにユー
ザをユニークに識別で
きるように、この属性
を属性リストに設定す
る。

文字列 NULL

[ユーザ名属性 ] LDAP ユーザのログイ
ン名を設定する。

このフィールドの値には LDAP 
ユーザの普通の名前を使用でき
るが、一般にはユーザ ID などの
短縮した文字列を使用する。

NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト
値
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[コンフィグレーション ]
[グループ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[グループ DN] [グループ名属性 ] 属性
と組み合わせて LDAP 
サーバ内のグループを
ユニークに識別する属
性リストを入力する。

文字列 NULL

[グループ名属性 ] LDAP サーバ内のグ
ループの名前を入力す
る。 通常は普通の名前。

文字列 NULL

[グループはコンテキ
スト ]

グループ メンバーシッ
プを LDAP サーバに記
録する方法を指定す
る。

ブール

有効 = 選択
無効 = 未選択
各グループ エントリが 
1 ユーザを含む場合に
は、この属性を有効に
する。デフォルトで
は、この属性は有効。

各グループ メンバーの
属性を含む 1 つのグ
ループ エントリがある
場合には、この属性を
無効にする

選択

[グループ ユーザ名属
性 ]

グループ エントリ内の
グループ メンバーを含
む LDAP 属性の名前に
設定する。 

有効なグループ メン
バー名

NULL
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67 LDAP レルム（廃止）
[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザ入力用の領域を
提供する。

文字列 NULL
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68 マシン

以下に、Administration Console を使用して、マシンのコンフィグレーションや
管理に必要な属性を設定する手順を説明します。詳細については、『管理者ガイ
ド』の「WebLogic Server の起動と停止」および「WebLogic Server とクラスタ
のコンフィグレーション」を参照してください。

マシンのコンフィグレーション

1. [マシン ] ノードをクリックします。右ペインに [マシン ] テーブルが表示さ
れ、ドメインで定義されているすべてのマシンが示されます。

2. [新しい Machine のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリックしま
す。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成するマシンの設定に関連
するタブが示されます。

3. [名前 ] 属性フィールドに値を入力します。

4. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前でマシン インス
タンスを作成します。左ペインの [マシン ] ノードの下に、新しいインスタ
ンスが追加されます。

5. 必要に応じて、[ノード マネージャ ] タブをクリックして属性値を変更しま
す。

6. [適用 ] をクリックして変更を保存します。

マシンのクローンの作成

1. [マシン ] ノードをクリックします。右ペインに [マシン ] テーブルが表示さ
れ、ドメインで定義されているすべてのマシンが示されます。
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68 マシン
2. クローンを作成するマシンの行で [クローン ] アイコンをクリックします。
右ペインにダイアログが表示され、マシンのクローンの作成に関連するタブ
が示されます。

3. [名前 ] 属性フィールドに値を入力します。

4. [クローン ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前でマシン イ
ンスタンスを作成します。左ペインの [マシン ] ノードの下に、新しいイン
スタンスが追加されます。

5. 必要に応じて、[ノード マネージャ ] タブをクリックして属性値を変更しま
す。

6. [適用 ] をクリックして変更を保存します。

マシンの削除

1. [マシン ] ノードをクリックします。右ペインに [マシン ] テーブルが表示さ
れ、ドメインで定義されているすべてのマシンが示されます。

2. 削除するマシンの行で [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の確認
を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

3. [はい ] をクリックして、マシンを削除します。[マシン ] ノードの下にある
マシン アイコンが削除されます。

マシンの割り当て

1. 左ペインの [マシン ] の下で、割り当てるマシンのインスタンス ノードをク
リックします。右ペインにダイアログが表示され、このインスタンスに関連
するタブが示されます。

2. [サーバ ] タブをクリックします。

3. [選択可 ] カラムで、マシンに割り当てる 1 つまたは複数のターゲットを選
択します。
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[コンフィグレーション ]
4. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み ] カラ
ムに移動します。

5. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。 

[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] この属性は、マシン名
のリストを返す。

名前には英数字で 256 
文字まで使用できる
が、カンマまたはス
ペースは不可

NULL
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[サーバ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[サーバ ] このマシンで動作して
いるサーバのリストを
返す。

リスト NULL
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[コンフィグレーション ]
[ノード マネージャ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[リスン アドレス ] マシンのリスン アドレ
スを割り当てる。

Localhost

[リスン ポート ] マシンのリスン ポート
を割り当てる

7002

[認証 ] サーバの稼動するセ
キュリティ認証を設定
する。

NULL

[認証パスワード ] セキュリティ認証のパ
スワードを設定する。

認証に対する有効なパ
スワード

NULL

[確実に信頼された
ファイル ]

信頼された認証のある
ファイルを示す

NULL
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68 マシン
[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザ入力用の領域を
提供する。

文字列 NULL
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メール セッションの作成
69 メール セッション

メール セッションの作成

1. [メール ] ノードをクリックします。右ペインに [メール セッション ] テーブ
ルが表示され、ドメインで定義されているすべてのメール セッションが示さ
れます。

2. [新しい Mail Session のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリック
します。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成するメール セッショ
ンの設定に関連するタブが示されます。

3. [名前 ]、[JNDI 名 ]、および [プロパティ ] 属性フィールドに値を入力しま
す。

4. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前でメール セッ
ションのインスタンスを作成します。左ペインの [メール ] ノードの下に、
新しいインスタンスが追加されます。

メール セッションのクローンの作成

1. [メール ] ノードをクリックします。右ペインに [メール セッション ] テーブ
ルが表示され、ドメインで定義されているすべてのメール セッションが示さ
れます。

2. クローンを作成するメール セッションの行で [クローン ] アイコンをクリッ
クします。右ペインにダイアログが表示され、メール セッションのクローン
の作成に関連するタブが示されます。

3. [名前 ]、[JNDI 名 ]、および [プロパティ ] 属性フィールドに値を入力しま
す。
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 69-1



69 メール セッション
4. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前でメール セッ
ションのインスタンスを作成します。左ペインの [メール ] ノードの下に、
新しいインスタンスが追加されます。

メール セッションの削除

1. [メール ] ノードをクリックします。右ペインに [メール セッション ] テーブ
ルが表示され、ドメインで定義されているすべてのメール セッションが示さ
れます。

2. 削除するメール セッションの行で [削除 ] アイコンをクリックします。削除
要求の確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

3. [はい ] をクリックして、メール セッションを削除します。[メール ] ノード
の下にあるメール セッション アイコンが削除されます。

メール セッションのすべてのインスタンス
のモニタ

1. [メール ] ノードをクリックします。右ペインに [メール セッション ] テーブ
ルが表示され、ドメインで定義されているすべてのメール セッションが示さ
れます。

2. モニタするメール セッションの行で [すべてのインスタンスのモニタ ] アイ
コンをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、メール セッショ
ンのすべてのインスタンスが示されます。
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メール セッションの割り当て
メール セッションの割り当て

1. 左ペインの [メール ] の下で、割り当てるメール セッションのインスタンス 
ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、このインスタ
ンスに関連するタブが示されます。

2. [対象 ] タブをクリックします。

3. [サーバ ] タブと [クラスタ ] タブで次の手順を実行します。

a. [選択可 ] カラムで、メール セッションに割り当てる 1 つまたは複数の
ターゲットを選択します。

b. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み ] カ
ラムに移動します。

c. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。 
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 69-3
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[コンフィグレーション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] このメール セッション
の名前を返す。

文字列 NULL

[JNDI 名 ] このメール セッション
の JNDI 名を設定する。

文字列 NULL

[プロパティ ] このメール セッション
に必要なプロパティを
設定する。

mail.transport.protocol=
SMTP
mail.store.protocol=pop
3

NULL
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[コンフィグレーション ]
[対象 ]

[サーバ ]

[クラスタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象サーバ ] このメール セッション
がデプロイされるサー
バを選択できる。

リスト 未選択

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象クラスタ ] このメール セッション
がデプロイされるクラ
スタを選択できる。

リスト 未選択
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69 メール セッション
[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザがコメントを入
力できる。

文字列 NULL
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70 MBean

管理サーバでは、Management Bean（MBean）と呼ばれる JavaBean に似たオブ
ジェクトが使用されます。MBean は、Sun の Java Management Extension（JMX）
規格に基づいています。このオブジェクトを使用することで、ドメインのリソー
スに管理を目的としてアクセスできます。管理サーバには、コンフィグレーショ
ン MBean と実行時 MBean があります。コンフィグレーション MBean により、
コンフィグレーション属性に対して SET（書き込み）アクセスと GET（読み込
み）アクセスが両方とも可能になります。

詳細については、『管理者ガイド』を参照してください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/adminguide/overview.html


71　実行時メッセージ駆動型 EJB

71-1 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ

71 実行時メッセージ駆動型 EJB 

以下の統計によって、メッセージ駆動型 EJBをモニタすることができます。

統計 説明

Idle Beans Count 現在アイドル中の Bean 数

Beans In Use Count 現在使用中の Bean 数

Waiter Total Count 待機中のトランザクション数

Timeout Total Count タイムアウトになったトランザクション数

JMS Connection Alive JMS 接続のステータス



72 NT レルム

以下に、Administration Console を使用して、レルムの作成や管理に必要な属性
を設定する手順を説明します。レルムの詳細については、『管理者ガイド』の
「セキュリティの管理」を参照してください。

NT レルムのコンフィグレーション

1. 左ペインの [レルム ] ノードをクリックします。右ペインに [レルム ] テーブ
ルが表示され、ドメインで定義されているすべての NT レルムが示されます。

2. [新しい NTRealm のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリックしま
す。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成するレルムの設定に関連
するタブが示されます。

3. [名前 ] および [プライマリ ドメイン ] 属性フィールドに値を入力します。

4. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前でレルム インス
タンスを作成します。左ペインの [レルム ] ノードの下に、新しいインスタ
ンスが追加されます。

NT レルムのクローンの作成

1. 左ペインの [レルム ] ノードをクリックします。右ペインに [レルム ] テーブ
ルが表示され、ドメインで定義されているすべての NT レルムが示されます。

2. クローンを作成するレルムの行で [クローン ] アイコンをクリックします。
右ペインにダイアログが表示され、レルムのクローンの作成に関連するタブ
が示されます。

3. [名前 ] および [プライマリ ドメイン ] 属性フィールドに値を入力します。
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72 NT レルム
4. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前でレルム インス
タンスを作成します。左ペインの [レルム ] ノードの下に、新しいインスタ
ンスが追加されます。

NT レルムの削除

1. 左ペインの [レルム ] ノードをクリックします。右ペインに [レルム ] テーブ
ルが表示され、ドメインで定義されているすべての NT レルムが示されます。

2. 削除するレルムの行で [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の確認
を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

3. [はい ] をクリックして、レルムを削除します。[レルム ] ノードの下にある
レルム アイコンが削除されます。

Windows NT セキュリティ レルムを使用するには、キャッシング レルムを有効
にし、[基本レルム ] フィールドに Windows NT セキュリティ レルムのクラス名
を入力する必要があります。
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] AccountingRealm など、
Windows NT セキュリ
ティ レルムの名前を指
定する。

最大 256 文字の英数字 MyNTRealm[-n]

[レルム クラス名 ] Windows NT セキュリ
ティ レルムを実装する 
Java クラスの名前を指
定する。Java クラス
は、WebLogic Server 
の CLASSPATH に含ま
れている必要がある。

この属性は変更不可 weblogic.security.acl.ntr
ealm.NTRealm

[プライマリ ドメイン ] この属性を使用する
と、Windows NT ドメ
インのユーザとグルー
プが定義されているコ
ンピュータのホストと
ポート番号を入力でき
る。

NULL
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72 NT レルム
[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが任意に情報を
指定するためのスペー
スを提供する。

文字列 NULL
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73 プリファレンス

[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[言語 ] コンソールおよびヘル
プ システムの言語を選
択できる。

英語、日本語 英語

[自動更新間隔 ] コンソールの自動更新
時間を設定する。

整数（秒数） 10

[最後に選択したタブ
の位置を保存 ]

最後に選択したタブの
位置に戻る機能を有効
または無効にする。

ブール

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択

[ナビゲーション ツ
リーを使用 ]

コンソールでナビゲー
ション ツリーを使用す
る機能を有効または無
効にする。

ブール

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択
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[グラフ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[グラフデータの収集
間隔 ]

グラフ データのポーリ
ング間隔を設定する。

整数（ミリ秒単位） 500
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[コンフィグレーション ]
74 RDBMS レルム

以下の表に、RDBMS レルムの作成や管理に必要な属性を示します。レルムの詳
細については、『管理者ガイド』の「セキュリティの管理」を参照してください。

[コンフィグレーション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] AccountingRealm など、
セキュリティ レルムの
名前を指定する。

名前には英数字で 256 
文字まで使用できる
が、カンマまたはス
ペースは不可

NULL

[レルム クラス名 ] セキュリティ レルムが
所属する Java クラスの
名前を返す。Java クラ
スは、WebLogic Server 
の CLASSPATH に含ま
れている必要がある。

この属性は変更不可
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74 RDBMS レルム
[データベース ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[ドライバ ] JDBC ドライバの完全
なクラス名を設定す
る。このクラス名は、 
WebLogic Server の 
CLASSPATH に含まれ
ている必要がある。

NULL

[URL] RDBMS レルムで使用
しているデータベース
の URL（JDBC ドライ
バのマニュアル参照）
を設定する。

NULL

[ユーザ名 ] データベースへのログ
インに使用するユーザ
名を指定する。

NULL

[パスワード ] 管理者によって指定さ
れた、データベースの
デフォルト ユーザのパ
スワードを設定する。

NULL
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[コンフィグレーション ]
[スキーマ ]

[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[スキーマ プロパティ ] 使用中のデータベース
からユーザ、グルー
プ、ACL、およびパー
ミッションを取得する
ためのプロパティを指
定する。

key=value のリスト NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが任意に情報を
指定するためのスペー
スを提供する。

文字列 NULL
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75 RDBMS デプロイメント記述子

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml デプロイメ
ント記述子

この章では、バージョン 6.1 の WebLogic Server に固有の XML 要素について説
明します。これらの要素は weblogic600-cmp-rdbms-jar.xml ファイルを構成
し、WebLogic Server EJB コンテナ内のデプロイメント記述子を定義するために
使われるものです。 これらの要素は、WebLogic Server Administration Console の
ほぼ同じ名前のフィールドに対応します。これらのデプロイメント記述子はバー
ジョン 2.0 の EJB に対して使用します。

automatic-key-generation

機能
automatic-key-generation 要素では、シーケンス /キー生成機能を使用する
かどうかを指定します。

値の範囲 なし

デフォルト値 なし

要件 省略可能

親要素 weblogic-rdbms-bean

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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75 RDBMS デプロイメント記述子
cmp-field

機能
この名前は、データベースから取得された情報が入る、Bean インスタンス内の
マッピング対象フィールドを指定します。 

値の範囲 有効な名前

デフォルト値 なし

要件 フィールドの値は大文字 /小文字が区別され、Bean 内のフィールド名と一致
しなければならない。また、このフィールドに対応する cmp-entry エントリ
が ejb-jar.xml に必要である。

親要素 weblogic-rdbms-bean
field-map

weblogic-rdbms-relation
field-group

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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cmr-field

機能
cmr-field 要素は、cmr-field の名前を指定します。

値の範囲 有効な名前

デフォルト値 なし

要件 cmr-field で参照されるフィールドに対して、値が一致する cmr-field エン
トリが ejb-jar.xml に必要である。

親要素 weblogic-rdbms-relation

field-group

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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column-map

機能
この要素は、データベースの 1 つのテーブル内の外部キー列から、対応する主
キーへのマッピングを表現します。 2 つの列は同じテーブルに存在していても、
していなくてもかまいません。 列が属するテーブルは、column-map 要素がデプ
ロイメント記述子に出現するコンテキストから暗黙のうちに自明です。

値の範囲 なし

デフォルト値 なし

要件 foreign-key-column がリモート Bean を参照する場合、key-column 要素
は指定されない。

親要素 weblogic-rdbms-bean
weblogic-relationship-role

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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create-default-dbms-table

機能
create-default-dbms-table 要素では、デプロイメント ファイルの記述およ
び Bean クラスに基づいてデフォルト テーブルを自動的に作成する機能を有効ま
たは無効にします。 False に設定すると、この機能は無効になり、テーブルは自
動的に生成されません。 True に設定すると、この機能が有効になりテーブルが
自動的に作成されます。 TABLE CREATION が失敗すると、Table Not Found エ
ラーが送出されます。その場合、テーブルを手動で作成しなければなりません。

値の範囲 True | False

デフォルト値 False

要件 この要素は、開発およびプロトタイピング フェーズの間にのみ便宜的に使用
する。 これは、使用される DBMS CREATE 文におけるテーブル スキーマが、
コンテナの最適な定義概算となるからである。 ほとんどの場合、プロダクショ
ン環境ではより正確なスキーマ定義が必要となる。

親要素 weblogic-rdbms-jar

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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data-source-name

機能
data-source-name 要素では、この Bean のすべてのデータベース接続で使われ
る JDBC データ ソース名を指定します。

db-cascade-delete

機能
db-cascade-delete 要素では、データベース カスケード機能を有効にするかど
うかを指定します。

値の範囲 この Bean のすべてのデータベース接続に使われるデータ ソースの有効な名前

デフォルト値 なし

要件 データベース接続用の、標準の WebLogic Server JDBC データ ソースとして定
義しなければならない。

親要素 weblogic-rdbms-bean

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml

値の範囲

デフォルト値 なし

要件 Oracle データベースだけに対応する要素。 1 対 1 または 1 対多の関係に対して
のみ指定可能。

親要素 weblogic-rdbms-bean
weblogic-relationship-role

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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dbms-column

機能
フィールドがマッピングされるデータベース列の名前です。

dbms-column-type

機能
dbms-column-type 要素は、現在のフィールドを Oracle データベースの BLOB 
または CLOB にマッピングします。 この要素には OracleBlob または OracleClob 
のどちらかを使用できます。

値の範囲 有効な名前

デフォルト値 なし

要件 dbms-column では大文字 /小文字が保持されるが、すべてのデータベースで
大文字 /小文字が区別されるとは限らない。

親要素 weblogic-rdbms-bean
field-map

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml

値の範囲 有効な名前

デフォルト値 なし

要件 Oracle データベースとの組み合わせでのみ使用可能。

親要素 weblogic-rdbms-bean
field-map

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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75 RDBMS デプロイメント記述子
delay-database-insert-until

機能
delay-database-insert-until 要素では、RDBMS CMP を使用する新しい 
Bean がデータベースに挿入されるときの正確な時間を指定します。

ejbPostCreate メソッドが Bean の永続フィールドを変更し終えるまでの間、
データベースへの挿入操作を遅延することが推奨されます。 これにより、不必要
なストア操作が回避され、パフォーマンスが向上する可能性があります。 

柔軟性を最大限に高めるためには、互いに関連する Bean を ejbPostCreate メ
ソッドで作成しないようにすることをお勧めします。 このような処理を行うと、
まだ作成されていない Bean を関連する Bean が参照することを禁じるデータ
ベース制約がある場合に、データベース挿入の遅延を実施できなくなる場合があ
ります。

値の範囲

デフォルト値 ejbPostCreate

要件 NULL 値を許容しない foreign-key column に cmr-field がマッピングさ
れるとき、データベースへの挿入操作は ejbPostCreate が完了するまで遅延
される。 この場合、Bean がデータベースに挿入される前に、ejbPostCreate 
において cmr-field を NULL 以外の値に設定しなければならない。
Bean の主キーが判明するまでは、ejbCreate の実行中に cmr-field が設定
されない場合がある。

親要素 weblogic-rdbms-bean

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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ejb-name

機能
ejb-cmp-rdbms.xml で定義される EJB を指定する名前。この名前は ejb-jar.xml 
における、CMP エンティティ Bean の ejb-name と一致しなければなりません。

値の範囲 EJB の有効な名前

デフォルト値 なし

要件 ejb-jar.xml で定義される、CMP エンティティ Bean の ejb-name と一致し
なければならない。

親要素 weblogic-rdbms-bean

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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field-group

機能
field-group 要素は、Bean の cmp-field および cmr-field のサブセットを表現し
ます。 Bean 内の互いに関連するフィールドは、1 つの単位としてメモリに展開さ
れるグループにまとめることができます。 グループをファインダまたは関係と関
連付けることによって、ファインダを実行した、または関係を追跡した結果とし
て Bean がロードされるとき、グループに指定したフィールドだけがロードされ
るようにすることができます。

フィールドは複数のグループに属することができます。 この場合、フィールドに
対しての getXXX メソッドでは、そのフィールドを含む最初のグループが対象と
なります。

値の範囲 有効な名前

デフォルト値 グループが指定されていないファインダおよび関係に対しては、default と
いう名前の特殊なグループが使われる。

要件 デフォルト グループには Bean の cmp-field がすべて収められるが、cmr-field 
は収められない。

親要素 weblogic-rdbms-relation

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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field-map

機能
Bean インスタンスの CMP フィールドに対応し、データベースの特定の列にマッ
ピングされるフィールドの名前です。 

foreign-key-column

機能
foreign-key-column 要素は、データベースの外部キーの列を表します。

値の範囲 有効な名前

デフォルト値 なし

要件 データベースの列にマッピングされるフィールドは、Bean の CMP フィール
ドに対応しなければならない。

親要素 weblogic-rdbms-bean

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml

値の範囲 有効な名前

デフォルト値 なし

要件 外部キーの列に対応しなければならない。

親要素 weblogic-rdbms-bean
column-map

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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generator-name

機能
generator-name 要素は、ジェネレータの名前を指定するために使われます。 

次に例を示します。

generator-type 要素の値が ORACLE の場合、generator-name 要素の値は
使用される ORACLE_SEQUENCE の名前になります。

generator-type 要素の値が NAMED_SEQUENCE_TABLE の場合、
generator-name 要素の値は使用される SEQUENCE_TABLE の名前になりま
す。

値の範囲 なし

デフォルト値 なし

要件 省略可能

親要素 weblogic-rdbms-bean
automatic-key-generation

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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generator-type

機能
generator-type 要素では、使用するキー生成メソッドを指定します。 指定できる
値には、次のものがあります。

ORACLE

SQL_SERVER

NAMED_SEQUENCE_TABLE

値の範囲 なし

デフォルト値 なし

要件 省略可能

親要素 weblogic-rdbms-bean
automatic-key-generation

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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group-name

機能
group-name 要素では、フィールド グループの名前を指定します。

値の範囲 有効な名前

デフォルト値 なし

要件 なし

親要素 weblogic-rdbms-relation

field-group

weblogic-rdbms-bean

finder

finder-query

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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include-updates

機能
include-updates 要素では、現在のトランザクションの間に行われる更新を、クエ
リの結果に反映する必要があるかどうかを指定します。 この要素を True に設定
すると、コンテナはクエリを実行する前に、現在のトランザクションによって行
われるすべての変更をディスクに書き出します。

値の範囲 True | False

デフォルト値 False

要件 パフォーマンスを優先する場合、デフォルト値の False を使用する。

親要素 weblogic-rdbms-bean

weblogic-query

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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key-cache-size

機能
key-cache-size 要素は、主キー自動生成機能で利用できる主キー キャッシュのサ
イズを指定します。この要素は省略可能です。

key-column

機能
key-column 要素は、データベースの主キーの列を表します。 

値の範囲 なし

デフォルト値 なし

要件 省略可能

親要素 weblogic-rdbms-bean
automatic-key-generation

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml

値の範囲 有効な名前

デフォルト値 なし

要件 主キーの列に対応しなければならない。

親要素 weblogic-rdbms-bean
column-map

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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max-elements

機能
max-elements 要素では、多値クエリによって返される要素数の上限を指定しま
す。 この要素は JDBC の maxRows 機能に似た働きをします。

method-name

機能
method-name 要素では、ファインダまたは ejbSelect メソッドの名前を指定し
ます。

値の範囲 なし

デフォルト値 なし

要件 なし

親要素 weblogic-rdbms-bean

weblogic-query

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml

値の範囲 なし

デフォルト値 なし

要件 ワイルドカードとしての「*」文字は使用できない。

親要素 weblogic-rdbms-bean

query-method

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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method-param

機能
method-param 要素では、メソッド パラメータの Java 型名を指定します。型名
は完全修飾形式で指定します。

method-params

機能
method-params 要素では、メソッド パラメータの Java 型名の順序付きリストを
指定します。型名は完全修飾形式で指定します。

値の範囲 有効な名前

デフォルト値 なし

要件 なし

親要素 weblogic-rdbms-bean

method-params

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml

値の範囲 有効な名前のリスト

デフォルト値 なし

要件 なし

親要素 weblogic-rdbms-bean

query-method

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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query-method

機能
query-method 要素では、weblogic-query と関連付けられるメソッドを指定し
ます。 この要素の指定には、デプロイメント記述子 ejb-jar.xml と同じ形式を
使用します。

relation-name

機能
relation-name 要素では、関係の名前を指定します。

値の範囲 なし

デフォルト値 なし

要件 なし

親要素 weblogic-rdbms-bean

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml

値の範囲 有効な名前

デフォルト値 なし

要件 関連付けられた記述子ファイル ejb-jar.xml 内の ejb-relation 要素の子
である ejb-relation-name と一致しなければならない。

親要素 weblogic-rdbms-relation

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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relationship-role-name

機能
relationship-role-name 要素では、関係ロールの名前を指定します。

値の範囲 有効な名前

デフォルト値 なし

要件 関連付けられた記述子ファイル ejb-jar.xml 内の 
ejb-relationship-role 要素の子である ejb-relationship-role-name 
と一致しなければならない。

親要素 weblogic-rdbms-relation
weblogic-relationship-role

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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table-name

機能
テーブルの完全修飾 SQL 名。 この Bean の data-source に対して定義される
ユーザは、このテーブルに対して読み取りおよび書き込みの権限を持つ必要があ
りますが、スキーマ変更の権限は必ずしも必要ではありません。

値の範囲 データベース内のソース テーブルの有効な SQL 名（完全修飾形式）

デフォルト値 なし

要件 table-name は常に設定しなければならない。

親要素 weblogic-rdbms-bean

weblogic-rdbms-relation

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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weblogic-ql

機能

weblogic-ql 要素には、EJB QL 言語に対する WebLogic 固有の機能拡張を含む
クエリを指定します。 EJB QL 言語の標準機能だけを使用するクエリについては、
デプロイメント記述子 ejb-jar.xml に指定することを推奨します。

値の範囲 なし

デフォルト値 なし

要件 なし

親要素 weblogic-rdbms-bean

weblogic-query

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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weblogic-query

機能
weblogic-query 要素では、WebLogic 固有の属性を必要に応じてクエリと関連
付けることができます。 たとえば、weblogic-query 要素を使って、EJB QL に
対する WebLogic 固有の機能拡張を含むクエリを指定することができます。 EJB 
QL に対する WebLogic の機能拡張を利用しないクエリについては、デプロイメ
ント記述子 ejb-jar.xml に指定することを推奨します。

また、weblogic-query 要素には、クエリによって事前にキャッシュにロードし
ておくことが望ましいエンティティ Bean をクエリが取得する場合に、フィール
ド グループ（field-group 要素で指定）をクエリと関連付ける用途もあります。

値の範囲 なし

デフォルト値 なし

要件 なし

親要素 weblogic-rdbms-bean

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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weblogic-relationship-role

機能
weblogic-relationship-role 要素は、外部キーから主キーへのマッピングを
表現するために使われます。 関係がローカルであるとき、1 対 1 関係に対する 1 
つのマッピングだけが指定されます。 多対多の関係については、2 つのマッピン
グを指定しなければなりません。

キーが複雑な場合、1 つのロールに対して複数の列マッピングが指定されます。 
ロールが単にグループ名を指定しているだけの場合、column-map は指定されま
せん。

値の範囲 有効な名前

デフォルト値 なし

要件 テーブルへのロールのマッピングは、関連する weblogic-rdbms-bean およ
び ejb-relation 要素で指定される。

親要素 weblogic-rdbms-relation

デプロイメント 
ファイル

weblogic-cmp-rdbms-jar.xml
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weblogic-cmp-rdbms-jar.xml デプロイメント記述子
この節では、バージョン 6.1 の WebLogic Server に固有の XML 要素について説
明します。これらの要素は weblogic510-cmp-rdbms-jar.xml ファイルを構成
し、WebLogic Server EJB コンテナ内のデプロイメント記述子を定義するために
使われるものです。 これらの要素は、WebLogic Server Administration Console の
ほぼ同じ名前のフィールドに対応します。これらのデプロイメント記述子はバー
ジョン 1.1 の EJB に対して使用します。

RDBMS 定義要素
ここでは、RDBMS 定義要素について説明します。

pool-name
pool-name 要素では、この EJB のデータベース接続で使われる WebLogic Server 
接続プールの名前を指定します。 

schema-name
schema-name 要素では、ソース テーブルがデータベース内に位置するスキーマ
を指定します。 この要素は、EJB の接続プールに定義されたユーザにとってのデ
フォルト スキーマではないスキーマを使用する場合にのみ必要です。

注意 : このフィールドでは大文字 /小文字が区別されますが、多くの SQL 実装
では大文字 /小文字の区別は無視されます。

table-name
table-name 要素では、データベース内のソース テーブルを指定します。 この要
素は常に必要です。 

注意 : EJB の接続プールに定義されるユーザは、指定されたテーブルに対して
読み取りおよび書き込みの権限を持つ必要がありますが、スキーマ変更
の権限は必ずしも必要ではありません。 このフィールドでは大文字 /小文
字が区別されますが、多くの SQL 実装では大文字 /小文字の区別は無視
されます。
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75 RDBMS デプロイメント記述子
EJB フィールド マッピング要素
ここでは、EJB フィールド マッピング要素について説明します。

attribute-map
attribute-map 属性は、EJB インスタンスの 1 つのフィールドをデータベース 
テーブルの特定の列とリンクします。 attribute-map では、WebLogic Server の 
RDBMS ベースの永続性を利用する EJB の各フィールドに対して、厳密に 1 つの
エントリを指定しなければなりません。 

object-link
個々の attribute-map エントリは、データベースの列および EJB インスタンス
のフィールド間のリンクを表現する object-link 属性で構成されます。

bean-field
bean-field 属性では、データベースから取得されたデータが入る EJB インスタ
ンスのフィールドを指定します。 この要素では大文字 /小文字が区別され、要素
の値は Bean インスタンスのフィールドの名前と厳密に一致しなければなりませ
ん。 

また、この要素で参照されるフィールドに対応する cmp-field 要素が、Bean の 
ejb-jar.xml ファイルで定義されている必要があります。

dbms-column
dbms-column 要素では、EJB のフィールドがマッピングされるデータベースの
列を指定します。 この要素では大文字 /小文字が区別されますが、多くのデータ
ベースでは大文字 /小文字の区別は無視されます。

注意 : WebLogic Server では、dbms-column 要素の値として、引用符で囲んだ 
RDBMS キーワードを使用できません。 たとえば、"create" や "select" の
ような列名を使った属性マップは、使用するデータストアでそれらの語
が予約済みである場合には作成できません。
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ファインダ要素

ここでは、ファインダ要素について説明します。

finder-list
finder-list 要素は、Bean 集合の位置を特定するために生成される全ファイン
ダの集合を定義します。

finder-list には、findByPrimarykey メソッドを除き、ホーム インター
フェースに定義される個々のファインダ メソッドに対して必ず 1 つのエントリ
を定義しなければなりません。 findByPrimaryKey に対応するエントリが定義さ
れない場合、コンパイル時にエントリが生成されます。 

注意 : findByPrimaryKey に対応するエントリを指定しない場合、WebLogic 
Server はコンパイル時に生成されるエントリを、妥当性を検証すること
なく使用します。 ほとんどの場合、findByPrimaryKey に対応するエント
リの定義を省略して、デフォルトで生成されるメソッドを使うことが推
奨されます。

finder
finder 要素は、ホーム インターフェースに定義されるファインダ メソッドを定
義します。 WebLogic Server は finder 要素の子要素を参照することによって、
ホーム インターフェースのどのメソッドが記述対象となっているかを識別し、
必要なデータベース操作を実行できます。

method-name
method-name 要素では、ホーム インターフェースのファインダ メソッドの名前
を定義します。 この要素にはメソッドの正確な名前を指定しなければなりませ
ん。

method-params
method-params 要素では、method-name に指定されているファインダ メソッド
に渡されるパラメータの集合を定義します。 
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注意 : WebLogic Server はこのリストを、EJB のホーム インターフェースに定
義されたファインダ メソッドのパラメータ型と照合します。パラメータ 
リストの順序および型は、ホーム インターフェースに定義された順序お
よび型と厳密に一致しなければなりません。

method-param
method-param 要素では、パラメータの型の名前を完全修飾形式で定義します。 
型名は java.lang.Class オブジェクトに評価され、評価結果のオブジェクト
は、EJB のファインダ メソッドの各パラメータと厳密に一致しなければなりま
せん。 

パラメータのプリミティブ名（double や int など）を使って、プリミティブ型の
パラメータを指定することができます。 プリミティブでないデータ型を 
method-param 要素で使用する場合は、完全修飾名を指定しなければなりませ
ん。 たとえば、Timestamp ではなく java.sql.Timestamp と指定します。 修飾名
を使用しないと、デプロイメント ユニットのコンパイル時に ejbc によってエ
ラー メッセージが返されます。

finder-query
finder-query 要素は、このファインダでデータベースから値を取得するために
使われる WebLogic Query Language（WLQL）文字列を指定します。

注意 : finder-query 要素の値であるテキストは、常に XML の CDATA 属性を
使って定義します。 CDATA を使うことにより、ファインダのコンパイル
時に、WLQL 文字列内の特殊文字が原因でエラーが発生することがなく
なります。

finder-expression
finder-expression 要素では、このファインダでのデータベース クエリで変数
として使用する Java 言語拡張を指定します。 

注意 : WebLogic Server EJB コンテナの将来のバージョンでは、（EJB 2.0 仕様の
要件に従って）EJB QL クエリ言語が使われる予定です。 EJB QL では、
埋め込み形式の Java 式を使用できません。 そのため、将来の EJB コンテ
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ナへのアップグレードを容易にするために、エンティティ EJB のファイ
ンダを作成するときは、WLQL に Java 式を埋め込まないようにしてくだ
さい。
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76 レルム

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

名前



77 セキュリティ

以下に、Administration Console を使用して、セキュリティの作成や管理に必要
な属性を設定する手順を説明します。詳細については、『管理者ガイド』の「セ
キュリティの管理」を参照してください。
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[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[システム ユーザ ] サーバの起動と停止、
リソースのロックと
ロックの解除など、
WebLogic Server のシ
ステム レベルの操作を
管理する管理ユーザを
返す。system ユーザ
は、WebLogic Server 
のインストール手順の
中で定義する。

最大 256 文字の英数字
で、カンマまたはス
ペースは使用不可

system

[キャッシング レルム ] セキュリティを設定ま
たは確認するキャッシ
ング レルムを選択でき
る。

リスト 未選択

[接続フィルタ ] セキュリティ レルムの
接続フィルタを選択で
きる。

リスト 未選択

[ゲスト不可 ] guest ログインを使用し
て WebLogic Server の
リソースおよびサービ
スにアクセスできるか
どうかを指定する。

ブール

True = 選択されている
False = 選択されていな
い

選択
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[コンフィグレーション ]
[ファイル レルム ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[最大ユーザ数 ] ファイル レルムと共に
使用するユーザの最大
数を指定する。ファイ
ル レルムは、ユーザ数 
10,000 人以下での使用
を想定されている。 

1 ～ 10000 1000

[最大グループ数 ] ファイル レルムと共に
使用するグループの最
大数を指定する。 

1 ～ 10000 1000

[最大 ACL] ファイル レルムと共に
使用する ACL の最大
数を指定する。 

1 ～ 10000 1000
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[詳細設定 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[すべてのログを
チェック ]

このボックスを選択す
ると、リソース上のす
べての checkPermission 
が WebLogic Server の
ログ ファイルに通知
メッセージとして記録
される。この属性を有
効にすると、無効にす
る場合よりも多くの
メッセージが 
WebLogic Server のロ
グ ファイルに含まれ
る。無効にすると、保
護されたリソースへの
アクセスがログ メッ
セージになる。

選択されていない

[結果バッチサイズ ] ユーザ、グループ、
ACL を表示するとき
に、1 回の要求で返さ
れるユーザ、グルー
プ、ACL、およびパー
ミッションの数を指定
する。

0 より大きい値 200
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[コンフィグレーション ]
[監査 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[監査プロバイダ クラ
ス ]

監査プロバイダを実装
する Java クラスの名前
を指定できる。監査プ
ロバイダは 
weblogic.security.
audit.AuditProvide

r インタフェースの実
装。

有効な監査プロバイダ 
クラスの名前

NULL
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[パスワード ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[最小パスワード文字
数 ]

パスワードに必要な文
字数を設定する。パス
ワードは、8 文字以上
でなければならない。 

整数 8

[ロックアウト有効化 ] 無効なログインが行わ
れたときにユーザ アカ
ウントがロックされ
る。

ブール

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択

[ロックアウトしきい
値 ]

ユーザ アカウントが
ロックされるまで許さ
れるユーザ名とパス
ワードの無効な組み合
わせの数を指定する。
それ以降にユーザ アカ
ウントへのアクセスが
試行された場合、入力
されたユーザ名とパス
ワードの組み合わせが
正しくても、セキュリ
ティ例外が発生する。
システム管理者によっ
て明示的にロック解除
されるか、[ロックア
ウト遅延 ] の時間の経
過後に他のログインが
試行されるまで、アカ
ウントはロックされ
る。  

整数 5 分
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[コンフィグレーション ]
[ロックアウト遅延 ] [ロックアウト リセッ
ト遅延 ] 属性で指定さ
れた時間内に無効なロ
グインが試行された
後、ユーザのアカウン
トがロックされる分数
を指定する。 

整数 30 分

[ロックアウト リセッ
ト遅延 ]

無効なログインの試行
によってユーザ アカウ
ントがロックされるま
での分数を指定する。
このフィールドで指定
した時間内に、[ロッ
クアウトしきい値 ] 
フィールドで指定した
数の無効なログインが
試行されると、アカウ
ントがロックされる。

整数 5 分

[ロックアウト キャッ
シュ サイズ ]

試行しなかったログイ
ンと試行した無効なロ
グインのキャッシュ サ
イズを設定する。

0 ～ 10 5

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが任意に情報を
指定するためのスペー
スを提供する。

文字列 NULL
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以下に、Administration Console を使用して、WebLogic Server のコンフィグレー
ションや管理に必要な属性を設定する手順を説明します。詳細については、『管
理者ガイド』の「WebLogic Server とクラスタのコンフィグレーション」および
「WebLogic Server の起動と停止」を参照してください。

サーバのコンフィグレーション

1. 左ペインの [サーバ ] ノードをクリックします。右ペインに [サーバ ] テーブ
ルが表示され、ドメインで定義されているすべてのサーバが示されます。

2. [新しい Server のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリックしま
す。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成するサーバの設定に関連
するタブが示されます。

3. [名前 ]、[マシン ]、[リスン ポート ]、[管理ポート ]、[リスン アドレス ]、
および [外部 DNS 名 ] 属性フィールドに値を入力します。

4. 右下隅の [作成 ] ボタンをクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前
でサーバ インスタンスを作成します。左ペインの [サーバ ] ノードに、新し
いインスタンスが追加されます。

5. その他のタブをクリックして、属性フィールドを変更するか、割り当てられ
ているデフォルト値をそのまま使用します。

6. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。

サーバのクローンの作成

1. 左ペインの [サーバ ] ノードをクリックします。右ペインに [サーバ ] テーブ
ルが表示され、ドメインで定義されているすべてのサーバが示されます。
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2. クローンを作成するサーバの行で [クローン ] アイコンをクリックします。
右ペインにダイアログが表示され、新しいサーバのクローンの作成に関連す
るタブが示されます。

3. [名前 ]、[マシン ]、[リスン ポート ]、[管理ポート ]、[リスン アドレス ]、
および [外部 DNS 名 ] 属性フィールドに値を入力します。

4. 右下隅の [クローン ] ボタンをクリックして、[名前 ] フィールドに指定した
名前でサーバのインスタンスを作成します。左ペインの [サーバ ] ノードに、
新しいインスタンスが追加されます。

5. その他のタブをクリックして、属性フィールドを変更するか、割り当てられ
ているデフォルト値をそのまま使用します。

6. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。

サーバの削除

1. 左ペインの [サーバ ] ノードをクリックします。右ペインに [サーバ ] テーブ
ルが表示され、ドメインで定義されているすべてのサーバが示されます。

2. 削除するサーバの行で [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の確認
を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

3. [はい ] をクリックして、サーバを削除します。[サーバ ] ノードの下にある
サーバ アイコンが削除されます。

サーバのログの表示

1. 左ペインの [サーバ ] の下で、ログを表示するサーバのインスタンス ノード
を右クリックします。ポップ アップ メニューが開きます。

2. [サーバ ログを見る ] をクリックします。新しいブラウザ ウィンドウが表示
され、ログが示されます。
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サーバの JNDI ツリーの表示
サーバの JNDI ツリーの表示

1. 左ペインの [サーバ ] の下で、JNDI ツリーを表示するサーバのインスタンス 
ノードを右クリックします。 ポップアップ メニューが開きます。 

2. [JNDI ツリーを見る ] をクリックします。新しいブラウザ ウィンドウが表示
され、ネーミング コンテキスト データが示されます。

サーバの実行キューの表示

1. 左ペインの [サーバ ] の下で、実行キューを表示するサーバのインスタンス 
ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、このインスタ
ンスに関連するタブが示されます。

2. [モニタ ] タブをクリックします。

3. [すべてのアクティブなキューのモニタ ...] テキスト リンクをクリックしま
す。右ペインに [実行キュー ] テーブルが表示され、このサーバ用に定義さ
れているすべての実行キューが示されます。

サーバの実行スレッドの表示

1. 左ペインの [サーバ ] の下で、実行スレッド データを表示するサーバのイン
スタンス ノードを右クリックします。ポップ アップ メニューが開きます。 

2. [実行スレッドを見る ] をクリックします。情報が右ペインに表示されます。
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サーバのソケットの表示

1. 左ペインの [サーバ ] の下で、ソケットを表示するサーバのインスタンス 
ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、このインスタ
ンスに関連するタブが示されます。

2. [モニタ ] タブをクリックします。

3. [すべてのアクティブなソケットのモニタ ] リンクをクリックします。右ペイ
ンに [ソケット ] テーブルが表示され、このサーバ用に定義されているすべ
てのソケットが示されます。

サーバの接続の表示

1. 左ペインの [サーバ ] の下で、接続を表示するサーバのインスタンス ノード
をクリックします。右ペインにダイアログが表示され、このインスタンスに
関連するタブが示されます。

2. [モニタ ] タブをクリックします。

3. [すべての接続のモニタ ] リンクをクリックします。右ペインに [接続 ] テー
ブルが表示され、このサーバ用に定義されているすべての接続が示されま
す。

サーバ上でのガベージ コレクションの実行

1. 左ペインの [サーバ ] の下で、メモリ使用状況を表示するサーバのインスタ
ンス ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、このイン
スタンスに関連するタブが示されます。

2. [モニタ ] タブをクリックします。

3. [パフォーマンス ] タブをクリックします。
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JTA のモニタ
4. [メモリ使用状況 ] グラフが高い使用率を示しているかどうかをチェックしま
す。[メモリ使用状況 ] グラフは、選択したサーバが現在動作している場合に
だけ表示されます。

5. [ガベージ コレクションを強制する ] ボタンをクリックして、ガベージ コレ
クションを実行します。コレクションが正常に実行されたことを示すメッ
セージが表示されます。

JTA のモニタ

1. 左ペインの [サーバ ] の下で、JTA の使用状況を表示するサーバのインスタ
ンス ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、このイン
スタンスに関連するタブが示されます。

2. [モニタ ] タブをクリックします。

3. [JTA] タブをクリックします。JTA の読み込み専用の統計が右ペインに表示
されます。

サーバ セキュリティのモニタ

1. 左ペインの [サーバ ] の下で、セキュリティをモニタするサーバのインスタ
ンス ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、このイン
スタンスに関連するタブが示されます。

2. [モニタ ] タブをクリックします。

3. [セキュリティ ] タブをクリックします。このインスタンスのセキュリティ 
データが表示されます。 
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サーバのバージョンの表示

1. 左ペインの [サーバ ] の下で、バージョンを表示するサーバのインスタンス 
ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、このインスタ
ンスに関連するタブが示されます。

2. [モニタ ] タブをクリックします。

3. [バージョン ] タブをクリックします。このインスタンスのバージョン デー
タが表示されます。

サーバのクラスタのモニタ

1. 左ペインの [サーバ ] の下で、クラスタをモニタするサーバのインスタンス 
ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、このインスタ
ンスに関連するタブが示されます。

2. [モニタ ] タブをクリックします。

3. [クラスタ ] タブをクリックします。このインスタンスのクラスタ データが
表示されます。 

サーバ上での EJB のデプロイ

1. 左ペインの [サーバ ] の下のインスタンス ノードをクリックして、EJB デプ
ロイメント用のサーバを選択します。右ペインにダイアログが表示され、こ
のインスタンスに関連するタブが示されます。

2. [デプロイメント ] タブをクリックします。[EJB] タブが表示されます。

3. [選択可 ] カラムで、サーバにデプロイする 1 つまたは複数の EJB を選択し
ます。
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サーバにデプロイされたすべての EJB のモニタ
4. 移動コントロールをクリックして、選択した EJB を [選択済み ] カラムに移
動します。

5. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。

サーバにデプロイされたすべての EJB のモ
ニタ

1. 左ペインの [サーバ ] の下のインスタンス ノードをクリックして、EJB モニ
タの対象となるサーバを選択します。右ペインにダイアログが表示され、こ
のインスタンスに関連するタブが示されます。

2. [デプロイメント ] タブをクリックします。[EJB] タブが表示されます。

3. [すべてのアクティブな EJB のモニタ ] テキスト リンクをクリックします。
右ペインに [アクティブな EJB] テーブルが表示され、このサーバにデプロイ
されたすべての EJB が示されます。 

サーバへの Web アプリケーション コン
ポーネントのデプロイ

1. 左ペインの [サーバ ] の下のインスタンス ノードをクリックして、Web アプ
リケーション デプロイメントの対象となるサーバを選択します。右ペインに
ダイアログが表示され、このインスタンスに関連するタブが示されます。

2. [デプロイメント ] タブをクリックします。

3. [Web アプリケーション ] タブをクリックします。

4. [選択可 ] カラムで、サーバにデプロイする 1 つまたは複数の Web アプリ
ケーションを選択します。

5. 移動コントロールをクリックして、選択した Web アプリケーションを [選択
済み ] カラムに移動します。
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78 サーバ
6. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。

サーバ上のすべての Web アプリケーション 
コンポーネントのモニタ

1. 左ペインの [サーバ ] の下のインスタンス ノードをクリックして、Web アプ
リケーション モニタの対象となるサーバを選択します。右ペインにダイアロ
グが表示され、このインスタンスに関連するタブが示されます。

2. [デプロイメント ] タブをクリックします。

3. [Web アプリケーション ] タブをクリックします。

4. [すべてのアクティブな Web アプリケーションのモニタ ] テキスト リンクを
クリックします。右ペインに [アクティブな Web アプリケーション ] テーブ
ルが表示され、このサーバにデプロイされたすべての Web アプリケーショ
ンが示されます。 

サーバへの起動クラスおよび停止クラスの
デプロイ

1. 左ペインの [サーバ ] の下のインスタンス ノードをクリックして、起動 /停
止クラスをデプロイするサーバを選択します。右ペインにダイアログが表示
され、このインスタンスに関連するタブが示されます。

2. [デプロイメント ] タブをクリックします。

3. [起動 /停止 ] タブをクリックします。

4. [選択可 ] カラムで、サーバにデプロイする 1 つまたは複数の起動クラスを
選択します。

5. 移動コントロールをクリックして、選択した起動クラスを [選択済み ] カラ
ムに移動します。
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サーバへの JDBC 接続プールの割り当て
6. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。

7. [停止クラス ] コントロールを使用して手順 4、5、および 6 を繰り返して、
サーバに停止クラスをデプロイします。

サーバへの JDBC 接続プールの割り当て

1. 左ペインの [サーバ ] の下のインスタンス ノードをクリックして、JDBC 接
続プールを割り当てるサーバを選択します。右ペインにダイアログが表示さ
れ、このインスタンスに関連するタブが示されます。

2. [サービス ] タブをクリックします。

3. [JDBC] タブをクリックします。 

4. [選択可 ] カラムで、サーバに割り当てる 1 つまたは複数の JDBC 接続プー
ルを選択します。

5. 移動コントロールをクリックして、選択した JDBC 接続プールを [選択済み
] カラムに移動します。

6. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。

サーバへの WLEC 接続プールの割り当て

1. 左ペインの [サーバ ] の下のインスタンス ノードをクリックして、WLEC 接
続プールを割り当てるサーバを選択します。右ペインにダイアログが表示さ
れ、このインスタンスに関連するタブが示されます。

2. [サービス ] タブをクリックします。

3. [WLEC] タブをクリックします。 

4. [選択可 ] カラムで、サーバに割り当てる 1 つまたは複数の WLEC 接続プー
ルを選択します。
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78 サーバ
5. 移動コントロールをクリックして、選択した WLEC 接続プールを [選択済み
] カラムに移動します。

6. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。

サーバ上のすべての WLEC 接続プールのモ
ニタ

1. 左ペインの [サーバ ] の下のインスタンス ノードをクリックして、WLEC 接
続プールのモニタの対象となるサーバを選択します。右ペインにダイアログ
が表示され、このインスタンスに関連するタブが示されます。

2. [サービス ] タブをクリックします。

3. [WLEC] タブをクリックします。 

4. [すべてのアクティブ プールのモニタ ] テキスト リンクをクリックします。
右ペインに [WLEC 接続プール ] テーブルが表示され、このサーバに割り当
てられているすべての接続プールが示されます。

サーバへの XML レジストリの割り当て

1. 左ペインの [サーバ ] の下のインスタンス ノードをクリックして、XML レジ
ストリを割り当てるサーバを選択します。右ペインにダイアログが表示さ
れ、このインスタンスに関連するタブが示されます。

2. [サービス ] タブをクリックします。

3. [XML] タブをクリックします。

4. [XML レジストリ ] ドロップダウン リスト ボックスからレジストリを選択し
ます。

5. 残りのフィールドに新しい値を入力するか、デフォルト値をそのまま使用し
ます。
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サーバへのメール セッションの割り当て
6. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。

サーバへのメール セッションの割り当て

1. 左ペインの [サーバ ] の下のインスタンス ノードをクリックして、メール 
セッションを割り当てるサーバを選択します。右ペインにダイアログが表示
され、このインスタンスに関連するタブが示されます。

2. [サービス ] タブをクリックします。

3. [Mail] タブをクリックします。 

4. [選択可 ] カラムで、サーバに割り当てる 1 つまたは複数のメール セッショ
ンを選択します。

5. 移動コントロールをクリックして、選択したメール セッションを [選択済み ] 
カラムに移動します。

6. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。

サーバへの FileT3 の割り当て

1. 左ペインの [サーバ ] の下のインスタンス ノードをクリックして、FileT3 を
割り当てるサーバを選択します。右ペインにダイアログが表示され、このイ
ンスタンスに関連するタブが示されます。

2. [サービス ] タブをクリックします。

3. [FileT3] タブをクリックします。 

4. [選択可 ] カラムで、サーバに割り当てる 1 つまたは複数の FileT3 を選択し
ます。

5. 移動コントロールをクリックして、選択した FileT3 を [選択済み ] カラムに
移動します。

6. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。
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78 サーバ
WebLogic Server Console 内のコンパイラ
の変更

1. WebLogic Server Console を起動します。

2. ナビゲーション ツリーの [サーバ ] フォルダを開きます。

3. [サーバ ] フォルダでサーバを選択します（インストール時のデフォルトでは 
myserver）。

4. [コンフィグレーション ] タブをクリックします。

5. [コンパイラ ] タブをクリックして、[Java コンパイラ ] テキスト ボックスに 
sj.exe コンパイラのフル パスを入力します。
例：c:\visualcafe31\bin\sj.exe

6. JRE rt.jar ライブラリへのフル パスを [クラスパスの後ろに追加 ] テキスト 
ボックスに入力します。
例： \%WL_HOME%\jdk130\jre\lib\rt.jar

7. [適用 ] をクリックします。

8. サーバを再起動して、新しい Java コンパイラと [クラスパスの後ろに追加 ] 
の値を有効にします。
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] サーバ名を返す。 名前には英数字で 256 
文字まで使用できる
が、カンマまたはス
ペースは不可

myserver

[マシン ] マシン名を返す。 カンマまたはスペース
を含まない英数字の文
字列

NULL

[リスン ポート ] このサーバが SSL メッ
セージをリスンするた
めに使用するポートを
指定する。

有効なリスン ポート 7001
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78 サーバ
[管理ポート ] 管理サーバが管理関連
のすべての通信を受信
するために使用する 
SSL ポートを指定す
る。

管理サーバ上で値を指
定する場合、すべての
管理対象サーバは管理
サーバへの情報の送信
にポート番号（および 
SSL）を使用する。ま
た、ユーザはすべての
管理コマンドでこの
ポート番号と SSL を使
用しなければならな
い。たとえば、管理
サーバ上の 
Administration Console 
にアクセスするために
ポート番号を使用しな
ければならない。

値を指定しない場合、
管理サーバは管理関連
の通信を受信するため
にデフォルトのリスン 
ポートを使用する。

1 ～ 65534 の範囲内で
未使用の任意のポート
番号

NULL

[リスン アドレス ] ドメインのリスン アド
レスを設定できる。

有効なリスン アドレス NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[外部 DNS 名 ] システムにアドレス変
換ファイアフォールが
含まれていて、クラス
タ化された WebLogic 
Server と フロントエン
ド Web サーバへのプラ
グイン（Netscape（プ
ロキシ）プラグインな
ど）との間に位置する
場合、このサーバとの
通信でプラグインが使
用するアドレスをこの
属性に設定する。 

[インターフェイス ア
ドレス ]

NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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78 サーバ
[クラスタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[クラスタ ] このサーバが所属する
クラスタを指定する。

有効なクラスタ名 なし

[レプリケーション グ
ループ ]

このクラスタが所属す
るレプリケーション グ
ループを指定する。

文字列 なし

[セカンダリ プリファ
レンス グループ ]

このクラスタのセカン
ダリ プリファレンス グ
ループを指定する。

文字列 なし

[クラスタの重み ] このサーバで実行され
る作業の割合を指定す
る。

整数 100
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[コンフィグレーション ]
[HTTP]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[デフォルト Web アプ
リケーション ]

このサーバのデフォル
トの Web アプリケー
ションの名前を返す。

文字列 DefaultWebApp_myser
ver

[POST タイムアウト秒 ] WebLogic Server が 
HTTP POST データ中
の連続データを受信す
る間隔のタイムアウト
を秒単位で設定する。
POST データを使用し
てサーバを過負荷状態
にしようとするサービ
ス拒否攻撃を防ぐため
に使用する。 

整数 0

[デフォルト サーバ名 ] WebLogic Server では、
リクエストをリダイレ
クトするときに、[デ
フォルト サーバ名 ] で
指定した文字列を使用
して、HTTP 応答ヘッ
ダとして返されるホス
ト名を設定する。

ファイアウォールまた
はロード バランサを使
用し、ブラウザからリ
クエストをリダイレク
トして、元のリクエス
トで送られたものと同
じホスト名を参照する
場合に便利。 

文字列 NULL
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[Send Server Header を
有効化 ]

false に設定すると、
サーバ名は HTTP 応答
と共に送られない。
ヘッダの領域が限られ
る無線アプリケーショ
ンの場合に便利。

ブール

True = 有効
False = 無効

True

[WAP 有効化 ] この属性を選択する
と、セッション ID は 
JVM 情報に含まれなく
なる。これは、URL の
サイズが 128 文字に制
限される WAP デバイ
スで URL 書き換えを
使用する場合に必要に
なる。[WAP 有効化 ] 
を選択すると、クラス
タでのレプリケートさ
れたセッションの使用
に影響することがあ
る。

有効

無効

無効

[最大 POST 時間 ] WebLogic Server が 
HTTP POST データ中
の連続データを待機す
る時間を秒単位で設定
する。 

整数

0 より小さい値は、時
間が無制限であること
を示す。

-1

[最大 POST サイズ ] HTTP POST データ中
の連続データの最大サ
イズを設定する。 

整数

0 より小さい値は、サ
イズが無制限であるこ
とを示す。

-1

[Keep Alive を有効化 ] HTTP キープアライブ
を有効にするかどうか
を設定する。

ブール

True = 有効
False = 無効

選択

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[持続時間 ] 非アクティブな HTTP 
接続を閉じるまで 
WebLogic Server が待
機する秒数。

整数 30

[HTTPS 持続時間 ] 非アクティブな HTTPS 
接続を閉じるまで 
WebLogic Server が待
機する秒数。

整数 60

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[SSL]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[有効化 ] サーバ間 SSL 接続を有
効にする。サーバ間の
自動 SSL をオーバライ
ドするには、この属性
を無効にする。 

ブール

True = 選択されている
False = 選択されていな
い

選択

[リスン ポート ] WebLogic Server が 
SSL 接続をリスンする
ために使用する専用
ポートを指定する。

有効なリスン ポート 7002

[サーバ キー ファイル
名 ]

WebLogic Server のプ
ライベートなキー ファ
イル名。

文字列 config\mydomain\demo
key.pem

[サーバ認証ファイル
名 ]

WebLogic Server のプ
ライベートなキー ファ
イル名を指定する。

文字列 config\mydomain\demo
cert.pem

[サーバ認証チェーン 
ファイル ]

WebLogic Server のデ
ジタル証明書の完全な
ディレクトリ位置を指
定する。

文字列 config\mydomain\ca.pe
m

[クライアント認証を
強制する ]

この属性を true に設定
すると、クライアント
証明書が使用される。

ブール

True = 選択されている
False = 選択されていな
い

選択されていない
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[コンフィグレーション ]
[信頼性のある CA ファ
イル名 ]

WebLogic Server に
よって信頼されている
証明局のデジタル証明
書が格納されている
ファイルの名前を指定
する。 

証明機関の 1 つのデジ
タル証明書またはデジ
タル証明書チェーンが
収められているファイ
ル。

trusted-ca.pem

[認可済み認証機関 ] 証明書の有効性を調べ
るために使用する証明
書認証者を指定する。

有効な認証者 NULL

[暗号化キーを使用 ] WebLogic Sever のプラ
イベート キーをパス
ワードを使用して暗号
化するかどうかを指定
する。 

true に設定する場
合、プライベート 
キーを使用するに
はパスワードが必
要になる。

false に設定する場
合、プライベート 
キーは暗号化され
ず、パスワードを
提供せずに使用で
きる。

選択されている = True
選択されていない = 
False

選択されていない

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[Java を使用 ] ネイティブ Java ライブ
ラリを使えるようにす
る。WebLogic Server 
では SSL プロトコルの 
pure-Java 実装を提供す
る。ネイティブ ライブ
ラリを使用すると、
Solaris、Windows NT、
および IBM AIX プラッ
トフォーム上で SSL 処
理のパフォーマンスが
向上する。

選択されている = True
選択されていない = 
False

選択

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[ハンドラを有効化 ] WebLogic Server が、
以下のいずれかの理由
によりクライアント認
証に失敗した SSL 接続
を拒否するかどうかを
指定する。

要求したクライア
ント デジタル証明
書が提供されな
かった。

クライアントがデ
ジタル証明書を提
示しなかった。

クライアントのデジ
タル証明書は、[信
頼性のある CA

ファイル名 ] 属性に
よって指定された
証明局から発行さ
れたものではな
かった。

デフォルトでは、ある 
WebLogic Server から
別の WebLogic Server 
への SSL 接続の開始が 
SSL ハンドラによって
実現する。たとえば、
WebLogic Server の 
EJB により、別の Web 
サーバの HTTP スト
リームを開くことがで
きる。[ハンドラを有効
化 ] 属性が有効であれ
ば、WebLogic Server 
は SSL 接続におけるク
ライアントとして動作
する。 

選択されている = True
選択されていない = 
False

選択

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[キーの有効期間をエ
クスポート ]

WebLogic Server がド
メスティック サーバと
エクスポータブル クラ
イアントとの間で、新
規のキーを生成する前
に、エクスポータブル 
キーを使用できる回数
を指定する。新規の
キーを生成する前の
キーの使用回数が少な
いほど、WebLogic 
Server のセキュリティ
は向上する。

 最大値は 
java.lang.Integer.

MAX_VALUE として指定
される。最小値は 1。

500

[ログイン タイムアウ
ト ミリ秒 ]

SSL 接続のタイム アウ
トまで WebLogic 
Server が待機する時間
をミリ秒で設定する。
SSL 接続は通常の接続
よりもネゴシエーショ
ンに時間がかかる。ク
ライアントがインター
ネット経由で接続する
場合は、ネットワーク 
レイテンシの増加に対
応するためにデフォル
ト値を大きくする。値 
0 を指定するとこの属
性は無効になる。

最大値は 
java.lang.Integer.

MAX_VALUE として指定
される。最小値は 1。

25000

[認可キャッシュ サイ
ズ ]

トークンによって使用
されていないデジタル
証明書の数を設定す
る。

最大値は 
java.lang.Integer.

MAX_VALUE として指定
される。最小値は 1。

3

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[ホスト名検証を無視 ] WebLogic Server が別
の WebLogic Server の
クライアントとして動
作する場合、インス
トールされたホスト名
検証を無効にする。

選択されていない

[ホスト名の検証 ] ホスト名検証インタ
フェースを実装する 
Java クラスの名前を設
定する。

文字列 NULL

[Two-way SSL Enabled
相互 SSL を有効化 ]

相互認証を選択できる
ようにするために、相
互 SSL を設定できる。
クライアント証明書が
提示された場合は、相
互認証が行われる。提
示されない場合は、ク
ライアント証明書を要
求しないで接続を受け
入れる。

ブール

選択されている = 相互 
SSL は有効
選択されていない = 相
互 SSL は無効

選択されていない

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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78 サーバ
[チューニング ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[ソケット リーダー ] ソケット リーダーとし
て使用可能なスレッド
の割合を設定する。

整数 33%

[ログイン タイムアウ
ト ]

このサーバのログイン 
タイムアウトを設定す
る。

整数 1000 ms

[バックログを受け入
れ ]

バックログに使用でき
る接続数を返す。処理
される接続数を増やす
には、この属性の数を
増やす。

整数 50

[許可されたリバース 
DNS]

このサーバで DNS 逆
引き参照を行うかどう
かを指定する。

ブール

True = 選択されている
False = 選択されていな
い

選択されていない

[ネイティブ IO を有効
化 ]

このサーバ用にネイ
ティブ I/O を有効にす
るかどうかを指定す
る。

ブール

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択

[ワークスペースに
ユーザのキーのみを表
示 ] 

ユーザ キーを表示する
かどうかを指定する。

ブール

True = 選択されている
False = 選択されていな
い

選択されていない
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[コンフィグレーション ]
[デフォルト JMS 接続
ファクトリを有効化 ]

このサーバ用にデフォ
ルト JMS 接続ファクト
リを有効にするかどう
かを指定する。

ブール

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択

[トンネリングを有効
化 ]

このサーバ用にトンネ
リングを有効にするか
どうかを指定する。

ブール

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択されていない

[トンネリング クライ
アント Ping]

サーバがクライアント
を ping するまでの待ち
時間を秒単位で設定す
る。

整数 45

[トンネリング クライ
アント タイムアウト ]

サーバがタイムアウト
するまでの待ち時間を
秒単位で設定する。

整数 40

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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78 サーバ
[プロトコル ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[デフォルト プロトコ
ル ]

このサーバが使用する
デフォルトのプロトコ
ルを設定する。

リスト t3

[デフォルト セキュア 
プロトコル ]

このサーバが使用する
デフォルトのセキュリ
ティ プロトコルを設定
する。

リスト t3s

[最大 T3 メッセージ サ
イズ ]

メッセージの最大サイ
ズをバイト単位で設定
する。

整数 10000000

[T3 メッセージ タイム
アウト ]

メッセージがタイムア
ウトするまでの時間を
秒単位で設定する。

整数 480

[最大 HTTP メッセー
ジ サイズ ]

メッセージの最大サイ
ズをバイト単位で設定
する。

整数 10000000

[HTTP メッセージ タイ
ムアウト ]

メッセージがタイムア
ウトするまでの時間を
秒単位で設定する。

整数 480
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[コンフィグレーション ]
[IIOP の有効化 ] このサーバ用に IIOP を
有効にするかどうかを
指定する。

ブール

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択

[最大 IIOP メッセージ 
サイズ ]

メッセージの最大サイ
ズをバイト単位で設定
する。

整数 10000000

[IIOP メッセージ タイ
ムアウト ]

メッセージがタイムア
ウトするまでの時間を
秒単位で設定する。

整数 480

[デフォルト IIOP パス
ワード ]

このサーバのデフォル
トの IIOP パスワードを
設定する。

有効なパスワード *****

[デフォルト IIOP ユー
ザ ]

このサーバのデフォル
トの IIOP ユーザを設定
する。

管理者が設定したユー
ザ名

guest

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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78 サーバ
[コンパイラ ]

[モニタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[Java コンパイラ ] このサーバが使用する 
Java コンパイラを設定
する。

有効な Java コンパイラ javac

[クラスパスの前に追
加 ]

この属性がクラスパス
の先頭に追加される。

クラス パス情報 NULL

[クラスパスの後ろに
追加 ]

この属性がクラスパス
の最後に追加される。

クラス パス情報 NULL

[追加 Rmic オプション ] このサーバの rmic オプ
ションを設定する。

rmic オプション NULL
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[コンフィグレーション ]
[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[状態 ] サーバの状態を示す。 Running

[アクティブ化時刻 ] 最後のアクティブ化の
日付を返す。

日付 最後にアクティブ化し
た日付
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78 サーバ
[パフォーマンス ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[要求スループット ] このサーバによる要求
の処理速度を返す。

なし

[要求待ち時間 ] サービス待ちのリクエ
スト数を返す。

なし

[Request Wait Time] 最も古いリクエストが
サービスを待機してい
る時間を返す。

[Total Requests 
Serviced]

このサーバによって処
理された総要求数を返
す。

[メモリ使用状況 ] サーバが使用している
メモリの量を示す。

なし
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[コンフィグレーション ]
[メモリ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモリ使用状況 ] サーバが使用している
メモリの量を返す。

整数 なし

[割り当て済みメモリ ] このサーバに割り当て
るメモリの量を設定す
る。

整数 66846720
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78 サーバ
[クラスタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[生存サーバ数 ] 現在稼働しているサー
バの数を返す。

なし

[再送リクエスト数 ] 情報の再送信の要求数
を返す。

なし

[送信したフラグメン
ト数 ]

送信された情報の断片
の数を返す。

なし

[受信したフラグメン
ト数 ]

受信された情報の断片
の数を返す。

なし

[失われたマルチキャ
スト メッセージ数 ]

失われたマルチキャス
ト メッセージの数を返
す。

なし

[サーバ名 ] 現在稼働しているサー
バの名前を返す。

なし

[プライマリ数 ] サーバの一次配布名を
返す。

なし

[二次的送り先名 ] サーバの二次配布名を
返す。

なし
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[コンフィグレーション ]
[セキュリティ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[ロックアウトされて
いるユーザの総数 ]

サーバからロックアウ
トされたユーザの数を
返す。

整数 0

[不正なログイン総数 ] 無効なログインの試行
回数を返す。

整数 0

[ロック中に試行され
たログイン数 ]

サーバがロックされて
いる間に試行されたロ
グインの数を返す。

整数 0

[ロック解除されてい
るユーザの総数 ]

ログインのロックが解
除されたユーザの数を
返す。

整数 0

[不正なログインの最
大回数 ]

無効なログインの数を
返す。

整数 0

[ロックされている
ユーザ数 ]

ログインがロックされ
たユーザの数を返す。

整数 0
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78 サーバ
[JMS]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[接続数 ] 現在の接続数をレポー
トする。

整数 0

[最大接続数 ] 最大接続数をレポート
する。

整数 0

[接続総数 ] 接続の総数をレポート
する。

整数 0

[JMS サーバ数 ] 現在稼働している JMS 
サーバの数を返す。

整数 0

[最大 JMS サーバ数 ] JMS サーバの最大数を
レポートする。

整数 0

[JMS サーバ総数 ] JMS サーバの総数をレ
ポートする。

整数 0
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[コンフィグレーション ]
[JTA]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[トランザクション総
数 ]

処理されたトランザク
ションの総数。この総
数には、コミットされ
たトランザクション、
ロールバックされたト
ランザクション、およ
びヒューリスティクな
トランザクションがす
べて含まれる。

整数 0

[コミット総数 ] コミットされたトラン
ザクションの数

整数 0

[ロールバック総数 ] ロールバックされたト
ランザクションの数。

整数 0

[タイムアウト ロール
バック数 ]

タイムアウトのために
ロールバックされたト
ランザクションの数。

整数 0

[リソース ロールバッ
ク数 ]

リソース エラーのため
にロールバックされた
トランザクションの
数。

整数 0
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 78-37



78 サーバ
[アプリケーション 
ロールバック数 ]

アプリケーション エ
ラーのためにロール
バックされたトランザ
クションの数。

整数 0

[システム ロールバッ
ク数 ]

システム エラーのため
にロールバックされた
トランザクションの
数。

整数 0

[ヒューリスティック
総数 ]

ヒューリスティックな
ステータスで完了した
トランザクションの
数。

整数 0

[トランザクション中
止総数 ]

コミットされる前に中
止されたトランザク
ションの数。

整数 0

[平均コミット時間 ] コミットされたすべて
のトランザクションに
費やされた総ミリ秒
数。

整数 0

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[バージョン ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[WebLogic のバージョ
ン ]

現在使用している 
WebLogic Server の
バージョンを返す。

現在使用しているバー
ジョン

[JDK ベンダ ] サーバで使用されてい
る JDK のベンダの名前
を返す。

NULL

[JDK バージョン ] サーバで使用されてい
る JDK のバージョンを
返す。

NULL

[オペレーティング シ
ステム ]

サーバのオペレーティ
ング システムを返す。

NULL

[OS のバージョン ] サーバのオペレーティ
ング システムのバー
ジョンを返す。

NULL

[J2EE12Only モードを
有効化 ]

選択されていない

[J2EE13Warning を有
効化 ]

選択されていない
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 78-39



78 サーバ
[Entity]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[Total Current Entries] サーバの現在のエント
リの総数を示す。

0

[Total Current Persistent 
Entries]

サーバの現在の永続エ
ントリの総数を示す。

0

[Average Percentage 
Persistent]

サーバの永続エントリ
の平均を示す。

0

[Total Transient Current 
Entries]

0

[Average Percentage 
Transient]

サーバの一時エントリ
の平均パーセンテージ
を示す。

0

[Minimum Entry 
Timeout]

0

[Maximum Entry 
Timeout]

0

[Average Timeout] 0

[Total Current Session 
Entries]

0

[Total Persistent Current 
Session Entries]

0

[Average Percentage 
Session Persistent]

0

[Total Transient Current 
Session Entries]

0
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[コンフィグレーション ]
[Average Percentage 
Session Transient]

0

[Minimum Entry 
Session Timeout]

0

[Maximum Entry 
Session Timeout]

0

[Average Session 
Timeout]

0

[Maximum Entry 
Memory Size]

0

[Minimum Entry 
Memory Size]

0

[Average Per Entry 
Memory Size]

[Average Per Entry Disk 
Size]

[Total Number of 
Rejections]

[Total Size of 
Rejections]

[Percent Rejected]

[Total Number of 
Renewals]

[Total Historical Current 
Entries]

[Total Historical 
Persistent Current 
Entries]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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78 サーバ
[Historical Average 
Percentage Persistent]

[Historical Total 
Transient Current 
Entries]

[Historical Average 
Percent Transient]

[Historical Minimum 
Entry Timeout]

[Historical Maximum 
Entry Timeout]

[Historical Average 
Entry Timeout]

[Historical Maximum 
Entry Memory Size]

[Historical Minimum 
Entry Memory Size]

[Historical Average Per 
Entry Memory Size]

[Historical Average Per 
Entry Dixk Size]

[Historical Total 
Number of Rejections]

[Historical Total Size of 
Rejections]

[Historical Percent 
Rejected]

[Historical Total 
Number of Renewals]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[Current Maximum 
Entry Memory Size]

[Current Minimum 
Entry Memory Size]

[Current Average Per 
Entry Memory Size]

[Current Average Per 
Entry Disk Size]

[Current Memory 
Usage]

[Current Disk Usage]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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78 サーバ
[ログ ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[File Nameファイル
名 ]

ログ メッセージをディ
スクに書き込むために
使用するファイルの名
前を指定する。

ファイル名には、最大 256 文
字の英数字を使用できる。

 serverName.log

[Log to StdoutStdout 
へログ出力 ]

サーバが、ログ ファイ
ル以外にも、標準出力
にメッセージを送信で
きるようにする。 
[Debug to stdoutStdout 
へデバッグ情報出力 ]
および [Stdout severity 
thresholdStdout 重大度
しきい値 ] を使用して、
サーバから標準出力に
送信するメッセージの
タイプを指定する。

ブール

True = 選択
False = 未選択

選択

[Debug to 
stdoutStdout へデ
バッグ情報出力 ]

サーバが、ログ ファイ
ル以外にも、重要度 
[Debugデバッグ ] の
メッセージを標準出力
に送信するかどうかを
指定する。このプロパ
ティを有効にするに
は、[Log to 
StdoutStdout へログ出
力 ]を有効にする必要
がある。

ブール

True = 選択
False = 未選択

未選択
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[コンフィグレーション ]
「Stdout severity 
thresholdStdout 重大
度しきい値 ]

サーバが標準出力に送
信するメッセージの重
要度の最低レベル。 こ
のプロパティを有効に
するには、[Log to 
StdoutStdout へログ出
力 ]を有効にする必要
がある。

[InfoInfo]。 通常の操作の
報告に使用。 

[WarningWarning]。 疑わし
い操作やコンフィグレー
ションが発生したが、通常
の操作には影響しないと思
われる。

[ErrorError]。 ユーザ エ
ラーが発生した。システム
またはアプリケーションは、
割り込みやサービスの停止
をせずにエラーに対処でき
る。

[NoticeNotice]。 
[InfoInfo] または [ 
WarningWarning] レベル
のメッセージで、サーバの監
視に特に重要なもの。

[CriticalCritical]。 シ
ステム エラーまたはサービ
ス エラーが発生した。シス
テムは回復できるが、サー
ビスが一時的に停止するか、
永続的に停止する恐れがあ
る。

[AlertAlert]。 システムの
他の部分は機能しているが、
あるサービスが使用不能な
状態であることを示す。自
動回復できないので、管理
者が直ちに問題を解決する
必要がある。

[EmergencyEmergency]。
サーバが使用不能な状態で
あることを示す。深刻なシ
ステム障害または危機的状
態を示す。

Error 

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[ローテーション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[Rotation Typeロー
テーション タイプ ]

古いログ メッセージを
別のファイルに移行す
るための条件。

サーバがファイル名を
変更した後、その後の
メッセージは、新しい
ファイルに [Loggingロ
グ |General一般 ] タブ
の [File Nameファイル
名 ] で指定したファイ
ル名を付けて蓄積され
る。

[Noneなし ]。 メッ
セージは、単一の
ファイルに蓄積され
る サイズが大きく
なりすぎたら、ファ
イルの内容を消去す
る必要がある。

[by Sizeサイズ ]。
ログ ファイルが 
[File Min Size最
小ファイルサイズ ] 
で指定したサイズに
達すると、サーバ
は、ファイル名を
FileName.n に変
更する。 

[by Time時間 ]。 
[File Time Span

ファイルローテー
ション間隔 ]で指定
した時間間隔ごと
に、サーバは、ファ
イル名を
FileName.n に変
更する。 

なし
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78 サーバ
[File Min Size最小ファ
イルサイズ ]

新しいログ ファイルが
作成されるしきい値を
設定する。
[Rotation Typeロー
テーション タイプ ]が 
[by Sizeサイズ ] の場
合にのみ有効。

整数 500

[Rotation Timeロー
テーション開始時刻 ]

時間ベースのローテー
ションの流れについ
て、開始日時を指定す
る。この値で指定した
日時に、サーバは現在
のログ ファイルの名前
を FileName.n に変更
する。その後、サーバ
は、[File Time Span

ファイルローテーショ
ン間隔 ] で指定した間
隔でログ ファイル名を
変更する。「毎月曜の 
09:00」のように反復的
な開始日時や、「2002 
年 1 月 9 日の 09:00 に」
のような非反復的な開
始日時を作成すること
も可能。
[Rotation Typeロー
テーション タイプ ] が 
[by Time時間 ]の場合
にのみ有効。 

MM-dd-yyyy-k:mm:ss

という
java.text.SimpleDa

teFormat 形式を使用
して、日時を指定す
る。この形式の詳細に
ついては、 『J2EE 
Javadoc』を参照のこ
と。

指定した日時をすでに
過ぎてしまった場合、
その曜日 (E)、時 (H)、
分 (m)、および秒 (s) 
と、現在の日時から開
始日時を再計算する。

00:00
デフォルトでは、ロー
テーション サイクルは
毎日の始まりの時刻
（00:00 AM) に始まる
が、ローテーション サ
イクルは特定の曜日ま
たは特定の日付で開始
するようコンフィグ
レーションできる。

[File Time Spanファイ
ルローテーション間隔
]

新しいログ ファイルが
作成されるしきい値を
設定する。
[Rotation Typeロー
テーション タイプ ] が 
[by Time時間 ] の場合
にのみ有効。

整数 24

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[Number of Files 
Limitedファイル数の
制限 ]

ログ ファイルをロー
テーションさせる場合
に、サーバが作成する
ファイル数を制限する
かどうかを指定する。
制限は、[File Count

ファイル数 ] の値に基
づく。

ブール

True = 選択
False = 未選択

未選択

[File Countファイル数
]

ログをローテーション
させるとき、サーバが
作成するログ ファイル
の最大数。[Number of

Files Limitedファイ
ル数の制限 ] が [true] 、
かつ、[Rotation
Typeローテーション タ
イプ ] が [by Sizeサイ
ズ ] または [by Time時
間 ] の場合のみ有効。

整数 7

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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78 サーバ
[ドメイン ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[Log to Domain Logfile
ドメイン ログファイル
にログを書き込む ]

このサーバが、メッ
セージを（自分自身の
ログを採る他に）ドメ
イン ログに送るかどう
かを指定する。 

ブール

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択

[Domain Log Filterドメ
イン ログ フィルタ ]

このサーバが、ドメイ
ン ログにどのメッセー
ジを送るかを指定す
る。[noneなし ] を指
定すると、サーバは重
要度が [Error] および
それ以上のメッセージ
をすべて送る。

このプロパティは、
[Log To Domain Logド
メイン ログファイルに
ログを書き込む ] ファ
イルが有効な場合にの
み有効。

そのドメイン用に定義
された すべての 
[Domain Log Filtersド
メイン ログ フィルタ ] 
を含む。サーバが使用
できる [Domain Log 
Filtersドメイン ログ 
フィルタ ] は 1 つだけ。

なし
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[コンフィグレーション ]
[HTTP]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[Enable Loggingログを
有効化 ]

サーバが HTTP リクエ
ストをログするかどう
かを指定する。リクエ
ストは、独立した 
HTTP ログ ファイルに
保存される。

ブール

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択

[Logfile Nameログファ
イル名 ]

HTTP ログ ファイルの
完全なログファイル名
を設定する。 

完全修飾ログファイル
名

./config/mydomain/logs/
access.log

[Formatフォーマット ] HTTP ログ ファイルで
使用するフォーマット
を設定する。どちらの
フォーマットも、W3C 
によって定義されたも
の。 拡張ログ フォー
マットでは、ログ ファ
イル内にサーバ ディレ
クティブを使用して、
サーバが記録する情報
をカスタマイズする。

[Commoncommon]、
[Extendedextended] 

[Commoncommon]
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78 サーバ
[Log Buffer Sizeログ 
バッファ サイズ ]

HTTP リクエストを格
納するバッファの最大
サイズ（キロバイト）。 
バッファがこのサイズ
に達すると、サーバは
そのデータを HTTP ロ
グ ファイルに書き出
す。[Flush Every更
新間隔 ] プロパティを
使用して、サーバが
バッファ サイズを
チェックする頻度を設
定する。

整数（KB）
0-1024

8

[Max Log File SizeK 
Bytes最大ログファイル 
サイズ ]

ローテーションされる
ログ ファイルの最大サ
イズを設定する。

整数（KB）
0 に設定すると、ファ
イルの最大サイズは無
制限になる。

0

[Rotation Typeローテー
ション タイプ ]

古い HTTP リクエスト
を独立したログ ファイ
ルに移行するための条
件。

サーバがファイル名を
変更した後、その後の
メッセージは、新しい
ファイルに [Logfile
Nameログ ファイル名 ] 
で指定したファイル名
を付けて蓄積される。

[sizeサイズ ]。 ログ
ファイルが [Max 
Log File SizeK Bytes
最大ログファイル 
サイズ ] に達する
と、サーバは、ファ
イル名を
LogfileName.n に
変更する。 

[date時間 ]。 
[Rotation Period

ローテーション間隔
]で指定した時間間
隔ごとに、サーバ
は、ファイル名を 
LogFileName.n に
変更する。

サイズ

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[Rotation Periodロー
テーション間隔 ]

サーバが古い HTTP リ
クエストを別のファイ
ルに保存する間隔
（分）。

この値は、日付ベース
のローテーション タイ
プを使用する場合にの
み有効。

整数（分） 2147483647

[Flush Every更新間隔 ] サーバが HTTP リクエ
ストを格納するバッ
ファのサイズをチェッ
クする間隔（秒）。
バッファが [Logfile 
BufferK Bytesログ 
バッファ サイズ ] プロ
パティに指定されてい
るサイズを超えると、
サーバはデータを 
HTTP リクエスト ログ 
ファイルに書き出す。

整数（秒数） 60

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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78 サーバ
[Rotation Timeローテー
ション時間 ]

時間ベースのローテー
ションの流れについ
て、開始日時を指定す
る。この値で指定した
日時に、サーバは現在
のログ ファイルの名前
を LogFileName.n に
変更する。その後、
サーバは、
[LogRotationPeriodMin
sローテーション間隔 ] 
で指定した間隔でログ 
ファイル名を変更す
る。「毎月曜の 09:00」
のように反復的な開始
日時や、「2002 年 1 月 9 
日の 09:00 に」のよう
な非反復的な開始日時
を作成することも可
能。

MM-dd-yyyy-k:mm:ss

という
java.text.SimpleDa

teFormat 形式を使用
して、日時を指定す
る。この形式の詳細に
ついては、 『J2EE 
Javadoc』を参照のこ
と。

指定した日時をすでに
過ぎてしまった場合、
その曜日 (E)、時 (H)、
分 (m)、および秒 (s) 
と、現在の日時から開
始日時を再計算する。

NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[JDBC]

[JTA]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[Enable 
JDBCLoggingJDBC ロ
グ記録を有効化 ]

サーバが JDBC トラン
ザクションをログする
かどうかを指定する。
トランザクションは、
独立した JDBC ログ 
ファイルに保存され
る。

ブール

True = 選択
False = 未選択されてい
ない

未選択

[JDBCLog File 
NameJDBC ログ ファイ
ル名 ]

JDBC ログ ファイルの
名前を返す。

NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[トランザクション ロ
グファイルのプレ
フィックス ]

トランザクション ログ 
ファイルのプレフィッ
クスを設定する。

./
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78 サーバ
[デバッグ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[リモート例外のログ
出力 ]

リモート例外をログに
記録する場合に true に
設定する。

ブール

True = 選択されている
False = 選択されていな
い

選択されていない

[スタック トレースの
ログ出力 ]

 true に設定すると、例
外メッセージにサーバ 
サイドのスタック ト
レースが含まれる。

ブール

True = 選択されている
False = 選択されていな
い

選択
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[コンフィグレーション ]
[デプロイメント ]

[EJB]

[Web アプリケーション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[サーバの EJB を選択 ] EJB のドロップダウン 
リストから、デプロイ
する EJB を選択する。
複数の EJB を [選択可 ] 
リストから選択するに
は、〔Ctrl〕を押しなが
ら EJB を選択する。

1 つまたは複数の使用
できる EJB

NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[Web アプリケーショ
ン コンポーネント ]

利用可能な Web アプリ
ケーション コンポーネ
ントを選択できる。

リスト NULL
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78 サーバ
[JCA]

[仮想ホスト ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[コネクタ コンポーネ
ント ]

利用可能なコネクタ コ
ンポーネントを選択で
きる。

リスト NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[仮想ホスト ] 利用可能な仮想ホスト 
コンポーネントを選択
できる。

リスト NULL
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[コンフィグレーション ]
[起動 /停止 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[起動クラス ] リストから起動クラス
を選択できる。

リスト NULL

[停止クラス ] リストから停止クラス
を選択できる。

リスト NULL

[Server Start BEA 
Home]

NULL

[Server Start Root 
Directory]

NULL

[Server Start Class Path] NULL

[Server Start 
Arguments]

NULL

[Server Start Security 
Policy File]

NULL
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78 サーバ
[サービス ]

[JDBC]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[JDBC 接続プール ] このコンフィグレー
ションで使用する接続
プールを選択できる。

リスト NULL
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[コンフィグレーション ]
[WLEC]

[Jolt]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[WLEC 接続プール ] このコンフィグレー
ションで使用する 
WLEC 接続プールを選
択できる。

リスト NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[Jolt 接続
プール ]

このコンフィグレー
ションで使用する 
WLEC 接続プールを選
択できる。

リスト NULL
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78 サーバ
[JMS]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[JMS サーバ ] このコンフィグレー
ションで使用する JMS 
サーバを選択できる。

リスト NULL

[JMS 接続ファクトリ ] このコンフィグレー
ションで使用する JMS 
接続ファクトリを選択
できる。

リスト NULL

[JMS 送り先 ] このコンフィグレー
ションで使用する JMS 
送り先を選択できる。

リスト NULL
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[コンフィグレーション ]
[JMS スレッド プール 
サイズ ]

JMS スレッド プールの
サイズを指定する。 
注意 :受信された RMI 
呼び出しは、JMS 実行
キューまたはスレッド 
プールが存在する場合
はその中で実行され
る。存在しない場合は
デフォルトの実行
キューで実行される。 
追加の処理（初期の 
RMI スレッドで完了で
きなかった処理）はデ
フォルトの実行キュー
で実行される。 
JMS 固有のスレッド 
プールを設定する場
合、JMS スレッド プー
ル はほかの実行スレッ
ドから使用されず、ほ
かの実行スレッドは 
JMS スレッド プールか
ら使用されないない点
が異なる。 

整数（0 以上）
5 より小さい値に設定
すると、自動的に 5 に
設定される

クライアント上のデ
フォルト サイズは 0
（非 JMS スレッド プー
ル） 
サーバ上のデフォルト 
サイズは 15（サーバ上
は常に JMS スレッド 
プール） 

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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78 サーバ
[XML]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[XML レジストリ ] このコンフィグレー
ションで使用する 
XML レジストリを選
択できる。

リスト NULL

[キャッシュ メモリ サ
イズ ]

XML エンティティ 
キャッシュに使用でき
るディスクスペースの
サイズを設定する。

整数（キロバイト） 0

[キャッシュ タイムア
ウト間隔 ]

キャッシュがタイムア
ウトする間隔を設定す
る。

整数（秒） 120
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[コンフィグレーション ]
[メール ]

[FileT3]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メール セッション ] このコンフィグレー
ションで使用するメー
ル セッションを選択で
きる。

リスト NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[FileT3] 利用可能な FileT3 エン
ティティのリストから
選択できる。

リスト NULL
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78 サーバ
[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが任意に情報を
指定するためのスペー
スを提供する。

文字列 NULL
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[コンフィグレーション ]
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BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 79-1

79 サーブレット

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

サーバ

名前

再ロード数

起動総数

プール最大容量

実行時間総計

最長実行時間

最短実行時間

平均実行時間
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80 サーブレット

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

サーバ

名前

再ロード数

起動総数

プール最大容量

実行時間総計

最長実行時間

最短実行時間

平均実行時間
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81 サーブレット セッション

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

サーバ

名前

再ロード数

起動総数

プール最大容量

実行時間総計

最長実行時間

最短実行時間

平均実行時間



82 停止クラス

以下に、Administration Console を使用して、停止クラスのコンフィグレーショ
ンや管理に必要な属性を設定する手順を説明します。詳細については、『管理者
ガイド』の「WebLogic Server の起動と停止」を参照してください。

停止クラスのコンフィグレーション

1. [起動と停止 ] ノードをクリックします。右ペインに [起動と停止 ] テーブル
が表示され、ドメインで定義されているすべての停止クラスが示されます。

2. [新しい Shutdown Class のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリッ
クします。右ペインにダイアログが表示され、新しい停止クラスの設定に関
連するタブが示されます。

3. [名前 ]、[クラス名 ]、[デプロイ順 ]、および [引数 ] 属性フィールドに値を
入力します。

4. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前で停止クラスの
インスタンスを作成します。左ペインの [起動と停止 ] ノードの下に、新し
いインスタンスが追加されます。

停止クラスのクローンの作成

1. [起動と停止 ] ノードをクリックします。右ペインに [起動と停止 ] テーブル
が表示され、ドメインで定義されているすべての停止クラスが示されます。

2. クローンを作成する停止クラスの行で [クローン ] アイコンをクリックしま
す。右ペインにダイアログが表示され、停止クラスのクローンの作成に関連
するタブが示されます。

3. [名前 ]、[クラス名 ]、および [引数 ] 属性フィールドに値を入力します。
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82 停止クラス
4. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前で停止クラスの
インスタンスを作成します。左ペインの [起動と停止 ] ノードの下に、新し
いインスタンスが追加されます。

停止クラスの削除

1. [起動と停止 ] ノードをクリックします。右ペインに [起動と停止 ] テーブル
が表示され、ドメインで定義されているすべての停止クラスが示されます。

2. 削除する停止クラスの行で [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の
確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

3. [はい ] をクリックして停止クラスを削除します。[起動と停止 ] ノードの下
の停止クラス アイコンが削除されます。

停止クラスの割り当て

1. 左ペインの [起動と停止 ] の下で、割り当てる停止クラスのインスタンス 
ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、このインスタ
ンスに関連するタブが示されます。

2. [対象 ] タブをクリックします。

3. [サーバ ] および [クラスタ ] タブについて次の手順を実行します。

a. 停止クラスに割り当てる 1 つまたは複数のターゲットを [選択可 ] カラム
で選択します。

b. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み ] カ
ラムに移動します。

c. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。 
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] 停止クラスの名前を返
す。

完全修飾クラス名 NULL

[クラス名 ] クラス名を返す。 NULL

[引数 ] 停止クラスの引数を設
定する。

複数の引数がある場合
はカンマで区切る。
例 :
first=MyFirstName,
last=MyLastName

NULL

[デプロイ順 ] クラスが実装される順
番。
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82 停止クラス
[対象 ]

[サーバ ]

 [クラスタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象サーバ ] このデプロイメントの
対象サーバを設定す
る。

[Lweblogic.managemen
t.configuration.TargetM
Bean;@6b7920 

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象クラスタ ] このデプロイメントの
対象クラスタを設定す
る。

[Lweblogic.managemen
t.configuration.TargetM
Bean;@6b7920 
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[コンフィグレーション ]
[メモ ]

詳細については、『管理者ガイド』の「WebLogic Server の起動と停止」を参照
してください。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが任意に情報を
指定するためのスペー
スを提供する。

文字列 NULL
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82 停止クラス
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83 実行時 SNMP トラップ

次の属性によるソートを行うことができます。

[名前 ]

[ホスト ]

[ポート ]

[コミュニティ ]
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84 実行時 SNMP

次の属性によるソートを行うことができます。

[有効化 ]

[SNMP ポート ]

[MIB データの更新間隔 ]

[サーバ状態チェック間隔係数 ]

[コミュニティ プレフィックス ]

[デバッグ レベル ]
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[コンフィグレーション ]
85 SNMP 属性変更

[コンフィグレーション ]

[コンフィグレーション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] この属性には、属性変
更フィルタの名前を設
定する。

文字列 MyAttribute Change

[MBean 属性タイプ ] この属性は、変更をモ
ニタする対象の属性を
格納したコンフィグ
レーション MBean の
タイプを設定する。

MBean タイプ NULL

[MBean 属性名 ] この属性は、変更をモ
ニタする対象の属性を
格納したコンフィグ
レーション MBean の
名前を設定する。

MBean 名 NULL

[属性名 ] この属性は、変更をモ
ニタする対象の属性の
名前を設定する。
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86 実行時 SNMP 属性変更

次の属性によるソートを行うことができます。

[名前 ]

[MBean 属性タイプ ]

[MBean 属性名 ]

[属性名 ]
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[Configuration]
87 SNMP カウンタ モニタ

[Configuration]

[General]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] この属性には、モニタ
の名前を設定する。

文字列 MyCounter Monitor

[オフセット ] この属性には、しきい
値を超過したときにし
きい値に加算される整
数値を設定する。 この
値が 0 の場合、エー
ジェントが属性をポー
リングしたときに属性
値が しきい値 フィール
ドの値以上であれば、
そのたびにトラップが
生成される。 値が 1 以
上の場合、しきい値を
超えるたびにこの値が
しきい値に加算され
る。

整数 0
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87 SNMP カウンタ モニタ
[しきい値 ] この属性には、選択し
た属性について、設定
値に到達または設定値
を超過したときにエン
タープライズ固有のト
ラップを生成するしき
い値を設定する。

整数 0

[係数 ] その属性には、しきい
値を超えるたびにしき
い値から差し引かれる
値を設定する。

整数

[モニタする MBean タ
イプ ]

この属性は、モニタ対
象の属性を格納する 
MBean のタイプを設定
する。

文字列 NULL

[モニタする MBean 名
]

この属性は、モニタ対
象の属性を格納する 
MBean の名前を設定す
る。

文字列 NULL

[モニタする属性名 ] この属性は、モニタ対
象の属性の名前を設定
する。

文字列 NULL

[ポーリング 間隔 ] この属性は、エージェ
ントが属性値をチェッ
クする頻度（秒）を設
定する。

整数（秒数） 0

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[Configuration]
[サーバ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[有効なサーバ ] この属性では、指定し
た属性をこのモニタに
よってチェックする対
象のサーバをユーザが
リストから選択でき
る。

リスト NULL
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88 実行時 SNMP カウンタ モニタ

次の属性によるソートを行うことができます。

[名前 ]

[オフセット ]

[しきい値 ]

[係数 ]

[モニタする MBean タイプ ]

[モニタする MBean 名 ]

[モニタする属性名 ]

[ポーリング 間隔 ]

[有効なサーバ ]
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[コンフィグレーション ]
89 SNMP ゲージ モニタ

[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] この属性には、モニタ
の名前を設定する。

文字列 MyGauge Monitor

[モニタする MBean タ
イプ ]

この属性は、モニタ対
象の属性を格納する 
MBean のタイプを設定
する。

文字列 NULL

[モニタする MBean 名
]

この属性は、モニタ対
象の属性を格納する 
MBean の名前を設定す
る。

文字列 NULL

[モニタする属性名 ] この属性は、モニタ対
象の属性の名前を設定
する。

文字列 NULL

[ポーリング 間隔 ] この属性は、エージェ
ントが属性値をチェッ
クする頻度（秒）を設
定する。

整数（秒数） 0
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89 SNMP ゲージ モニタ
[サーバ ]

[最大しきい値 ] この属性は、トラップ
が生成されるしきい値
を設定する。 属性値が
ここに設定した値に到
達するか、または設定
した値を超えるとト
ラップが生成される。

整数（秒数） 0

[最小しきい値 ] この属性は、トラップ
が生成されるしきい値
を設定する。 属性値が
ここに設定した値に到
達するか、または設定
した値を下回るとト
ラップが生成される。

整数（秒数） 0

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[有効なサーバ ] この属性では、指定し
た属性をこのモニタに
よってチェックする対
象のサーバをユーザが
リストから選択でき
る。

リスト NULL
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90 実行時 SNMP ゲージ モニタ

次の属性によるソートを行うことができます。

[モニタする MBean タイプ ]

[モニタする MBean 名 ]

[モニタする属性名 ]

[ポーリング 間隔 ]

[最大しきい値 ]

[最小しきい値 ]

[有効なサーバ ]
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[コンフィグレーション ]
91 SNMP JMX モニタ

[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] この属性には、モニタ
の名前を設定する。

文字列 NULL

[モニタする MBean タ
イプ ]

この属性は、モニタ対
象の属性を格納する 
MBean のタイプを設定
する。

文字列 NULL

[モニタする MBean 名
]

この属性は、モニタ対
象の属性を格納する 
MBean の名前を設定す
る。

文字列 NULL

[モニタする属性名 ] この属性は、モニタ対
象の属性の名前を設定
する。

文字列 NULL

[ポーリング 間隔 ] この属性は、エージェ
ントが属性値をチェッ
クする頻度（秒）を設
定する。

整数（秒数） 0
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91 SNMP JMX モニタ
[サーバ ]

[最大しきい値 ] この属性は、トラップ
が生成されるしきい値
を設定する。 属性値が
ここに設定した値に到
達するか、または設定
した値を超えるとト
ラップが生成される。

整数（秒数） 0

[最小しきい値 ] この属性は、トラップ
が生成されるしきい値
を設定する。 属性値が
ここに設定した値に到
達するか、または設定
した値を下回るとト
ラップが生成される。

整数（秒数） 0

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[有効なサーバ ] この属性では、指定し
た属性をこのモニタに
よってチェックする対
象のサーバをユーザが
リストから選択でき
る。

リスト NULL
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[コンフィグレーション ]
92 SNMP ログ フィルタ

[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] この属性には、ログ 
フィルタの名前を設定
する。

文字列 MyLog Filter

[重大度 ] この属性には、トラッ
プが生成される重大度
レベルを設定する。

Error

[サブシステム名 ] この属性には、モニタ
対象のサブシステム名
を設定する。

文字列 NULL

[ユーザ ID] この属性には、トラッ
プが生成されたときに
通知を受けるユーザ ID 
を設定する。

文字列 NULL

[メッセージ ID] この属性には、メッ
セージから検索される
メッセージ ID を設定
する。

NULL
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92 SNMP ログ フィルタ
[メッセージ サブ文字
列 ]

この属性は、メッセー
ジ テキストから検索さ
れる文字列を設定す
る。

文字列 NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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93 実行時 SNMP ログ フィルタ

次の属性によるソートを行うことができます。

[名前 ]

[重大度 ]

[サブシステム名 ]

[ユーザ ID]

[メッセージ ID]

[メッセージ サブ文字列 ]
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[コンフィグレーション ]
94 SNMP プロキシ

[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] この属性には、プロキ
シの名前を設定する。

文字列 MyProxy

[ポート ] この属性には、ほかの 
SNMP エージェントと
通信するためのポート
番号を設定する。 

有効なポート 0

[Oid ルート ] この属性には、エー
ジェントに割り当てら
れている OID ツリーの
部位のルート（または
トップ ノード）を指示
する絶対 OID を設定す
る。

有効な OID ルート NULL

[コミュニティ ] この属性には、SNMP 
マネージャからのリク
エスト内でほかのエー
ジェントが想定するコ
ミュニティ名を設定す
る。

なし
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94 SNMP プロキシ
[タイムアウト ] この属性には、別の 
SNMP エージェントに
転送されたリクエスト
への応答を WebLogic 
SNMP プロキシ エー
ジェントが待機する時
間を設定する。 応答が
ないままこの時間が経
過すると、WebLogic 
SNMP エージェントは
リクエスト送信元のマ
ネージャにエラーを通
知する。

整数 5000

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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95 実行時 SNMP プロキシ

次の属性によるソートを行うことができます。

[名前 ]

[ポート ]

[Oid ルート ]

[コミュニティ ]

[タイムアウト ]
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[コンフィグレーション ]
96 SNMP 文字列モニタ

[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] この属性には、モニタ
の名前を設定する。

文字列 MyString Monitor

[比較文字列 ] この属性には、トラッ
プを生成するかどうか
を決定するためにモニ
タ対象の値と比較され
る文字列を設定する。

文字列 NULL

[違う時に通知する ] この属性では、[比較
文字列 ] フィールドに
入力した値と属性値が
異なる場合にトラップ
を生成するかどうかを
ユーザが選択する。

チェックボックス 選択されていない

[一致する時に通知す
る ]

この属性では、[比較
文字列 ] フィールドに
入力した値と属性値が
一致する場合にトラッ
プを生成するかどうか
をユーザが選択する。

チェックボックス 選択されていない
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[サーバ ]

[モニタする MBean タ
イプ ]

この属性は、モニタ対
象の属性を格納する 
MBean のタイプを設定
する。

文字列 NULL

[モニタする MBean 名
]

この属性は、モニタ対
象の属性を格納する 
MBean の名前を設定す
る。

文字列 NULL

[モニタする属性名 ] この属性は、モニタ対
象の属性の名前を設定
する。

文字列 NULL

[ポーリング 間隔 ] この属性は、エージェ
ントが属性値をチェッ
クする頻度（秒）を設
定する。

整数（秒数） 0

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[有効なサーバ ] この属性値では、指定
した属性をこのモニタ
によってチェックする
対象のサーバをユーザ
がリストから選択でき
る。

リスト NULL
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97 実行時 SNMP 文字列モニタ

次の属性によるソートを行うことができます。

[名前 ]

[比較文字列 ]

[違う時に通知する ]

[一致する時に通知する ]

[モニタする MBean タイプ ]

[モニタする MBean 名 ]

[モニタする属性名 ]

[ポーリング 間隔 ]

[有効なサーバ ]
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 97-1
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[コンフィグレーション ]
98 SNMP トラップの送り先

[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] この送り先にユーザが
付ける名前。

文字列 MySNMP Trap 
Destination

[ホスト ] ホスト名または IP アド
レスを表す文字列。 こ
れは、WebLogic 
SNMP エージェントに
よって送られる SNMP 
トラップ通知の送り先
である SNMP マネー
ジャのマシンである。

文字列 NULL

[ポート ] ターゲットの SNMP マ
ネージャに SNMP ト
ラップ通知を送信する
ために使われるポー
ト。

162
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98 SNMP トラップの送り先
[コミュニティ ] SNMP トラップのコ
ミュニティ名。 これ
は、ターゲットの 
SNMP マネージャにト
ラップ通知を送信する
ためのパスワードとし
て機能する。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[Monitor SNMP Attributes]
99 SNMP

[Monitor SNMP Attributes]

[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[有効化 ] SNMP Service は管理
サーバの一部であり、
SNMP エージェント機
能を提供する。 エー
ジェントはドメインを
対象に、すべての 
WebLogic リソースを
モニタする。 コンフィ
グレーションの変更を
有効にするには、管理
サーバを再起動しなけ
ればならない。

True = 有効
False = 無効

False
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99 SNMP
[SNMPポート ] SNMP マネージャから
のリクエストを 
WebLogic SNMP エー
ジェントがリスンする
ポート。

有効なリスン ポート 161

[MIB データの更新間
隔 ]

SNMP エージェントは
すべての属性値の
キャッシュを管理し、
このキャッシュから属
性値を取得することに
よってマネージャのリ
クエストに応答する。 
[MIB データの更新間
隔 ] は、SNMP エー
ジェントがキャッシュ
を完全リフレッシュす
る間隔（秒数）であ
る。 エージェントはリ
フレッシュを行うと
き、WebLogic SNMP 
MIB に表現されている
すべての WebLogic 属
性について GET 要求を
実行する。

整数（秒数） 120

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[サーバ状態チェック
間隔係数 ]

SNMP エージェントは
この数値を [MIB デー
タの更新間隔 ] の値に
乗じて、ドメイン内の
管理対象サーバが最新
状態かどうかのチェッ
クを行う頻度を決定す
る。 エージェントはこ
の値を MIB キャッシュ
から取得する。 [サーバ
状態チェック間隔係数
] が 1 の場合、
WebLogic SNMP エー
ジェントは、管理対象
サーバが最新状態かど
うかを [MIB データの
更新間隔 ] に指定され
た間隔でチェックす
る。

1 以上の整数 MIB キャッシュから取
得

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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99 SNMP
[コミュニティ プレ
フィックス ]

SNMP マネージャと通
信するためのテキスト 
パスワードとして機能
する、SNMP コミュニ
ティ名を生成するため
に使われる文字列。 
SNMP マネージャから
送られてくるコミュニ
ティ プレフィックスが
この属性の設定値と一
致しない場合、SNMP 
エージェントはリクエ
スト元に 
authenticationFailuretra
p を返す。

文字列

この値が 
community_prefix@s

erver_name のような
形式の場合、エージェ
ントは指定された管理
対象サーバを対象とし
たデータだけを返す。 
この値が 
community_prefix@d

omain_name のような
形式の場合、エージェ
ントはドメイン内の全
サーバを対象とした
データを返す。 SNMP 
マネージャが 
community_prefix だ
けを送信する場合、
エージェントは管理
サーバを対象とした
データを取得するだけ
である。

NULL

[デバッグ レベル ] 管理者に送られるデ
バッグ メッセージのレ
ベルを設定する。0 に
設定すると、デバッグ 
メッセージは生成され
ない。0 より大きい値
の場合は、エージェン
ト コードの動作を示す
メッセージが生成され
る。値が大きいほど、
メッセージの詳細さが
増す。

 0 ～ 3 の範囲の整数 0

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
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100ソケット

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

プロトコル

リモート アドレス



101起動クラス

以下に、Administration Console を使用して、起動クラスのコンフィグレーショ
ンや管理に必要な属性を設定する手順を説明します。詳細については、『管理者
ガイド』の「WebLogic Server の起動と停止」を参照してください。

起動クラスのコンフィグレーション

1. [起動と停止 ] ノードをクリックします。右ペインに [起動と停止 ] テーブル
が表示され、ドメインで定義されているすべての起動クラスが示されます。

2. [新しい Startup Class のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリック
します。右ペインにダイアログが表示され、新しい起動クラスの設定に関連
するタブが示されます。

3. [名前 ]、[クラス名 ]、[デプロイ順 ]、および [引数 ] 属性フィールドに値を
入力します。

[引数 ] フィールドで複数の引数を指定する場合は、次の例で示すようにカ
ンマで区切ります。
first=MyFirstName,last=MyLastName 

4. [失敗したらサーバを起動しない ] を有効にするには、このチェックボックス
を選択します。この機能を無効にするには、チェックボックスを選択解除し
ます。 

5. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前で起動クラスの
インスタンスを作成します。左ペインの [起動と停止 ] ノードの下に、新し
いインスタンスが追加されます。
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起動クラスのクローンの作成

1. [起動と停止 ] ノードをクリックします。右ペインに [起動と停止 ] テーブル
が表示され、ドメインで定義されているすべての起動クラスが示されます。

2. クローンを作成する起動クラスの行で [クローン ] アイコンをクリックしま
す。右ペインにダイアログが表示され、起動クラスのクローンの作成に関連
するタブが示されます。

3. [名前 ]、[クラス名 ]、[デプロイ順 ]、および [引数 ] 属性フィールドに値を
入力します。

4. [失敗したらサーバを起動しない ] を有効にするには、このチェックボックス
を選択します。この機能を無効にするには、チェックボックスを選択解除し
ます。 

5. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前で起動クラスの
インスタンスを作成します。左ペインの [起動と停止 ] ノードの下に、新し
いインスタンスが追加されます。

起動クラスの削除

1. [起動と停止 ] ノードをクリックします。右ペインに [起動と停止 ] テーブル
が表示され、ドメインで定義されているすべての起動クラスが示されます。

2. 削除する起動クラスの行で [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の
確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

3. [はい ] をクリックして起動クラスを削除します。[起動と停止 ] ノードの下
の起動クラス アイコンが削除されます。
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起動クラスの割り当て
起動クラスの割り当て

1. 左ペインの [起動と停止 ] の下で、割り当てる起動クラスのインスタンス 
ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、このインスタ
ンスに関連するタブが示されます。

2. [対象 ] タブをクリックします。

3. [サーバ ] および [クラスタ ] タブについて次の手順を実行します。

a. 起動クラスに割り当てる 1 つまたは複数のターゲットを [選択可 ] カラム
で選択します。

b. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み ] カ
ラムに移動します。

c. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。 
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[コンフィグレーション ]
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[コンフィグレーション ]
[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] 起動クラス名を返す。 完全修飾クラス名 NULL

[クラス
名 ]

[引数 ] 起動クラスの引数を設
定する。

複数の引数を指定する
場合は、次の例で示す
ようにカンマで区切
る。
first=MyFirstName
,last=MyLastName 

[失敗し
たら
サーバ
を起動
しない ]

障害発生時にサーバが
起動を中止するかどう
かを指定する。

ブール

True = 選択されている
False = 選択されてい
ない

選択されていない

[デプロ
イ順 ]

クラスが実装される順
番。
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[対象 ]

[サーバ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象
サーバ ]

このデプロイメントの
対象サーバを設定する。

[Lweblogic.management.configurati
on.TargetMBean;@5e3974 
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[コンフィグレーション ]
[クラスタ ]

[メモ ]

詳細については、『管理者ガイド』の「WebLogic Server の起動と停止」を参照
してください。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象ク
ラスタ ]

このデプロイメントの
対象クラスタを設定す
る。

[Lweblogic.management.configurati
on.TargetMBean;@5e3974 

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザ入力用の領域を
提供する。

文字列 NULL
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102実行時ステートレス EJB 

以下の統計によって、ステートレス EJB をモニタすることができます。

統計 説明

Idle Beans Count 現在アイドル中の Bean 数

Beans In Use Count 現在使用中の Bean 数

Waiter Total Count 現在待機中のトランザクション数

Timeout Total Count タイムアウトになったトランザクション数

Transactions Committed 
Total Count

コミットされたトランザクション合計

Transactions Rolled 
Back Total Count

ロールバックされたトランザクション数

Transactions Timed Out 
Total Count

タイムアウトになったトランザクション合計
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103　実行時ステートフル EJB

103-1 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ

103実行時ステートフル EJB 

以下の統計によって、ステートフル EJB をモニタすることができます。

統計 説明

Cached Beans Current 
Count

キャッシュされた Bean 数

Cache Access Count キャッシュのアクセス回数

Cache Hit Count

Activation Count アクティブ化された Bean 数

Passivation Count パッシブな Bean 数

Lock Entries Current 
Count

Lock Manager Access 
Count

Waiter Total Count 待機中のトランザクション合計

Timeout Total Count タイムアウトになったトランザクション合計



104ターゲット グループ

ターゲット グループの作成
1. [Target Groups] ノードをクリックします。右ペインに [Target Groups] テーブ
ルが表示され、ドメインで定義されているすべてのターゲット グループが示
されます。

2. [Create a New Target Group] テキスト リンクをクリックします。右ペインに
ダイアログが表示され、新しいターゲット グループの設定に関連するタブが
示されます。

3. [名前 ] 属性フィールドに値を入力します。

4. 右下隅の [作成 ] ボタンをクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前
でターゲット グループのインスタンスを作成します。左ペインの [Target 
Groups] ノードの下に、新しいインスタンスが追加されます。

ターゲット グループのクローンの作成
1. [Target Groups] ノードをクリックします。右ペインに [Target Groups] テーブ
ルが表示され、ドメインで定義されているすべてのターゲット グループが示
されます。

2. クローンを作成するターゲット グループの行で [クローン ] アイコンをク
リックします。右ペインにダイアログが表示され、対象グループのクローン
の作成に関連するタブが示されます。

3. [名前 ] 属性フィールドに値を入力します。

4. 右下隅の [作成 ] ボタンをクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前
でターゲット グループのインスタンスを作成します。左ペインの [Target 
Groups] ノードの下に、新しいインスタンスが追加されます。
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ターゲット グループの削除
1. [Target Groups] ノードをクリックします。右ペインに [Target Groups] テーブ
ルが表示され、ドメインで定義されているすべてのターゲット グループが示
されます。

2. 削除するターゲット グループの行で [削除 ] アイコンをクリックします。削
除要求の確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

3. [はい ] をクリックしてターゲット グループを削除します。[Target Groups] 
ノードの下にあるターゲットグループ アイコンが削除されます。

ターゲット グループの割り当て
1. 左ペインの [Target Groups] の下で、割り当てるターゲット グループのインス
タンス ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、このイ
ンスタンスに関連するタブが示されます。

2. [メンバ ] タブをクリックします。

3. [サーバ ] および [クラスタ ] タブについて次の手順を実行します。

a. [選択済み ] カラムで、ターゲット グループに割り当てる 1 つまたは複数
のターゲットを選択します。

b. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み ] カ
ラムに移動します。

c. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。 
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] ターゲット グループの
名前を返す。

名前には英数字で 256 
文字まで使用できるが、
カンマまたはスペース
は不可

NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが任意に情報を
指定するためのスペー
スを提供する。

文字列 NULL
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105実行時トランザクション名

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でトランザクショ
ンを並べ替えて表示させることができます。

名前

トランザクション

コミット数

ロールバック数

タイムアウト ロールバック数

リソース ロールバック数

アプリケーション ロールバック数

システム ロールバック数

ヒューリスティック数

平均コミット時間

表示するカラムや並べ替えの順序を変更するには、[このビューをカスタマイズ
] テキスト リンクをクリックします。
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106実行時トランザクション リソース

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

名前

トランザクション

コミット数

ロールバック数

ヒューリスティック数

ヒューリスティック コミット数

ヒューリスティック ロールバック数

混合ヒューリスティック数

ヒューリスティック障害数

表示するカラムや並べ替えの順序を変更するには、[このビューをカスタマイズ ] 
テキスト リンクをクリックします。
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以下に、Administration Console を使用して、UNIX マシンのコンフィグレー
ションや管理に必要な属性を設定する手順を説明します。詳細については、『管
理者ガイド』の「WebLogic Server の起動と停止」および「WebLogic Server と
クラスタのコンフィグレーション」を参照してください。

Unix マシンのコンフィグレーション

1. [マシン ] ノードをクリックします。右ペインに [マシン ] テーブルが表示さ
れ、ドメインで定義されているすべての Unix マシンが示されます。

2. [新しい Unix Machine のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリック
します。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成する Unix マシンの
設定に関連するタブが示されます。

3. [名前 ] 属性フィールドに値を入力します。 

4. [作成 ] をクリックします。

5. [ノード マネージャ ] タブをクリックして、デフォルト値をそのまま使用す
るか変更します。

6. [適用 ] をクリックして変更を保存します。

Unix マシンのクローンの作成

1. [マシン ] ノードをクリックします。右ペインに [マシン ] テーブルが表示さ
れ、ドメインで定義されているすべての Unix マシンが示されます。
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Unix マシンの削除
2. クローンを作成する Unix マシンの行で [クローン ] アイコンをクリックしま
す。右ペインにダイアログが表示され、Unix マシンのクローンの作成に関連
するタブが示されます。

3. [名前 ] 属性フィールドに値を入力します。

4. [クローン ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前で Unix マ
シンのインスタンスを作成します。左ペインの [マシン ] ノードの下に、新
しいインスタンスが追加されます。

5. [適用 ] をクリックして変更を保存します。

6. [ノード マネージャ ] タブをクリックして、デフォルト値をそのまま使用す
るか変更します。

7. [適用 ] をクリックして変更を保存します。

Unix マシンの削除

1. [マシン ] ノードをクリックします。右ペインに [マシン ] テーブルが表示さ
れ、ドメインで定義されているすべての Unix マシンが示されます。

2. 削除する Unix マシンの行で [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の
確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

3. [はい ] をクリックして、Unix マシンを削除します。[マシン ] ノードの下に
ある Unix マシン アイコンが削除されます。

Unix マシンの割り当て

1. 左ペインの [マシン ] の下で、割り当てる Unix マシンのインスタンス ノード
をクリックします。右ペインにダイアログが表示され、このインスタンスに
関連するタブが示されます。

2. [サーバ ] タブをクリックします。
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3. [選択可 ] カラムで、Unix マシンに割り当てる 1 つまたは複数のターゲット
を選択します。

4. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み ] カラ
ムに移動します。

5. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。 

[コンフィグレーション ]

[サーバ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] Unix マシンの名前を返
す。

文字列 MyUnixMachine

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[サーバ ] この Unix マシン用の
サーバを選択できる。

リスト NULL
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[コンフィグレーション ]
[ノード マネージャ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[リスン アドレス ] マシンにリスン アドレ
スを割り当てる。

LocalHost

[リスン ポート ] マシンにリスン ポート
を割り当てる。

7002

[Post-Bind UID を有効
化 ]

ポストバインド UID を
有効または無効にでき
る。

ブール

True = 選択されている
False = 選択されていな
い

選択されていない

[Post-Bind UID] UNIX UID を返す。こ
のマシンで動作する
サーバは、すべての特
権起動アクションの実
行後、この UNIX UID 
の下で動作する。この
値を設定した場合、こ
れは有効な UNIX UID。

文字列 nobody

[Post-Bind GID を有効
化 ]

ポストバインド GID を
有効または無効にでき
る。

ブール

True = 選択されている
False = 選択されていな
い

選択されていない

[Post-Bind GID] UNIX GID を返す。こ
のマシンで動作する
サーバは、すべての特
権起動アクションの実
行後、この UNIX GID 
の下で動作する。この
値を設定した場合、こ
れは有効な UNIX GID。    

文字列 nobody
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[メモ ]

[認証 ] サーバのデジタル証明
書用ファイルを指定す
る。

NULL

[認証パスワード ] デジタル証明書のパス
ワードを設定する。

NULL

[確実に信頼された
ファイル ]

サーバの信頼性のある 
CA ファイルを指定す
る。

NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザ入力（省略可）
用の領域を提供する。

文字列 NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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以下の表に、Unix レルムの作成や管理に必要な属性を示します。レルムの詳細
については、『管理者ガイド』の「セキュリティの管理」を参照してください。

UNIX セキュリティ レルムを使用するには、キャッシング レルムを有効にし、[
基本レルム ] フィールドに UNIX セキュリティ レルムのクラス名を入力する必
要があります。

Unix レルムのコンフィグレーション

1. 左ペインの [レルム ] ノードをクリックします。右ペインに [レルム ] テーブ
ルが表示され、ドメインで定義されているすべての Unix レルムが示されま
す。

2. [新しい Unix Realm のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリックし
ます。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成するレルムの設定に関
連するタブが示されます。

3. [名前 ] および [認証プログラム ] 属性フィールドに値を入力します。

4. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前でレルム インス
タンスを作成します。左ペインの [レルム ] ノードの下に、新しいインスタ
ンスが追加されます。

Unix レルムのクローンの作成

1. 左ペインの [レルム ] ノードをクリックします。右ペインに [レルム ] テーブ
ルが表示され、ドメインで定義されているすべての Unix レルムが示されま
す。
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108 Unix レルム
2. クローンを作成するレルムの行で [クローン ] アイコンをクリックします。
右ペインにダイアログが表示され、レルムのクローンの作成に関連するタブ
が示されます。

3. [名前 ] および [認証プログラム ] 属性フィールドに値を入力します。

4. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前でレルム インス
タンスを作成します。左ペインの [レルム ] ノードの下に、新しいインスタ
ンスが追加されます。

Unix レルムの削除

1. 左ペインの [レルム ] ノードをクリックします。右ペインに [レルム ] テーブ
ルが表示され、ドメインで定義されているすべての Unix レルムが示されま
す。

2. 削除するレルムの行で [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の確認
を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

3. [はい ] をクリックして、レルムを削除します。[レルム ] ノードの下にある
レルム アイコンが削除されます。

UNIX セキュリティ レルムを使用するには、キャッシング レルムを有効にし、[
基本レルム ] フィールドに UNIX セキュリティ レルムのクラス名を入力する必
要があります。
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] AccountingRealm など、
Unix セキュリティ レル
ムの名前を指定する。

名前には英数字で 256 
文字まで使用できるが、
カンマまたはスペース
は不可

NULL

[レルム ク
ラス名 ]

Unix セキュリティ レル
ムが所属する Java クラ
スの名前を返す。Java 
クラスは、WebLogic 
Server の CLASSPATH 
に含まれている必要が
ある。

この属性は変更不可 weblogic.security.acl.unix
realm.UnixRealm

[認証プロ
グラム ]

Unix セキュリティ レル
ム内のユーザを認証す
るために使用するプロ
グラムの名前を指定す
る。

文字列 ほとんどの場合、プログラム名は 
wlauth
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[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが任意に情報を
指定するためのスペー
スを提供する。

文字列 NULL
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ユーザの追加

1. 左ペインの [ユーザ ] ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表
示され、ユーザを処理するためのコントロールが示されます。

2. 新しいユーザの作成用の [名前 ] テキスト入力フィールドに、新しいユーザ
の名前を入力します。

3. [パスワード ] および [パスワード確認 ] テキスト入力フィールドに、新しい
ユーザのパスワードを入力します。

4. [作成 ] をクリックして、指定したユーザを追加します。そのユーザが [ユー
ザ ] リストに追加されます。

5. [変更は、レルムの実装に保存しなければなりません ] テキスト リンクをク
リックします。これにより、変更は永続的になります。

ユーザの削除

1. 左ペインの [ユーザ ] ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表
示され、ユーザを処理するためのコントロールが示されます。

2. 削除するユーザの名前をユーザの削除の [名前 ] フィールドに入力します。
複数のユーザを削除するには、各ユーザをスペースで区切ってフィールドに
入力します。

3. [削除 ] をクリックして、指定したユーザを削除します。そのユーザが [ユー
ザ ] リストから削除されます。
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[コンフィグレーション ]

[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] ユーザ、すなわち 
WebLogic Server リソー
スにアクセスするエン
ティティの名前。

文字列の名前では、大
文字 /小文字を区別す
る。

[パス
ワード ]

ユーザのパスワード。  パスワードは、8 文字以
上の長さでなければな
らない。大文字 /小文字
を区別する。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが任意に情報を
指定するためのスペー
スを提供する。

文字列 NULL
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以下に、Administration Console を使用して仮想ホストをコンフィグレーション
または管理する手順を説明します。仮想ホストの詳細については、『管理者ガイ
ド』の「WebLogic Server Web コンポーネントのコンフィグレーション」を参照
してください。

仮想ホストのコンフィグレーション

1. [仮想ホスト ] ノードをクリックします。右ペインに [仮想ホスト ] テーブル
が表示され、ドメインで定義されているすべての仮想ホストが示されます。

2. [新しい Virtual Host のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリックし
ます。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成する仮想ホストの設定
に関連するタブが示されます。

3. [名前 ] および [仮想ホスト名 ] 属性フィールドに値を入力し、ドロップダウ
ン リストから [デフォルト Web アプリケーション ] を選択します。

4. [ログ ] タブと [HTTP] タブをそれぞれクリックして、属性フィールドを変更
するか、デフォルト値をそのまま使用します。

5. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前で Web サーバの
インスタンスを作成します。左ペインの [仮想ホスト ] ノードの下に、新し
いインスタンスが追加されます。

6. 仮想ホストを有効にするためにサーバを再起動します。

仮想ホストの詳細については、『管理者ガイド』の「仮想ホスティングのコン
フィグレーション」を参照してください。
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仮想ホストのクローンの作成

1. [仮想ホスト ] ノードをクリックします。右ペインに [仮想ホスト ] テーブル
が表示され、ドメインで定義されているすべての仮想ホストが示されます。

2. クローンを作成する仮想ホストの行で [クローン ] アイコンをクリックしま
す。右ペインにダイアログが表示され、仮想ホストのクローンの作成に関連
するタブが示されます。

3. [名前 ] および [仮想ホスト名 ] 属性フィールドに値を入力し、ドロップダウ
ン リストから [デフォルト Web アプリケーション ] を選択します。

4. [ログ ] タブと [HTTP] タブをそれぞれクリックして、属性フィールドを変更
するか、デフォルト値をそのまま使用します。

5. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前で Web サーバの
インスタンスを作成します。左ペインの [仮想ホスト ] ノードの下に、新し
いインスタンスが追加されます。

仮想ホストの詳細については、『管理者ガイド』の「WebLogic Server Web コン
ポーネントのコンフィグレーション」を参照してください。

仮想ホストの削除

1. [仮想ホスト ] ノードをクリックします。右ペインに [仮想ホスト ] テーブル
が表示され、ドメインで定義されているすべての仮想ホストが示されます。

2. 削除する仮想ホストの行で [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の
確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

3. [はい ] をクリックして、仮想ホストを削除します。[仮想ホスト ] ノードの
下にある Web サーバ アイコンが削除されます。

仮想ホストの詳細については、『管理者ガイド』の「WebLogic Server Web コン
ポーネントのコンフィグレーション」を参照してください。
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仮想ホストの割り当て
仮想ホストの割り当て

1. 左ペインで、割り当てる仮想ホストのインスタンス ノードをクリックしま
す。右ペインにダイアログが表示され、このインスタンスに関連するタブが
示されます。

2. [対象 ] タブをクリックします。

3. [サーバ ] および [クラスタ ] タブについて次の手順を実行します。

a. [選択可 ] カラムで、仮想ホストに割り当てる 1 つまたは複数のターゲッ
トを選択します。

b. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み ] カ
ラムに移動します。

c. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。

仮想ホストの詳細については、『管理者ガイド』の「WebLogic Server Web コン
ポーネントのコンフィグレーション」を参照してください。

仮想ホストへの Web アプリケーションの割
り当て 

1. 左ペインの [Web アプリケーション ] ノードをクリックします。 

2. 割り当てる Web アプリケーションを選択します。 

3. 右ペインで [対象 ] タブをクリックします。 

4. [仮想ホスト ] タブをクリックします。 

5. [選択可 ] カラムで仮想ホストをクリックし、右矢印ボタンを使用して仮想ホ
ストを [選択済み ] カラムに移動します。 

仮想ホストの詳細については、『管理者ガイド』の「WebLogic Server Web コン
ポーネントのコンフィグレーション」を参照してください。
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仮想ホストのすべてのインスタンスのモニ
タ

1. [仮想ホスト ] ノードをクリックします。右ペインに [仮想ホスト ] テーブル
が表示され、ドメインで定義されているすべての仮想ホストが示されます。

2. モニタする仮想ホストの行で [すべてのインスタンスのモニタ ] アイコンを
クリックします。右ペインにダイアログが表示され、サーバ ドメイン全体に
デプロイされている仮想ホストのすべてのインスタンスが示されます。

仮想ホストの詳細については、『管理者ガイド』の「WebLogic Server Web コン
ポーネントのコンフィグレーション」を参照してください。
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] 仮想ホスト名を返す。 文字列 NULL

[仮想ホスト名 ] この仮想ホストがどの
ホストに代わって要求
を処理するのかを返
す。 

文字列 NULL

[デフォルト Web アプ
リケーション ]

デフォルトの Web アプ
リケーションの名前を
設定する。

文字列 NULL
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[ログ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[ログを有効化 ] HTTP アクセス ログを
作成するかどうかを設
定する。 

ブール

True = アクセス ログが
作成される

False = アクセス ログが
作成されない

true

[ログファイル名 ] HTTP アクセス ログの
作成が有効になってい
る場合、この属性はロ
グ ファイルの名前を設
定する。

文字列 NULL

[ログ ファイル フォー
マット ]

HTTP アクセス ログの
作成が有効になってい
る場合、この属性はロ
グ ファイルのタイプを
設定する。

[Common] = 標準 HTTP 
アクセス ログ形式を使
用

[Extended] = 拡張 
HTTP アクセス ログ形
式を使用

Common

[ログ ファイル バッ
ファ サイズ ]

[ローテーション タイ
プ ] が [サイズ ] に設定
されている場合、この
属性はログ ファイルの
最大サイズを設定する
（単位は KB）。ログ 
ファイルがこのサイズ
に達すると、新しいロ
グ ファイルが作成され
る。

整数 8 KB
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[コンフィグレーション ]
[ローテーション タイ
プ ]

HTTP ログ ファイルを
日付またはサイズのど
ちらに基づいてロー
テーションするかを指
定する。 

[サイズ ] = ログはその
サイズに基づいてロー
テーションされる。[
ログファイル バッファ 
サイズ ] 属性のデフォ
ルト値をオーバーライ
ドすることもできる。

[時間 ] = ログは日付に
基づいてローテーショ
ンされる。[ローテー
ション間隔 ] 属性のデ
フォルト値をオーバー
ライドや [ローテー
ション開始時間 ] 属性
を設定することもでき
る。

サイズ

[ローテーション間隔 ] [ローテーション タイプ
] が [時間 ] に設定され
ている場合、この属性
はアクセス ログのロー
テーション期間を分数
で指定する。

整数 2147483647 分

[ログ ファイル更新間
隔 ]

[ローテーション タイプ
] が [時間 ] に設定され
ている場合、この属性
は新しいデータがログ 
ファイルに書き込まれ
る間隔を秒数で設定す
る。

整数 60 秒

[ローテーション開始
時間 ]

[ローテーション タイプ
] が [時間 ] に設定され
ている場合、この属性
はアクセス ログの最初
のローテーションの日
時を指定する。

日付の形式は、
java.text.SimpleDateFor
mat
（MM-dd-yyyy-k:mm:s
s）に従う

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[最大ログファイルサ
イズ ]

ログ ファイルの最大サ
イズを設定できる。

整数（KB）

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[HTTP]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[デフォルトサーバー
名 ]

WebLogic Server では、
リクエストをリダイレ
クトするときに、[デ
フォルト サーバ名 ] で
指定した文字列を使用
して、HTTP 応答ヘッ
ダとして返されるホス
ト名を設定する。

ファイアウォールまた
はロード バランサを使
用し、ブラウザからリ
クエストをリダイレク
トして、元のリクエス
トで送られたものと同
じホスト名を参照する
場合に便利。 

文字列 NULL

[Keep Alive を有効化 ] HTTP キープアライブ
を有効にするかどうか
を設定する。

ブール

True = 有効
False = 無効

選択

[Send Server Header] false に設定すると、
サーバ名は HTTP 応答
と共に送られない。
ヘッダの領域が限られ
る無線アプリケーショ
ンの場合に便利。

ブール

True = 有効
False = 無効

True

[Keep Alive 時間 ] 非アクティブな HTTP 
接続を閉じるまで 
WebLogic Server が待
機する秒数。

整数 30
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[Https Keep Alive 時間 ] 非アクティブな HTTPS 
接続を閉じるまで 
WebLogic Server が待
機する秒数。

整数 60

[WAP 有効化 ] この属性を選択する
と、セッション ID は 
JVM 情報に含まれなく
なる。これは、URL の
サイズが 128 文字に制
限される WAP デバイ
スで URL 書き換えを
使用する場合に必要に
なる。[WAP 有効化 ] 
を選択すると、クラス
タでのレプリケートさ
れたセッションの使用
に影響することがあ
る。

有効

無効

無効

[POST タイムアウト 秒
]

WebLogic Server が 
HTTP POST データ中
の連続データを受信す
る間隔のタイムアウト
を秒単位で設定する。
POST データを使用し
てサーバを過負荷状態
にしようとするサービ
ス拒否攻撃を防ぐため
に使用する。 

整数 0

[最大 Post 時間 ] WebLogic Server が 
HTTP POST データ中
の連続データを待機す
る時間を秒単位で設定
する。 

整数 0

[最大 Post サイズ ] HTTP POST データ中
の連続データの最大サ
イズを設定する。 

整数 0

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
HTTP アクセス ログ設定の詳細については、『WebLogic Server 管理者ガイド』
の「HTTP アクセス ログの設定」 を参照してください。

[対象 ]

[サーバ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象サーバ ] この仮想ホストをデプ
ロイするサーバを選択
する。

リスト NULL
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 110-11

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/adminguide/web_server.html#http_log


110 仮想ホスト
[クラスタ ]

[メモ ]

仮想ホストの詳細については、『管理者ガイド』の「仮想ホスティングのコン
フィグレーション」を参照してください。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象クラスタ ] この Web サーバと共に
使用する 1 つまたは複
数の対象を選択するた
めのリスト。

リスト NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが任意に情報を
指定するためのスペー
スを提供する。

値は最大 256 文字の英
数字

NULL
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111 Web アプリケーション

以下に、Administration Console を使用して、Web アプリケーションのインス
トールに必要な属性を設定する手順を説明します。Web アプリケーションの詳
細については、『Web アプリケーションの組み立てとコンフィグレーション』を
参照してください。

新しい Web アプリケーションのインストー
ル

1. 左ペインの [Web アプリケーション ] ノードをクリックします。右ペインに 
[Web アプリケーション ] テーブルが表示され、デプロイされたすべての 
Web アプリケーションが示されます。

2. テキスト入力フィールドに . jar ファイルのパスを入力するか、[参照 ] ボタ
ンをクリックしてファイル システムを参照し、インストールする .jar ファイ
ルを選択します。

3. [Upload] をクリックして、.jar ファイルをインストールします。左ペインの 
[Web アプリケーション ] ノードの下に、新しい Web アプリケーションが追
加されます。[新しい Web Application のインストール ] を選択すると、アプ
リケーション ディレクトリに .jar/.ear ファイルがコピーされます。Web アプ
リケーション名は、デフォルトでは war ファイルと同じファイル名になりま
す。
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新しい Web アプリケーションのコンフィグレーション
新しい Web アプリケーションのコンフィグ
レーション

1. 左ペインで [Web アプリケーション ] ノードをクリックします。右ペインに 
Web アプリケーション テーブルが表示され、デプロイされたすべての Web 
アプリケーションが示されます。

2. テキスト入力フィールドに .jar ファイルのパスを入力するか、[参照 ] ボタン
をクリックしてファイル システムを参照し、インストールする .jar ファイル
を選択します。

[新しい Web Application のコンフィグレーション ] オプションを選択すると、
Web アプリケーション名、URI、パスなどのオプションも指定できます。[新し
い Web Application のコンフィグレーション ] オプションを選択すると次のよう
な利点があります。

1. jar ファイルがアプリケーション ディレクトリにコピーされない。

2. この Web アプリケーションのインストール先を指定できる。
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[コンフィグレーション ]

[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] Web アプリケーション
の名前を設定する。
Web アプリケーション
のコンポーネントにア
クセスするために URL 
で使用されるコンテキ
スト パス。

文字列 NULL

[パス ] ファイル システム内の
Web アプリケーション
のフル パス。展開ディ
レクトリ形式の場合
は、そのディレクトリ
へのパス。.war 形式で
アーカイブされている
場合は、.war ファイル
のパス。

絶対パスか、またはこ
の Web アプリケーショ
ンを格納する J2EE ア
プリケーションのパス
属性に基づく相対パス
を指定する。

文字列 NULL
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[コンフィグレーション ]
[デプロイ順 ] デプロイメントに使用
する順序。順序付けは
同じクラスのほかのデ
プロイ可能なユニット
（EJB、Web アプリケー
ションなど）と関連す
る。デプロイ順の値が
最小のデプロイメント
が最初にデプロイされ
る。 
デプロイ順の値が等し
いデプロイメントの順
序付けは保証されてい
ない。クラスタ間の順
序付けは保証されてい
ない。

値の範囲 : 
最小 : 0
最大 : MAX_VALUE で
指定した整数値

1000

[デプロイ ] 有効の場合、Web アプ
リケーションはデプロ
イされる。

ブール

デプロイ = 選択されて
いる

デプロイされない = 未
選択

選択されていない

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[ファイル ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[インデッ
クス ディ
レクトリ ]

適切なインデックス 
ファイルが見つからな
い場合、HTML ディレ
クトリ リストを自動的
に生成するかどうかを
設定する。

ブール

True = 適切なインデッ
クス ファイルが見つか
らない場合、ディレク
トリ リストが返される
False = ディレクトリ リ
ストは返されない

選択

[再ロード
間隔 (秒 )]

WebLogic Server がサー
ブレットの変更を
チェックするまでの待
ち時間を設定する。

-1 = WebLogic Server は
サーブレットの変更を
チェックしない

0 = WebLogic Server は
常にサーブレットが変
更されたかどうかを
チェックして、変更さ
れたサーブレットを再
ロードする

1 ～ 最大整数値 = 
WebLogic Server がサー
ブレットの変更を
チェックするまで待つ
秒数

1

[大文字 /
小文字を
区別する ]

HTTP リクエストを解決
するときに、ファイル
拡張子の大文字 /小文字
を区別するかどうかを
設定する。

ブール

True = 大文字 /小文字を
区別する

False = 大文字 /小文字
を区別しない

選択されていない
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[コンフィグレーション ]
[その他 ]

[対象 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[シング
ル ス
レッド 
サーブ
レット 
プール 
サイズ ]

SingleThreadMode イン
スタンス プールに使用
するプールのサイズを
定義する。

整数 5

[認証レ
ルム名 ]

ブラウザに表示される 
[Basic Authentication 
HTTP] ダイアログ ボッ
クスのレルムを認定す
る。

文字列 weblogic
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[サーバ ]

[クラスタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象
サーバ ]

この Web サーバと共に
使用する 1 つまたは複数
の対象を選択するため
のリスト。

リスト NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象ク
ラスタ ]

この Web サーバと共に
使用する 1 つまたは複数
の対象を選択するため
のリスト。

リスト NULL
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[コンフィグレーション ]
[仮想ホスト ]

[モニタ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[WebServers-
Virtual Host]

この Web サーバと共に
使用する 1 つまたは複数
の対象を選択するため
のリスト。

リスト NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[セッ
ション 
モニタを
有効化 ]

有効の場合、セッショ
ンの実行時 Mbean が作
成される。無効の場合
は、作成されない。

ブール

有効 = 選択
無効 = 未選択

選択されていない
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[メモ ]

Web アプリケーションの詳細については、『Web アプリケーションの組み立てと
コンフィグレーション』を参照してください。

デプロイメント記述子の作成については、「Web アプリケーションのデプロイメ
ント記述子の記述」を参照してください。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザが任意に情報を
指定するためのスペー
スを提供する。

文字列 NULL
111-9 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/webapp/index.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/webapp/index.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/webapp/webappdeployment.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/webapp/webappdeployment.html


112 実行時 Web アプリケーション コ
ンポーネント

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

サーバ

マシン

ソース情報

サーブレット

セッション

最大セッション数

総セッション数
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113 Web アプリケーション デプロイ
メント記述子エディタ ヘルプ

以下の各節では、Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタの使用
方法についての情報を記載しています。

Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタの概要

Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタによる Web アプリ
ケーションのコンフィグレーション

新しい Web アプリケーションの作成

Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタの使用方法

既存のデプロイメント記述子の編集

Web アプリケーション コンポーネントのコンフィグレーション手順（コン
ポーネント名に続けて、デプロイメント記述子内でコンポーネントを表現す
るために使われるトップレベルの XML 要素を記述しています）

Web アプリケーションの基本属性のコンフィグレーション (<icon>、
<display-name>、<description>、<distributable>)

コンテキスト パラメータのコンフィグレーション (<context-param>))

フィルタのコンフィグレーション (<filter>、<filter-mapping>)

リスナのコンフィグレーション (<listener>)

サーブレットのコンフィグレーション (<servlet>、
<servlet-mapping>)

ウェルカム ページのコンフィグレーション (<welcome-file-list>)

セッション タイムアウトのコンフィグレーション (<session-config>)

MIME マッピングのコンフィグレーション (<mime-mapping>)

エラー ページのコンフィグレーション (<error-page>)

JSP タグ ライブラリのコンフィグレーション (<taglib>)
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Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタの概要
リソース環境参照のコンフィグレーション (<resource-env-ref>)

リソース参照のコンフィグレーション (<resource-ref>)

セキュリティ制約のコンフィグレーション (<security-constraint>)

ログインのコンフィグレーション (<login-config>)

セキュリティ ロールのコンフィグレーション (<security-role>)

環境エントリのコンフィグレーション (<env-entry>)

EJB 参照のコンフィグレーション (<ejb-ref>)

新しい Webapp Ext のコンフィグレーション (weblogic.xml)

セッション記述子のコンフィグレーション (<session-descriptor>)

JSP 記述子のコンフィグレーション (<jsp-descriptor>)

セキュリティ ロール割り当てのコンフィグレーション 
(<security-role-assignment>)

リファレンス記述子のコンフィグレーション 
(<reference-descriptor>)

文字セット パラメータのコンフィグレーション (<charset-params>)

コンテナ記述子のコンフィグレーション (<container-descriptor>)

WebLogic Web Service のコンフィグレーション

Web アプリケーション デプロイメント記述
子エディタの概要

Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタでは、Web アプリケー
ションを定義するデプロイメント記述子を編集します。 Web アプリケーションは 
J2EE のデプロイメント ユニットで、JSP、サーブレット、HTML ページなどの 
Web リソースのコレクションを定義します。 Web アプリケーションでは、EJB な
どの外部リソースへの参照を定義することもできます。
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Web アプリケーションごとに、2 つのデプロイメント記述子 web.xml および 
weblogic.xml が存在します。これらは両方とも、Web アプリケーション デプ
ロイメント記述子エディタを使用して編集できます。 デプロイメント記述子 
web.xml は、Sun Microsystems の Servlet 仕様で定義されています。
weblogic.xml は、WebLogic Server に固有のデプロイメント記述子です。 Web 
アプリケーションの詳細については、
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/webapp/index.html で公開され
ている WebLogic Server ドキュメントの『Web アプリケーションのアセンブリと
コンフィグレーション』を参照してください。

Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタでは、既存のデプロイメ
ント記述子の編集だけが可能で、新しいデプロイメント記述子を作成することは
できません。 

新しい Web アプリケーションの作成
新しい Web アプリケーションを作成するには

1. Web アプリケーションのコンポーネント （サーブレット、JSP、および 
HTML ページ）を作成します。

2. 作成したコンポーネントを、ファイル システム内で Web アプリケーション
用に定義したディレクトリ構造に配置します。 詳細については、「ディレクト
リ構造」
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/webapp/basics.html#dir）
を参照してください。

3. スケルトンのデプロイメント記述子を作成します。 スケルトンの作成は、次
の 2 つのうちいずれかの方法で行います。

「Web アプリケーションのパッケージ化」
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/programming/packagi

ng.html#pack005）で説明されている手順に従います。

web.xml という名前のテキスト ファイルを作成し、Web アプリケーショ
ンの WEB-INF ディレクトリに保存します。 このファイルには、以下のテ
キストを記述する必要があります。

<!DOCTYPE web-app PUBLIC "-//Sun Microsystems, Inc.//
DTD Web Application 2.3//EN"
"http://java.sun.com/dtd/web-app_2_3.dtd">
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Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタの概要
<web-app>
</web-app>

4. 次の節で説明するように、デプロイメント記述子エディタを使用して、Web 
アプリケーションの機能をコンフィグレーションします。 

Web アプリケーション デプロイメント記述子エ
ディタの使用方法

1. まだ動作していない場合、WebLogic Administration Server を起動します。

2. ブラウザで WebLogic Server Administration Console を起動します。

3. 現在のドメインで Web アプリケーションが既に定義済みの場合、左パネル
で [Web アプリケーション ] ノードを展開してステップ 5.に進みます。

4. 現在のドメインで Web アプリケーションがまだコンフィグレーションされ
ていない場合、新しい Web アプリケーションをコンフィグレーションしま
す。

a. 右パネルで [新しい Web Application のコンフィグレーション ] をクリッ
クします。

b. [名前 ] フィールドに、Web アプリケーションの名前を入力します。 

c. [URI] フィールドに、Web アプリケーションが格納されているディレクト
リの名前を入力します。

d. [Path] フィールドに、Web アプリケーションが格納されているディレクト
リのパスを入力します。

e. [作成 ] をクリックします。 新しい Web アプリケーションが、左パネルで 
[Web アプリケーション ] の下に表示されます。

5. Web アプリケーションを右クリックし、[Web アプリケーション 記述子の編
集 ] を選択します。 デプロイメント記述子を編集するための新しいブラウザ 
ウィンドウが開きます。

6. Web アプリケーションの機能をコンフィグレーションします。 Web アプリ
ケーションの機能をコンフィグレーションする手順については、「Web アプ
リケーション デプロイメント記述子エディタによる Web アプリケーション
のコンフィグレーション」を参照してください。
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7. デプロイメント記述子の編集が終了したら、左側のナビゲーション ツリーで 
最上位のノードを選択します。

8. 右パネルで [Validate] をクリックします。 検証では、デプロイメント記述子
がその DTD（文書型定義）に従っていることのチェックだけが行われます。 
コンフィグレーションしたコンポーネントが存在していることの検証や、そ
の他の種類の検証は行いません。

9. デプロイメント記述子を検証したら、右パネルで [Persist] をクリックしま
す。 デプロイメント記述子に対して行われた変更は、[Persist] ボタンをク
リックした時点でデプロイメント記述子ファイルに書き込まれます。

図 113-1   [Web アプリケーション 記述子の編集 ...]
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Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタによる Web アプリケーション
既存のデプロイメント記述子の編集

1.「Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタの使用方法」の手順
に従います。

2. 左パネルのナビゲーション ツリーから、編集対象のデプロイメント記述子の
要素を選択します。 一部の要素については、左側のナビゲーション ツリーで
親のノードを右クリックし、要素を作成するための項目を選択する必要があ
ります。 詳細については、「Web アプリケーション デプロイメント記述子エ
ディタによる Web アプリケーションのコンフィグレーション」を参照して
ください。

3. 右パネルで、必要に応じてフィールドの値を入力または編集します。 

4. [作成 ] または [適用 ] ボタンをクリックします。

5. デプロイメント記述子の編集が終了したら、左側のナビゲーション ツリーで
最上位のノードを選択します。

6. 右パネルで [Validate] をクリックします。 検証では、デプロイメント記述子
がその DTD（文書型定義）に従っていることのチェックだけが行われます。 
コンフィグレーションしたコンポーネントが存在していることの検証や、そ
の他の種類の検証は行いません。

7. 右パネルで [Persist] をクリックします。 デプロイメント記述子に対して行わ
れた変更は、[Persist] ボタンをクリックした時点でデプロイメント記述子
ファイルに書き込まれます。

Web アプリケーション デプロイメント記述
子エディタによる Web アプリケーションの
コンフィグレーション

この節では、Web アプリケーションに必要なデプロイメント情報を作成する方
法について説明します。 この作業を行う前に、「新しい Web アプリケーションの
作成」および「Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタの使用方
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法」での説明に従って、基本のデプロイメント記述子を作成し、Web アプリ
ケーション デプロイメント記述子エディタ で Web アプリケーションを開いてお
く必要があります。

以下の各項では、Web アプリケーションのコンポーネントをコンフィグレー
ションする手順を説明します。 手順の説明に続けて、コンフィグレーション可能
な属性の表を示します。この表は、手順の説明からリンクによって参照すること
もできます。

Web アプリケーションの基本属性のコンフィグ
レーション

1. 左パネルで [Web App Descriptor] ノードをクリックします。

2. [Web App Descriptor] パネルで、必要に応じて以下の属性をコンフィグレー
ションします。

Description 

Display Name 

Large Icon File Name 

Small Icon File Name 

Distributable 

コンテキスト パラメータのコンフィグレーション
コンテキスト パラメータは、サーブレット コンテナに名前 /値のペアを渡すた
めに使われます。 名前 /値のペアで構成される任意の数のコンテキスト パラメー
タを入力することができます。

1. 左パネルで [Parameters] ノードを右クリックし、[新しい Parameter のコン
フィグレーション ] を選択します。

2. [Description] フィールドに、パラメータの説明を入力します。 （省略可能）

3. [Param Name] フィールドに、パラメータの名前を入力します。

4. [Param Value] フィールドに、パラメータの値を入力します。 
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5. [作成 ] をクリックします。

これらのパラメータには、コード内で 
javax.servlet.ServletContext.getInitParameter() および 
javax.servlet.ServletContext.getInitParameterNames() メソッドを使用
してアクセスできます。

フィルタのコンフィグレーション

フィルタは Web アプリケーションのリソースに対するリクエストを傍受し、補
助的な機能を実行します。 フィルタをコンフィグレーションするには、フィルタ
を作成し、サーブレットまたは URL パターンにマッピングします。 コンフィグ
レーション可能なフィルタまたはフィルタ マッピングの数に制限はありません。 
詳細については、「フィルタ」
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/webapp/filters.html）を参
照してください。

フィルタは Sun Microsystems の Servlet 2.3 仕様の最終勧告ドラフトの一部です。 
アプリケーションでフィルタを使用する場合、仕様は最終的に承認されておら
ず、将来変更される可能性がある点に注意してください。

1. 左パネルで [Filters] ノードを右クリックし、[新しい Filter のコンフィグレー
ション ] を選択します。

2. 以下のフィールドに値を入力します。

Filter Name（必須）このフィルタの名前

Description（省略可能）

Display Name（省略可能）

Small Icon File Name（省略可能）

Large Icon File Name（省略可能）

Filter Class（必須）フィルタを実行する Java クラスの完全なクラス名。 
例 : myApp.filters.myFilter

3. [作成 ] をクリックします。
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4. 左パネルで [Filter Mappings] ノードを右クリックし、[新しい FilterMapping 
のコンフィグレーション ] を選択します。 フィルタのマッピングは、この 
Web アプリケーションで既にコンフィグレーション済みの URL パターンま
たはサーブレットに対して行うことができます。 それぞれのフィルタに対し
て複数のマッピングを作成できます。

5. [Filter] ドロップダウン リストから、マッピングを作成するフィルタを選択
します。 

6. このフィルタを URL パターンにマッピングする場合、[Url Pattern] フィール
ドに URL パターンを入力します。

7. このフィルタをサーブレットにマッピングする場合、[Servlet] ドロップダウ
ン リストからサーブレットを選択します。 サーブレットをフィルタにマッピ
ングするには、サーブレットがコンフィグレーション済みである必要があり
ます。

8. [作成 ] をクリックします。

9. フィルタ初期化パラメータを作成します。 フィルタ初期化パラメータは、
フィルタ クラスで FilterConfig.getInitParameter() または 
FilterConfig.getInitParameters() メソッドを使用して読み取ることが
できます。

a. 左パネルで [Filters] ノードを展開します。

b. 初期化パラメータを作成するフィルタのノードを展開します。

c. [Parameters] ノードを右クリックし、[新しい Parameter のコンフィグレー
ション ] を選択します。 

d. [Description] フィールドに、パラメータの説明を入力します。（省略可能）

e. [Param Name] フィールドに、パラメータの名前を入力します。

f. [Param Value] フィールドに、パラメータの値を入力します。 

g. [作成 ] をクリックします。

10.作成するフィルタ マッピングごとに、これまでの手順を繰り返します。
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リスナのコンフィグレーション

リスナは HTTP セッションまたはサーブレットのコンテキスト イベントに応答
する Java クラスです。 リスナは任意の数だけ作成できます。 詳細については、
「アプリケーション イベントとリスナ」
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/webapp/app_events.html）を
参照してください。

アプリケーション イベントおよびリスナは、Sun Microsystems の Servlet 2.3 仕様
の最終勧告ドラフトの一部です。 アプリケーションでアプリケーション イベント
およびリスナを使用する場合、仕様は最終的に承認されておらず、将来変更され
る可能性がある点に注意してください。

1. 左パネルで [Listeners] ノードを右クリックし、[新しい Listener のコンフィグ
レーション ] を選択します。

2. リスナ クラスの完全名を [Listener Class Name] フィールドに入力します。

3. [作成 ] をクリックします。

サーブレットのコンフィグレーション

サーブレットをコンフィグレーションするには、まずサーブレットを定義し、次
にサーブレットを URL パターンにマッピングします。 サーブレットは任意の数
だけ作成できます。 詳細については、「サーブレットのコンフィグレーション」
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/webapp/components.html#co

nfiguring-servlets）を参照してください。

1. 左パネルで [Servlet] ノードを右クリックし、[新しい servlet のコンフィグ
レーション ] を選択します。

2. 以下のフィールドに値を入力します。

Description（省略可能）

Display Name（省略可能）

Small Icon File Name（省略可能）

Large Icon File Name（省略可能）

Servlet Name （必須）
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Servlet Class このサーブレットを実行する Java クラス
または
Jsp File このサーブレットによって実行される JSP ファイル

Load On Startup （省略可能）

3. [作成 ] をクリックします。

4. [Servlet Mappings] を右クリックし、[新しい ServletMapping のコンフィグ
レーション ] を選択します。

5. [Servlet] ドロップダウン リストから、マッピングするサーブレットを選択し
ます。

6. このサーブレットの URL パターンを入力します。 URL パターンの詳細につ
いては、「サーブレットのマッピング」
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/webapp/components.html

#servlet-mapping）を参照してください。

7. [作成 ] をクリックします。

8. サーブレットの初期化パラメータを作成します。 （省略可能）

a. 左パネルで [Servlet] ノードを展開します。

b. 初期化パラメータを作成するサーブレットのノードを展開します。

c. 左パネルで [Parameters] ノードを右クリックし、[新しい Parameter のコ
ンフィグレーション ] を選択します。 

d. [Description] フィールドに、パラメータの説明を入力します。（省略可能）

e. [Param Name] フィールドに、パラメータの名前を入力します。

f. [Param Value] フィールドに、パラメータの値を入力します。 

g. [作成 ] をクリックします。

初期化パラメータを取得するには、親の 
javax.servlet.GenericServlet クラスから getInitParameter(String
name) メソッドを呼び出します。 パラメータの名前が渡されると、このメ
ソッドは String 型のパラメータ値を返します。

9. サーブレットの Security Role Refsを作成します。

a. 左パネルで [Servlet] ノードを展開します。
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b. セキュリティ ロール参照を作成するサーブレットのノードを展開します。

c. [Security Role Refs] ノードを右クリックし、[新しい SecurityRoleRef のコ
ンフィグレーション ] を選択します。 

d. [Description] フィールドに、セキュリティ ロール参照の説明を入力しま
す。（省略可能）

e. [Role Link] ドロップダウン リストから、セキュリティ ロールを選択しま
す。 事前に [Security Roles] パネルで、セキュリティ ロールを定義してお
く必要があります。

f. [Role Name] フィールドに、サーブレットのコード内で使われるロール名
を入力します。

ウェルカム ページのコンフィグレーション
ディレクトリ名による HTTP リクエストを受信すると、WebLogic Server はここ
で設定するリストの先頭に指定されたファイルを返します。 先頭のファイルが見
つからない場合、リスト内の次のファイルが検索されます。 詳細については、
「ウェルカム ページのコンフィグレーション」
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/webapp/components.html#we

lcome_pages）を参照してください。

1. 左パネルで [Web App Descriptor] を右クリックし、[新しい WelcomeFileList 
のコンフィグレーション ] を選択します。

2. [Welcome Files] リストに、ファイル名を 1 行ずつに区切って入力します。

3. [作成 ] をクリックします。

セッション タイムアウトのコンフィグレーション
セッション タイムアウトでは、この Web アプリケーションで HTTP セッション
が失効する時間を設定します。

1. 左パネルで [Session Config] ノードを選択します。

2. [Session Timeout] の値を編集します。
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3. [適用 ] をクリックします。

MIME マッピングのコンフィグレーション
MIME マッピングでは、ファイル拡張子と MIME タイプの間のマッピングを定
義します。 MIME マッピングは任意の数だけ作成できます。

1. 左パネルで [MIME Mappings] ノードを右クリックし、[新しい MimeMapping 
のコンフィグレーション ] を選択します。

2. [Mime Type] フィールドに、有効な MIME タイプを入力します。

3. [Extension] フィールドに、MIME タイプにマッピングするファイル拡張子を
入力します。

4. [作成 ] をクリックします。

エラー ページのコンフィグレーション
エラー ページは、HTTP エラー コードまたは Java 例外への応答として表示され
るように設定された JSP または HTTP ページです。 各種の HTTP エラー コードま
たは Java 例外に応答する、さまざまなエラー ページを設定することができます。 
詳細については、「HTTP エラー応答のカスタマイズ」
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/webapp/components.html#er

ror-page）を参照してください。

1. 左パネルで [Error Pages] を右クリックし、[新しい ErrorPage のコンフィグ
レーション ] を選択します。

2. [Error Code] フィールドに、HTTP エラー コードを入力します。
または
[Exception Type] フィールドに、Java の例外クラスを入力します。

3. エラーに応答して表示されるリソースの名前を入力します。 入力する名前の
先頭には / を付けます。 たとえば、/myErrorPg.html のように入力します。

4. [作成 ] をクリックします。
113-13 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/webapp/components.html#error-page


Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタによる Web アプリケーション
JSP タグ ライブラリのコンフィグレーション
JSP タグ ライブラリには、ユーザが記述する JSP タグを定義する Java クラスお
よび記述子が含まれます。 作成できるタグ ライブラリの数に制限はありません。 
1 つまたは複数の JSP タグ ライブラリをコンフィグレーションできます。 詳細に
ついては、『WebLogic JSP タグ エクステンション プログラマーズ ガイド』
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/taglib/index.html）を参照
してください。

1. 左パネルで [Tag Libs] ノードを右クリックし、[新しい TagLib のコンフィグ
レーション ] を選択します。

2. [URI] フィールドに、JSP の taglib ディレクティブでこのタグ ライブラリ
を参照するための名前を（Web アプリケーションの WEB-INF ディレクトリ
からの相対位置で）入力します。

3. [Location] フィールドに、タグ ライブラリまたはタグ ライブラリの jar ファ
イルの位置を（Web アプリケーションのルート ディレクトリからの相対位
置で）入力します。

4. [作成 ] をクリックします。

リソース環境参照のコンフィグレーション

リソース環境参照は、Sun Microsystems の Servlet 2.3 仕様の最終勧告ドラフトの
一部であり、現時点では WebLogic Server に実装されていません。

1. 左パネルで [Resource Env Refs] ノードを右クリックし、[新しい 
ResourceEnvRef のコンフィグレーション ] を選択します。

2. [Description] フィールドに、このリソース環境参照の説明を入力します。（省
略可能）

3. [Ref Name] フィールドに、このリソース環境参照の名前を入力します。

4. [Ref Type] フィールドに、このリソース環境参照の Java 型を入力します。

5. [作成 ] をクリックします。
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リソース参照のコンフィグレーション

リソース参照は、外部リソースのルックアップ名を定義します。 デプロイメント
時の実際の位置にマッピングされるこの「仮想」名によって、サーブレットの
コード内でリソースをルックアップすることができます。 リソース参照は任意の
数だけ作成できます。

1. 左パネルで [Resource Refs] ノードを右クリックし、[新しい ResourceRef の
コンフィグレーション ] を選択します。

2. [Description] フィールドに、このリソース参照の説明を入力します。（省略可
能）

3. [Ref Name] フィールドに、このリソース参照の名前を入力します。

4. [Ref Type] フィールドに、このリソース参照の Java 型を入力します。 Java 型
は完全なパッケージ名で入力します。

5. [Auth] フィールドに、認可タイプを入力します。 有効な値は APPLICATION ま
たは CONTAINER です。

6. [Sharing Scope] フィールドに、共有スコープを入力します。 有効な値は 
Sharable または Unsharable です。

7. [作成 ] をクリックします。

セキュリティ制約のコンフィグレーション

セキュリティ制約は、指定されたリソースにセキュリティを適用します。 セキュ
リティ制約は任意の数だけ作成できます。 詳細については、「Web アプリケー
ション内のリソースへのアクセスに制約を適用する」
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/webapp/security.html#reso

urces-webapp）を参照してください。

1. 左パネルで [Security Constraints] ノードを右クリックし、[新しい 
SecurityConstraint のコンフィグレーション ] を選択します。

2. [Display Name] フィールドに、このセキュリティ制約の名前を入力します。

3. [作成 ] をクリックします。
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4. 左パネルで [Security Constraint] ノードを展開します。

5. 新しく追加したセキュリティ制約のノードを展開します。

6. Web Resource Collectionを作成します。Web リソース コレクションは、こ
のセキュリティ制約が適用される URL パターンおよび HTTP メソッドを定
義します。

a. [Web Resource Collection] ノードを右クリックし、[新しい 
WebResourceCollection の作成 ] を選択します。 

b. [Web Resource Name] フィールドに、この Web リソース コレクションの
名前を入力します。

c. [Description] フィールドに、この Web リソース コレクションの説明を入
力します。 （省略可能）

d. [URL Pattern] フィールドに、1 つ以上の URL パターンを 1 行ずつ区切っ
て入力します。 URL パターンは、このセキュリティ制約が適用されるリ
ソースを定義します。

e. [HTTP Method] ボックスに、HTTP メソッドを入力します。 通常、入力す
る値は GET または POST です。

f. [作成 ] をクリックします。

7. Auth Constraintを作成します。

a. 編集しているセキュリティ制約の名前を右クリックし、[新しい 
AuthConstraint のコンフィグレーション ] を選択します。

b. [Description] フィールドに、この認可制約の名前を入力します。 （省略可
能）

c. [作成 ] をクリックします。 定義済みのセキュリティ ロールの一覧が [選
択可 ] パネルに表示されます。

d. 矢印ボタンを使って、定義済みリスト内のセキュリティ ロールを選択済
みリストに移動します。 注意 : ここでの割り当てを行う前に、1 つ以上の
セキュリティ ロールを作成しておく必要があります。 詳細については、
「セキュリティ ロールのコンフィグレーション」を参照してください。

e. [適用 ] をクリックします。

8. User Data Constraintを作成します。
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a. 編集中のセキュリティ制約の名前を右クリックし、[新しい 
UserDataConstraint のコンフィグレーション ] を選択します。

b. [Description] フィールドに、このユーザ データ制約の説明を入力します。 
（省略可能）

c. [Transport Guarantee] ドロップダウン リストから、転送の保証を選択しま
す。 有効な値は NONE、INTEGRAL、または CONFIDENTIAL です。

d. [作成 ] をクリックします。

ログインのコンフィグレーション

ログインのコンフィグレーションでは、ユーザ認証の方式、このアプリケーショ
ンで使われるレルム名、フォームによるログイン機能に必要な属性を定義しま
す。

この要素が存在する場合、Web アプリケーションに定義された Security 
Constraintsが適用されるリソースへのアクセス時に、ユーザが認証を受ける必
要があります。 認証されたユーザは、アクセス権のあるほかのリソースにアクセ
スするための認可を受けることができます。

1. [Web App Descriptor] ノードを右クリックし、[Config新しい LoginConfig の
コンフィグレーション ] を選択します。

2. [Auth Method] ドロップダウン リストから、認可方式を選択します。 有効な
値は BASIC、FORM、または CLIENT-CERT です。 

3. [Realm Name] フィールドに、認証レルムの名前を入力します。

4. [Auth Method] を FORM に設定した場合、認証フォームを含むファイルの URI 
を [Login Page] フィールドに入力します。 

5. [Auth Method] を FORM に設定した場合、認証失敗時にユーザがリダイレクト
されるページを含むファイルの URI を [Error Page] フィールドに入力しま
す。
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セキュリティ ロールのコンフィグレーション
セキュリティ ロールは、ロールに割り当てられるプリンシパル（通常はユーザ
名）のセキュリティ コンテキストを定義します。 セキュリティ ロールは任意の
数だけ作成できます。 詳細については、「Web アプリケーション内のリソースへ
のアクセスに制約を適用する」
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/webapp/security.html#reso

urces-webapp）を参照してください。

1. 左パネルで [Security Roles] ノードを右クリックし、[新しい SecurityRole の
コンフィグレーション ] を選択します。

2. [Description] フィールドに、このセキュリティ ロールの説明を入力します。
（省略可能）

3. [Role Name] フィールドに、このセキュリティ ロールの名前を入力します。

4. [作成 ] をクリックします。

環境エントリのコンフィグレーション

アプリケーションに対して環境エントリを宣言します。 環境エントリは任意の数
だけ作成できます。

1. 左パネルで [Env Entries] ノードを右クリックし、[新しい EnvEntry のコン
フィグレーション ] を選択します。

2. [Description] フィールドに、この環境エントリの説明を入力します。（省略可
能）

3. [Env Entry Name] フィールドに、この環境エントリの名前を入力します。

4. [Env Entry Value] フィールドに、この環境エントリの値を入力します。

5. [Env Entry Type]ドロップダウンリストから、この環境エントリのタイプを
選択します。
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EJB 参照のコンフィグレーション
EJB 参照では、EJB リソースへの参照を定義します。 この参照は、WebLogic に
固有のデプロイメント記述子ファイルである weblogic.xml にマッピングを定義
することによって、デプロイメント時の実際の EJB の位置にマッピングされま
す。 EJB 参照は任意の数だけ作成できます。

1. 左パネルで [Ejb Refs] ノードを右クリックし、[新しい EjbRef のコンフィグ
レーション ] を選択します。

2. [Description] フィールドに、この EJB 参照の説明を入力します。（省略可能）

3. [EJBRef Name] フィールドに、この EJB 参照の名前を入力します。

4. [EJBRef Type] フィールドに、参照される EJB の Java クラスを入力します。

5. [Home Interface Name] フィールドに、EJB のホーム インターフェースの名
前を入力します。

6. [Remote Interface Name] フィールドに、EJB のリモート インターフェースの
名前を入力します。

7. EJB がエンタープライズ アプリケーション アーカイブ（EAR）にパッケージ
化される場合、EAR のデプロイメント記述子の <ejb-name> 要素で参照され
る EJB の名前を [EJBLink Name] フィールドに入力します。

8. [Run As] フィールドに、この Web アプリケーションに定義されているセ
キュリティ ロールの名前を入力します。 （省略可能）

新しい Webapp Ext のコンフィグレーショ
ン

左パネルの [WebApp Ext] ノードは、WebLogic に固有のデプロイメント記述子
である weblogic.xml ファイルを表現します。 weblogic.xml 記述子では、
WebLogic Server に固有の属性をコンフィグレーションします。 weblogic.xml 内
の属性をコンフィグレーションするには、まずデプロイメント記述子エディタで
この記述子のノードを作成する必要があります。
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weblogic.xml 記述子のノードを作成するには

1. 左パネルで、トップレベル ノードを右クリックします （ノードには 
myWebApp Web Application というラベルが付いています。myWebApp は、編
集中の Web アプリケーションの名前です）。

2. [新しい WebAppExtDescriptor のコンフィグレーション ] を選択します。

3. 右パネルの [Description] フィールドに、Web アプリケーションの説明を入力
します。（省略可能）

4. アプリケーションを実行している WebLogic Server のバージョンを入力しま
す。（省略可能）

5. [作成 ] をクリックします。

セッション記述子のコンフィグレーション

Session Descriptorでは、HTTP セッション関連のパラメータをコンフィグレー
ションします。 

1. 左パネルに WebApp Ext ノードが存在しない場合、このノードを作成します。 

a. 左パネルで、トップレベル ノードを右クリックします （ノードには 
myWebApp Web Application というラベルが付いています。myWebApp は、
編集中の Web アプリケーションの名前です）。 

b. [新しいWebAppExtDescriptorのコンフィグレーション ] を選択します。

c. 右パネルの [Description] フィールドに、Web アプリケーションの説明を
入力します。（省略可能）

d. アプリケーションを実行している WebLogic Server のバージョンを入力し
ます。（省略可能）

e. [作成 ] をクリックします。

f. 左パネルで [WebApp Ext] ノードを展開します。

2. 左パネルで [Session Descriptor] ノードをクリックします。

3. Session Descriptorの表中の情報を参考にして、右パネルのフィールドの値を
入力します。
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 113-20



113 Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタ ヘルプ
4. [適用 ] をクリックします。

JSP 記述子のコンフィグレーション
JSP Descriptorでは、JSP 関連のパラメータを設定します。

1. 左パネルに WebApp Ext ノードが存在しない場合、このノードを作成します。 

a. 左パネルで、トップレベル ノードを右クリックします （ノードには 
myWebApp Web Application というラベルが付いています。myWebApp は、
編集中の Web アプリケーションの名前です）。 

b. [新しいWebAppExtDescriptorのコンフィグレーション ] を選択します。

c. 右パネルの [Description] フィールドに、Web アプリケーションの説明を
入力します。（省略可能）

d. アプリケーションを実行している WebLogic Server のバージョンを入力し
ます。（省略可能）

e. [作成 ] をクリックします。

f. 左パネルで [WebApp Ext] ノードを展開します。

2. 左パネルで [JSP Descriptor] ノードをクリックします。

3. JSP Descriptorの表中の情報を参考にして、右パネルのフィールドの値を入
力します。

4. [適用 ] をクリックします。

セキュリティ ロール割り当てのコンフィグレー
ション

セキュリティ ロールの割り当ては、セキュリティ ロールを 1 つまたは複数のプ
リンシパルにマッピングします。 プリンシパルはセキュリティ レルム内に定義し
なければなりません。 

1. 左パネルに WebApp Ext ノードが存在しない場合、このノードを作成します。 
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a. 左パネルで、トップレベル ノードを右クリックします （ノードには 
myWebApp Web Application というラベルが付いています。myWebApp は、
編集中の Web アプリケーションの名前です）。 

b. [新しい WebAppExtDescriptor のコンフィグレーション ] を選択します。

c. 右パネルの [Description] フィールドに、Web アプリケーションの説明を
入力します。（省略可能）

d. アプリケーションを実行している WebLogic Server のバージョンを入力し
ます。（省略可能）

e. [作成 ] をクリックします。

f. 左パネルで [WebApp Ext] ノードを展開します。

2. 左パネルで [Security Role Assignment] ノードを右クリックし、[新しい 
SecurityRoleAssignmentのコンフィグレーション ] を選択します。

3. [Role] ドロップダウン リストからセキュリティ ロールを選択します。

4. [Principal Names]テキスト ボックスに、1 つ以上の Principal Namesを 1 行ず
つに区切って追加します。 セキュリティ レルム内で有効なプリンシパルを指
定する必要があります。

5. [作成 ] をクリックします。

文字セット パラメータのコンフィグレーション
文字セット パラメータを設定することにより、Unicode を使用しない運用を行う
ためのコードセットの動作を定義できます。 Java の文字セットから IANA 文字
セットへのマッピングを指定することもできます。 詳細については、「HTTP リ
クエストのエンコーディングの指定」
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/webapp/components.html#en

coding-http）および「IANA 文字セットから Java 文字セットへのマッピング」
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/webapp/components.html#ma

p-iana）を参照してください。

1. 左パネルに WebApp Ext ノードが存在しない場合、このノードを作成します。 
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a. 左パネルで、トップレベル ノードを右クリックします （ノードには 
myWebApp Web Application というラベルが付いています。myWebApp は、
編集中の Web アプリケーションの名前です）。 

b. [Configure a new WebAppExtDescriptor新しい WebAppExtDescriptor のコ
ンフィグレーション ] を選択します。

c. 右パネルの [Description] フィールドに、Web アプリケーションの説明を
入力します。（省略可能）

d. アプリケーションを実行している WebLogic Server のバージョンを入力し
ます。（省略可能）

e. [作成 ] をクリックします。

f. 左パネルで [WebApp Ext] ノードを展開します。

2. 左パネルで [WebApp Ext] ノードを右クリックし、[新しい CharsetParamsの
コンフィグレーション ] を選択します。

3. Input Charset Descriptorsを作成します。

a. [Charset Params] ノードを展開します。

b. [Input Charset Descriptors] ノードを右クリックし、[新しい 
InputCharsetDescriptor のコンフィグレーション ] を選択します。

c. [Resource Path] フィールドに、この文字セット記述子に適用されるパスを
入力します。

d. [Java Charset Name] フィールドに、有効な Java の文字セット名を入力し
ます。

e. [作成 ] をクリックします。

4. Character Set Mappingを作成します。

a. [Charset Params] ノードを展開します。

b. [Charset Mappings] ノードを右クリックし、[新しい CharsetMapping のコ
ンフィグレーション ] を選択します。

c. [IANA Charset Name] フィールドに、有効な IANA 文字セット名を入力し
ます。
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d. [Java Charset Name] フィールドに、有効な Java の文字セット名を入力し
ます。

e. [作成 ] をクリックします。

リファレンス記述子のコンフィグレーション

リファレンス記述子は、サーバ リソースの JNDI 名を、Web アプリケーション
で使われる名前にマッピングします。 [Resource Description] パネルでは、データ
ソースなどのリソースをその JNDI 名にマッピングします。 [Ejb Reference] パネ
ルでは、EJB をその JNDI 名にマッピングします。

1. 左パネルに WebApp Ext ノードが存在しない場合、このノードを作成します。 

a. 左パネルで、トップレベル ノードを右クリックします （ノードには 
myWebApp Web Application というラベルが付いています。myWebApp は、
編集中の Web アプリケーションの名前です）。 

b. [新しい WebAppExtDescriptor のコンフィグレーション ] を選択します。

c. 右パネルの [Description] フィールドに、Web アプリケーションの説明を
入力します。（省略可能）

d. アプリケーションを実行している WebLogic Server のバージョンを入力し
ます。（省略可能）

e. [作成 ] をクリックします。

f. 左パネルで [WebApp Ext] ノードを展開します。

2. 左パネルで [WebApp Ext] ノードを右クリックし、[新しい 
ReferenceDescriptor のコンフィグレーション ] を選択します。

3. Resource Descriptionsを作成します。 1 つまたは複数のリソース記述子を作成
できます。

a. [Resource Descriptor] ノードを展開します。

b. [Resource Descriptions] ノードを右クリックし、[新しい 
ResourceDescription のコンフィグレーション ] を選択します。

c. [Jndi Name] フィールドに、JNDI ツリーでのオブジェクトの名前の名前を
入力します。
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d. [Resource Reference] ドロップダウンリストからリソース参照を選択しま
す。 事前に [Resource Refs] タブで、リソース参照をコンフィグレーション
しておく必要があります。

e. [作成 ] をクリックします。

4. EJB Reference Descriptionを作成します。

a. [Resource Descriptor] ノードを展開します。

b. [Ejb Reference Descriptions] ノードを右クリックし、[新しい 
EjbReferenceDescription のコンフィグレーション ] を選択します。

c. [Jndi Name] フィールドに、JNDI ツリーでのオブジェクトの名前の名前を
入力します。

d. [Ejb Reference] ドロップダウンリストから EJB 参照を選択します。 事前に 
[Ejb Refs] タブで、EJB 参照をコンフィグレーションしておく必要があり
ます。

e. [作成 ] をクリックします。

コンテナ記述子のコンフィグレーション

サーブレットから JNDI に転送されるリクエストの認証が必要なときは、転送時
の認証チェックを有効にします。 

1. 左パネルに WebApp Ext ノードが存在しない場合、このノードを作成します。 

a. 左パネルで、トップレベル ノードを右クリックします （ノードには 
myWebApp Web Application というラベルが付いています。myWebApp は、
編集中の Web アプリケーションの名前です）。 

b. [新しい WebAppExtDescriptor のコンフィグレーション ] を選択します。

c. 右パネルの [Description] フィールドに、Web アプリケーションの説明を
入力します。（省略可能）

d. アプリケーションを実行している WebLogic Server のバージョンを入力し
ます。（省略可能）

e. [作成 ] をクリックします。
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f. 左パネルで [WebApp Ext] ノードを展開します。

2. [WebApp Ext] ノードを右クリックし、[新しい ContainerDescriptor のコン
フィグレーション ] を選択します。

3. 転送されるリクエストの認証を有効にするには、[Check Auth on Forward 
Enabled] チェック ボックスをオンにします。

4. リダイレクト動作をコンフィグレーションするには、
[redirect-with-absoute-url] チェックボックスをチェックします。

5. [作成 ] をクリックします。
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Web App Descriptor

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Description テキストによるサーブ
レットの説明。

文字列 なし

Display Name この要素は、WebLogic 
Server では使用しない。

文字列 なし

Large Icon File Name GUI ツールで Web アプ
リケーションを表現す
るために使われる、
（32× 32 ピクセルの）
大きなサイズの .gif 
または .jpg 画像の位
置を指定する。 現時点
で、この要素は 
WebLogic Server では
使用しない。

文字列 なし

Small Icon File Name GUI ツールで Web アプ
リケーションを表現す
るために使われる、
（16× 16 ピクセルの）
小さなサイズの .gif 
または .jpg 画像の位
置を指定する。 現時点
で、この要素は 
WebLogic Server では
使用しない。

文字列 なし

Distributable この要素は、WebLogic 
Server では使用しない。

なし なし
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Filters

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Filter Name このフィルタの名前。 文字列 MyFilter

Description テキストによるサーブ
レットの説明。

文字列 なし

Display Name この要素は、WebLogic 
Server では使用しない。

文字列 なし

Small Icon File Name この要素は、WebLogic 
Server では使用しない。

文字列 なし

Large Icon File Name この要素は、WebLogic 
Server では使用しない。

文字列 なし

Filter Class フィルタの完全修飾ク
ラス名。 

クラス名 なし
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Filter Mappings

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Filter URL パターンのマッピ
ングの相手であるフィ
ルタの名前。 この名前
は、<filter-name> 
要素でフィルタに割り
当てた名前に対応す
る。

文字列 なし

Url Pattern URL の解決に使われる
パターンを記述する。 
WebLogic Server に
よって、URL のうち
「http://host:port 
+ WebAppName」に続
く部分が 
<url-pattern> 要素
の値と比較される。 パ
ターンがマッチする
と、この要素にマッピ
ングされたフィルタが
呼び出される。

以下はパターンの例で
ある。 
/soda/grape/*
/foo/*
/contents
*.foo

URL の書式は、Servlet 
2.2 仕様のセクション 
10 で定められた規則に
従う必要がある。

文字列 なし
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Listeners

Servlet 呼び出された場合にこ
のフィルタが実行され
るサーブレットの名
前。

このデプロイメント記
述子に定義された有効
なサーブレット名

なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Listener Class Name Web アプリケーション
のイベントに応答する
クラスの名前。

クラス名 なし
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Servlets

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Description テキストによるサーブ
レットの説明。

文字列 なし

Display Name この要素は、WebLogic 
Server では使用しない。

文字列 なし

Small Icon File Name この要素は、WebLogic 
Server では使用しない。

文字列 なし

Large Icon File Name この要素は、WebLogic 
Server では使用しない。

文字列 なし

Servlet Name サーブレットの標準名
を定義する。デプロイ
メント記述子内のほか
の場所でサーブレット
定義を参照するために
使われる。 

文字列 MyServlet

Servlet Class サーブレットの完全修
飾クラス名。 
サーブレット本体内で
は、
<servlet-class> タ
グまたは <jsp-file> 
タグのどちらか一方だ
けを使用できる。

クラス名 なし
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Parameters

Jsp File Web アプリケーション
内部の JSP ファイルへ
の絶対パス。Web アプ
リケーションのルート 
ディレクトリからの相
対位置で指定する。

サーブレット本体内で
は、
<servlet-class> タ
グまたは <jsp-file> 
タグのどちらか一方だ
けを使用できる。 

文字列 なし

Load On Startup このサーブレットは 
WebLogic Server の起
動時に初期化される。 
この要素は省略可能
で、サーブレットの
ロード順を示す正の整
数を指定する。 この値
の小さいサーブレット
から順にロードされ
る。 

正の整数

値を指定しないか、指
定した値が正の整数で
ない場合、WebLogic 
Server が起動シーケン
スでサーブレットを
ロードする順序は任意
となる。

0

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Description 初期化パラメータのテ
キストによる説明。

MyError Page

Param Name この初期化パラメータ
の名前を定義する。

文字列 なし
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Security Role Refs

Param Value この初期化パラメータ
の String 型の値を定
義する。

文字列 なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Description テキストによるロール
の説明。

文字列 MyError Page

Role Name サーブレットのコード
で使われるセキュリ
ティ ロールまたはプリ
ンシパルの名前を定義
する。

文字列 なし

Role Link セキュリティ ロールの
名前を定義する。

文字列 - デプロイメン
ト記述子で、後から 
<security-role> 要
素に定義されるセキュ
リティ ロール

なし
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Servlet Mappings

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Servlet URL パターンのマッピ
ングの相手であるサー
ブレットの名前。 この
名前は、<servlet> 宣
言タグでサーブレット
に割り当てた名前に対
応する。

宣言済みのサーブレッ
ト

なし

URL Pattern URL の解決に使われる
パターンを記述する。 
WebLogic Server に
よって、URL のうち
「http://host:port 
+ WebAppName」に続
く部分が 
<url-pattern> 要素
の値と比較される。 パ
ターンがマッチする
と、この要素にマッピ
ングされたサーブレッ
トが呼び出される。

以下はパターンの例で
ある。 
/soda/grape/*
/foo/*
/contents
*.foo

URL の書式は、Servlet 
2.2 仕様のセクション 
10 で定められた規則に
従う必要がある。

文字列 MyServlet Mapping
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Mime Mappings

Session Config

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Mime Type 定義済みの MIME タイ
プを表す文字列。例 : 
text/plain

文字列 MyMime Mapping

Extension 拡張子を表すテキス
ト。例 : txt

文字列 なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Session Timeout この Web アプリケー
ションでセッションが
失効するまでの時間
（分）。 この要素に設定
する値は、右に示した
特殊な値を設定する場
合を除いて、WebLogic 
固有のデプロイメント
記述子である 
weblogic.xml 内の
Session Descriptorの 
TimeoutSecs パラ
メータに設定された値
よりも優先される。

上限値 : 
Integer.MAX_VALUE 
˜  60
特殊な値 :

-2 = Session 
Descriptorの 
TimeoutSecs に
よって設定される
値を使用する

-1 = セッションは
タイムアウトしな
い。 Session 
Descriptorに設定さ
れた値は無視され
る

-2
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Welcome Files

Error Pages

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Welcome Files デフォルトのウェルカ
ム ファイルとして使用
するファイルの名前
（index.html など）。1 つ
または複数のウェルカ
ム ファイルを指定でき
る。

文字列 なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Error Code 有効な HTTP エラー 
コード（例 : 404）

文字列 MyError Page

Exception Type Java の例外タイプの完
全修飾クラス名（例 : 
java.lang）

文字列 なし

Location エラーへの応答として
表示されるリソースの
位置。 先頭に / を付け
て指定する。 例 : 
/myErrorPg.html

文字列 なし
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Tag Libs

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

URI Web アプリケーション
で使われるタグ ライブ
ラリを識別する URI 
を、web.xml ドキュメ
ントの位置からの相対
位置で記述する。

指定した URI と、JSP 
ページ上の taglib ディ
レクティブで使われて
いる URI 文字列が一致
する場合に、このタグ 
ライブラリが使われ
る。

文字列 MyTag Lib

Location タグ ライブラリのファ
イル名を、Web アプリ
ケーションのルートか
らの相対位置で指定す
る。 タグ ライブラリの
記述子ファイルは、
HTTP リクエストを通
じて自由にアクセスさ
れることを防ぐため
に、WEB-INF ディレク
トリの下に格納するこ
とが推奨される。 

文字列 なし
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Resource Env Refs

resource-env-ref 要素では、コンポーネントの環境内のリソースと関連付けられ
る管理対象オブジェクトを指す、コンポーネントの参照の宣言を定義します。 

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Description テキストによる説明。 文字列 なし

Ref Name リソース環境参照の名
前。この値は、コード
内で使われる環境エン
トリ名である。

文字列 MyResource Env Ref

Ref Type リソース環境参照のタ
イプ。

文字列 なし
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Resource Refs

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Description テキストによる説明。 文字列 なし

Ref Name JNDI ツリー内で使わ
れるリソース名。 Web 
アプリケーション内の
サーブレットは、この
名前を使用してリソー
スへの参照をルック
アップする。

文字列 MyResource Ref

Ref Type 参照名に対応するリ
ソースの Java 型。 Java 
型の完全なパッケージ
名を使用する。

Java 型 なし

Auth リソース サインオンに
適用するセキュリティ
を設定する。

APPLICATION: アプリ
ケーション コンポーネ
ントのコードは、プロ
グラムによってリソー
ス サインオンを実行す
る。 
CONTAINER:WebLogic 
Server は、login config 
要素によって確立され
たセキュリティ コンテ
キストを使用する。

なし

Sharing Scope 特定のリソース マネー
ジャ接続ファクトリ参
照を通じて取得される
接続が共有可能かどう
かを指定する。 

Sharable

Unsharable

Sharable
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Security Constraints

Auth Constraint
このセキュリティ制約に定義される Web リソースのコレクションに対して、ど
のグループまたはプリンシパルがアクセス権を持つかを定義します。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Display Name この制約の名前。 文字列 MySecurity Constraint

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Description テキストによるこのセ
キュリティ制約の説
明。

文字列 なし

Role Name このセキュリティ制約
に定義されるリソース
にアクセス可能なセ
キュリティ ロールを定
義する。 セキュリティ 
ロール名は、Role

Nameを使用してプリ
ンシパルにマッピング
される。

定義済みのセキュリ
ティ ロール

なし
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User Data Constraint
クライアントがサーバと通信する方式を定義します。

Web Resource Collection
このセキュリティ制約が適用される Web アプリケーションのコンポーネントを
定義します。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Description テキストによる説明。 文字列 なし

Transport Guarantee クライアントおよび
サーバ間の通信を指定
する。 
ユーザが INTEGRAL ま
たは CONFIDENTIAL 制
約を使用して認証され
ると、WebLogic Server 
は SSL（Secure Sockets 
Layer）接続を確立す
る。

NONE—アプリケー
ションで転送の保証
が不要

INTEGRAL—アプリ
ケーションにおい
て、転送中に変更さ
れることがないよう
な方式で、クライア
ントおよびサーバ間
でデータを送受信す
る必要がある

CONFIDENTIAL—ア
プリケーションにお
いて、通信に関係し
ないエンティティが
転送内容を傍受でき
ないような方式で
データを送受信する
必要がある 

なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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LoginConfig

Web Resource 
Name

この Web リソース コ
レクションの名前。 

文字列 なし

Description テキストによるこのセ
キュリティ制約の説
明。

文字列 なし

URL Pattern 1 つまたは複数の URL 
Pattern 要素を使用し
て、このセキュリティ
制約がどの URL パ
ターンに適用されるか
を宣言する。 URL 
Pattern 要素を 1 つも使
用しない場合、この 
Web リソース コレク
ションは WebLogic 
Server に無視される。

文字列 なし

HTTP Method 1 つまたは複数の 
HTTP Method 要素を使
用して、どの HTTP メ
ソッド（GET | POST

|...）に認可制約が適
用されるかを宣言す
る。 HTTP Method 要素
を省略すると、デフォ
ルトですべての HTTP 
メソッドにセキュリ
ティ制約が適用され
る。

GET

POST
なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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Auth Method ユーザ認証の方式を指
定する。 有効な値は以
下のとおり。

BASIC - ブラウザ認証
を使用する
FORM - ユーザが作成す
る HTML フォームを使
用する
CLIENT-CERT

BASIC - ブラウザ認証
を使用する

FORM - ユーザが作成す
る HTML フォームを使
用する
CLIENT-CERT

BASIC

Realm Name ユーザ資格を認証する
ために参照されるレル
ムの名前。 省略すると、
デフォルトで 
WebLogic レルムが使
われる。 詳細について
は、「セキュリティ レ
ルムの指定」
（http://edocs.beasys.co
.jp/e-docs/wls61/adming
uide/cnfgsec.html#cnfgs
ec004）を参照のこと。

文字列 なし

Login Page ユーザ認証に使われる 
Web リソースの URI。
ドキュメント ルートか
らの相対位置で指定す
る。 リソースは HTML 
ページ、JSP、または 
HTTP サーブレットの
いずれかで、特定の命
名規約に準拠した
フォームを含む HTML 
ページを返さなければ
ならない。

文字列 なし
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Security Roles

Error Page  認証ログインの失敗時
にユーザに送られる 
Web リソースの URI。
ドキュメント ルートか
らの相対位置で指定す
る。

文字列 なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Description テキストによるこのセ
キュリティ ロールの説
明。

文字列 なし

Role Name ロール名。 ここで指定
する名前に対応し、セ
キュリティ レルム内の
プリンシパルにロール
をマッピングするエン
トリが、WebLogic 固
有のデプロイメント記
述子である 
weblogic.xml に存在
しなければならない。 

文字列 system
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Env Entries

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Description テキストによる説明。 文字列 なし

Env Entry Name 環境エントリの名前。 文字列 MyEnvironment Entry

Env Entry Value 環境エントリの値。 文字列 なし

Env Entry Type 環境エントリのタイ
プ。

文字列 なし
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Ejb Refs

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Description テキストによる参照の
説明。

文字列 なし

EJBRef Name Web アプリケーション
で使われる EJB の名
前。 この名前は、
WebLogic 固有のデプ
ロイメント記述子であ
る weblogic.xml にお
いて JNDI ツリーに
マッピングされる。

文字列 MyEJB Ref

EJBRef Type 参照される EJB に対し
て想定される Java クラ
ス型。

文字列 なし

Home Interface Name EJB のホーム インター
フェースの完全修飾ク
ラス名。

文字列 なし

Remote Interface Name EJB のリモート イン
ターフェースの完全修
飾クラス名。

文字列 なし

EJBLink Name J2EE アプリケーション 
パッケージの作成時に
使われる EJB の名前
（<ejb-name>）。

文字列 なし

Run As 参照先の EJB のそのセ
キュリティ コンテキス
トが適用されるセキュ
リティ ロール。

この Web アプリケー
ションで定義済みのセ
キュリティ ロール

なし
BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ 113-46



113 Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタ ヘルプ
Security Role Assignment

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Role セキュリティ ロールの
名前を指定する。

有効なセキュリティ 
ロール

なし

Principal Names セキュリティ レルム内
で定義されたプリンシ
パルの名前を指定す
る。 プリンシパルを
ロールにマッピングす
るために、複数の 
<principal-name> 要
素を使用できる。 セ
キュリティ レルムの詳
細については、
「WebLogic セキュリ
ティのプログラミン
グ」
（http://edocs.beasys.co
.jp/e-docs/wls61/securit
y/index.html）を参照の
こと。 

セキュリティ レルム内
で定義されたプリンシ
パル

なし
113-47 BEA WebLogic Server Administration Console オンライン ヘルプ

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/security/index.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/security/index.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/security/index.html


Reference Descriptor
Reference Descriptor

Resource Descriptions

EJB Reference Description

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Res souce Reference リソース参照の名前を
指定する。

文字列 なし

Jndi Name リソースの JNDI 名を
指定する。

Java の文字セット名 なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Ejb Reference Web アプリケーション
で使われる EJB 参照の
名前を指定する。

文字列 なし

Jndi Name 参照の JNDI 名を指定
する。

Java の文字セット名 なし
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Session Descriptor

:

パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値

URLRewritingEnabled true URL 書き換えを有効にする。これは、セッショ
ン ID をコード化して URL に埋め込むことに
よって、ブラウザでクッキーが無効にされてい
る場合にもセッション追跡を可能にする機能で
ある。

IDLength 52 セッション ID のサイズを設定する。
最小値は 8 バイトで、最大値は 
Integer.MAX_VALUE である。
WAP アプリケーションを記述する場合、WAP 
プロトコルではクッキーがサポートされないた
め、URL 書き換えを使用しなければならない。 
また、一部の WAP デバイスでは（パラメータを
含めた）URL の長さに 128 文字の制限があるた
め、URL 書き換えを使用して転送できるデータ
の量も制限される。 パラメータを通じてより多く
の情報を伝達できるようにするには、このパラ
メータを使用して、WebLogic Server によってラ
ンダムに生成されるセッション ID のサイズを制
限する。

CookieComment Weblogic 
Server Session 
Tracking 
Cookie

クッキー ファイル内でセッション追跡クッキー
を識別するコメントを指定する。

このパラメータを設定しない場合のデフォルト
値は「WebLogic Session Tracking Cookie」
である。 アプリケーションに合わせた、より特殊
な名前の指定が可能である。
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CookieDomain NULL ブラウザがリクエストを行うときにクッキー情
報を送信するサーバを識別する。 たとえば、
CookieDomain を .mydomain.com に設定する
と、*.mydomain.com ドメイン内のすべての
サーバにクッキーが返される。

ドメイン名には少なくとも 2 つのコンポーネン
トが必要である。設定値「*.com」または
「*.net」は無効である。

このパラメータを設定しない場合のデフォルト
値は、クッキーを発行したサーバである。

CookieMaxAgeSecs -1 セッション クッキーがクライアント上で失効す
るまでの寿命を秒単位で設定する。

値が 0 の場合、クッキーは直ちに失効する。 
最大の値は MAX_VALUE で、これはクッキー
が失効しないことを表す。 
-1 に設定すると、クッキーはユーザがブラウザ
を終了した時点で失効する。

CookieName JSESSIONID セッション クッキーの名前を定義する。 設定し
ない場合のデフォルト値は JSESSIONID である。 
このパラメータには、アプリケーションに合わ
せてさらに特殊な名前を設定できる。 

CookiePath NULL ブラウザによるクッキー送信先のパスを指定す
る。

このパラメータを設定しない場合のデフォルト
値は /（スラッシュ）である。このとき、ブラウ
ザは WebLogic Server が管理するすべての URL 
にクッキーを送信する。 このパスをより狭い範囲
のマッピングに設定し、ブラウザによるクッ
キー送信先のリクエスト URL を限定することが
できる。 

パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値
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InvalidationIntervalSecs 60 タイムアウトして無効になったセッションに対
してハウスクリーニング チェックを実行し、古
いセッションを削除してメモリを解放するまで 
WebLogic Server が待機する時間を秒単位で設定
する。 このパラメータは、トラフィックの多いサ
イト上で最適なパフォーマンスを得られるよう
に、WebLogic Server をチューニングするために
使用する。 
最小値は 1（毎秒）である。 最大値は 604,800
（週に 1 回）である。 パラメータを設定しない場
合のデフォルト値は 60 秒である。

JDBConnectionTimeoutSecs 120 JDBC 接続をタイムアウトするまで WebLogic 
Server が待機する時間を秒単位で設定する。x は
間隔を表す秒数である。

PersistenceStoreDir session_db PersistentStoreType を file に設定する場
合、このパラメータで、WebLogic Server がセッ
ションを格納するディレクトリ パスを設定する。 
ディレクトリ パスは、一時ディレクトリからの
相対パスまたは絶対パスのどちらかで指定する。 
一時ディレクトリは、Web アプリケーションの 
WEB-INF ディレクトリの下に生成されるディレ
クトリ、または context-param 要素の 
javax.servlet.context.tmpdir によって指
定されるディレクトリのどちらかである。 
各セッションのサイズに有効セッション数を乗
じて、すべてのセッションを格納するのに十分
なディスク容量を確保しておくこと。 セッション
のサイズは、PersistenceStoreDir に作成さ
れるファイルを調べることによって確認できる。

このディレクトリを複数のサーバ間での共有
ディレクトリにすることによって、ファイル
ベースの永続性を使用するセッションをクラス
タ対応にすることができる。 
このディレクトリは手動で作成しなければなら
ない。

パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値
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Session Descriptor
PersistenceStorePool なし 永続性ストレージのために使用する JDBC 接続
プールの名前を指定する。

PersistentStoreType memory 以下のいずれかの永続ストア方式を設定する。

memoryó セッションの永続ストレージを無
効にする

fileó ファイルベースの永続性を使用する
（前の PersistenceStoreDir の説明も参
照）

jdbcó 永続セッションの格納にデータベー
スを使用する （前の 
PersistenceStorePool の説明も参照）

replicatedó memory と同じだが、クラス
タを構成するサーバ間でセッション データ
をレプリケートする

cookieó すべてのセッション データを、ユー
ザのブラウザ内のクッキーに格納する

CookiesEnabled True セッション クッキーの使用はデフォルトで有効
であり、また推奨されているが、このプロパ
ティを false に設定するとセッション クッキー
を無効にすることができる。 このオプションを無
効にして、URI 書き換えの使用をテストするこ
とができる。

TrackingEnabled True true に設定すると、セッション追跡が有効にな
る。

パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値
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TimeoutSecs 3600 セッションをタイムアウトするまで WebLogic 
Server が待機する時間を秒単位で設定する。x は
セッションのアクティビティ間の秒数である。

最小値は 1、デフォルト値は 3600、最大値は 
integer MAX_VALUE である。
ヒット数の多いサイトでは、セッションのタイ
ムアウトを調整することによってアプリケー
ションのチューニングが可能である。 ブラウザ 
クライアントにはセッションを終了するあらゆ
る機会を与えることが望ましいが、その一方で、
ユーザがサイトを立ち去った場合、またはその
他の理由によってセッションを終了した場合に
は、そのセッションからサーバを速やかに解放
することが望ましい。

このパラメータの設定は、web.xml 内の 
session-timeout 要素の値（分単位で定義す
る）によって優先的に置き換えることができる。 
詳細については、「Session Timeout」を参照
のこと。

ConsoleMainAttribute WebLogic Server Administration Console でセッ
ション モニタを有効にする場合、このパラメー
タに、モニタ対象の各セッションを識別するた
めに使用するセッション パラメータの名前を設
定する。

PersistentStoreCookieName WLCOOKIE クッキーベースの永続性で使われるクッキーの
名前を設定する。 

パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値
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JSP Descriptor
JSP Descriptor

パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値

Compile Command javac、または
コンフィグ
レーション対
象のサーバに
対して定義さ
れた Java コン
パイラ
WebLogic 
Server 
Administration 
Console の 
/tuning タブ

生成される JSP サーブレットのコンパイルに使われる標
準 Java コンパイラの絶対パス名を指定する。
処理を高速にするためには、IBM の Jikes や Symantec の 
sj などの異なったコンパイラを指定する。

Compiler Class なし WebLogic Server の仮想マシンにで実行される Java コンパ
イラの名前 （javac や sj などの実行可能コンパイラの代
わりに使われる）。

Compile Flags なし コンパイラに 1 つまたは複数のコマンドライン フラグを
渡す。 複数のフラグは引用符で囲み、スペースで区切って
指定する。 次に例を示す。
java weblogic.jspc
-compileFlags "-g -v" myFile.jsp

Working Dir 初期生成される
ディレクトリ

JSP に対して生成された Java クラス ファイルおよびコン
パイル済みクラス ファイルを WebLogic Server が保存す
るディレクトリの名前。 

Verbose true true に設定すると、デバッグ情報がブラウザ、コマンド 
プロンプト、および WebLogic Server のログ ファイルに
出力される。
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keepgenerated false JSP のコンパイル プロセスで中間ステップとして生成さ
れる Java ファイルを保存する。 このパラメータを true に
設定しない場合、中間の Java ファイルはコンパイル後に
削除される。

Page Check Seconds 1 JSP ファイルに変更があり、再コンパイルが必要かどうか
を WebLogic Server がチェックする間隔を秒単位で設定す
る。 ファイルが変更されている場合、依存性も同時に
チェックされ、再帰的に再ロードされる。 
このパラメータを 0 に設定すると、リクエストのたびに
ページがチェックされる。 -1 に設定すると、ページの
チェックおよび再コンパイルは無効になる。 

Encoding 使用している
プラット
フォームでの
デフォルトの
エンコーディ
ング

JSP ファイルで使われるデフォルトの文字セットを指定す
る。 標準の Java 文字セット名
（http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/guide/intl/encoding.doc.h
tm を参照）を使用する。
このパラメータを設定しない場合のデフォルト値は、プ
ラットフォームで使われているエンコーディングである。

この設定値は、JSP ページのディレクティブ（JSP コード
に記述される）によって優先的に置き換えられる。 次に例
を示す。
<%@ page contentType="text/html;
charset=custom-encoding”%>

Package Prefix jsp_servlet すべての JSP ページがコンパイルされるパッケージを指
定する。 

No Try Blocks false JSP ファイルで、カスタムの JSP タグが多く存在するかま
たは深くネストされ、コンパイル時に 
java.lang.VerifyError 例外が発生する場合、このフ
ラグを使用すると JSP を正しくコンパイルすることがで
きる。

Precompile false true に設定すると、WebLogic Server は起動時にすべての 
JSP を自動的にコンパイルする。

パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値
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Container Descriptor
Container Descriptor

Compiler Supports
Encoding

False 中間形式の .java ファイルを作成するときに WebLogic 
JSP コンパイラが使用する使われるエンコーディングを指
定する。

true に設定すると、JSP コンパイラは JSP ページ上の 
page ディレクティブの contentType 属性で指定された
エンコーディングを使用する。contentType が指定され
ていない場合、jsp-descriptor 内の encoding パラメータ
で定義されたエンコーディングが使われる。

false に設定すると、JSP コンパイラは中間形式の .java 
ファイルの作成時に、JVM でのデフォルトのエンコー
ディングを使用する。

パラメータ名 デフォルト値 パラメータ値

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Check Auth on Forward 
Enabled

有効にすると、サーブ
レットまたは JSP から
転送されたリクエスト
の認証が必要になる。

選択または未選択 未選択
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Charset Params

Input Charset Descriptors

redirect-with-absoute-url javax.servlet.http
.HttpServletRespon
se.SendRedirect() 
メソッドが相対 URL、
絶対 URL のどちらを
使用してリダイレクト
するかを制御する。 プ
ロキシ HTTP サーバを
使用しており、URL を
絶対リンクに変換しな
いようにするには、こ
の要素を false に設定
する。

デフォルトの動作で
は、URL を絶対リン
クに変換する。

ブール値 true

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Resource Path リクエストの URL に
埋め込まれた場合に、
[Java Charset Name] 
フィールドに指定され
た Java 文字セットを使
用するように 
WebLogic Server に知
らせるパス。

文字列 なし
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WebLogic Web Service のコンフィグレーション
Character Set Mapping

WebLogic Web Service のコンフィグレー
ション

デプロイメント記述子エディタでは、値の確認のみを目的として Web Service 関
連の情報を表示します。値を変更すると、デプロイされている Web Service が正
常に機能しなくなる可能性があります。 

Java Charset Name 使用する Java の文字
セットを指定する。

Java の文字セット名 なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

IANA Charset Name [Java Charset Name] 
フィールドに指定され
る Java 文字セットに
マッピングされる 
IANA 文字セット名を
指定する。

IANA 文字セット名 なし

Java Charset Name 使用する Java の文字
セットを指定する。

Java の文字セット名 なし
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Web Services

RPC Services

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

JNDI Name RPC スタイルの Web 
サービスに準拠するス
テートレス セッション 
EJB の JNDI 名。 

文字列 なし

Home Interface ステートレス セッショ
ン EJB のホーム イン
ターフェース。

文字列 なし

Remote Interface ステートレス セッショ
ン EJB のリモート イン
ターフェース。

文字列 なし

URI クライアント アプリ
ケーションが Web サー
ビスを起動するために
使用する URI。

文字列 なし
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Web Services
Message Services

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

Service Name WebLogic Server とク
ライアント アプリケー
ションの間で受け渡し
される SOAP メッセー
ジを処理する SOAP 
サーブレットの名前。

文字列 NULL

Destination WebLogic Server とク
ライアント アプリケー
ションの間でデータを
送受信する JMS トピッ
クまたはキューの 
JNDI 名。

文字列 なし

Destination Type JMS 送り先のタイプ 
（トピックまたは
キュー）。

Topic または Queue なし
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Action メッセージスタイルの
この Web サービスを起
動するクライアント ア
プリケーションが、
JMS の送り先にデータ
を送るのか、それとも 
JMS の送り先からデー
タを受け取るのかを指
定する。 
クライアントが JMS の
送り先にデータを送る
場合は send を指定し、
クライアントが JMS の
送り先からデータを受
け取る場合は receive 
を指定する。

Send または Receive なし

Connection Factory JMS の送り先への接続
を作成するために使わ
れる接続ファクトリの 
JNDI 名。

文字列 なし

URI クライアントが Web 
サービスを起動するた
めに使用する URI。

文字列 なし

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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114 実行時 WLEC 接続プール

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

名前

ドメイン

プライマリ アドレス

フェイルオーバ アドレス

最小プール サイズ

最大プール サイズ



115 WLEC 接続プール

以下に、Administration Console を使用して、WLEC 接続プールのコンフィグ
レーションや管理に必要な属性を設定する手順を説明します。詳細については、
『WebLogic Enterprise Connectivity ユーザーズ ガイド』を参照してください。

新規 WLEC 接続プールのコンフィグレー
ション

1. 左ペインの [WLEC] ノードをクリックします。右ペインに [WLEC 接続プー
ル ] テーブルが表示され、ドメインで定義されているすべての WLEC 接続
プールが示されます。

2. [新しい WLEC Connection Pool のコンフィグレーション ] テキスト リンク
をクリックします。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成する 
WLEC 接続プールの設定に関連するタブが示されます。

3. [名前 ]、[プライマリ アドレス ]、[フェイルオーバー アドレス ]、[ドメイ
ン ]、[最小プール サイズ ]、および [最大プール サイズ ] 属性フィールドに
値を入力します。

4. 右下隅の [作成 ] ボタンをクリックして、[名前 ] フィールドで指定した名前
で WLEC 接続プールのインスタンスを作成します。左ペインの [WLEC] 
ノードの下に、新しいインスタンスが追加されます。

5. [適用 ] をクリックします。

6. [セキュリティ ] タブをクリックして、属性フィールドを変更するか、割り当
てられているデフォルト値をそのまま使用します。

7. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。
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WLEC 接続プールのクローンの作成
WLEC 接続プールのクローンの作成

1. 左ペインの [WLEC] ノードをクリックします。右ペインに [WLEC 接続プー
ル ] テーブルが表示され、ドメインで定義されているすべての WLEC 接続
プールが示されます。

2. クローンを作成する WLEC 接続プールの行で [クローン ] アイコンをクリッ
クします。右ペインにダイアログが表示され、WLEC 接続プールのクローン
の作成に関連するタブが示されます。

3. [名前 ]、[プライマリ アドレス ]、[フェイルオーバー アドレス ]、[ドメイ
ン ]、[最小プール サイズ ]、および [最大プール サイズ ] 属性フィールドに
値を入力します。

4. 右下隅の [クローン ] ボタンをクリックして、[名前 ] フィールドで指定した
名前で WLEC 接続プールのインスタンスを作成します。左ペインの [WLEC] 
ノードの下に、新しいインスタンスが追加されます。

5. [適用 ] をクリックします。

6. [セキュリティ ] タブをクリックして、属性フィールドを変更するか、割り当
てられているデフォルト値をそのまま使用します。

7. [適用 ] をクリックして、変更を保存します。

WLEC 接続プールの削除

1. 左ペインの [WLEC] ノードをクリックします。右ペインに [WLEC 接続プー
ル ] テーブルが表示され、ドメインで定義されているすべての WLEC 接続
プールが示されます。

2. 削除する WLEC 接続プールの行で [削除 ] アイコンをクリックします。削除
要求の確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

3. [はい ] をクリックして、WLEC 接続プールを削除します。[WLEC] ノード
の下にある WLEC 接続プール アイコンが削除されます。
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WLEC 接続プールのすべてのインスタンス
のモニタ

1. 左ペインの [WLEC] ノードをクリックします。右ペインに [WLEC 接続プー
ル ] テーブルが表示され、ドメインで定義されているすべての WLEC 接続
プールが示されます。

2. モニタする WLEC 接続プールの行で [すべてのインスタンスのモニタ ] アイ
コンをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、サーバ ドメイン
全体にデプロイされている WLEC 接続プールのすべてのインスタンスが示
されます。

WLEC 接続プールの割り当て

1. 左ペインの [WLEC 接続プール ] の下で、割り当てるプールのインスタンス 
ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、このインスタ
ンスに関連するタブが示されます。

2. [対象 ] タブをクリックします。

3. [サーバ ] および [クラスタ ] タブについて次の手順を実行します。

a. データ ソースに割り当てる 1 つまたは複数のターゲットを [選択可 ] カラ
ムで選択します。

b. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み ] カ
ラムに移動します。

c. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。 
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

以下の表に、WLEC 接続プールをコンフィグレーションおよび管理するために 
Administration Console で使用する属性を示します。詳細については、
『WebLogic Enterprise Connectivity ユーザーズ ガイド』を参照してください。
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115 WLEC 接続プール
[一般 ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] WLEC 接続プールの名
前を返す。各 WLEC 接
続プールについて、ユ
ニークな名前でなけれ
ばならない。

名前には英数字で 256 
文字まで使用できる
が、カンマまたはス
ペースは不可

NULL
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[コンフィグレーション ]
[プライマリ アドレス ] WLEC 接続プールと 
WLEC ドメインの間で
接続を確立する IIOP リ
スナ /ハンドラのため
のアドレスのリストを
返す。各アドレスの
フォーマットは、
//hostname:port。 
これらのアドレスは、
UBBCONFIG で定義され
た ISL アドレスと一致
している必要がある。
複数のアドレスは、セ
ミコロンで区切る。
例：
//main1.com:1024;
//main2.com:1044

SSL プロトコルを使用
するように WLEC 接続
プールをコンフィグ
レーションするには、
IIOP リスナ /ハンドラ
のアドレスと一緒に、
corbalocs プレフィッ
クスを使用する。例： 
corbalocs://hostna
me:port

文字列 NULL

[フェイルオーバー ア
ドレス ]

[プライマリ アドレス ] 
フィールドで定義され
たアドレスで接続が確
立できない場合に使用
される、IIOP リスナ /
ハンドラのためのアド
レスのリストを返す。
複数のアドレスは、セ
ミコロンで区切る。

文字列 NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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115 WLEC 接続プール
[ドメイン ] WLEC 接続プールの接
続先となる WLEC ドメ
インの名前を返す。1 
つの WLE ドメインに
つき 1 つの WLEC 接続
しか確立できない。ド
メイン名は、WLE ド
メインの UBBCONFIG  
ファイル で 
RESOURCES セクション
にある、domainid パ
ラメータと一致してい
る必要がある。

文字列 NULL

[最小プール サイズ ] WebLogic Server の起
動時に WLEC 接続プー
ルに付加されるべき 
IIOP 接続数を返す。

整数 1

[最大プール サイズ ] WLEC 接続プールから
可能な IIOP 接続の最大
数を返す。

整数 1

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[セキュリティ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[ユーザ名 ] 有効な資格を備えた
ユーザの名前を返す。
このフィールドが必要
となるのは、WLE ド
メインのセキュリティ 
レベルが USER_AUTH、
ACL または 
MANDATORY_ACL の場
合のみ。

管理者が割り当てた有
効なユーザ名

NULL

[ユーザ パスワード ] [ユーザ名 ] フィールド
に指定された有効な
ユーザのパスワードを
返す。このフィールド
が必要となるのは、[

ユーザ名 ] フィールド
を定義する場合のみ。

管理者が割り当てた有
効なユーザ パスワード

NULL

[ユーザ ロール ] この接続プールのユー
ザ ロールを設定する。
このフィールドが必要
となるのは、WLE ド
メインのセキュリティ 
レベルが APP_PW、
USER_AUTH、ACL また
は MANDATORY_ACL の
場合のみ。

管理者または開発者が
定義した有効なユーザ 
ロール

NULL
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115 WLEC 接続プール
[アプリケーション パ
スワード ]

アプリケーションのパ
スワードを返す。この
フィールドが必要とな
るのは、WLE ドメイ
ンのセキュリティ レベ
ルが APP_PW、
USER_AUTH、ACL また
は MANDATORY_ACL の
場合のみ。

文字列 NULL

[最小暗号化レベル ] WLE ドメインと 
WebLogic Server の間
で使用される SSL 暗号
化の最低レベルを設定
する。ゼロ（0）は、
データを署名するが暗
号化しないことを示
す。40、56、128 は暗
号化キーの長さをビッ
トで指定する。この暗
号化最小レベルに達し
ていない場合、WLE 
と WebLogic Server の
間の SSL 接続は失敗す
る。

指定できる値は、0、
40、56、128。

40

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[最大暗号化レベル ] WLE ドメインと 
WebLogic Server の間
で使用される SSL 暗号
化の最高レベルを設定
する。ゼロ（0）は、
データを署名するが暗
号化しないことを示
す。40、56、128 は暗
号化キーの長さをビッ
トで指定する。この暗
号化最小レベルに達し
ていない場合、WLE 
と WebLogic Server の
間の SSL 接続は失敗す
る。

指定できる値は、0、
40、56、128。

0 

[証明書を有効化 ] 証明書を有効にする。 
証明書を有効にすると、
WLEC は [ユーザ名 ] 
および [アプリケー
ション パスワード ] の
各フィールドの値を
使って、WLEC の証明
書を作成する。

証明書を有効にしない
場合、WLEC は WLE 
ドメインのセキュリ
ティ レベルに応じて、
パスワードによる認証
を使用するか、認証を
行わない。パスワード
認証が必要な場合、
WLEC は [ユーザ名 ] 
および [ユーザ パス
ワード ] フィールドの
値を認証に使用する。

ブール

選択されている = 有効
選択されていない = 無
効

選択されていない

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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115 WLEC 接続プール
[対象 ]

[サーバ ]

[セキュリティ コンテ
キストを有効化 ]

WLE ドメインに渡さ
れた WebLogic Server 
ユーザのセキュリティ 
コンテキストの状態を
指定する。 

ブール

選択されている = 有効
選択されていない = 無
効

選択されていない

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象サーバ ] 割り当てられたサーバ
を選択するためのリス
トを提供する。

リスト NULL
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[コンフィグレーション ]
[クラスタ ]

[メモ ]

詳細については、『WebLogic Enterprise Connectivity ユーザーズ ガイド』を参照
してください。

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[対象クラスタ ] この属性は、割り当て
られたクラスタを選択
するためのリストを提
供する。

リスト NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザ入力用の領域を
提供する。

文字列 NULL
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116 WLEC 接続

デフォルトでは、このペインを使用すると、ユーザが次の基準でオブジェクトを
並べ替えることができます。

名前

ドメイン

プライマリ アドレス

フェイルオーバ アドレス

最小プール サイズ

最大プール サイズ



117 XML エンティティ定義

[コンフィグレーション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[パブリック 
ID]

この属性を使用すると、
解決するエンティティ、
またはドキュメントを
解析するための文書型
定義（DTD）ファイル
の公開 ID を定義でき
る。

MYXMLEntrySpecRegistryEntry

[システム ID] 解決するエンティティ、
またはドキュメントを
解析するための文書型
定義（DTD）ファイル
のシステム ID を定義で
きる。

NULL

[エンティティ 
URI]

この属性は、外部エン
ティティを含むファイ
ルのパスを定義するた
めに使用する。このパ
スは、レジストリのエ
ンティティ ディレクト
リを基準とする相対パ
ス。

NULL
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[メモ ]

[キャッシュの
タイミング ]

URLで参照された外部
エンティティを、
WebLogic Server が
キャッシュするタイミ
ングを指定する。エン
ティティが XML 文書内
で最初に参照された時、
Weblogic Server が起動
した時、またはグロー
バルなキャッシュの設
定を使用する、のいず
れかを指定する。

cache-on-referen
ce,
cache-at-initial
ization,
defer-to-registr
y-setting

defer-to-registry-setting

[キャッシュ タ
イムアウト間
隔 ]

WebLogic Server が外部
エンティティをキャッ
シュしてから、その有
効期限が切れるまでの
秒数。

整数 -1

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザ入力（省略可）
用の領域を提供する。

文字列 NULL
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118 XML レジストリ

XML レジストリの作成

1. 左ペインの [XML] ノードをクリックします。右ペインに [XML レジストリ ] 
テーブルが表示され、ドメインで定義されているすべての XML レジストリ
が示されます。

2. [新しい XML Registry のコンフィグレーション ] テキスト リンクをクリック
します。右ペインにダイアログが表示され、新しく作成するレジストリの設
定に関連するタブが示されます。

3. [名前 ]、[Document Builder ファクトリ ] および [SAX パーサ ファクトリ ] 
属性フィールドに値を入力します。

4. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前で XML レジス
トリのインスタンスを作成します。左ペインの [XML] ノードの下に、新し
いレジストリが追加されます。

XML レジストリのクローンの作成

1. 左ペインの [XML] ノードをクリックします。右ペインに [XML レジストリ ] 
テーブルが表示され、ドメインで定義されているすべての XML レジストリ
が示されます。

2. クローンを作成する レジストリの行で [クローン ] アイコンをクリックしま
す。右ペインにダイアログが表示され、新しいレジストリのクローンの作成
に関連するタブが示されます。

3. [名前 ]、[Document Builder ファクトリ ] および [SAX パーサ ファクトリ ] 
属性フィールドに値を入力します。
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118 XML レジストリ
4. [作成 ] をクリックして、[名前 ] フィールドに指定した名前で XML レジス
トリのインスタンスを作成します。左ペインの [XML] ノードの下に、新し
いレジストリが追加されます。

XML レジストリの削除

1. 左ペインの [XML] ノードをクリックします。右ペインに [XML レジストリ ] 
テーブルが表示され、ドメインで定義されているすべての XML レジストリ
が示されます。

2. 削除するレジストリの行で [削除 ] アイコンをクリックします。削除要求の
確認を求めるダイアログが右ペインに表示されます。

3. [はい ] をクリックして、レジストリを削除します。[XML］ ノードの下にあ
るレジストリ アイコンが削除されます。

XML レジストリの割り当て

1. 左ペインの [XML] の下で、割り当てる XLM レジストリのインスタンス ノー
ドをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、このインスタンス
に関連するタブが示されます。

2. [対象 ] タブをクリックします。

3. [選択可 ] カラムで、レジストリに割り当てる 1 つまたは複数のターゲット
を選択します。

4. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み ] カラ
ムに移動します。

5. [適用 ] をクリックして割り当てを保存します。
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[コンフィグレーション ]
[コンフィグレーション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[名前 ] レジストリの名前を設
定できる。

文字列  MyXML Registry

[Document Builder ファ
クトリ ]

サーバのデフォルトの
ドキュメント ビルダ 
ファクトリを設定でき
る。 
この属性では、DOM 
を使用してドキュメン
トを解析するすべての
サーバ アプリケーショ
ンのデフォルト ファク
トリが指定される。特
定の文書型定義
（DTD）のデフォルト 
ファクトリをオーバラ
イドするには、[XML 
レジストリ エントリ ] 
ダイアログの [コン
フィグレーション ] タ
ブにある [パーサ クラ
ス名 ] 属性を使用する。

文字列 weblogic.apache.xerces.
jaxp.DocumentBuilderF
actoryImpl
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[SAX パーサ ファクト
リ ]

サーバのデフォルトの 
SAX パーサ ファクト
リを設定できる。 
この属性では、SAX を
使用してドキュメント
を解析するすべての
サーバ アプリケーショ
ンのデフォルト ファク
トリが指定される。

特定の文書型定義
（DTD）のデフォルト 
ファクトリをオーバラ
イドするか、または独
自に作成した SAX 
パーサを使用するに
は、[XML レジストリ 
エントリ ] ダイアログ
の [コンフィグレー
ション ] タブにある [
パーサ クラス名 ] 属性
を使用する。

文字列 weblogic.apache.xerces.
jaxp.SAXParserFactoryI
mpl

[Transformer ファクト
リ ]

JAXP インタフェース
を実装し、XML 文書
を変換する
Transformer ファクトリ 
クラス名。

文字列 weblogic.apache.xa
lan.processor.Tran
sformerFactoryImpl

[キャッシュのタイミ
ング ]

URLで参照された外部
エンティティを、
WebLogic Server が
キャッシュするタイミ
ングを指定する。エン
ティティが XML 文書
内で最初に参照された
時、またはWeblogic 
Server が起動した時の
いずれかを指定する

cache-on-reference、
cache-at-initialization

cache-on-reference

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[コンフィグレーション ]
[対象 ]

[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[サーバ ] サーバ インスタンスの
リストから選択する。
複数のインスタンスを
選択するには、〔Ctrl〕
を押しながら目的の
サーバを選択する。

リスト 未選択

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザ入力用の領域を
提供する。

文字列 NULL
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119 XML レジストリ エントリ

[コンフィグレーション ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[パブリック 
ID]

この属性を使用すると、
解決するエンティティ、
またはドキュメントを
解析するための文書型
定義（DTD）ファイル
の公開 ID を定義でき
る。

NULL

[システム ID] 解決するエンティティ、
またはドキュメントを
解析するための文書型
定義（DTD）ファイル
のシステム ID を定義で
きる。

NULL

[ルート要素タ
グ ]

解析するドキュメント
のルートを定義するた
めに使用する。

[エンティティ 
パス ]

この属性は、外部エン
ティティを含むファイ
ルのパスを定義するた
めに使用する。このパ
スは、レジストリのエ
ンティティ ディレクト
リを基準とする相対パ
ス。

NULL
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[コンフィグレーション ]
[パーサ クラス
名 ]

この属性を使用すると、
[エンティティ パス ] に
定義した DTD を使用し
てドキュメントを解析
するための DOM パーサ
または SAX パーサを指
定できる。独自に作成
したパーサを使用する
場合、この属性にその
パーサを指定する。

特定の DTD（独自に作
成したパーサの場合は
特定のアプリケーショ
ン）の場合、この属性
を設定すると、[XML レ
ジストリ ] ダイアログの 
[コンフィグレーション ] 
タブにある [Document 
Builder ファクトリ ] お
よび [SAX パーサ ファ
クトリ ] 属性で指定した
デフォルトの DOM また
は SAX パーサがオーバ
ライドされる。 

有効なクラス名 NULL

属性 説明 値の範囲 デフォルト値
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[メモ ]

属性 説明 値の範囲 デフォルト値

[メモ ] ユーザ入力（省略可）
用の領域を提供する。

文字列 NULL
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[ACL キャッシュ サイズ ] 4
ACL の変更 1
[ACLキャッシュを有効化 ] 4

B
[beforeCompletion の反復上限 ] 4

C
Cloning a General Bridge Destination 2
Cloning a JMS Bridge Destination 2
Cloning a Messaging Bridge 2
Configuration 7, 4
Create a JMS Queue 1
Creating a General Bridge Destination 1
Creating a JMS Bridge Destination 1
Creating a Messaging Bridge 1

D
Deleting a General Bridge Destination 3
Deleting a JMS Bridge Destination 2
Deleting a Messaging Bridge 3

E
[EJB]
デプロイメント 55

EJB の選択 55

F
FileT3 63
FileT3 のクローンの作成 1
FileT3 の削除 2
FileT3 の割り当て 2

G
General 5, 7, 4
guestdisabled 2
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H
[HTTP] 11
HTTP 50
[HTTP メッセージ タイムアウト ] 28
[HTTPS 持続時間 ] 19

I
[IIOP の有効化 ] 29
[IIOP メッセージ タイムアウト ] 29

J
[Java コンパイラ ] 30
JDBC
データ ソース

[コンフィグレーション ] 3
[対象 ] 9

マルチ プール
[名前 ] 4
[プール ] 6
[プール リスト ] 6

JMS 接続コンシューマのクローンの作成 1
JMS 接続コンシューマの削除 2
JMS 接続ファクトリのクローンの作成 1
JMS 接続ファクトリの削除 2
JMS 接続ファクトリの作成 1
JMS 接続ファクトリの割り当て 2
[JDBC 接続プール ] 58
JDBC 接続プール

[コンフィグレーション ] 4
接続数

[ログイン遅延時間 (秒 )] 6
[最大容量 ] 7
[初期容量 ] 6

[テスト ]
[接続をリリース時にテスト ] 10
[テストテーブル名 ] 9
[リザーブされている接続をテスト ] 10

JDBC 接続プールのクローンの作成 2
JDBC 接続プールの削除 2
JDBC 接続プールの作成 1
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JDBC 接続プールをサーバへ割り当て 3
JDBC データ ソースのクローンの作成 2
JDBC データ ソースの作成 1
JDBC データ ソースのすべてのインスタンスのモニタ 2
JDBC データ ソースの割り当て 3
JDBC マルチ プールのクローンの作成 2
JDBC マルチ プールの作成 1
JDBC マルチ プールのすべてのインスタンスのモニタ 2
JDBC マルチ プールの割り当て 3
[JDBC ログ記録の有効化 ] 53
[JDBC ログ ファイル名 ] 53
[JDBCLog File Name] 53
[JDK バージョン ] 39
JMS JDBC ストアのクローンの作成 1
JMS JDBC ストアの削除 2
JMS JDBC ストアの作成 1
[JMS 送り先 ] 60
JMS 送り先キーのクローンの作成 1
JMS 送り先キーの削除 2
JMS キュー 1
JMS キューのクローンの作成 1
JMS キューの削除 2
JMS キューの作成 1
[JMS サーバ ] 60
[JMS サーバ数 ] 36
[JMS サーバ総数 ] 36
JMS サーバのクローンの作成 1
JMS サーバの削除 2
JMS サーバの作成 1
JMS サーバのすべてのインスタンスのモニタ 3
JMS サーバの割り当て 4
JMS セッション プール 1
JMS セッション プールのクローンの作成 1
JMS セッション プールの削除 2
JMS セッション プールの作成 1
JMS 接続コンシューマの作成 1
[JMS 接続ファクトリ ] 60
JMS テンプレート 1
JMS テンプレートのクローンの作成 1
JMS テンプレートの削除 2
JMS テンプレートの作成 1
JMS トピック 1
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JMS トピックのクローンの作成 3, 1
JMS トピックの削除 4, 2
JMS トピックの作成 3, 1
JMS 送り先キーの作成 1
JMS ファイル ストア 1
JMS ファイル ストアのクローンの作成 1
JMS ファイル ストアの削除 2
JMS ファイル ストアの作成 1
[Jolt 接続プール ] 59
Jolt 接続プールのクローンの作成 2
Jolt 接続プールの削除 2
Jolt 接続プールの作成 1
Jolt 接続プールのすべてのインスタンスのモニタ 3
Jolt 接続プールの割り当て 3
JTA のコンフィグレーション 1
JVM 36

K
[Keep Alive を有効化 ] 18

L
[LDAP] 6
LDAP レルムのクローンの作成 1
LDAP レルムの削除 2
LDAP レルムの作成 1
Logging 44

M
Monitoring All Active Messaging Bridges 5

N
NT レルムのクローンの作成 1
NT レルムの削除 2
NT レルムの作成 1

O
[OS のバージョン ] 39
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P
[POST タイムアウト秒 ] 17

R
RDBMS レルム、[コンフィグレーション ] 1
RDBMS レルム、[メモ ] 3

S
Server JNDI ツリーの表示 1
SNMP JMX モニタ、[最小しきい値 ] 2
SNMP JMX モニタ、[最大しきい値 ] 2
SNMP JMX モニタ、[名前 ] 1
SNMP JMX モニタ、[ポーリング 間隔 ] 1
SNMP JMX モニタ、[モニタする MBean タイプ ] 1
SNMP JMX モニタ、[モニタする MBean 名 ] 1
SNMP JMX モニタ、[モニタする属性名 ] 1
SNMP JMX モニタ、[有効なサーバ ] 2
SNMP MIB データ更新間隔 7
SNMP コミュニティ プレフィックス 8
SNMP サーバ状態チェック間隔係数 7
SNMP カウンタ モニタ、[オフセット ] 1
SNMP カウンタ モニタ、[しきい値 ] 2
SNMP カウンタ モニタ、[名前 ] 1
SNMP カウンタ モニタ、[ポーリング 間隔 ] 2
SNMP カウンタ モニタ、[モニタする MBean タイプ ] 2
SNMP カウンタ モニタ、モニタする属性名 ] 2
SNMP カウンタ モニタ、[有効なサーバ ] 3
SNMP カウンタ モニタ、[係数 ] 2
SNMP ゲージ モニタ、[最小しきい値 ] 2
SNMP ゲージ モニタ、[最大しきい値 ] 2
SNMP ゲージ モニタ、[名前 ] 1
SNMP ゲージ モニタ、[ポーリング 間隔 ] 1
SNMP ゲージ モニタ、[モニタする MBean タイプ ] 1
SNMP ゲージ モニタ、[モニタする MBean 名 ] 1
SNMP ゲージ モニタ、[モニタする属性名 ] 1
SNMP ゲージ モニタ、[有効なサーバ ] 2
SNMP デバッグ レベル 8
SNMP プロキシ、[Oid ルート ] 1
SNMP プロキシ、[コミュニティ ] 1
SNMP プロキシ、[タイムアウト ] 2
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SNMP プロキシ、[名前 ] 1
SNMP プロキシ、[ポート ] 1
[SNMPポート ] 2
SNMP ポート 6
SNMP 文字列モニタ、[一致する時に通知する ] 1
SNMP 文字列モニタ、[違う時に通知する ] 1
SNMP 文字列モニタ、[名前 ] 1
SNMP 文字列モニタ、[比較文字列 ] 1
SNMP 文字列モニタ、[ポーリング 間隔 ] 2
SNMP 文字列モニタ、[モニタする MBean タイプ e] 2
SNMP 文字列モニタ、[モニタする MBean 名 ] 2
SNMP 文字列モニタ、[モニタする属性名 ] 2
SNMP 文字列モニタ、[有効なサーバ ] 2
SNMP ログ フィルタ、[Subsystem Name] 1
SNMP ログ フィルタ、[重大度 ] 1
SNMP ログ フィルタ、[名前 ] 1
SNMP ログ フィルタ、[メッセージ サブ文字列 ] 2
SNMP ログ フィルタ、[メッセージ ID] 1
SNMP ログ フィルタ、[ユーザ ID] 1
SNMP、[MIB データの更新間隔 ] 2
SNMP、[コミュニティ プレフィックス ] 4
SNMP、[サーバ状態チェック間隔係数 ] 3
SNMP、[デバッグ レベル ] 4
[SSL] 54
[SSL ハンドラの有効化 ] 20
[SSL リスン ポート ] 20
[Stdout 重大度しきい値 ] 45
[stdout へデバッグ情報出力 ] 44
[Stdout へログ出力 ] 44

T
[T3 メッセージ タイムアウト ] 28
Transactions 15

U
Unix マシン 1
Unix マシンのクローンの作成 1
Unix マシンの削除 2
Unix マシンの作成 1
Unix マシンの割り当て 2
Unix レルム 1
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Unix レルム、[コンフィグレーション ] 3
Unix レルムのクローンの作成 1
Unix レルムの削除 2
Unix レルムの作成 1
Unix レルム、[メモ ] 4

W
[Web アプリケーション コンポーネント ] 55
Web サーバ 55, 56
デプロイメント 55, 56

Web サーバのクローンの作成 2
Web サーバの削除 2
Web サーバの作成 1
Web サーバのすべてのインスタンスのモニタ 4
Web サーバの割り当て 3
WebLogic Server Console 内のコンパイラの変更 12
 39
WLEC 接続プール 59
WLEC 接続プールのクローンの作成 2
WLEC 接続プールの削除 2
WLEC 接続プールのすべてのインスタンスのモニタ 3
WLEC 接続プールの割り当て 3

X
XML レジストリ 62
XML レジストリのクローンの作成 1
XML レジストリの削除 2
XML レジストリの作成 1
XML レジストリの割り当て 2

ア
[アクティブ化時刻 ] 31
新しい ACL の作成 1
新しい EJB のインストール 1
新しい FileT3 の作成 1
新しいアプリケーションのインストール 1
新しいキャッシング レルムの作成 1
新しいグループの作成 1
新しいドメイン ログ フィルタの作成 1
アプリケーション管理設定の編集 2
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アプリケーション ロールバック数 38

イ
一次配布名 34
[一般 ] 3, 5, 3, 15, 19, 3, 5

[クラスタ ] 5
[一般 ] および [ログ ] 属性 4
印刷、製品ドキュメント xxxiv

ウ
[失われたマルチキャスト メッセージ数 ] 34

オ
オープン文字列
暗号化されたパスワード 5

オープン文字列パスワード 5
[オペレーティング システム ] 39

カ
カスタマ サポートの情報 xxxiv
カスタム レルム、コンフィグレーション 1
カスタム レルム、[メモ ] 2
仮想ホストへの Web アプリケーションの割り当て 3
[監査プロバイダ クラス ] 5
[管理ポート ] 14

キ
[起動クラス ] 57
起動クラス 1
起動クラス、[一般 ] 5
起動クラス、[対象 ] 6
起動クラスのクローンの作成 2
起動クラスの削除 2
起動クラスの作成 1
起動クラスの割り当て 3
起動クラス、[メモ ] 7
[基本レルム ] 3
[キャッシュで大文字 /小文字を区別 ] 3
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[キャッシング レルム ] 2
キャッシング レルムのクローンの作成 2
キャッシング レルムの削除 2

ク
[クライアント認証を強制する ] 20
クラス
デプロイメント 57

[クラスタ ] 16
クラスタ 1
[クラスタ アドレス ] 5
[クラスタの重み ] 16
クラスタのクローンの作成 2
クラスタの削除 3
クラスタの作成 1
クラスタへのサーバの割り当て 3
クラスタを構成するサーバのモニタ 3
[クラスパスの後ろに追加 ] 30
[クラスパスの前に追加 ] 30
[クラス名 ] 5
[グループ ] 2, 1
グループからのグループの削除 2
グループからのユーザの削除 2
グループの削除 1
[グループ メンバシップ キャッシュ生存時間 ] 6

ケ
[現在このクラスタを構成するサーバ数 ] 8

コ
[更新間隔 ] 8
[このクラスタに登録されているサーバ数 ] 7
[このクラスタへのサーバを選択 ] 7
[コミュニティ ] 2
[コンフィグレーション ] 4, 3, 4, 3, 2, 3, 13, 3, 4, 3, 5
[コンフィグレーション情報 ] 1

サ
[サーバ ] 58, 59, 61, 62, 63, 64
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サービス 62, 64
[コンフィグレーション ] 15
サービス 58, 59, 60, 63
パフォーマンス 30

[サーバ数 ] 4
サーバ 1
チューニング 44
ログ 44

[サーバ キー ファイル名 ] 20
サーバ、クラス 57
サーバ上でのガベージ コレクションの実行 4, 5
サーバ上のすべての CORBA 接続プールのモニタ 10
サーバ上のすべての Web アプリケーション コンポーネントのモニタ 8
サーバ セキュリティのモニタ 5
サーバにデプロイされたすべての EJB のモニタ 7
[サーバ認証チェーン ファイル名 ] 20
[サーバ認証ファイル名 ] 20
サーバの JNDI ツリーの表示 2, 3
サーバのクラスタのモニタ 6
サーバのクローンの作成 1
サーバの削除 2
サーバの作成 1
サーバの作成または変更 13
サーバの実行キューの表示 3
サーバの実行スレッドの表示 3
サーバの接続の表示 4
サーバのソケットの表示 4
サーバのバージョンの表示 6
サーバのログの表示 2
サーバへの CORBA 接続プールの割り当て 9
サーバへの EJB のデプロイ 6
サーバへの FileT3 の割り当て 11
サーバへの JDBC 接続プールの割り当て 9
サーバへの Web アプリケーション コンポーネントのデプロイ 7
サーバへの XML レジストリの割り当て 10
サーバへの起動クラスおよび停止クラスのデプロイ 8
サーバへのメール セッションの割り当て 11
[サーバ名 ] 34
[サービス期間しきい値 ] 5
[最後に選択したタブの位置を保存 ] 1
最小プール サイズ 1
サイズしきい値 46
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[再送リクエスト数 ] 34
[最大 HTTP メッセージ サイズ ] 28
[最大 IIOP メッセージ サイズ ] 29
[最大 JMS サーバ数 ] 36
[最大 POST サイズ ] 18
[最大 POST 時間 ] 18
[最大 T3 メッセージ サイズ ] 28
[最大接続数 ] 36
[最大トランザクション数 ] 4
最大プール サイズ 1
[最大容量 ] 7
サポート
技術関連 xxxiv

シ
時間しきい値 47
[システムユーザ ] 2
システム ロールバック数 38
[持続時間 ] 19
[失敗したらサーバを起動しない ] 5
[失敗時の ACL キャッシュ生存時間 ] 4
[失敗時のキャッシュ生存時間 ] 5
[自動更新間隔 ] 1
[縮小可 ] 7
[縮小間隔 ] 7
[受信したフラグメント数 ] 34
[詳細設定 ] 4
[状態 ] 31
新規 WLEC 接続プールの作成 1
シングル スレッド サーブレット プール サイズ 6
[信頼性のある CA ファイル名 ] 21

ス
[スキーマ プロパティ ] 3
[スタック トレースのログ出力 ] 54
すべてのアクティブな JMS サービスのモニタ 2
すべてのアクティブな JMS セッション プールのモニタ 4
すべてのアクティブな JMS の送り先のモニタ 5
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セ
[成功時の ACL キャッシュ生存時間 ] 4
[成功時のキャッシュ生存時間 ] 5
[生存サーバ数 ] 34
[セカンダリ プリファレンス グループ ] 16
セキュリティ、[一般 ] 2
[セキュリティ コンテキストを有効化 ] 2
[接続数 ] 36
[総接続数 ] 36
[接続フィルタ ] 2
[接続プール ]

URL 4
[名前 ] 4
[プロパティ ] 5

接続プール
オープン文字列パスワード 5
プロパティ 5

ソ
増加容量 7
[送信したフラグメント数 ] 34
[ソケット リーダー ] 26

タ
ターゲット グループ 1
ターゲット グループのクローンの作成 1
ターゲット グループの削除 2
ターゲット グループの作成 1
ターゲット グループの割り当て 2
[対象 ] 4, 6, 7
[対象クラスタ ] 5, 12, 7, 8
[対象サーバ ] 5, 11, 7
[タイムアウト ] 1
[タイムアウト秒数 ] 4
タイムアウト ロールバック数 37

チ
チューニング 27
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ツ
[追加 Rmic オプション ] 30

テ
[停止クラス ] 57
停止クラス 1
停止クラス、[一般 ] 3
停止クラスのクローンの作成 1
停止クラスの削除 2
停止クラスの作成 1
停止クラスの割り当て 2
[データベース ]、[URL] 2
[データベース ]、[ドライバ ] 2
[データベース ]、[ユーザ名 ] 2
[データベース ]、[パスワード ] 2
[デバッグ レベル ] 4
[デフォルト IIOP パスワード ] 29
[デフォルト IIOP ユーザ ] 29
[デフォルト JMS 接続ファクトリを有効化 ] 27
[デフォルト Web アプリケーション ] 17, 5
[デフォルト セキュア プロトコル ] 28
[デフォルトのロード バランス アルゴリズム ] 5
[デフォルト プロトコル ] 28

ト
ドキュメント、入手先 xxxiii
ドメインの状態の表示 1
ドメイン ログの表示 1
ドメイン ログ フィルタのクローンの作成 2
ドメイン ログ フィルタの削除 2
[ドライバクラス名 ] 4
トランザクション 13
[トランザクション総数 ] 37
[トランザクション ログファイルのプレフィクス ] 53
[トランザクションを保持する最長時間 ] 4
[トンネリング クライアント Ping] 27
[トンネリング クライアント タイムアウト ] 27
[トンネリングを有効化 ] 27
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ナ
[ナビゲーション ツリーを使用 ] 1
[名前 ] 3, 13, 1
名前 3, 5, 1, 3, 5

ニ
[認可済み認証機関 ] 21
[認証キャッシュ サイズ ] 5
[認証キャッシュを有効化 ] 5
[認証レルム名 ] 6

ネ
ネイティブ IO 26
ネットワーク 25

ハ
[パーミッション ] 2, 1
パスワード 5
[バックログを受け入れ ] 26
[パフォーマンス ] 32
パフォーマンス 55

ヒ
[引数 ] 5
[ヒューリスティック総数 ] 38
[ヒューリスティックを無視 ] 5

フ
ファイル数 48
[ファイル数の制限 ] 47
[不正なログイン総数 ] 35
[不正なログインの最大回数 ] 35
[プライマリ ドメイン ] 3

ヘ
平均コミット時間 38
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ホ
[ポート ] 1
[ホスト ] 1

マ
[マシン ] 13
マシンのクローンの作成 1
マシンの削除 2
マシンの割り当て 2
[マルチキャスト アドレス ] 6
[マルチキャスト生存期間 ] 6
[マルチキャスト送信遅延 ] 6

メ
メール セッションのすべてのインスタンスのモニタ 2
[メール セッション ] 63
メール セッションのクローンの作成 1
メール セッションの削除 2
メール セッションの作成 1
メール セッションの割り当て 3
[メモ ] 2, 8, 4, 5, 6, 4, 5, 7, 3, 12, 9
[メモリ使用状況 ] 32, 33

モ
[モニタ ] 30

ユ
[ユーザ ] 2, 1, 6
ユーザの削除 1
ユーザの追加 1
[ユニーク名の最大数 ] 4

ヨ
[要求スループット ] 32
[要求待ち時間 ] 32
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リ
[リスン アドレス ] 14
[リスン ポート ] 13
リソース ロールバック数 37
[リモート例外のログ出力 ] 54

レ
[レプリケーション グループ ] 16
[レルム クラス名 ] 1, 3

ロ
[ローテーション タイプ ] 46
[ロールバック総数 ] 37
[ログ ] 9
[ログイン タイムアウト ] 26
[ログイン遅延時間 (秒 )] 6
ログの [更新間隔 ] 52
ログの [ローテーション間隔 ] 52
ログの [ローテーション時間 ] 52
ログの [ ローテーション タイプ ] 51
[ログ バッファ サイズ ] 51
[ログ ファイル名 ] 50
[ログファイル名 ] 44
[ログを有効化 ] 50
[ロックアウトされているユーザの総数 ] 35
[ロック解除されているユーザの総数 ] 35
[ロックされているユーザ数 ] 35
[ロック中に試行されたログイン数 ] 35

ワ
[ワークスペースにユーザのキーのみを表示 ] 26
[割り当て済みメモリ ] 33
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	2. クローンを作成するメッセージング ブリッジの行で [クローン] アイコンを クリックします。
	3. 属性フィールドに値を入力します。
	4. [クローン] をクリックして、 [名前] フィールドで指定した名前を持つ メッ セージング 

	メッセージング ブリッジの削除
	1. [Messaging Bridge] ノードをクリックして展開します。[Messaging 
	2. 削除するメッセージング ブリッジの行で[削除] アイコンをクリックします。 右ペインに削除要
	3. [はい] をクリックして、 メッセージング ブリッジを削除した後、 [続行] を クリックし

	メッセージング ブリッジ のサーバ、ク ラスタまたは移行できる対象への割り当 て
	1. 左ペインで、[ブリッジ] ノードをクリックして展開します。
	2. [Messaging Bridge] ノードをクリックして展開し、ドメインで定義されてい る
	3. 割り当てを行うメッセージング ブリッジをクリックします。右ペインのダイ アログに、メッセージ
	4. [対象] タブをクリックすると、以下のような対象指定タブが表示されます。
	5. [サーバ]、[クラスタ] または [移行できる対象] タブで、次のようにして メッセージング
	a. [選択可] カラムで、メッセージング ブリッジに割り当てる対象を1 つま たは複数選択します
	b. 移動コントロールをクリックして、対象を [選択済み] カラムに移動しま す。
	c. [適用] をクリックして割り当てを保存します。

	メッセージング ブリッジへのメモの追 加
	1. 左ペインで、[ブリッジ] ノードをクリックして展開します。
	2. [Messaging Bridge] ノードをクリックして展開し、ドメインで定義されてい る
	3. メモを追加するメッセージング ブリッジをクリックします。 右ペインのダイ アログに、メッセー
	4. [メモ] タブをクリックします。[メモ] フィールドにメモを入力します。
	5. [適用] をクリックして変更を保存します。

	メッセージング ブリッジの停止と再起 動
	1. [Messaging Bridge] ノードをクリックして展開します。
	2. 停止するメッセージング ブリッジのインスタンスを選択します。
	3. [コンフィグレーション｜一般]タブで、[起動する] チェック ボックスをオ フにして、ブリッ
	4. ブリッジを再起動するには、[起動する] チェック ボックスをオンにします。

	すべてのアクティブなメッセージング ブリッジのモニタ
	1. 左ペインで [サーバ] ノードをクリックします。
	2. 左ペインで特定のサーバを選択します。右ペインのダイアログに、そのサー バ インスタンスに関連
	3. [サービス] タブを選択します。
	4. [ブリッジ] タブを選択します。
	5. [すべての メッセージング ブリッジ ランタイム のモニタ] テキスト リンク をクリックし

	実行スレッド プール サイズのコンフィ グレーション
	1. 左ペインで [サーバ] ノードをクリックして展開します。
	2. 所定のサーバ インスタンスを選択します。
	3. 右ペインで [サービス] タブを選択します。
	4. [ブリッジ] タブを選択します。
	5. [メッセージング ブリッジ スレッドのプール サイズ] フィールドに新しい値 を入力します。
	6. [適用] をクリックして変更を保存します。

	コンフィグレーション
	[一般]
	[接続を再試行]
	[トランザクション]

	[対象]
	[メモ]
	58 JMS ブリッジ送り先
	JMS ブリッジ送り先の作成
	1. [Messaging Bridge] ノードをクリックして展開します。
	2. [JMS ブリッジ送り先] ノードをクリックして、右ペインに [JMS ブリッジ送 り先] 
	3. 右ペインで [新しい JMS Bridge Destinationのコンフィグレーション] 
	4. [コンフィグレーション] タブで、[名前]、[JNDI アダプタ名]、[アダプタ クラスパス
	5. オプションとして、[ユーザ名] 属性および [ユーザ パスワード] 属性を入力 します。これ
	6. [作成] をクリックして、[名前] フィールドで指定した名前を持つブリッジ 送り先のインスタ
	7. ソース JMS ブリッジ送り先の属性の定義が完了したら、ターゲット JMS ブ リッジ送り先

	JMS ブリッジ送り先のクローンの作成
	1. [Messaging Bridge] ノードをクリックして展開します。
	2. [JMS ブリッジ送り先] ノードをクリックして展開します。[JMS ブリッジ送 り先] テ
	3. クローンを作成する JMS ブリッジ送り先のインスタンスの行で[クローン] アイコンをクリッ
	4. 属性フィールドに値を入力します。
	5. [クローン] をクリックして、[名前] フィールドで指定した名前を持つ JMS ブリッジ送り

	JMS ブリッジ送り先の削除
	1. [Messaging Bridge] ノードをクリックして展開します。
	2. [JMS ブリッジ送り先]ノードをクリックして展開します。[JMS ブリッジ送 り先] テー
	3. 削除する JMS ブリッジ送り先の行で[削除] アイコンをクリックします。右 ペインに削除要
	4. [はい]をクリックして、JMS ブリッジ送り先を削除した後、[続行] をク リックして右ペイ

	JMS ブリッジ送り先へのメモの追加
	1. 左ペインで、[Messaging Bridge] ノードをクリックして展開します。
	2. [JMS ブリッジ送り先] ノードをクリックして展開し、ドメインで定義されて いる JMS 
	3. メモを追加する JMS ブリッジ送り先をクリックします。右ペインのダイアロ グに、JMS ブ
	4. [メモ] タブをクリックします。[メモ] フィールドにメモを入力します。
	5. [適用] をクリックして変更を保存します。

	コンフィグレーション
	[コンフィグレーション]
	[メモ]


	59 一般ブリッジ送り先
	一般ブリッジ送り先の作成
	1. [Messaging Bridge] ノードを展開します。
	2. [一般ブリッジ送り先] ノードをクリックして右ペインに [一般ブリッジ送り 先] タブを開き
	3. 右ペインで [新しいGeneral Bridge Destinationのコンフィグレーショ
	4. [コンフィグレーション] タブで、[名前]、[JNDI アダプタ名]、[アダプタ クラスパス
	5. オプションとして、[ユーザ名] 属性および [ユーザ パスワード] 属性を入力 します。 こ
	6. [作成] をクリックして、 [名前] フィールドで指定した名前を持つ 一般ブ リッジ送り先の
	7. ソース一般ブリッジ送り先の属性の定義が完了したら、ターゲット一般ブ リッジ送り先も、この手順

	一般ブリッジ送り先のクローンの作成
	1. [Messaging Bridge] ノードおよび [一般ブリッジ送り先] ノードを展開しま
	2. [一般ブリッジ送り先] テーブルが右ペインに表示され、すべての 一般ブ リッジ送り先 のイン
	3. クローンを作成する一般ブリッジ送り先のインスタンスの行で[クローン] アイコンをクリックしま
	4. 属性フィールドに値を入力します。
	5. [クローン] をクリックして、 [名前] フィールドで指定した名前を持つ 一般 ブリッジ送り

	一般ブリッジ送り先の削除
	1. [Messaging Bridge] ノードおよび [ 一般ブリッジ送り先] ノードを展開し
	2. [一般ブリッジ送り先] テーブルが右ペインに表示され、すべての一般ブリッ ジ送り先のインスタ
	3. 削除する一般ブリッジ送り先ののインスタンスの行で [削除] アイコンをク リックします。削除
	4. [はい] をクリックして、一般ブリッジ送り先を削除した後、 [続行] をク リックして右ペイ

	一般ブリッジ送り先へのメモの追加
	1. [Messaging Bridge] ノードを展開します。
	2. [一般ブリッジ送り先] ノードをクリックして展開し、ドメインで定義されて いる一般ブリッジ送
	3. メモを追加する一般ブリッジ送り先をクリックします。 一般ブリッジ送り先 のインスタンスに関連
	4. [メモ] タブをクリックします。[メモ] フィールドにメモを入力します。
	5. [適用] をクリックして変更を保存します。

	コンフィグレーション
	[コンフィグレーション]
	[メモ]


	60 JNDIBinding
	61 JNDI コンテキスト
	1. 左ペインで、ユーザの WebLogic Server のノードを右クリックします。ポッ プア
	2. ［JNDI ツリーを見る］をクリックします。新しく開かれたウィンドウの右ペ インに情報が表示

	62 Jolt
	Jolt 接続プールのコンフィグレーション
	1. 左ペインの [Jolt] ノードをクリックします。ドメインで定義されているすべ ての Jol
	2. [新しい Jolt Connection Pool プールのコンフィグレーション] テキスト
	3. [名前]、[最小プール サイズ]、[最大プール サイズ]、および [タイムアウ ト] 属性フ
	4. [作成] をクリックして、[名前] フィールドで指定した名前の接続プール イ ンスタンスを作
	5. [アドレス] および [ユーザ] タブを個々にクリックして、属性フィールドを 変更するか、デ
	6. [適用] をクリックして、変更を保存します。

	Jolt 接続プールのクローンの作成
	1. 左ペインの [Jolt] ノードをクリックします。ドメインで定義されているすべ ての Jol
	2. クローンを作成する接続プールの行の [クローン] アイコンをクリックしま す。右ペインにダイ
	3. [名前]、[最小プール サイズ]、[最大プール サイズ]、および [タイムアウ ト] 属性フ
	4. [作成] をクリックして、[名前] フィールドで指定した名前の接続プール イ ンスタンスを作
	5. [アドレス] および [ユーザ] タブを個々にクリックして、属性フィールドを 変更するか、デ
	6. [適用] をクリックして、変更を保存します。

	Jolt 接続プールの削除
	1. 左ペインの [Jolt] ノードをクリックします。ドメインで定義されているすべ ての Jol
	2. 削除する接続プールの行の [削除] アイコンをクリックします。削除要求の 確認を求めるダイア
	3. [はい] をクリックして接続プールを削除します。[Jolt] ノードの下の接続 プール アイ

	Jolt 接続プールの割り当て
	1. 左ペインの [Jolt] の下のインスタンス ノードをクリックして、割り当て対象 の接続プー
	2. [対象] タブをクリックします。
	3. [サーバ] および [クラスタ] タブについて次の手順を実行します。
	a. Jolt 接続ファクトリに割り当てる 1 つまたは複数のターゲットを [選択可 ] カラムで
	b. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み] カ ラムに移動します。
	c. [適用] をクリックして割り当てを保存します。

	Jolt 接続プールのすべてのインスタンスの モニタ
	1. 左ペインの [Jolt] の下のインスタンス ノードをクリックして、モニタする接 続プールを
	2. [モニタ] タブをクリックします。
	3. [すべてのアクティブなプールのモニタ] テキスト リンクをクリックします。 右ペインに [J


	63 Jolt 接続プール
	[コンフィグレーション]
	[一般]
	[アドレス]
	[ユーザ]
	[対象]
	[サーバ]
	[クラスタ]
	[メモ]


	64 実行時 Jolt 接続プール
	65 JTA
	JTA のコンフィグレーション
	1. [ドメイン] ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表示され、ド メインの コンフィ
	2. [JTA] タブをクリックします。
	3. [タイムアウト秒数]、[トランザクションを保持する最長時間]、 [beforeComplet
	4. 必要に応じて、[ヒューリスティックを無視] 属性を有効または無効にしま す。
	5. [適用] をクリックして、変更を保存します。


	66 JTA トランザクション
	67 LDAP レルム（廃止）
	LDAP レルムの作成
	1. 左ペインの [レルム] ノードをクリックします。ドメインで定義されている すべての LDAP
	2. [新しい LDAP Realm V1 (Deprecated) のコンフィグレーション] テ
	3. [名前] 属性フィールドに値を入力します。
	4. 右下隅の [作成] ボタンをクリックして、レルムのインスタンスを [名前] フィールドで指定
	5. [LDAP レルム V1 (廃止)]、[ユーザ]、および [グループ] タブを個々にク リッ
	6. [適用] をクリックして、変更を保存します。

	LDAP レルムのクローンの作成
	1. 左ペインの [レルム] ノードをクリックします。ドメインで定義されている すべての LDAP
	2. クローンを作成するレルムの行で [クローン] アイコンをクリックします。 右ペインにダイアロ
	3. [名前] 属性フィールドに値を入力します。
	4. [作成] をクリックして、[名前] フィールドに指定した名前でレルム インス タンスを作成し
	5. [LDAP レルム V1 (廃止)]、[ユーザ]、および [グループ] タブを個々にク リッ
	6. [適用] をクリックして、変更を保存します。

	LDAP レルムの削除
	1. 左ペインの [レルム] ノードをクリックします。ドメインで定義されている すべての LDAP
	2. 削除するレルムの行で [削除] アイコンをクリックします。削除要求の確認 を求めるダイアログ
	3. [はい] をクリックして、レルムを削除します。[レルム] ノードの下にある レルム アイコン

	[コンフィグレーション]
	[一般]
	[LDAP レルム V1 (廃止)]
	[ユーザ]
	[グループ]
	[メモ]


	68 マシン
	マシンのコンフィグレーション
	1. [マシン] ノードをクリックします。右ペインに [マシン] テーブルが表示さ れ、ドメインで
	2. [新しい Machine のコンフィグレーション] テキスト リンクをクリックしま す。右ペ
	3. [名前] 属性フィールドに値を入力します。
	4. [作成] をクリックして、[名前] フィールドに指定した名前でマシン インス タンスを作成し
	5. 必要に応じて、[ノード マネージャ] タブをクリックして属性値を変更しま す。
	6. [適用] をクリックして変更を保存します。

	マシンのクローンの作成
	1. [マシン] ノードをクリックします。右ペインに [マシン] テーブルが表示さ れ、ドメインで
	2. クローンを作成するマシンの行で [クローン] アイコンをクリックします。 右ペインにダイアロ
	3. [名前] 属性フィールドに値を入力します。
	4. [クローン] をクリックして、[名前] フィールドに指定した名前でマシン イ ンスタンスを作
	5. 必要に応じて、[ノード マネージャ] タブをクリックして属性値を変更しま す。
	6. [適用] をクリックして変更を保存します。

	マシンの削除
	1. [マシン] ノードをクリックします。右ペインに [マシン] テーブルが表示さ れ、ドメインで
	2. 削除するマシンの行で [削除] アイコンをクリックします。削除要求の確認 を求めるダイアログ
	3. [はい] をクリックして、マシンを削除します。[マシン] ノードの下にある マシン アイコン

	マシンの割り当て
	1. 左ペインの [マシン] の下で、割り当てるマシンのインスタンス ノードをク リックします。右
	2. [サーバ] タブをクリックします。
	3. [選択可] カラムで、マシンに割り当てる 1 つまたは複数のターゲットを選 択します。
	4. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み] カラ ムに移動します。
	5. [適用] をクリックして割り当てを保存します。

	[コンフィグレーション]
	[一般]
	[サーバ]
	[ノード マネージャ]
	[メモ]



	69 メール セッション
	メール セッションの作成
	1. [メール] ノードをクリックします。右ペインに [メール セッション] テーブ ルが表示され
	2. [新しい Mail Session のコンフィグレーション] テキスト リンクをクリック し
	3. [名前]、[JNDI 名]、および [プロパティ] 属性フィールドに値を入力しま す。
	4. [作成] をクリックして、[名前] フィールドに指定した名前でメール セッ ションのインスタ

	メール セッションのクローンの作成
	1. [メール] ノードをクリックします。右ペインに [メール セッション] テーブ ルが表示され
	2. クローンを作成するメール セッションの行で [クローン] アイコンをクリッ クします。右ペイ
	3. [名前]、[JNDI 名]、および [プロパティ] 属性フィールドに値を入力しま す。
	4. [作成] をクリックして、[名前] フィールドに指定した名前でメール セッ ションのインスタ

	メール セッションの削除
	1. [メール] ノードをクリックします。右ペインに [メール セッション] テーブ ルが表示され
	2. 削除するメール セッションの行で [削除] アイコンをクリックします。削除 要求の確認を求め
	3. [はい] をクリックして、メール セッションを削除します。[メール] ノード の下にあるメー

	メール セッションのすべてのインスタンス のモニタ
	1. [メール] ノードをクリックします。右ペインに [メール セッション] テーブ ルが表示され
	2. モニタするメール セッションの行で [すべてのインスタンスのモニタ] アイ コンをクリックし

	メール セッションの割り当て
	1. 左ペインの [メール] の下で、割り当てるメール セッションのインスタンス ノードをクリック
	2. [対象] タブをクリックします。
	3. [サーバ] タブと [クラスタ] タブで次の手順を実行します。
	a. [選択可] カラムで、メール セッションに割り当てる 1 つまたは複数の ターゲットを選択し
	b. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み] カ ラムに移動します。
	c. [適用] をクリックして割り当てを保存します。

	[コンフィグレーション]
	[対象]
	[サーバ]
	[クラスタ]
	[メモ]

	70 MBean
	71 実行時メッセージ駆動型 EJB
	72 NT レルム
	NT レルムのコンフィグレーション
	1. 左ペインの [レルム] ノードをクリックします。右ペインに [レルム] テーブ ルが表示され
	2. [新しい NTRealm のコンフィグレーション] テキスト リンクをクリックしま す。右ペ
	3. [名前] および [プライマリ ドメイン] 属性フィールドに値を入力します。
	4. [作成] をクリックして、[名前] フィールドに指定した名前でレルム インス タンスを作成し

	NT レルムのクローンの作成
	1. 左ペインの [レルム] ノードをクリックします。右ペインに [レルム] テーブ ルが表示され
	2. クローンを作成するレルムの行で [クローン] アイコンをクリックします。 右ペインにダイアロ
	3. [名前] および [プライマリ ドメイン] 属性フィールドに値を入力します。
	4. [作成] をクリックして、[名前] フィールドに指定した名前でレルム インス タンスを作成し

	NT レルムの削除
	1. 左ペインの [レルム] ノードをクリックします。右ペインに [レルム] テーブ ルが表示され
	2. 削除するレルムの行で [削除] アイコンをクリックします。削除要求の確認 を求めるダイアログ
	3. [はい] をクリックして、レルムを削除します。[レルム] ノードの下にある レルム アイコン
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	b. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み] カ ラムに移動します。
	c. [適用] をクリックして割り当てを保存します。

	[コンフィグレーション]
	[一般]
	[対象]
	[サーバ]
	[クラスタ]
	[メモ]


	102 実行時ステートレス EJB
	103 実行時ステートフル EJB
	104 ターゲット グループ
	ターゲット グループの作成
	1. [Target Groups] ノードをクリックします。右ペインに [Target Grou
	2. [Create a New Target Group] テキスト リンクをクリックします。右
	3. [名前] 属性フィールドに値を入力します。
	4. 右下隅の [作成] ボタンをクリックして、[名前] フィールドに指定した名前 でターゲット 

	ターゲット グループのクローンの作成
	1. [Target Groups] ノードをクリックします。右ペインに [Target Grou
	2. クローンを作成するターゲット グループの行で [クローン] アイコンをク リックします。右ペ
	3. [名前] 属性フィールドに値を入力します。
	4. 右下隅の [作成] ボタンをクリックして、[名前] フィールドに指定した名前 でターゲット 

	ターゲット グループの削除
	1. [Target Groups] ノードをクリックします。右ペインに [Target Grou
	2. 削除するターゲット グループの行で [削除] アイコンをクリックします。削 除要求の確認を求
	3. [はい] をクリックしてターゲット グループを削除します。[Target Groups] ノ

	ターゲット グループの割り当て
	1. 左ペインの [Target Groups] の下で、割り当てるターゲット グループのインス 
	2. [メンバ] タブをクリックします。
	3. [サーバ] および [クラスタ] タブについて次の手順を実行します。
	a. [選択済み] カラムで、ターゲット グループに割り当てる 1 つまたは複数 のターゲットを選
	b. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み] カ ラムに移動します。
	c. [適用] をクリックして割り当てを保存します。

	[コンフィグレーション]
	[メモ]

	105 実行時トランザクション名
	106 実行時トランザクション リソース
	107 Unix マシン
	Unix マシンのコンフィグレーション
	1. [マシン] ノードをクリックします。右ペインに [マシン] テーブルが表示さ れ、ドメインで
	2. [新しい Unix Machine のコンフィグレーション] テキスト リンクをクリック し
	3. [名前] 属性フィールドに値を入力します。
	4. [作成] をクリックします。
	5. [ノード マネージャ] タブをクリックして、デフォルト値をそのまま使用す るか変更します。
	6. [適用] をクリックして変更を保存します。

	Unix マシンのクローンの作成
	1. [マシン] ノードをクリックします。右ペインに [マシン] テーブルが表示さ れ、ドメインで
	2. クローンを作成する Unix マシンの行で [クローン] アイコンをクリックしま す。右ペイ
	3. [名前] 属性フィールドに値を入力します。
	4. [クローン] をクリックして、[名前] フィールドに指定した名前で Unix マ シンのイン
	5. [適用] をクリックして変更を保存します。
	6. [ノード マネージャ] タブをクリックして、デフォルト値をそのまま使用す るか変更します。
	7. [適用] をクリックして変更を保存します。

	Unix マシンの削除
	1. [マシン] ノードをクリックします。右ペインに [マシン] テーブルが表示さ れ、ドメインで
	2. 削除する Unix マシンの行で [削除] アイコンをクリックします。削除要求の 確認を求め
	3. [はい] をクリックして、Unix マシンを削除します。[マシン] ノードの下に ある Un

	Unix マシンの割り当て
	1. 左ペインの [マシン] の下で、割り当てる Unix マシンのインスタンス ノード をクリッ
	2. [サーバ] タブをクリックします。
	3. [選択可] カラムで、Unix マシンに割り当てる 1 つまたは複数のターゲット を選択しま
	4. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み] カラ ムに移動します。
	5. [適用] をクリックして割り当てを保存します。

	[コンフィグレーション]
	[サーバ]
	[ノード マネージャ]
	[メモ]


	108 Unix レルム
	Unix レルムのコンフィグレーション
	1. 左ペインの [レルム] ノードをクリックします。右ペインに [レルム] テーブ ルが表示され
	2. [新しい Unix Realm のコンフィグレーション] テキスト リンクをクリックし ます
	3. [名前] および [認証プログラム] 属性フィールドに値を入力します。
	4. [作成] をクリックして、[名前] フィールドに指定した名前でレルム インス タンスを作成し

	Unix レルムのクローンの作成
	1. 左ペインの [レルム] ノードをクリックします。右ペインに [レルム] テーブ ルが表示され
	2. クローンを作成するレルムの行で [クローン] アイコンをクリックします。 右ペインにダイアロ
	3. [名前] および [認証プログラム] 属性フィールドに値を入力します。
	4. [作成] をクリックして、[名前] フィールドに指定した名前でレルム インス タンスを作成し

	Unix レルムの削除
	1. 左ペインの [レルム] ノードをクリックします。右ペインに [レルム] テーブ ルが表示され
	2. 削除するレルムの行で [削除] アイコンをクリックします。削除要求の確認 を求めるダイアログ
	3. [はい] をクリックして、レルムを削除します。[レルム] ノードの下にある レルム アイコン

	[コンフィグレーション]
	[メモ]


	109 ユーザ
	ユーザの追加
	1. 左ペインの [ユーザ] ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表 示され、ユーザを処
	2. 新しいユーザの作成用の [名前] テキスト入力フィールドに、新しいユーザ の名前を入力します
	3. [パスワード] および [パスワード確認] テキスト入力フィールドに、新しい ユーザのパスワ
	4. [作成] をクリックして、指定したユーザを追加します。そのユーザが [ユー ザ] リストに追
	5. [変更は、レルムの実装に保存しなければなりません] テキスト リンクをク リックします。これ

	ユーザの削除
	1. 左ペインの [ユーザ] ノードをクリックします。右ペインにダイアログが表 示され、ユーザを処
	2. 削除するユーザの名前をユーザの削除の [名前] フィールドに入力します。 複数のユーザを削除
	3. [削除] をクリックして、指定したユーザを削除します。そのユーザが [ユー ザ] リストから

	[コンフィグレーション]
	[メモ]


	110 仮想ホスト
	仮想ホストのコンフィグレーション
	1. [仮想ホスト] ノードをクリックします。右ペインに [仮想ホスト] テーブル が表示され、ド
	2. [新しい Virtual Host のコンフィグレーション] テキスト リンクをクリックし 
	3. [名前] および [仮想ホスト名] 属性フィールドに値を入力し、ドロップダウ ン リストから
	4. [ログ] タブと [HTTP] タブをそれぞれクリックして、属性フィールドを変更 するか、デ
	5. [作成] をクリックして、[名前] フィールドに指定した名前で Web サーバの インスタン
	6. 仮想ホストを有効にするためにサーバを再起動します。

	仮想ホストのクローンの作成
	1. [仮想ホスト] ノードをクリックします。右ペインに [仮想ホスト] テーブル が表示され、ド
	2. クローンを作成する仮想ホストの行で [クローン] アイコンをクリックしま す。右ペインにダイ
	3. [名前] および [仮想ホスト名] 属性フィールドに値を入力し、ドロップダウ ン リストから
	4. [ログ] タブと [HTTP] タブをそれぞれクリックして、属性フィールドを変更 するか、デ
	5. [作成] をクリックして、[名前] フィールドに指定した名前で Web サーバの インスタン

	仮想ホストの削除
	1. [仮想ホスト] ノードをクリックします。右ペインに [仮想ホスト] テーブル が表示され、ド
	2. 削除する仮想ホストの行で [削除] アイコンをクリックします。削除要求の 確認を求めるダイア
	3. [はい] をクリックして、仮想ホストを削除します。[仮想ホスト] ノードの 下にある Web

	仮想ホストの割り当て
	1. 左ペインで、割り当てる仮想ホストのインスタンス ノードをクリックしま す。右ペインにダイアロ
	2. [対象] タブをクリックします。
	3. [サーバ] および [クラスタ] タブについて次の手順を実行します。
	a. [選択可] カラムで、仮想ホストに割り当てる 1 つまたは複数のターゲッ トを選択します。
	b. 移動コントロールをクリックして、選択したターゲットを [選択済み] カ ラムに移動します。
	c. [適用] をクリックして割り当てを保存します。

	仮想ホストへの Web アプリケーションの割 り当て
	1. 左ペインの [Web アプリケーション] ノードをクリックします。
	2. 割り当てる Web アプリケーションを選択します。
	3. 右ペインで [対象] タブをクリックします。
	4. [仮想ホスト] タブをクリックします。
	5. [選択可] カラムで仮想ホストをクリックし、右矢印ボタンを使用して仮想ホ ストを [選択済み

	仮想ホストのすべてのインスタンスのモニ タ
	1. [仮想ホスト] ノードをクリックします。右ペインに [仮想ホスト] テーブル が表示され、ド
	2. モニタする仮想ホストの行で [すべてのインスタンスのモニタ] アイコンを クリックします。右

	[コンフィグレーション]
	[一般]
	[ログ]
	[HTTP]
	[対象]
	[サーバ]
	[クラスタ]
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	111 Web アプリケーション
	新しい Web アプリケーションのインストー ル
	1. 左ペインの [Web アプリケーション] ノードをクリックします。右ペインに [Web アプ
	2. テキスト入力フィールドに . jar ファイルのパスを入力するか、[参照] ボタ ンをクリッ
	3. [Upload] をクリックして、.jar ファイルをインストールします。左ペインの [We

	新しい Web アプリケーションのコンフィグ レーション
	1. 左ペインで [Web アプリケーション] ノードをクリックします。右ペインに Web アプリ
	2. テキスト入力フィールドに .jar ファイルのパスを入力するか、[参照] ボタン をクリック
	1. jar ファイルがアプリケーション ディレクトリにコピーされない。
	2. この Web アプリケーションのインストール先を指定できる。

	[コンフィグレーション]
	[一般]
	[ファイル]
	[その他]
	[対象]
	[サーバ]
	[クラスタ]
	[仮想ホスト]
	[モニタ]
	[メモ]


	112 実行時 Web アプリケーション コ ンポーネント
	113 Web アプリケーション デプロイ メント記述子エディタ ヘルプ
	以下の各節では、Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタの使用 方法についての情報を
	Web アプリケーション デプロイメント記述 子エディタの概要
	Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタでは、Web アプリケー ションを定義するデ
	Web アプリケーションごとに、2 つのデプロイメント記述子 web.xml および weblog
	Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタでは、既存のデプロイメ ント記述子の編集だけ
	新しい Web アプリケーションの作成
	新しい Web アプリケーションを作成するには
	1. Web アプリケーションのコンポーネント （サーブレット、JSP、および HTML ページ）
	2. 作成したコンポーネントを、ファイル システム内で Web アプリケーション 用に定義したディ
	3. スケルトンのデプロイメント記述子を作成します。 スケルトンの作成は、次 の 2 つのうちいず
	4. 次の節で説明するように、デプロイメント記述子エディタを使用して、Web アプリケーションの機


	Web アプリケーション デプロイメント記述子エ ディタの使用方法
	1. まだ動作していない場合、WebLogic Administration Server を起動
	2. ブラウザで WebLogic Server Administration Console を
	3. 現在のドメインで Web アプリケーションが既に定義済みの場合、左パネル で [Web アプ
	4. 現在のドメインで Web アプリケーションがまだコンフィグレーションされ ていない場合、新し
	a. 右パネルで [新しい Web Application のコンフィグレーション] をクリッ ク
	b. [名前] フィールドに、Web アプリケーションの名前を入力します。
	c. [URI] フィールドに、Web アプリケーションが格納されているディレクト リの名前を入力
	d. [Path] フィールドに、Web アプリケーションが格納されているディレクト リのパスを入
	e. [作成] をクリックします。 新しい Web アプリケーションが、左パネルで [Web アプ
	5. Web アプリケーションを右クリックし、[Web アプリケーション 記述子の編 集] を選択
	6. Web アプリケーションの機能をコンフィグレーションします。 Web アプリ ケーションの機
	7. デプロイメント記述子の編集が終了したら、左側のナビゲーション ツリーで 最上位のノードを選択
	8. 右パネルで [Validate] をクリックします。 検証では、デプロイメント記述子 がその
	9. デプロイメント記述子を検証したら、右パネルで [Persist] をクリックしま す。 デプ
	図113-1 [Web アプリケーション 記述子の編集...]

	既存のデプロイメント記述子の編集
	1. 「Web アプリケーション デプロイメント記述子エディタの使用方法」の手順 に従います。
	2. 左パネルのナビゲーション ツリーから、編集対象のデプロイメント記述子の 要素を選択します。 
	3. 右パネルで、必要に応じてフィールドの値を入力または編集します。
	4. [作成] または [適用] ボタンをクリックします。
	5. デプロイメント記述子の編集が終了したら、左側のナビゲーション ツリーで 最上位のノードを選択
	6. 右パネルで [Validate] をクリックします。 検証では、デプロイメント記述子 がその
	7. 右パネルで [Persist] をクリックします。 デプロイメント記述子に対して行わ れた変


	Web アプリケーション デプロイメント記述 子エディタによる Web アプリケーションの コンフ
	この節では、Web アプリケーションに必要なデプロイメント情報を作成する方 法について説明します。
	以下の各項では、Web アプリケーションのコンポーネントをコンフィグレー ションする手順を説明しま
	Web アプリケーションの基本属性のコンフィグ レーション
	1. 左パネルで [Web App Descriptor] ノードをクリックします。
	2. [Web App Descriptor] パネルで、必要に応じて以下の属性をコンフィグレー 

	コンテキスト パラメータのコンフィグレーション
	コンテキスト パラメータは、サーブレット コンテナに名前/値のペアを渡すた めに使われます。 名前
	1. 左パネルで [Parameters] ノードを右クリックし、[新しい Parameter の
	2. [Description] フィールドに、パラメータの説明を入力します。 （省略可能）
	3. [Param Name] フィールドに、パラメータの名前を入力します。
	4. [Param Value] フィールドに、パラメータの値を入力します。
	5. [作成] をクリックします。

	これらのパラメータには、コード内で javax.servlet.ServletContext.ge

	フィルタのコンフィグレーション
	フィルタは Web アプリケーションのリソースに対するリクエストを傍受し、補 助的な機能を実行しま
	フィルタは Sun Microsystems の Servlet 2.3 仕様の最終勧告ドラフトの
	1. 左パネルで [Filters] ノードを右クリックし、[新しい Filter のコンフィグレ
	2. 以下のフィールドに値を入力します。
	3. [作成] をクリックします。
	4. 左パネルで [Filter Mappings] ノードを右クリックし、[新しい Filter
	5. [Filter] ドロップダウン リストから、マッピングを作成するフィルタを選択 します。
	6. このフィルタを URL パターンにマッピングする場合、[Url Pattern] フィール 
	7. このフィルタをサーブレットにマッピングする場合、[Servlet] ドロップダウ ン リスト
	8. [作成] をクリックします。
	9. フィルタ初期化パラメータを作成します。 フィルタ初期化パラメータは、 フィルタ クラスで F
	a. 左パネルで [Filters] ノードを展開します。
	b. 初期化パラメータを作成するフィルタのノードを展開します。
	c. [Parameters] ノードを右クリックし、[新しい Parameter のコンフィグレ
	d. [Description] フィールドに、パラメータの説明を入力します。（省略可能）
	e. [Param Name] フィールドに、パラメータの名前を入力します。
	f. [Param Value] フィールドに、パラメータの値を入力します。
	g. [作成] をクリックします。
	10. 作成するフィルタ マッピングごとに、これまでの手順を繰り返します。


	リスナのコンフィグレーション
	リスナは HTTP セッションまたはサーブレットのコンテキスト イベントに応答 する Java ク
	アプリケーション イベントおよびリスナは、Sun Microsystems の Servlet 2
	1. 左パネルで [Listeners] ノードを右クリックし、[新しい Listener のコン
	2. リスナ クラスの完全名を [Listener Class Name] フィールドに入力します
	3. [作成] をクリックします。


	サーブレットのコンフィグレーション
	サーブレットをコンフィグレーションするには、まずサーブレットを定義し、次 にサーブレットを URL
	1. 左パネルで [Servlet] ノードを右クリックし、[新しい servlet のコンフィグ
	2. 以下のフィールドに値を入力します。
	3. [作成] をクリックします。
	4. [Servlet Mappings] を右クリックし、[新しい ServletMapping
	5. [Servlet] ドロップダウン リストから、マッピングするサーブレットを選択し ます。
	6. このサーブレットの URL パターンを入力します。 URL パターンの詳細につ いては、「サ
	7. [作成] をクリックします。
	8. サーブレットの初期化パラメータを作成します。 （省略可能）
	a. 左パネルで [Servlet] ノードを展開します。
	b. 初期化パラメータを作成するサーブレットのノードを展開します。
	c. 左パネルで [Parameters] ノードを右クリックし、[新しい Parameter の
	d. [Description] フィールドに、パラメータの説明を入力します。（省略可能）
	e. [Param Name] フィールドに、パラメータの名前を入力します。
	f. [Param Value] フィールドに、パラメータの値を入力します。
	g. [作成] をクリックします。
	9. サーブレットのSecurity Role Refsを作成します。
	a. 左パネルで [Servlet] ノードを展開します。
	b. セキュリティ ロール参照を作成するサーブレットのノードを展開します。
	c. [Security Role Refs] ノードを右クリックし、[新しい SecurityR
	d. [Description] フィールドに、セキュリティ ロール参照の説明を入力しま す。（省
	e. [Role Link] ドロップダウン リストから、セキュリティ ロールを選択しま す。 事
	f. [Role Name] フィールドに、サーブレットのコード内で使われるロール名 を入力します
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	ディレクトリ名による HTTP リクエストを受信すると、WebLogic Server はここ で
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	MIME マッピングでは、ファイル拡張子と MIME タイプの間のマッピングを定 義します。 MI
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	4. [作成] をクリックします。


	JSP タグ ライブラリのコンフィグレーション
	JSP タグ ライブラリには、ユーザが記述する JSP タグを定義する Java クラスお よび記
	1. 左パネルで [Tag Libs] ノードを右クリックし、[新しい TagLib のコンフィグ
	2. [URI] フィールドに、JSP の taglib ディレクティブでこのタグ ライブラリ を
	3. [Location] フィールドに、タグ ライブラリまたはタグ ライブラリの jar ファ 
	4. [作成] をクリックします。


	リソース環境参照のコンフィグレーション
	リソース環境参照は、Sun Microsystems の Servlet 2.3 仕様の最終勧告ド
	1. 左パネルで [Resource Env Refs] ノードを右クリックし、[新しい Reso
	2. [Description] フィールドに、このリソース環境参照の説明を入力します。（省 略可
	3. [Ref Name] フィールドに、このリソース環境参照の名前を入力します。
	4. [Ref Type] フィールドに、このリソース環境参照の Java 型を入力します。
	5. [作成] をクリックします。


	リソース参照のコンフィグレーション
	リソース参照は、外部リソースのルックアップ名を定義します。 デプロイメント 時の実際の位置にマッピ
	1. 左パネルで [Resource Refs] ノードを右クリックし、[新しい Resource
	2. [Description] フィールドに、このリソース参照の説明を入力します。（省略可 能）
	3. [Ref Name] フィールドに、このリソース参照の名前を入力します。
	4. [Ref Type] フィールドに、このリソース参照の Java 型を入力します。 Java
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	6. [Sharing Scope] フィールドに、共有スコープを入力します。 有効な値は Sha
	7. [作成] をクリックします。


	セキュリティ制約のコンフィグレーション
	セキュリティ制約は、指定されたリソースにセキュリティを適用します。 セキュ リティ制約は任意の数だ
	1. 左パネルで [Security Constraints] ノードを右クリックし、[新しい S
	2. [Display Name] フィールドに、このセキュリティ制約の名前を入力します。
	3. [作成] をクリックします。
	4. 左パネルで [Security Constraint] ノードを展開します。
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	c. [Description] フィールドに、この Web リソース コレクションの説明を入 力
	d. [URL Pattern] フィールドに、1 つ以上の URL パターンを 1 行ずつ区切っ
	e. [HTTP Method] ボックスに、HTTP メソッドを入力します。 通常、入力す る値
	f. [作成] をクリックします。
	7. Auth Constraintを作成します。
	a. 編集しているセキュリティ制約の名前を右クリックし、[新しい AuthConstraint の
	b. [Description] フィールドに、この認可制約の名前を入力します。 （省略可 能）
	c. [作成] をクリックします。 定義済みのセキュリティ ロールの一覧が [選 択可] パネルに
	d. 矢印ボタンを使って、定義済みリスト内のセキュリティ ロールを選択済 みリストに移動します。 
	e. [適用] をクリックします。
	8. User Data Constraintを作成します。
	a. 編集中のセキュリティ制約の名前を右クリックし、[新しい UserDataConstraint
	b. [Description] フィールドに、このユーザ データ制約の説明を入力します。 （省略
	c. [Transport Guarantee] ドロップダウン リストから、転送の保証を選択しま
	d. [作成] をクリックします。


	ログインのコンフィグレーション
	ログインのコンフィグレーションでは、ユーザ認証の方式、このアプリケーショ ンで使われるレルム名、フ
	この要素が存在する場合、Web アプリケーションに定義されたSecurity Constraint
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	2. [Auth Method] ドロップダウン リストから、認可方式を選択します。 有効な 値は
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	セキュリティ ロールのコンフィグレーション
	セキュリティ ロールは、ロールに割り当てられるプリンシパル（通常はユーザ 名）のセキュリティ コン
	1. 左パネルで [Security Roles] ノードを右クリックし、[新しい Securit
	2. [Description] フィールドに、このセキュリティ ロールの説明を入力します。 （省
	3. [Role Name] フィールドに、このセキュリティ ロールの名前を入力します。
	4. [作成] をクリックします。


	環境エントリのコンフィグレーション
	アプリケーションに対して環境エントリを宣言します。 環境エントリは任意の数 だけ作成できます。
	1. 左パネルで [Env Entries] ノードを右クリックし、[新しい EnvEntry の
	2. [Description] フィールドに、この環境エントリの説明を入力します。（省略可 能）
	3. [Env Entry Name] フィールドに、この環境エントリの名前を入力します。
	4. [Env Entry Value] フィールドに、この環境エントリの値を入力します。
	5. [Env Entry Type]ドロップダウンリストから、この環境エントリのタイプを 選択し


	EJB 参照のコンフィグレーション
	EJB 参照では、EJB リソースへの参照を定義します。 この参照は、WebLogic に 固有の
	1. 左パネルで [Ejb Refs] ノードを右クリックし、[新しい EjbRef のコンフィグ
	2. [Description] フィールドに、この EJB 参照の説明を入力します。（省略可能）
	3. [EJBRef Name] フィールドに、この EJB 参照の名前を入力します。
	4. [EJBRef Type] フィールドに、参照される EJB の Java クラスを入力しま
	5. [Home Interface Name] フィールドに、EJB のホーム インターフェース
	6. [Remote Interface Name] フィールドに、EJB のリモート インターフ
	7. EJB がエンタープライズ アプリケーション アーカイブ（EAR）にパッケージ 化される場合
	8. [Run As] フィールドに、この Web アプリケーションに定義されているセ キュリティ



	新しい Webapp Ext のコンフィグレーショ ン
	左パネルの [WebApp Ext] ノードは、WebLogic に固有のデプロイメント記述子 で
	weblogic.xml 記述子のノードを作成するには
	1. 左パネルで、トップレベル ノードを右クリックします （ノードには myWebApp Web 
	2. [新しい WebAppExtDescriptor のコンフィグレーション] を選択します。
	3. 右パネルの [Description] フィールドに、Web アプリケーションの説明を入力 
	4. アプリケーションを実行している WebLogic Server のバージョンを入力しま す。
	5. [作成] をクリックします。

	セッション記述子のコンフィグレーション
	Session Descriptorでは、HTTP セッション関連のパラメータをコンフィグレー シ
	1. 左パネルに WebApp Ext ノードが存在しない場合、このノードを作成します。
	a. 左パネルで、トップレベル ノードを右クリックします （ノードには myWebApp Web 
	b. [新しいWebAppExtDescriptorのコンフィグレーション] を選択します。
	c. 右パネルの [Description] フィールドに、Web アプリケーションの説明を 入力
	d. アプリケーションを実行している WebLogic Server のバージョンを入力し ます。
	e. [作成] をクリックします。
	f. 左パネルで [WebApp Ext] ノードを展開します。
	2. 左パネルで [Session Descriptor] ノードをクリックします。
	3. Session Descriptorの表中の情報を参考にして、右パネルのフィールドの値を 入
	4. [適用] をクリックします。


	JSP 記述子のコンフィグレーション
	JSP Descriptorでは、JSP 関連のパラメータを設定します。
	1. 左パネルに WebApp Ext ノードが存在しない場合、このノードを作成します。
	a. 左パネルで、トップレベル ノードを右クリックします （ノードには myWebApp Web 
	b. [新しいWebAppExtDescriptorのコンフィグレーション] を選択します。
	c. 右パネルの [Description] フィールドに、Web アプリケーションの説明を 入力
	d. アプリケーションを実行している WebLogic Server のバージョンを入力し ます。
	e. [作成] をクリックします。
	f. 左パネルで [WebApp Ext] ノードを展開します。
	2. 左パネルで [JSP Descriptor] ノードをクリックします。
	3. JSP Descriptorの表中の情報を参考にして、右パネルのフィールドの値を入 力します
	4. [適用] をクリックします。


	セキュリティ ロール割り当てのコンフィグレー ション
	セキュリティ ロールの割り当ては、セキュリティ ロールを 1 つまたは複数のプ リンシパルにマッピ
	1. 左パネルに WebApp Ext ノードが存在しない場合、このノードを作成します。
	a. 左パネルで、トップレベル ノードを右クリックします （ノードには myWebApp Web 
	b. [新しい WebAppExtDescriptor のコンフィグレーション] を選択します。
	c. 右パネルの [Description] フィールドに、Web アプリケーションの説明を 入力
	d. アプリケーションを実行している WebLogic Server のバージョンを入力し ます。
	e. [作成] をクリックします。
	f. 左パネルで [WebApp Ext] ノードを展開します。
	2. 左パネルで [Security Role Assignment] ノードを右クリックし、[新
	3. [Role] ドロップダウン リストからセキュリティ ロールを選択します。
	4. [Principal Names]テキスト ボックスに、1 つ以上のPrincipal Na
	5. [作成] をクリックします。


	文字セット パラメータのコンフィグレーション
	文字セット パラメータを設定することにより、Unicode を使用しない運用を行う ためのコードセ
	1. 左パネルに WebApp Ext ノードが存在しない場合、このノードを作成します。
	a. 左パネルで、トップレベル ノードを右クリックします （ノードには myWebApp Web 
	b. [Configure a new WebAppExtDescriptor新しい WebApp
	c. 右パネルの [Description] フィールドに、Web アプリケーションの説明を 入力
	d. アプリケーションを実行している WebLogic Server のバージョンを入力し ます。
	e. [作成] をクリックします。
	f. 左パネルで [WebApp Ext] ノードを展開します。
	2. 左パネルで [WebApp Ext] ノードを右クリックし、[新しい CharsetPara
	3. Input Charset Descriptorsを作成します。
	a. [Charset Params] ノードを展開します。
	b. [Input Charset Descriptors] ノードを右クリックし、[新しい In
	c. [Resource Path] フィールドに、この文字セット記述子に適用されるパスを 入力し
	d. [Java Charset Name] フィールドに、有効な Java の文字セット名を入力
	e. [作成] をクリックします。
	4. Character Set Mappingを作成します。
	a. [Charset Params] ノードを展開します。
	b. [Charset Mappings] ノードを右クリックし、[新しい CharsetMapp
	c. [IANA Charset Name] フィールドに、有効な IANA 文字セット名を入力し
	d. [Java Charset Name] フィールドに、有効な Java の文字セット名を入力
	e. [作成] をクリックします。


	リファレンス記述子のコンフィグレーション
	リファレンス記述子は、サーバ リソースの JNDI 名を、Web アプリケーション で使われる名前
	1. 左パネルに WebApp Ext ノードが存在しない場合、このノードを作成します。
	a. 左パネルで、トップレベル ノードを右クリックします （ノードには myWebApp Web 
	b. [新しい WebAppExtDescriptor のコンフィグレーション] を選択します。
	c. 右パネルの [Description] フィールドに、Web アプリケーションの説明を 入力
	d. アプリケーションを実行している WebLogic Server のバージョンを入力し ます。
	e. [作成] をクリックします。
	f. 左パネルで [WebApp Ext] ノードを展開します。
	2. 左パネルで [WebApp Ext] ノードを右クリックし、[新しい ReferenceDe
	3. Resource Descriptionsを作成します。 1 つまたは複数のリソース記述子を
	a. [Resource Descriptor] ノードを展開します。
	b. [Resource Descriptions] ノードを右クリックし、[新しい Resour
	c. [Jndi Name] フィールドに、JNDI ツリーでのオブジェクトの名前の名前を 入力し
	d. [Resource Reference] ドロップダウンリストからリソース参照を選択しま す
	e. [作成] をクリックします。
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